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ベン・トー　９・５

箸休め〜濃厚味わいベン・トー〜


アサウラ







この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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主要登場人物



佐藤　洋（さとう・よう）


　烏からす田だ高校一年。体力とバカには自信がある。ゲームはセガ派。









著莪あやめ（しゃが・あやめ）


　丸まる富とみ大学付属高校一年。佐藤洋と同じ生年月日の従姉。イタリア人の母を持つハーフ。ゲームはセガ派。二つ名は《湖の麗人》。









槍水　仙（やりずい・せん）


　烏田高校二年。ハーフプライサー同好会会長。二つ名は『氷結の魔女』。茉ま莉り花かという妹がいる。









白粉　花（おしろい・はな）


　烏田高校一年。小説執筆が趣味な女の子。実は一部ネットでは名が知られた存在だったりする。









白梅　梅（しらうめ・うめ）


　烏田高校一年でありながら生徒会会長を担う。白粉をとても大事に想っている。暴力的な一面を見せることも。









沢桔姉妹（さわぎ・しまい）


　丸富大学附属高校二年の双子の姉妹。やや残念な姉の梗きょうと良くできた妹の鏡きょう。それぞれ生徒会長と副会長を担っている。二つ名は《オルトロス》。









烏頭みこと（うず・みこと）


　19歳の烏田高校卒業生。元ＨＰ部。二つ名は『ウルフズペイン』。本作では在学中の姿が描かれている。









内本君（うちもとくん）


　烏田高校一年のドＭ。









高段位桜桃少年団（ハイクラスチェリーボーイズ）


　鳥田高校の男子寮内で本人たちも知らぬ間に結成されてしまった汚れを知らぬ純粋な少年たち。神かん田だ、蔵くら田た、矢や部べ等といった面々が名を連ねており、これに一応佐藤も入るのだが、仲間内からはやや疑いの目が持たれ始めている。









井ノ上あせび（いのうえ・あせび）


　丸富大学付属高校一年。今回も出番がなかったかわいそうな子。次に大活躍するための充電期間だと思っているため、本人は特に気にしていない。
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１章　ボーダーをブレイク












　　　「佐藤、早く！　早くしてくれ……本当に、んんッ！」





槍水仙











　　　　　０




「んじゃ佐藤、またそのうちに」

　片手を挙げ、著しや莪があやめはバイクを軽快に吹かして夜の街へと消えていった。何とはなしに、男子寮の部屋の窓から視線を感じるものの、僕は出来るだけ気にしないようにした。

　……どうせ高次元ハイクラス桜桃少年集団チエリーボーイズの誰かだろう。僕も勝手に所属させられているらしいが、寮内に女の気配を察すると即座に反応するその様はちょっとしたドラゴンボールの世界である。

　スマホを見やれば現在夜一一時。

　僕、佐さ藤とう洋ようの冬休みもあと一時間で終わりか……。

　思い返せばいろいろあったなぁ。クリスマス以降著莪に小こ遣づかいとお年玉（前借り）を持っていかれたり、著莪と初日の出を見に行ったり、ＨＰハーフプライサー同好会の合宿に行って懐なつかしい顔に再会したり、強敵の《ウルヴァー》と出会ったり……そしてその後、企業戦士サラリーマンことレッドの家で無数の獣けものに囲まれながらオールナイトで往年のヒーロー作品を見せられたり……。

　おかげで今日の日中に寮へ戻るはずが、途中で寄った実家でついつい眠っちゃって、大変だったのだ。イタリアから日本に戻っていた著莪がまだ実家の方にいてくれたのが救いである。

　電車はともかく遅くなるとバスがなくなるので、実家から寮に戻るのはちょっと面倒なのだ。

　僕はずっしりと重い鞄かばんを背負い直し、寮へ入った。行く先は自室ではなく、最上階にある三年の寮長の部屋へ。

　何な故ぜかはわからないが、その寮長の部屋にだけは後付け感バリバリ……というか、素人しろうと作業感がバリバリのチャイムが扉に取り付けられていた

　僕はそのチャイムに指を当てると、一呼吸入れてから複数回押す。古い洋風電話のような、チリリリと小さなベルの音がした。

『―　・　―　―　―　　・　―　・　―』

　いわゆるモールス信号である。その意味するところは……ご想像にお任まかせしよう。

「入りたまえ」

　その声に僕は一礼し、入室。薄暗い、他よりも明らかに広い部屋の中央にソファがあり、そこに足を組んで座る大おお柄がらの寮長。その横には細身で、眼鏡めがねをかけた小柄の男がひっそりと佇たたずみ、クリップボードに何やらペンを走らせていた。

　僕は鞄の中から三冊の本と二枚のＤＶＤを献上する。寮長は口元をニヤリと綻ほころばせた。

「……ほぅ、ストッキングの足フェチものか。相変わらずいい趣味をしている。以前はクズばかりであったが、ここ一年弱でどうやら覚かく醒せいしつつあるようだな、一年の佐藤よ」

　はっ、と僕は頭を下げつつ、心の中でガッツポーズを取る。

　しかしそんな僕を寮長の横の男は、冷めた目で見てきやがった。

「しかし、数が少ないですね。献上の時間も遅い。何より本は……データではない。貢献度ポイントはいささか低くなりますよ」

「え!?　で、ですが本には本の良さが！　数が少ないのは確かですが、データでは得られない、己おのれの手に有しているという実感があるじゃないですか！」

「確かにそれは一理。しかしながら有限なる存在である本というものは、人の手を渡るほどに損傷を受ける。その点、データは劣れつ化かしないですからね。我々のシステムにおいては後者が圧倒的に有利なのはおわかりでしょう？　時代の流れに乗り遅れてはいけませんよ」

　クッ、と僕は下した唇くちびるを噛かみしめながら寮長の部屋を後にするしかなかった。

　これは、我が寮の裏伝統……エロアイテムの再分配システムだ。

　夏休みと冬休みの二回に限って行われ、各自が実家へ戻った際、各地に秘められしエロ本、エロＤＶＤといった〝使えるアイテム〟をそれぞれの判断の元、収集。その後寮長の下へ一度集結させ、これをそれぞれ献上したアイテムのクオリティ、品数などにより与えられる貢献度ポイント順に再分配を行う、公平かつ性交、違う、精巧なるシステムが構築されていた。

　これにより普段は見ることもないフェチ作品に触れ、新たなる次元の扉を開き、己の中の発見と性の成長を促うながすという尊とうとい目的を持つ。さらに新学期開始一週間後に行われるシャッフルタイムにより、より多くの作品に触れることが出来るお得なシステムでもあるのだ。

　つまり、多かれ少なかれの差はあれど、誰もが幸せになれる神の御み業わざのごとき制度である。

　だから誰もが休み中にはアイテムの収集に余念がないし、最終的な判断を下す寮長への好感度を上げようとするのが当然なのだが……如何いかんせん僕はＨＰハーフプライサー同好会の活動が夜遅くまであるので、あまり接触がなく、好感度はさして高くはない。だからせめて貢献度ポイントだけは上げておきたかったのだけど……今回は、さすがに……。

「お、何だ、その顔じゃダメっぽい感じか？　あぁ、その前にあけましておめでとう、か」

　一年が住む二階へとぼとぼと降りてきた僕にそう声をかけてきたのは、丁度風ふ呂ろ上がりらしい小太りな神かん田だ君だ。僕はため息混じりに彼に今し方の寮長との遣やり取りを説明した。

「時間が遅くなったのはわかってたんだけどさ、本の価値が認められないのはちょっとショックだな。せめて数が用意出来れば良かったんだけど……クリスマス以降はずっと従姉いとこが横にいたから、どうしてもさ。まぁ、ＤＶＤの方は内容でそれなりに認めてくれたけど」

「このリア充じゆうめ。ぶち殺すぞ。……だが、それはそれとして……よく著莪あやめちゃんが横にいて、本やらＤＶＤやらを集められたな。バレないもんか？」

　さらっと人の従姉をフルネーム＆ちゃん付けで呼んでいる辺りに、この男への若じやつ干かんの畏い怖ふの念を抱かざるを得ないものの……今更だ、気にしないようにした。いちいち引っかかっていたら話が進まない。

「なに!?　著莪あやめさんがどうかしたって!?　マイブラザー佐藤、どうした、オレのために彼女のパンツでも持ってきてくれたのか!?」

　唐突に細身ながら筋肉質でどこかしら旧日本軍の歩兵を思わせる矢や部べ君が部屋から飛び出すようにして現れたが……うん、今更気にすることではない。彼にとっては平常運転だろう。無視に限る。

「ＤＶＤは部活の合宿帰りに、買ったんだ。田舎いなかの自動販売機でね。一人だったし、問題なく隠し通せたんだけど……去年のうちに用意した本の方は……実はバレてる。っていうか、年末に目の前で熟読されて大変な目にあったよ……」

　なん……だと……。と、矢部君が目を輝かせ、神田君が「ほぅ？」と顎あごに手を当てる。

　そして、先ほどの矢部君よろしく、部屋から飛び出すようにドＭの豚ぶた野や郎ろうこと、内うち本もと君が廊ろう下かに現れた。

「なんだ、どうした!?　恥ち辱じよくプレイがどうしたって!?」

　言ってねぇよ！　と僕ら三人は変態Ｍ野郎に言葉を叩たたきつける。

「マイブラザー佐藤、つ、つまり……それって、アレか？　その本を読まれた際に二人で何かエロい雰ふん囲い気きになって、魔法使いの権利を破棄とかっていう展開に!?」

「なってないよ。っつぅか、現場は実家だぞ。階下じゃ母親が大冒険してる上、酒呑のんだ親父おやじが家ん中を疾しつ走そうしてるんだぞ。エロい雰囲気になるわけが……」

「嘘うそだ！　オレをバカにしているのか、知ってるんだぞ!?　エロ漫画じゃよくあるシチュエーションじゃないか！」

「矢部、落ち着け。あと佐藤家の特殊な家庭環境もこの際置いておこう。そして、意味もなく鼻息を荒くしている内本、お前は巣へ帰れ。……なぁ佐藤、この矢部の状況を合わせて考えれば、今からでも十分貢献度ポイントを獲得できるんじゃないのか？」

「え？　親父が酔っぱらって立ちションしていたら警官に追いかけられて新年早々ズボンから邪じや悪あくなる肉棒をはみ出しながら帰宅したことでか？」

「そこじゃねぇよ。っていうかそんな話ししてねぇよ。……だからさ」

「その時の親父曰いわく、チャックのせいで、ちょっと横合いの皮が――」

「想像だけでリアルに痛くなる話は止めろ。聞きたくない。……だからな、いいか？」

　神田君曰いわく、その僕が持ち寄った著莪熟読済みの本を寮長に献上せずに取り返してきて、それを矢部君に与える代わりに、彼の分の貢献度ポイントを佐藤が引き取れば全員が幸せになるのではないか、ということだった。

　しかしながら夏休みにはかなりの貢献度ポイントを叩き出し、多くのエロを獲得していた矢部君だ。さすがに僕秘蔵のエロ本とはいえ、著莪が読んだというだけで……。

「ワカッタ、ポイント、サトウニヤル。オレ、ホン、モラウ。ソシテ、クウ」

「喰くうな、矢部。腹壊すぞ。舐なめるのに止とどめておけ」

「いや、神田君、その前に彼が野生化しつつあることを気にするべきじゃないのか？　何よりそんなにうまくいくもんか？」

「で、誰がオレに恥辱プレイの経験談を語ってくれるんだ？　ん？　ん？」

　ドＭの豚野郎を廊下に残し、僕は矢部君を引き連れて寮長の部屋へ。先ほどの神田君の提案を両者が同意の上であることを説明すると、寮長は快こころよく本の返却及び、貢献度ポイントの譲渡を認めてくれた。

　あまりに簡単に事が進んだことに僕が驚いていると、寮長は言う。

「このシステムは誰もが幸せになるためのものだ。ルールに縛しばられ、幸せを享きよう受じゆ出来ないのは間違っているからな。……それより、そのアイディアをひらめいた奴やつを教えてくれ。ふむ、神田か。覚えておこう。未来の寮長候補だ」

　階下に戻った僕は神田君と堅い握手を交わす。君は天才だ、と。そして、助かった、と。

「なぁに、友達だろ、佐藤。気にするなよ、分配されたエロをオレの方に少し回してくれるだけでいいさ」

　冗談とも本気とも取れない口調で、神田君は笑って言ってくれる。

　その時、僕らが握りあったのは相手の手ではなく、紛まぎれもなく〝友情〟そのものだった。
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　学校が違えばそうでもないのかもしれないけれど、少なくとも烏からす田だ高校には席替えというものはないらしいのだと、三学期になってようやく僕は気がついた。

　入学当初からずっと苗みよう字じのあいうえお順というか、出席番号順である。そのためいつまで経たっても僕の隣の席が女生徒になり、シャーペンの芯しんの遣やり取りや消しゴムを拾いあったりするちょっとした日常の潤うるおい補給みたいな展開はないのだろう。

　強しいて言えば僕の後ろの席には美少女……というよりは美女としての趣おもむきが深い白しら梅うめ梅うめがいるのがせめてもの潤いか。いや、潤いっていうほど潤った例ためしがな……いや、あるな。

「何ですか、佐藤君」

　教室に着くなり、僕は後ろの席の白梅をチラチラと見やっていたのだけれど、どうやらバレていたらしい。彼女、ずっと始業式のためのスピーチ原稿を目で追っていたので、気づいていないのかと思っていたのに。

　後ろの席の白梅と額ひたいを付き合わすようにして、僕は椅い子すに跨またいで座り直す。

　白梅の、相変わらず偽にせ物もののように真まっ直すぐに黒く、長い髪。それらを腰の辺りでまとめる白いリボンがせいぜい年相応さを感じさせるが、それさえなければその大人びた雰ふん囲い気きは上級生にも引けは取らないだろう。

　彼女の白い肌、ペンを持つ長い指、透き通った声……そして……。

「何です？」

　原稿の文字列を追っていた彼女の目だけがギロリと動き、不ふ愉ゆ快かいさを表すような鋭い視線が、僕に向けられる。

　顔は机の上の原稿に向いているので、上うわ目め遣づかいという感じなのだが……何な故ぜだろう、普通、こういうのって男心が擽くすぐられるアングルだと思うんだけど……今の僕には、のど元に剣先を突きつけられているようにしか感じられない。

　……このヤバい感じがなければ……どれだけ出席番号に感謝することか。

　美人が後ろの席にいるというだけでなく……その、何というか、普段からして割といい感じなのだ。

　いつだったか、まだ暖かい頃の日曜日の夜に、寮にて神田君を筆頭とした高次元ハイクラス桜桃少年集団チエリーボーイズのメンツで焼き肉パーティーを行ったことがあった。おっぱい博士こと蔵くら田た君が確かスーパーだか精肉店だかの懸賞でヤギのブロック肉を当てたのだ。

　だが、ヤギ肉は結構クセのある風味……そこで、香こう味み野菜や薬やく味みをかき集めることになったのだが、コストパフォーマンスを重視した神田君が中国産の特売ニンニクをキロ単位で買ってきやがったのだ。

　もはや、ちょっとしたヴァンパイアなら対等以上に渡り合える装備である。

　ヤギ肉は安物だったのか、焼き肉のタレに漬けても臭くさみは取れず、かなり処分に困ったものだ。しかし、臭かろうが何だろうが肉には違いない。何より食べ盛りの僕らだ、大量のニンニクで風味を誤ご魔ま化かしながら全てを食べ尽くし……そして、月曜日にえらいことになった。

　臭いのだ。息が臭いのは当たり前だが、ほのかに体臭さえも……。

　それでもさすがに何カ月も一緒にやってきたクラスメイト、登校した際にちょっとした笑い話として済み、良かったなぁ……と、思いつつ授業を受けていた時である。

　――屁へだ。ニンニクには良くも悪くも強力な殺菌作用があり、あまりに量を食べると腸内細菌、つまり悪玉菌はもちろん、善玉菌までも構わず皆殺しにする特性がある。その結果ガスが大量発生するというメカニズムなわけだが……これが、凄すごい。

　クラスメイトから臭いをバカにされなかったことで安あん堵どしていた授業中の僕の一瞬の隙すきをついて、鉄壁を誇っていた肛こう門もん括かつ約やく筋きんを突破した一団が現れたのだ。

　パパスー、というどこぞの有名ＲＰＧで主人公の親父の名前にありそうなかすかな歓喜の咆ほう吼こうと共に解き放たれた、彼ら。

　周りの席のクラスメイトが「ん？」みたいな顔をして、誰かが放ほう屁ひしたことを即座に勘かんづいたが、何故か僕はあまり疑われずに済んだのだ。

　そりゃニンニク大量摂取後の脱走犯エグザイルである。そのパワーはかなり素敵なことになっていたはずだが……真後ろにいた白梅が平然としてくれていたのだ。

　佐さ藤とう洋ようがかましたのならさすがに白梅が反応するはず、誰もがそう思ったはずだ。もしくは一番の被害者である白梅が平然としているのだから、自分たちが責め立てるのは筋が違う、と思ってくれたのかもしれない。

　どちらにせよ、平然と僕の屁を受け止めてくれた白梅……というのは僕の中でかなりの好感度アップである。まぁ、授業後に嫌けん悪お感かんバリバリの目で睨にらまれたわけだけれども。

　……何となく言葉だけで考えてしまうと、ちょっと特殊なプレイをしているみたいにも取られかねないが、さすがに僕はそこまでハードな展開は望んでいないので、間違えないでいただきたい。

「だから……何です？」

　面と向かっておきながら平然と過去に思いを馳はせていた僕に、かすかな苛いら立だちを込めて白梅は今一度言った。

「え？　あぁいや、別に、ちょっと僕らの昔の思い出を……」

「わたしと佐藤君の間に思い出と呼べるものが欠片かけらでもありましたか？　用がないのなら前を向いていてください。気が散ります」

　……割と酷ひどい言われようじゃないか。何だかんだでもう一年近く一緒だというのに。

「……わかったよ。あ、そういえば、明けましておめでとう。確か言ってなかったよね」

「確かに、そうですね。おめでとうございます」

　あ、でも合宿の時にモニター越しに会ってはいるのか。合宿中だったし、モニター越しだったこともあって新年の挨あい拶さつはしていなかっただけだ。

　……思い出してみると、あの時、白梅のノーブラ・シルクパジャマ姿は……エロかったなぁ。

　……あのモニターでガン見していた男子諸氏の夢が詰まった素敵なものが、今は手を伸ばせば届く距離にあるってわけか……。

　何故だろう、そう考えると何だか制服姿とはいえ、白梅がエロく見えてきやがる。

　たとえ、今はブラはしているとしてもモノがなくなったわけではないのだ。ほら、すぐそこにあの希望の膨ふくらみが……ほぅ。

「人を見ながら徐々にニヤニヤしていくのはやめてくれませんか。気持ち悪いです」

「え!?　あぁ、ごめんごめん！　ついホラ、その、何だ、アレだよ！　そういえばあの夜って、年が明けていたのに新年の挨拶をしなかったなぁって思い出しててさ！」

　僕は慌あわてて言ってのけた。まさか、あの時のノーブラパジャマの突起ラインと今の白梅の姿とを脳内で〝重ね合わせスーパーインポーズ〟し、ブラによる影響を加味した上で現在目標ポツチがどの位置ポイントに存在するのかを予測計算していたとはさすがに言えない。

　お、白梅が呆あきれ顔でため息を吐ついたぞ？　よしよし、うまく誤魔化せたようだな。まぁ、そこまで慌てなくても、さすがに僕の高度な思考回路を少ない外部情報からトレース出来るとも思えないけど、やはり念には念を入れておくべきだろう。新年早々白梅様からのお叱しかりは受けたくない。

　良かった良かった、と僕は安あん堵どした。

「何故それで下げ卑びた顔になるんですか」

「そりゃあの時の白梅がエロくて……」

　――その時、ざわっと、した。僕がではない、教室内が、だ。

　僕は即座に己の失言に気づいたが、それにしても何故教室内が反応したのかはわからず、いつも以上に慌てた。

　ともかくギロリと目を向けてくる白梅からいつもの言葉が飛び出す前に、誤魔化さねば……ヤバイ。

「いや、違う違うんだ！　その、えっと、ホラ、あの時、白梅が意外にも恥ずかしがっていた様子が凄すごく……かわい、かった……なって……おもっ……てないです……えぇ」

　平静な表情をしつつも、怒りを通り越して殺意を宿らせた白梅様の目を見た時、僕の脳内でジョジョのヤバイ強敵に出会った時に聞こえる『ド　ド　ド　ド　ド　ド』の重低音がリアルに聞こえ始める。慌てて軌道修正したものの、うまく誤魔化せていないのはバカでもわかった。

　教室中の視線を集める中、僕は察した。どうやらあの時の胸元を押さえて恥ずかしがっていた白梅のことに触れるのは即すなわち、僕の死亡フラグをおっ立てることと同義らしい。

　僕は刹せつ那なの間にそれを把は握あく。白梅が口を開き始めたのを見て、即座に正直に話す覚悟を決めた。……死ぬよりは、いい。殺されるよりは、お叱りの方が……いい！

「つ、つまりだ！　正しくはあの時の白梅のパジャマがとてもエロくて、僕はそれを思い出してしまっていたんだ！　さぁ、お叱りいただきたい！」

　僕は椅い子すから立ち上がり、体を硬直させる。強烈な一撃か二撃……覚悟した。

　白梅もまた、頭痛でもするかのように頭に手をやりながら立ち上がる。そして……ふと、何かに気がついたように教室内を見渡した。

　何だろう？　と、僕もまた体を硬直させつつ辺りを見やる。すると……。

　――え、嘘うそだろ。あの二人って……。――でも普段からよく喋しやべってたし。――喧けん嘩かするほど仲がいいっていうアレよ、きっと。もしくは好きな相手にイタズラしちゃう的な。――確かに、そうじゃなかったらあんな遠慮なく殴なぐったり出来ないよな。――うわぁ意外。――っていうか、何アイツ、お正月に？　――うわぁ生徒会長が恥ずかしがるってどんな感じなんだろ。――ＮＴＲ、これはＮＴＲ……クッ、何という寝取られ展開だ！　憧あこがれの人が親友の佐藤に……それなのに何故だ、何故こんなに興奮するのだ、席から立てないッ！

　内本君が椅子に座ったまま悶もだえているのを見て、僕は事態がえらい方向に進んでいるのだと気がついた。

　つまり先ほどから慌てて声が大きくなっていた僕の言葉をまとめ、かつ、ある方向に向けて組み合わせると次のようになる。

『僕と白梅はお正月の夜に会っていたんだけど、新年の挨拶をしなかった。その時の白梅はエロく、恥ずかしがる様子がとてもかわいかった。そしてパジャマ姿もとてもエロく、僕はそれを今思い出して白梅を見ながらニヤニヤしてしまった』

　うん、アレだ、これもう、ある方向に向けなくてもそっちに向いているわ。

　適当に羅ら列れつするだけでも確実にやらかしてる……っていうか、ヤった感がバリバリだ。

　白梅もこの凄まじい誤解を招いてしまった状況を察したのか、怒りとかよりもその表情に焦あせりと困惑を浮かべ、どうしていいのかがわからないようだ。

　ここで僕を殴りつけたところでどうにかなるわけでもないのは誰にだってわかる。むしろ白梅がその夜のことを照れていると解釈をされかねず、彼女にツンデレ属性が付与されると共に好感度が跳ね上がる未来が簡単に想像出来てしまう。

　だから、どうにも出来ないのだ。

　そして、この状況に、僕は希望を見た。ピンチはチャンス。二人にとって非常にヤバイこの危機的状況を僕の機転で切り抜けることが出来れば……白梅からの処刑はもちろん、お叱りすら受けなくて済むかもしれない。

　それどころか白梅から感謝……いや、このことがきっかけになって二人の関係が親密になり、単なる誤解がいつしか真実へと姿を変え、僕らは結婚式でこのことを面白可お笑かしく語り、来場者の皆々様を大いに笑わせるのではないか!?　おぉ！　「だから僕たちのキューピッドは、あの時勘違いした、いや、勘違いしてくれたクラスメイトの皆さんです。本当に、間違ってくれてありがとう！」という何気にユーモアに満ちたイイ感じの締めの言葉まで見えてきたぞ!!　これは笑顔の絶えない暖かな家庭が築けそうだ!!

　僕は瞼まぶたの裏に白梅の……いや、マイワイフである梅の、照れ笑いするウェディングドレス姿を思い描きながら……ざわめくクキラユスーメピイツトドに言う。みんな、とりあえず落ち着け、と。

　チラリと横を見やれば、白梅も僕が誤解を解こうとしているのを察したようで、困り顔のまま軽く腕を組み、視線をこちらに向けてくる。

　……ほほぅ、イイじゃないか。彼女が僕を頼りにしているのをビリビリと感じるぜ。少しいい気分だ。

　……うーん、式は洋式よりも、和式の方がいいだろうか。どちらも似合いそうだ。

「どうやら僕の言葉が足りないばかりに誤解が生まれてしまったようだ。だから、みんな、聞いてくれ」

　密ひそかに心の中で、みんな必ず結婚式には呼んでやるからな、と呟つぶやきつつ――。
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「みんな必ず結婚式には呼んでやるからな」

　――と、僕は言った。

　心と体がまさに一心同体!!　……えぇ、はい、僕、バカです。

　もう言っている途中の段階で全身から汗が噴き出たからね、マジで。

　教室が一瞬静まりかえり、その直後、大きな歓声が上がる――前に、白梅の激烈な手しゆ刀とうが僕の首を切り飛ばすような勢いで襲ってきた。

　僕は吹っ飛び、壁に叩きつけられる。だが、首はついていた。死んでも、いない。

　日々セガ系のゲームで鍛きたえ上げまくった己の反射神経により、無意識のうちにギリギリ急所をずらしたようだ。っていうか、そうじゃなかったら割とマジで死にかねない一撃を前触れなしでかましてくるあたり、白梅が怖くなるわ。

　僕が壁に衝突した際には凄まじい音がし、それが歓声を上げようとしたクラスメイトたち全員に息を呑のませる。場は、一瞬前とは違う意味で静まりかえっていた。

「ご、ごめん、い、今のは冗談……本当に、冗談なんです、はい」

　白梅が先ほどの困り顔を消し、かすかな怒りを込めた顔と目で壁に張りついている僕を見つつ、また軽く腕を組んで近づいてくる。

　一歩の距離で立ち止まる、彼女。……なるほど、これが彼女の技の間合いか。少し距離があるところを見ると、次は蹴けりが来るかもしれない。

　生命の危機を感じながら、僕は潰つぶれかかった声帯で、何とか言葉を紡つむぐ。冷静に、みんなの誤解を解く。白梅を……いや、梅を妻に迎えるために！

「いいか、よく聞いてくれ。本当のことを言うよ。僕らの間には何もないんだ。確かに僕と、う……じゃなくて、白梅は正月の夜遅くに会った。それは本当だ。そうだよね、白梅」

　白梅はコクリと頷うなずく。僕を見る目、放つ殺気はそのままに。

　僕は全身から冷や汗をかきながら、頷き返し、そして続けた。

「ここから重要だ、みんな、落ち着いてよく聞いてくれ。……確かに、会った。ただし、直接ダイレクトにじゃない。そこは間違えないでほしい。簡単に言うと僕と白梅の間にはネットがあって、つまるところ非常に健全な夜を過ごしたわけだ」

　――ネットって、何だ？　サックとかゴムに続く新しいコンドームの隠いん語ごか？　――避ひ妊にんしたから何でもないって、それ酷ひどくない!?　――きっと妊娠の心配はないって言いたいんだよ。あと性病とか。――くおぅお……我が友、佐藤……プレイ内容まで聞かせ始めるとはマジで鬼き畜ちく過ぎる……もう二度と席を立つことができんかもしれん……!!

　僕と白梅は一瞬顔を見合わせ……そして、お互いの顔を見ながら事の次第を悟った。

　つまり、今し方の僕の言葉をまとめ、かつ、ある方向に向けて微調整を加えると次のようになる。

『確かに、夜遅くに（性行為は）あった。ただし、直ナ接マじゃない。そこは間違えないでほしい。二人の間にはネットという名の避妊具もあって、非常に安全な夜を過ごしたわけだ』

　……何この、仕事で海外行っていかがわしいお店で散々楽しんで帰ってきたら即座に嫁にバレてしまった時の旦だん那なの言い訳みたいな台詞せりふ……。

　バカなの？　死ぬの？　イカれなの？　僕は己自身を心の中で責め立てた。

　しかしながら驚きだ。誰も脱いでいないし、エロさが売りのラブコメのように女生徒のスカートの中に顔を突っ込んだり、一緒に倒れてその乳を揉もんだりしてもいないのに、ちょっとした誤解だけでここまでド下しもネタな展開になるとは……。

「あの……佐藤君」

　白梅様が、もはや感情を全すべて殺し尽くしたような顔で、間合いを詰めてきた。

「いやぁ、でも凄いよね、言葉って。ちょっとニュアンスを誤あやまるだけで全然別の意味を持つんだから。言葉ってのは力そのものだね。そういうので素晴らしいＳＦ小説があるんだけど、これから僕と一緒にそれについて熱く語り合わないか？」

　……と、僕は日本が誇る偉大なるＳＦ作家、神かん林ばやし長ちよう平へい先生の作品について語りだそうとする雰囲気バリバリで全てを誤魔化そうとしたものの……そんな逃とう避ひが赦ゆるされるほど、現実ってのは甘くないものである。

「……ちょっと、キツめに……」

　白梅の細く美しい指が僕の肩を掴つかむ。制服越しながら彼女の爪が僕の肉にくい込んでくる。

「……怒っていいですか？」

　新年最初の、白梅様からのありがたいお言葉でございます。

　間近に迫ったお美しい白梅様のご尊そん顔がんを見つめつつ、僕は頷いた。

　そうして……死んだ方が楽だ、という言葉の意味を、僕はその時初めて知ることになるのだった。




　いやぁ、何事においてもそうだと思うんだけど、展開を楽観視した瞬間ほど危ないものはない。心の隙すき、そこにイタズラ好きな悪魔は滑り込む。

　例えば……あれはいつの頃だったか。僕をはじめとしたクラスメイトの一部で何回目かになるジャンプの名作漫画『るろうに剣心』のブームが訪れていた時だから、確か中学の一年ではなく、二年か三年かだろう。三〇センチ定じよう規ぎによる九く頭ず龍りゆう閃せんを再現出来ていたかどうかで時期がわかるのだけれど……うーん、覚えていないなぁ。

　中学時代、僕は所属こそしていなかったが、何故かバスケ部による他校との合同練習＆練習試合に連れていかれたことがあった。うちは田舎いなかの学校で生徒数がそれほど多くなかったことに加え、『スラムダンク』が引き起こした大バスケットブーム時代ほどに学校内でのバスケ熱は高くなかったがため、部員数は多くなかった。だから、貸切バスの席にそこそこ余りがあったので、相手校に舐なめられないようにと暇ひまな男子生徒を誘って連れていっていたのだ。

　特に僕は試合の際には怪け我が人にんや病人が出た時などに補欠のさらに補欠要員としてベンチを温めたりすることもあったので、誘う相手としては妥だ当とうなところなのだが……どうも、後々考えてみるとバスケ部的には僕ではなく、僕を誘えばついてくるかもしれない著しや莪がが本命だったのだと気づいた。

　せめて女子マネージャーの一人でもいれば良かったのだろうが、当時あのバスケ部にマネージャーはおらず、強しいて言えばトイレ掃除していたら中指を骨折してしまった石いし岡おか君がしばらくマネージャーのような役割を担になっていただけだった。石岡君がトイレ掃除でどうやって中指を骨折したのかを語りだすと長くなるので別の機会に譲るとして、とにかく、バスケ部という〝スポーツ系イケメンと黄色い声援を上げる女生徒〟というイメージとは裏腹な、この部の男だらけの状況は悲惨という二文字で表現するに適切だったのだ。

　第三者からすりゃそんなこと、別に気にすることじゃないと思うかもしれないが、やっぱり男の子ってのは見栄を張らずには生きていけないものだし、また社会科を専門とする顧こ問もんの教師も何を思ったのか、強豪のバスケ部を有する大きな学校を合同練習の相手に選んでしまったのも痛かった。

　そりゃね、もう、ビックリするよ。そもそも体育館がデカイし、エアコン入っているし、バスケコートが四つもあったし、休日に行われる単なる合同練習だってのに、体育館のバルコニーにはたくさんの女生徒やビデオカメラ持った親おや御ごさんがわんさかいやがって、辺りからはもう黄色い歓声が上がりまくりですよ。

　確か当時のバスケ部の部長キヤプテンだったと思うけど、体育館に入った瞬間に漏もらした「……俺のイメージしていたバスケ部がここにあった」という言葉が非常に印象的だった。ギャラリーだけでなく、スンゲー部員数の前に、弱小の貧乏バスケ部の存在はあまりに哀あわれで、情けない。

　確かにこの状況においても一人で心理的形勢逆転を可能とする極上の美少女・広ひろ部べさんじゃないとしても、最低女子の一人でも連れてきたかったのは今からするとよくわかる。

　なんつぅか、もう、相手さんのマネージャーがまた、中学生でありながらエロいのなんの。白いＴシャツの裾すそを脇わきっ腹ぱら辺りで縛しばっちゃって、ウェストモロ出しの子が三人もいやがった。絶対キャプテンか部のエース、もしくは顧問の教員とデキちゃってんでしょ？　みたいな雰囲気だった。それに比べてこちらは石岡君である。核ミサイルとピコピコハンマーぐらいの戦力差だった。ない方がいい……っていうか、初めから諦あきらめて降こう伏ふくした方がいくらかマシである。

　まぁ、さすがに石岡君もそれをすぐに察したのか、それともちょうど怪我が治りつつあったのか、彼はマネージャーの仕事をせず、あくまで選手の一員であり我わが部のマネージャーは本日欠席しております的な雰囲気を醸かもし出し、軽く合同練習に参加していたっけ。利きき手ではないとはいえ、指はまだテーピングしている状況だったので、本当に軽く、最後の練習試合にも参戦しない程度に、だ。

　だから練習試合が始まっても、体育館の隅で僕が持ち込んだ『るろうに剣心』を一緒に読みつつ、お気に入りのキャラは『斉さい藤とう一はじめ』だとか誰も訊きいてもいないことを一人で言っていたっけ。

　あー……たった今気づいたんだけど……僕は完全に部外者だからともかくとしても、石岡君のこういうところが顧問からすると協調性がないと評価される原因なんだろうな……。

　あの頃は僕もガキでわからなかったけど、いくら出番がないとわかっていても、同じ部員なんだから練習試合をちゃんと見ているべきだし、適当に『ディーフェンス、ディーフェンス』とスラムダンクのモブみたいに応援するべきだったのだろう。

　そんな、明らかに暇そうにしている僕らに声をかけてきた奴やつらがいた。バスケ漫画なら絶対女性人気高そうな細身のイケメンたちで、相手校の二軍か三軍のメンバーらしかった。彼らは言う、暇ならボクらと向こうのコートで練習試合しない？　と。

　向こうからすると僕らは弱小バスケ部の中で、補欠にも入れない最底辺部員に見えたのかもしれない。

　実際他のメンバー（交代要員含め）は二つのコートでそれぞれ相手校と練習試合中。結果、石岡君と僕のようなおまけの人員だけが横でグダグダしていたので、そう見えたのも無理はないのだろう。

　正直石岡君の指は万全とは言えないし、僕はおまけだし、他についてきた奴らはバスケ部員と仲がいいだけでろくにプレイしたことのない連中だ。やんわりと断ろうと思ったのだが……「えー、ナニナニ、伊い集じゆう院いん君試合するのー？」と、先ほどのエロい感じバリバリなマネージャーが笑顔でやってきた瞬間に僕と石岡君は本を置いて、立ち上がっていた。それでも、他のメンバーは乗り気にならなかった。

　さすがに二人だけでは試合は無理だ。勇ましく立ち上がった僕らとて、やっぱり断ろうとしたものの、向こうさんは選手三人を貸してくれるという大おお判ばん振ぶる舞まい。顧問もダラダラと漫画を読まれるより体面が保たもてると思ったのか、許可してくれたので、僕と石岡君は急きゆう遽きよ練習試合に参加することとなったのだった。

　……が、どうもおかしい。貸し出された相手さんの部員ってのがどう見ても鈍どんくさそうな三人で……何よりどこか自信なさげで、ずっと愛あい想そ笑いを浮かべているのだ。

　試合前のミーティングの際に彼らから自己紹介を受け、事態が知れた。というのも、僕らに貸し出された三人は部の中でも三軍にすら入れないどん尻じりの三人だという。だから余っていた、ということはわからないでもないが、だとしても選手層の厚いチームから何故よりにもよってこんな三人を……？　その疑問に回答が出るより前に、僕らの試合は始まってしまう。

　よしっ、一本行こう。そんな爽さわやかな伊集院君の言葉から始まった暇ひま潰つぶしのような練習試合。何だかモヤモヤするところはあったものの、この試合をきっかけにして「お前、やるじゃないか」「お前こそ」的な展開で伊集院君と仲良くなり、その繋つながりでマネージャーとお知り合いになろうという野望を胸に秘めた僕と石岡君は、始まってすぐに真相を理解した。

　真の目的があったため、いい試合にさせつつも最後は負けようと思っていたのだが……それが許されないほどに、僕らはハメられていたのだ。

　敵チームは確かに強かった。特に伊集院君のプレイは華か麗れいだった。見ていて気持ちがよくなるほど、魅みせるプレイをする。だが、戦っている僕らからするとそれが演出されたものだというのが一発でわかった。

　どん尻の三人はそれなりに頑張っていたのだけれど、如何いかんせんヘタだ。その彼らをうまく使うようにして、伊集院君は自分の見せ場を作るのだ。試合的に良しとされるプレイより、格好良さを取っている。

　伊集院君が活躍するたびにエロいマネージャーはキャッキャッとはしゃぎ、ギャラリーの一部も歓声を上げる……それが、僕らからすると何だか不愉快で仕方がなかった。

　間違ってもお互いの実力を認め合って、試合後に握手するような奴じゃない……いや、するかもしれないが、建前でそうするだけだろう。それが知れた。試合を通じて本当の友達になるような……というか、友達になって、マネージャーを紹介してくれるような奴じゃない。それがわかった瞬間に僕のやる気は失うせ、第４ピリオドまでやらず、第２ピリオド辺りで相手のプレイを褒ほめて、適当に試合終了させようとか考えていた。

　誰だってダシに使われるのは面白くない。

　石岡君も同じらしく第１ピリオドの合間にそのことを話し合い、申し訳ないが、と、他の三人にも同意を求めたのだが……そこで、状況が変わる。

　どん尻の三人は苦笑いしていた。いつもこうだから、慣れてる、と。

　何かを察した石岡君が第２ピリオドが始まる前に審判を兼ねるマネージャーにタイムを要求し、詳しい話をどん尻たちから求めた。

　つまり、概要はこうだ。伊集院君は表面上、この三人を友達だとしているが、実際にはそんな関係ではないらしい。つまり、落ちこぼれの相手をしてやっている自分って優しいだろう、という伊集院君の周りに対するジェスチャーなのだ。その扱いは今に始まったことじゃなく、部でも普段からも、彼らはダシに使われているのだという。

　仕方ないから、と苦笑いで全てを受け入れようとするどん尻三人を見ていると、僕は何とも言えない気持ちになったものだ。

　あの、伊集院君という男が……酷ひどく気にくわなかった。

　もしかしたらあのマネージャーと伊集院君が付き合っていて、しかもすでに中学生がしてはいけないことを毎日のようにしまくっているらしい、という追加情報が原因かもしれないが、そんなことはどうでも良く、とにかく何としてでもあのイケメン野郎に一泡吹かせてやりたくなったのだ。

　それは、我が友、石岡君とて同じだった。

　――洋よう君、本気でいこう。

　静かに、そして、並々ならぬ覚悟で石岡君は言い、指のテーピングを解き始めたのだった。

　その勇ましい姿は今思い出しても胸が震える。元々熱い奴なのだ。

　あれで見た目がもう少し格好良くて、性格に姑こ息そくさがなくて、残念を通り越して哀れみさえ抱いだきかねないアホなところがなくて、邪悪なる性欲を持たずに、あと一、二回ぐらい生まれ変われば何とか熱血漫画の主人公になれなくもない男……それが、石岡勇ゆう気きという男なのである。

　そうして、長々と取ったタイムが終わり……僕らの戦いが始まった。

　それまでの諂へつらったようなプレイを捨て、僕らは全力で喰らいついた。

　チームワークに問題を抱えているものの、個人技に関してはぶっちゃけ部内でズバ抜けていた石岡君と、部外者とはいえ、そんな彼と対等以上にやってきた僕のツートップによる怒ど濤とうの追い上げだ。

　いきなりプレイスタイルを変えた僕らを見て呆あつ気けに取られ、相手がカッコつけのプレイから、本気のそれに切り替えるまでに点差をひっくり返そうと思ったのだが……さすがに主力ではないとはいえ強豪チームのメンバー、楽にはさせてくれない。

　何よりこちらは実質的に二人、パスをカットされた時はもちろん、シュートを入れた直後の攻防の切り替えの体力消耗が凄まじかった。対等以上にやり合おうとするとどう考えても第４ピリオドまで持たない、途中でそれがわかってしまう。

　しかし第２ピリオドが終わりかけた時、予想外の援軍が入った。あのどん尻三人である。彼らもまた、動き始めたのだ。それまでは適当に流すようにしていたプレイが、徐々に本気のそれになっていった。

　確かにうまくない。だが、彼らのプレイは決して無力ではない。

　それもまた伊集院君らの予想を裏切り、これによって第２ピリオド終了時の点差はわずかに２点、ほぼないに等しかった。

　コートチェンジですれ違う際、伊集院君はそれまでの作られた仮面ペルソナからかすかに素顔を晒さらけ出した。

〝なに調子こいてんだよ、こんな遊びにマジになんなよ、ダセェ〟

　僕らのチームにしか聞こえないような声。どん尻三人はそれで活気が宿りつつあった表情を失いそうになる。だが、僕と石岡君はそうじゃなかった。

　今の伊集院君の姿は本物だ。即すなわち本気だ。それを引っ張り出せたというのは、そこまで追い詰めた証拠なのだ。

　第３ピリオドが始まる前に、僕らはそれをどん尻三人に話し、そして言った。勝とう、と。練習試合でも遊びでも何でもいい、このゲームに勝とう、と。

　僕らはユニフォームを脱ぎ捨て半裸になった。ルール違反だろうが、どうせチーム内で揃ってもいなければきちんとした審判もいないのだ。服を掴つかまれるラフプレーが多くなっていたので、邪魔以外の何物でもなかった。

　そして、今日会っただけの五人で、堅く円陣を組んだ。

　勝つぞ！　俺たちは強い!!　著作権を完全に無視したスラムダンクからの引用を叫び、僕らは一つになった。

　そんな僕らを指差して笑う奴らもいたが、知ったことじゃない。

　ただの遊び、暇潰しのようなゲーム……そうかもしれない。だが、むしろそうであるからこそ本気でやるべきなのだ。

　遊びにすら本気になれない奴が、一体何に本気になれるというのか。ただグダグダ文句を言い、斜しやに構えていることの何が楽しいのか。

　敬愛するせがた三さん四し郎ろうが唄う『セガサターン、シロ！』という曲のなかでも歌われているように、遊びこそ真ま面じ目めに取り組むべきなのだ。

　第３ピリオド開始の合図は、僕と石岡君の戦いではなく、僕らとどん尻三人の戦いの幕開けだった。

　激しい展開。技術で劣る分を魂たましいで補おぎなうがごとく、彼ら三人は踏ん張る。どんなに苦しくても彼らは前に踏み出す足を止めなかった。隙をついて僕と石岡君が攻めた後、きっちりとそれぞれが己の役割を理解し、その責務を果たして喰らいつく。点差を広げはしない。

　僕が心配していたのは、途中で相手チームがやる気をなくして適当なことを言ってプレイをやめるか、試合を流し始めて勝敗を曖あい昧まいにしようとすることだったが……しかし、それは先に練習試合を終えた石岡君が所属するバスケ部メンバー、そして、伊集院君らを何も疑わずに応援していたギャラリーが防いだ。

　明らかに全力でぶつかっていた僕らのプレイが彼らを惹ひきつけたのだ。

　たとえ稚ち拙せつでも、本気で取り組むスポーツは熱を帯びる。ＢＧＭに『JAM Project』の曲がかかっていそうな、魂を燃やす僕らのそれともなれば当然だ。

　誰も彼もが応援を始め、遊びで始めたゲームはいつしかその広い体育館全てを惹ひきつけていた。もはや伊集院君が逃げる手段はない。

　追いつき、離され、そしてまた追いつく。

　決して追い抜くことが出来ない点差、しかし大きく離されもしない。

　延々と続くギリギリの攻防デツドヒート。

　加熱する応援。削られていく体力。

　しかしそれに反して高まっていく僕らの気力。それが敵チームを凌りよう駕がした第４ピリオド、ラスト二〇秒。石岡君のレイアップシュートで、ついに同点に並んだ。

　体育館を揺るがす凄まじい歓声の中、さらに石岡君が敵のパスをカット。

　そこに負けを良しとしない伊集院君が明らかにファールのタックルをかましやがった。

　石岡君は激しく転倒し、ボールは……あのどん尻三人の、一人の手に。

　打て！　僕はゴール下にカバーのために走り込みながら、叫んだ。

　その瞬間、彼は何を思ったのだろう。

　どんな気持ちでボールを手にしていたのだろう。

　そして、どんな想いをそのボールに込めたのだろう。

　残り時間、二秒。コートの真ん中から二歩踏み込み、どん尻とされた彼は３ポイントシュートを放った。

　長い試合をしてきたとは思えないほど理想的なフォームで、ゆっくりとさえ感じる動きで、滑なめらかに、鮮やかに。

　ゴール下、僕は敵選手と共にその美しい放物線を描くボールをその目で捉とらえながら……心地よいゴールの音を聞いた。

　時が止まったような体育館の静せい寂じやく。そんな中、バスケットボールが床を叩く音が響く。一度だけ。二度目の音は、聞こえなかった。

　体育館を揺るがすとてつもない歓声が、他の全ての音を消し去ったのだ。

　フルゲームを戦いきった僕らはその場で文字通り倒れ込み、天井を見上げ、そして……腹の底から歓喜の雄お叫たけびを上げた。

　体を起こすと涙を浮かべながら歩み寄ってくるどん尻三人……いや、チームメンバーと僕らは握手を交わし、そして応援してくれていた他のメンバーたちにもみくちゃにされたのだった。

　まるで大会で優勝でもしたかのような有様は数分間に渡って続いたものの、それは唐突に終わってしまう。

　どうやら最後の伊集院君のラフプレイを向こうの顧問が石岡君へ謝らせようとしたのだが、本人が断固としてこれを拒否したらしい。普通なら適当に「最後、ゴメン」とでも言えばそれだけで有う耶や無む耶やになる程度のもの。それを拒否したことで、場が一気にシラけつつあったのだ。

　石岡君は脱ぎ捨てていたユニフォームを拾い上げ、一度僕、そして共に戦い抜いたチームメンバーに視線をくれた。

　そして、いつもは残念な石岡君が、ひどく勇ましく、格好良く、伊集院君に言葉を放ったのだ。

　――あぁ、あれを思い出すと今でも体が、心が、震えてくる。

〝君たちから見たらボクやボクらのチームは弱小かもしれない。実際、そうだ。そして……一緒に戦った彼らも君らからすると使えないどん尻かもしれない。でもね、伊集院君、これだけは覚えておいてほしいんだ〟

　僕は石岡君が言おうとしていることがわかった。だから、チームメンバーと共に、誇らしい気持ちで彼、そして歯を食い縛って屈くつ辱じよくに耐える伊集院君を見やっていた。

〝君がいい人の仮面を捨ててまで負けまいとしたように、誰にだって意地があるんだ。ボクらにも、彼らにも〟

　そこで石岡君はらしくもなく、フッと、笑った。格好良く、大人びた顔で。

　そして……言い放ったのだ。

〝覚えておけ……一寸の虫にも壬み生ぶの魂があるってことをな！〟

　ズン！　と、胸に来る言葉だった。

　ギャラリーと敵チームは一瞬神妙な顔をするものの、次の瞬間、体育館は『……ざわっ』とした。誰もが『ん？』という顔をしつつも、雰囲気と言葉のニュアンスからいいこと言った感が漂っているし、石岡君は肩にユニフォームを引っかけながら、決まった、みたいな顔をしている。

　だが、誰もが思ったはずだ。――どういうこと？　と。

　人より優れた反射神経と頭脳を持つと共に石岡勇気という逸いつ材ざいを古くから知る僕は、ユニフォームを拾い上げると共に、震える膝ひざを叱しつ咤たしながらその場から逃げおおせた。何故なら……。




●日本史豆知識●

・壬み生ぶ：主に『壬生の狼おおかみ』といったクールな言葉で新しん撰せん組ぐみ、及びその前身となった組織を表することがあるが……壬生というのは単に彼らが集つどった京きよう都との地名である。たまに勘違いしている人がいるが、決して孤こ高こうとか、強きよう靱じんとか、間違っても狼そのものを指す言葉ではない。




　後方から「……えっと、京都人魂ってことかな？　それとも……えっと……」という社会科専門にしてバスケ部顧問の何とか場をフォローしようとする言葉がむなしく聞こえた気がしたが、その直後に僕は体育館を飛び出し、耳を塞ふさぎながら疾走する逃亡者エグザイルとなっていた。

　何も聞きたくない、何も知りたくない。ありったけの全力プレイをして、最後の最後にドヤ顔で石岡君の決め台詞ぜりふを誇らしげに聞いていた現実から僕は全力疾走で逃げたのだ。

　何だよ一寸の虫にも壬生の魂って!?　おとなしく一寸の虫にも五ご分ぶの魂で済ませとけよ!!　何ちょっと捻ひねってユーモアと格好良さを織り交ぜようとしてんだよ!?　分ぶんをわきまえてすっこんでろよクソが!!　恥ずかしいのレベルを通り越してちょっとした事件のレベルだぞ!?

　僕は石岡君をそう罵ののしりながらどこまでも、どこまでも、駆け続けたのだった。

　……ちなみに僕はそれ以来バスケ部に顔を出すこともなくなり、たまに呻うめく以外はしばらく抜け殻みたいになっていた石岡君からそれとなく聞き出したところによると、その後大会とかでどん尻三人の姿は見ていないそうだ。恐らく部をやめたんじゃなかろうか、という想像は出来るが真実はわからないし、知りたくもなかった。

「だからさ、わかるかな。勝利を確信した瞬間、それが一番危ないんだ。そこに大いなる隙が生まれ、これが命取りになりかねない。石岡君然しかり、さっき僕が教室でやらかしたの然りだ」

　は、はぁ。と、眼鏡めがねの向こうの瞳を困らせつつ、白粉おしろい花はなは曖あい昧まいな返事をした。

　階段の踊り場なので時折生徒が行き来するのだが、白粉はそれが気になるらしく、人が来る度にそちらへチラチラと視線を動かしており……あ、そうか、それで僕の話に集中できず、妙に曖昧な顔になっているわけか。

　人がせっかく過去最長の思い出話を語ったというのに、こいつは……。

　その過敏な反応は小柄さと相まって相変わらず小動物のようだ。顔をかすかに動かすだけで後ろにまとめた髪が揺れるのが尻尾を連想させるのかもしれないし、その怯おびえたような目のせいかもしれない。

「えぁっと……その、つまり、その……危ないんですよね、えぇ、はい。わかりました。でも、佐藤さんは何故急にそんな話を……？」

　ふぅやれやれ、と頭がいいフリをしたいバカのような言葉と共に首を振ってみせた僕は、白粉の言葉を聞いてピタリとその動きを止めた。

　……そういえば、白粉に前提となる話をしていなかったかもしれない、とこれだけ長い話をした後で気づいたのである。

　えーっと、僕がこの話を持ち出したのは、早朝、内本君の股こ間かんがいきり立つような白梅様による暴行事件が発生したものの、半殺しで済んだ僕は白梅共々何とかクラスメイトの誤解を解いて、それから始業式に出た。んで、今日は半ドン、即すなわち午前中だけで終わりなので廊下に出ると、たまたま白粉を見つけて……あぁ、うん、そうだ、僕は確かにこの話に至る前提としての出来事を彼女に説明してないな。

　まぁ、事前にそれがわかったとしても、今回の一件を機に白梅と結ばれるに違いないとほくそ笑んでいたら大失敗した、という話はちょっとし辛づらいけど。

　……なるほど、そうか。ということは白粉からすると……帰りのＨＲホームルームが終わってすぐに僕によって階段の踊り場に連れていかれ、唐突に長大サクセス失敗ストーリーを聞かされたわけか。フムフム、なるほどなるほど。

　……普通に考えるとその流れって結構怖いな……。白粉の奴、よく途中で口を挟まずに最後まで聞いてくれたもんだ。

「あー、つまり……その……うん、ごめん、白粉。いきなりこんな話を数十分にわたって話しちゃって」

「え？　あぁいえ、そんな。興味深かったです。はい」

「……本当？　そう言ってくれるだけでも、嬉うれしいよ」

「特にあの、コートチェンジした後のところとか、良かったです」

「あぁ、あのチームが一つになったところね」

「半裸で五人が一つになったっていうのは、肉棒によって男たちが数じゆ珠ず繋つなぎになったということで間違いな――あぅ！」

　僕は即座に白粉の後ろ髪を素早く掴つかみ、これを引っ張った。話も間違っていれば白粉コイツの生き方も間違っている。

「え？　で、ですが半裸、即ち唐突に男たちはユニフォームのズボンを下ろし、汗を潤じゆん滑かつ油ゆに穴と棒が収まるべく収まって五人が一つになり、快楽の渦うずの中で〝勝つぞ！　俺たちは強い!!〟と全員が雄叫びを上げながら腰を振るホットなシーンで……あぅ！」

　とりあえずもう一回、彼女の後ろ髪を引っ張っておく。

　白粉の誤ったイメージを一瞬でも脳内に描いたら負けだ。イメージそのものに狂気というか恐怖というか、そういうものが充みち満みちていやがる。

　しっかし……言葉ってのは不思議だ……。ちょっとした認識の違いからこうも人の思い出を汚し、不愉快さを与えるものなのか……。

　若じやつ干かん自分に負い目があったせいか、僕はそれ以上彼女を責めず、二人で部室へ行こうとするのだけれど、白粉が眼鏡を外して「あっ」と声を出す。

「あたし、実は今日、この後ちょっと用事がありまして。梅ちゃんのご両親に新年のご挨拶に……えぁっと、というか、単にお昼ご馳ち走そうになることになっていますので。ですから、午後からは行けるんですけど……」

「そうなんだ。あ、それじゃごめんね、長話で悪いことしちゃったかな」

「いえ、梅ちゃんも生徒会の方で少し作業があるということで、帰れるようになったら電話をくれるって――あ、来た」

　長々と喋しやべった割に僕らは呆あつ気けないほど簡単に別れ、白粉は生徒会室へ、そして僕は校舎の隣にある部室棟へ。

　夜はいつもの通りでいいとして、目前の昼食をどうしようか考えていると、ふと、部室に槍やり水ずい先輩がいるということに疑いを持たない自分を少し不思議に思う。

　普段はともかく、今日みたいな半ドンの時、本来のＨＰハーフプライサー同好会の活動である半額弁当争奪戦までは結構な時間がある。だから、今日みたいな日はどうするべきなのか。

　特に明確に決めているわけではないし、普通は一いつ旦たん寮に帰るとかするべきなのだろうが……でも、部室には槍水先輩がいる。

　それを疑わなくなったのは、いつからだろう。

　僕は部室棟の五階へ階段で昇り、そして五〇二号室の扉をノックなしに開けた。

　通常の倍はある広い部屋。中央にはアンティーク調の巨大な円卓とそれを囲む椅子。さらには様々な食事のためのアイテムやカード類をはじめ、テーブルゲームが詰まった棚、小型の冷蔵庫。壁には近隣のスーパーとその店の半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムを記しるした地図、その対面の壁には一面に無数の半額シール。

　そして、冬の日差しを取り込む大きな窓。だらりと下げた左手の肘ひじを掴むようにしてそこから外を見やっている人影。《氷ひよう結けつの魔女》、槍水仙せん。

　それは全てがいつものように、変わりなく。

　部室の扉を開ける際、そうだろうと思った僕の予想そのまま。

　僕にとって、いつの間にか当たり前になっていた日常の風景。

「……ん？」

　制服に合わせるには少しゴツイブーツ、そこから伸びる黒ストッキングに包まれた肉感的な足が印象的な彼女は、制服のスカートをかすかに揺らし、振り返った。

　肩口までの髪をワイルドに、しかしその実そう見えるように丁てい寧ねいにセットされた頭。白い肌を飾る二つの黒水晶のような瞳が、僕を捉とらえ、柔らかに細められた。

「あぁ、佐藤か。どうしたんだ、随ずい分ぶん遅かったからもう来ないのかと思っていたぞ」

「すみません、ちょっと白粉と喋っていて。あ、白粉は今日、白梅の家に行くそうですよ。午後からは来るかも、みたいなこと言ってました」

「そうか。……まぁ、佐藤がいれば十分か」

　何がです？　と、問うものの、彼女は答えず、部屋の隅にある棚たなの方へ向かい、そこから取り出したのは……雑ぞう巾きんだ。

「今日は時間があるんだ。大掃除しようと思ってな。……ほら、昨年末はいろいろあって、出来なかっただろう。だから、な」

　先輩は言いながら顔を僕から背そむける。言いにくそうに、少し恥ずかしがるように、何だか……ちょっと、かわいらしく。

　はい、わかりました。僕は言って先輩の手から雑巾を受け取る。その手を、握るように。

　甘くないすっきりとした花の香りがした。それは槍水先輩の、香り。




　とりあえず槍水先輩が持ってきていた『ランチパック（たまご）』を二人で分けて空腹を誤魔化すと、早速僕らは掃除に取りかかった。バケツに雑巾とホウキ、ちりとりぐらいしかアイテムはないもののそれで十分だろう。

　合宿以来の再会だったこともあってか、先輩はあの最終日の夜のことを僕にしきりに聞きたがった。

　あの元ＨＰハーフプライサー部の名うてとどう戦ったのか。そこで僕が何を感じたのか。そして……何故、戦ったのか。

　僕は先輩の問いに当たり前のように答えつつも、決してその本質のところには触れはしなかった。彼女の妹、茉ま莉り花かとの約束や《大たい厄やくの闘牛士マタドール》こと秋あき鹿じか雅まさのこと……。

　あの二人がそれを望んでいると思っていたし、何より僕もまたそうしたかった。

　あなたのために戦った。そんな押しつけがましい言葉を口にしたくはない。

　ただ、そんな気持ちを見透かすように、先輩はたまに柔にゆう和わな微笑ほほえみで僕を見やる。それは大人っぽいようにも子供っぽいようにも見える不思議な笑み。柔らかくて、温かくて、でもどこかに切なさを湛たたえたような、そんな表情だった。

　だから、僕はあのことについて訊きくのを躊躇ためらってしまう。

　――スーパーの希望になれ、とは、どういう意味なのか。秋鹿雅が僕に告げた言葉だ。何となくスーパーに悲しい涙は必要ないってのと同じような意味らしいというのはわかる。けれど、その正確に意味しているところが何なのか。僕は、知りたかった。

「あの、槍水先輩……」

　掃除が終わった時、僕はゴミの入ったビニール袋の口を縛しばった。

「さて、掃除はだいたいこんなところか。普段からたまにやっているせいか、それほどでもなかったな。……ん、そうだ、カーテンレールの上がまだあったか」

「それ、僕が……いえ、僕はゴミを捨ててきますね、それじゃ！」

　僕はまとめていたゴミ袋を鷲わし掴づかみにすると平然と部室を出、そして、オリンピック選手も唖あ然ぜんとする速度で廊ろう下かを駆けた。階段も躊躇ためらいなく飛び降りる。踊り場の折り返しの所は壁を蹴けり、足を着くことなくそのまま下の階へ。

　スーパーの希望の意味はわからない。だが、男の人生における希望を僕は発見した。いや、希望を得るための道を見み出いだしたのだ。そのためにはまず、このゴミ捨てを可能な限り迅じん速そくに終わらせなくてはならない。

　……わかるだろうか、僕が何を見出したのか。

　そう――パンチラだ。何だったらお洒落しやれにイタリア語っぽくパンティーラと言ってもいいだろう。

　女子生徒が高い位置の物を取ろうとしたり、今回のように雑巾掛けしようとすると当然のように台に乗らなくてはならない。

　それは、いつも僕らをもどかしい気持ちにさせる短いスカートという扇せん状じよう増強装備が極めて無防備になる瞬間だ。近くに行ってちょっと身をかがめるだけで僕らは明日への希望をそこで拝おがむことが可能となる。

　しかもこの手の状況では、その女子ターゲツトは高い位置にばかり意識を向けるため、周りへの注意力が散漫になりがちだ。つまり誰に気づかれることなく、誰を傷つけることもなく、僕だけがささやかな生きる希望の光を胸に抱けるのだ。

　……そのチャンスが〝今〟という刻ときである。

　カーテンレールを雑巾掛け→僕がゴミ捨てに行ってしまう→部室は五階だからどうしてもちょっと時間がかかる→先輩がやらざるを得ない→先輩、椅子などの台の上で希望の光を放ちだす→僕が部室へ帰き還かん、その椅子を極自然に押さえる→燦さん々さんたる希望の光。

　僕は自分が恐ろしくなる。この複雑な論理的展開を瞬時に予測すると同時に行動を開始する頭脳と行動力……もはや新人類ニユータイプの域だ。

　僕は文字通り飛ぶが如ごとく階を下り、焼却炉に担いでいた袋を叩きつけ、そして即座に階段を駆け上った。

　きっと先輩は今頃グラグラと揺れる椅子の上に立ちながら一生懸命に雑巾掛けをしていることだろう。危ない、先輩。今僕がその椅子を力強く押さえてあげますからね。そして、春先の太陽を仰あおぐがごとく、ストッキング越しの大だい胆たん不ふ敵てきなパンティーラを――！

　煮えたぎるような欲望を胸にしながら、そこに希望の光を燦々と当てんがため、僕は尋常ならざる速度で五階へ舞い戻る。そしてそこで苦しいのを堪こらえ、肺の中の空気を一度全て出し切り、それから大きく吸う。呼吸を落ち着ける。

　万が一パンチラ鑑賞会がバレてしまった時、〝たまたま見えてしまっただけ〟という言い訳をするためだ。この時、ハァハァと荒い呼吸では事実がどうであったとしてもかなりイメージが悪いっていうか、訴えられかねない。

　呼吸を整え終えると、ついに作戦の要かなめへ。さも平然としつつ、ドアを開けた。そして僕は先輩の不安定な足場である椅子を……椅子を……アレ？

「ん？　佐藤、ゴミは捨ててきたのか？　随ずい分ぶん……というか、かなり早くないか？」

「あぁいえ、先輩一人で掃除させてしまうのは悪いというかなんというか、とにかく急いで行ってきたわけなんですが……えっと……それ、何です？」

　僕はドアを開け放ったまま思わず呆ぼう然ぜんとしてしまった。部室内にある備品を考えると、カーテンレールの上に手を届かせるためには椅子を使うのがもっとも現実的だという確信に近い推測をもって僕は先ほどの作戦を立てていたのだが……それを覆くつがすアイテムが、カーテンレールに手を伸ばす先輩の足の下にあった。

「これか？　折りたたみ式の踏み台だ。プラスチック製だが、構造がうまくてな、結構頑丈で安定もする。普段はペチャンコにしておけるから棚の裏に差し込んであったんだが、何だ、知らなかったのか？」

　物質への殺意というのは言葉としては矛む盾じゆんを孕はらんでいるのかもしれない。だが、今の僕の感情を表現するにはそれが最も適切だと思えた。

　クッキーのような、温かなデザインの折りたたみ式踏み台は、なるほど、確かにいいアイテムだろう。普段は邪魔にしかならない踏み台が折りたたんで薄く出来、使う際には一瞬で組みあがるというのは素晴らしいアイディアだ。……だが……だが、何でこんなものが存在しているんだ!?　椅子と違い、横から見ると台形のような形のそれは非常に安定して先輩を持ち上げていやがるじゃないか！　ふざけるな!!

　しかもその踏み台……椅子とかに比べるとちょっと低いので、近寄っただけではもちろんパンチラチャンスはないだろう。そのままで安定している上、椅子と違って背もたれのような、それとなく僕が押さえられるようなところもない。もしこの状況でパンチラを狙ねらうとすると、まさにスカートを覗のぞき込むようにしてすぐ下でしゃがみ込まなければならない。

　……それとなく近寄って靴くつ紐ひもが解ほどけたフリでもしてみるか。うーん、よほどのバカでもおかしいと気づくな、普通。

　仮に踏み台がもう少し低ければ先輩も椅子を使わざるを得なかったはずだが……クソッ。先輩の身長＋底の厚いブーツのせいでかろうじて届いてしまっている。ちょっと背伸びしなければならないようだが、それでもわざわざ不安定な椅子を使うという選択肢を打ち消すには十分だろう。

　ク、クソ……ストッキングに包まれた先輩のぷにぷにした太ももの間から拝むパンツが……。

　僕は無意識に己の両手を握りしめていることに気づき、この胸に湧わいた怒りをどこにぶつけるべきか迷った。

　そんな僕を先輩は気づくこともなく、台の上で背伸びしながらさも当たり前のようにカーテンレールの上を拭ふいていく……。背伸びしているせいか、スカートが揺れ、いつもより高い位置にあるそれがまるで僕を嘲あざ笑わらっているかのように見えて仕方なかった。

「よし。これで部室の掃除も、もう終わ……」

　先輩がカーテンレールの端にまで手を伸ばし、全てを拭ききった。台の位置が微妙に遠くなっていたので、彼女はピーンといっぱいにまで背伸びしていたのだが……不意に「ぅん！」と声が上がり、バランスを崩す。

　僕の鍛きたえに鍛えた反射神経が頭で状況を理解するより先に体を動かす。その場から飛ぶようにして駆け、大きな円卓の上をスライディングして滑り越え、台から倒れ行く槍水先輩を抱き留めようとするが、間に合わない。

　円卓を抜けると地面にヘッドスライディングで床と先輩の間に両腕を差し込んだ。彼女の肩と腰。それらを両腕で支えるようにしつつ、二人して床に倒れる。

　ギリギリ間に合った。僕はもちろん、先輩も頭や腰は打たなかったはず。怪我はないだろう。

　……腰じゃなくてお尻の方……いっそ、ちょっと手首を捻ひねるようにしてスカートの中に手を突っ込んでお尻を思いっきり鷲わし掴づかみにしてやれば良かったかも……と、大変邪悪なる考えが一拍おいてから浮かんできたが、全ては後の祭りだ。いや、そういういやらしことを考えもせず、一心に先輩の身を案じて行動した佐藤洋という男は清く正しい精神を有しているのだという証明にほかならず……あれ？　先輩？

「うっ、うぐぁ……ん！　クッ……！」

　槍水先輩が顔を苦く悶もんに歪ゆがめ、呻うめきだす。どっか怪我でもしたか、と僕は慌てて腕を抜き、彼女を床に座らせた。先輩は右膝を曲げ、そこに手を伸ばすが、「んッ！」と呻いて仰のけ反ぞってしまう。

「くそ……ダメだ、佐藤、頼む、ぬ、脱がしてくれ」

「え!?　ぬ、脱が……いいんですか!?」

「いいも悪いもあるか、早くしろ！」

　はいっ、と声を上げる僕は混乱するものの先輩に従った。だって後輩は先輩に従うものだろう!?　先輩が脱がせっつったんだから倫理的にどうとか、部室の扉が開けっ放しとか有料か否かとか関係ない！　ぼ、僕は先輩の服を脱がすぞ！　ジョジョ――――――ッ!!

　僕は暴れ牛のように胸の中を跳ね回る興奮を必死に抑おさえ、先輩のネクタイに手をかけ、震えそうになりながらそれを解く。

　……しまった、先輩愛用のスクールニットベストを先に脱がすべきだったか！

　現実感がないまま僕は先輩のスクールニットベストの裾すそをつまむが……ここでちょっと思い直して、その手を一度離す。そしてベストの下に手を滑り込ませ、彼女の引き締まったウエストを撫なでるようにして上へとずり上げていく。

　いまだ制服越しとはいえ、先輩の体ウエストのラインが！　その温もりが！　はっきりと手に伝わってきて僕の股またぐらが早くもえらい状況に――

「さ、佐藤、何してる!?　誰が服を脱がせと言っ……ぅぐっ！　足だ、足！　つったんだ！ブーツを脱がし……痛ッ……は、早くしろ！」

　ベシッと割と強めに肩をひっぱたかれ、僕は正気に戻った。

「え!?　ブーツ!?」

　……言われてみれば当たり前だという気がしたが……何故だろう、僕にはもう先輩が何の前フリもなく唐突に性に目覚め、僕と肌を合わせたくなったのかとばかり……。

　いやぁ、でも凄いよね、言葉って。ちょっとニュアンスを誤るだけで全然別の意味を持つんだから。言葉ってのは力そのものだね。……危うく犯罪者になるところだったぞ……。

　しかも足つって痛くてもがいているところを無理矢理とか、なかなかの罪状になりそうな展開じゃないか。

　ちょっと面白いＳＦ小説があるんですが、と語ろうかと思ったものの、割と先輩はそれどころではないぐらいに痛がっていたので、さすがに僕は口を閉じた。

　ネクタイが解かれている先輩は痛みに顔を赤くし、眉根を寄せ、目尻に涙をため、そして時折イヤイヤというように首を振りながらもがいていて……何故だろう、とてもエロく見える。

「佐藤、早く！　早くしてくれ……本当に、んんッ！」

　一度弾はじけ飛んでしまった理性を探し出し、僕は先輩のブーツの紐ひもを解ほどいていく。カッコイイし、足を綺麗に見せる編み上げのブーツだが、こういう時はさすがに不便だ。時間がかかってしまう。

　紐を解き、ようやく僕は先輩の足からブーツを抜こうとするのだが……お、おぉ、こんなところにもエロがあったのか!?

　す、凄いな……ストッキングを纏まとった女性の御お御み足あしをゴツイブーツから引き抜く……それがこんなにもエロいとは。元々ブーツを脱ぐのを鑑賞するだけでも凄まじいエロスだが、それを僕が脱がすとなると、間近で、しかも直接触れながらのプレイ――違う、行為となるわけで……お、おぉ……!!　今、僕は一生の宝物になる体験をしているのかもしれない……!!

　きっと冒険家が遺い跡せきから秘宝を発掘した瞬間ってこんな感じなんだろうな、と頭の片隅で思いつつ、ズボッと先輩の足を引き抜く。つっているのが見た目でもはっきりとわかるほど彼女の足は硬直しているのだが……それでも、綺麗だ。

　僕は魅み入いられるようにして、先輩のふくらはぎに手を伸ばしてしまう。ストッキングのさらりとした感触、彼女の体温……そして硬直した筋肉……。

「先輩……ほら、こんなに硬くなっていますよ……」

　言葉だけ聞いたら完全に変態である。

　我ながらそう思うが……っていうか、床に座る先輩のふくらはぎを両手で包み込んでいるこの光景を言葉に合わせたところで、変わらず十分に変態だな……。

　幸運にも先輩は僕からの言葉がまったく耳に入っていなかったらしく、足に手を伸ばして呻うめくばかり。間違っても今の言葉を聞いて、ギンギンにおっ勃たったイチモツを見せつけているタフガイを連想してはいないようだ。

「くッ……痛いんだ、本当に……さ、佐藤……」

「は、はい。やってみます。……先輩、力を抜いて、出来るだけ楽にして。あとは全部僕に任まかせて、身を委ゆだねてください」

　さすがに本気で痛がる女性を前に何もできないのは男として終わっている。エロに支配されそうな心を理性が覆くつがえすのだけれど……うーん、何故口から出てくる言葉は語ご弊へいを招きかねないものになるのだろう……。

　僕は先輩の硬くなったふくらはぎを片手で下から支えるように掴つかみ、もう一方の手をブーツに収まっていたことで温ぬくもりとわずかに蒸むれを感じさせる足の裏に当て、足首からゆ〜っくりと曲げていく。そしてそれは彼女の足の指も同様に行い、足の裏を反そらせていく。伝線防止のために補強されているストッキングのつま先に僕の指を這はわせるようにして……。

　ゆっくり、無理をせず、少しずつ。

　先輩の足を今、僕は両手で好き勝手に扱っているのだということを意識すると、今なら世界中から「この変態め！」と罵ののしられても全てを受け入れられるような気分だぜ……。

　足の裏を反らすようにして曲げたことで筋肉の硬直は解ほぐれてきたようだ。引き続き僕は無理のないレベルで彼女の右足をマッサージしていく。

　手の平や指先を我われながら巧たくみに使い、先輩の緊張を解いて……先輩の足の筋肉の緊張を解いていく。……少しでも気を抜くと、危ないな。

「さ、佐藤……ありがたいんだが……その、あんまり、顔を近づけるな……」

　おっと、いけない。どうやら集中し過ぎてだんだん先輩の足に顔を近づけすぎていたようだ。まるで足にキスをしようとしているか、その匂においを嗅かぎ取ろうとしているかのように思われても無理はないぐらいの距離に至るまで意識しないとは……フッ、まったく僕の集中力には我ながら恐れ入る。あと少しで鼻先がタッチするところだったぜ。

　つい集中しちゃって、と僕は手は止めずに先輩の顔を見やる。すると、どうだ。先輩がまた、随ずい分ぶんとかわいらしいこと！

　大分痛みは取れてきたようだが、目尻に浮いた涙はもちろんそのまま。そして顔の赤みもまたそのままだが、しかし、今は若じやつ干かん意味が違うのだとわかる。――恥ずかしがっているのだ。

　さして長くないスカートの彼女が片足を上げた状態で床に座っている。この体勢が問題なのだろう。

　僕がマッサージのために先輩の足を下から支えるようにして持ち上げているので、スカートが自然と捲めくり上がってしまう上、彼女の上半身は後ろに倒れようとしてしまうのだ。自然と先輩は後ろに手をつくのだが……そうなるとスカートを押さえられない。

　だから彼女は必死に左手で体を支え、右手で、股またの間でスカートを引っ張るようにして押さえているわけだが……右足が上がっている以上、全てがそれで隠れるわけもなかった。

　まったく、僕が理性的な男でなければ思いっきり覗のぞき込んでそこに広がるワンダーランドを堪たん能のうしてしまうところだぜ。

　先輩のパンチラに興味がないと言えば嘘になる。それは本当だ。

　だが、恥ずかしがっている先輩の顔を見ているのも、何だか素敵だ。パンチラはいつでも拝むことは可能だろうが、今の彼女は今しか見られない。

　顔を赤らめ、恥ずかしげに俯うつむき加減の槍水先輩。

　こちらを注視している彼女を見やれば、当然潤うるみを持ったその目と合う。すると彼女は慌てて逃げるように視線を逸そらす。それでもなお僕が見続けていると彼女の瞳はチラっと僕を見やり、また視線が合うとすぐにまた逸らす。恥ずかしくてどうしていいかわからない、とでも言うかのようなそんな様子が、僕の心を強烈に刺激する。

　そして僕の胸ではなく股間を刺激するのは……やはり、足だろう。パンチラも刺激的だろうが、それ以上に、やはり直接手で触れているというのは大きい。神経が大量に通っている手という感覚器が彼女の足に密着しているのだ。

　そう……昨今のゲーム業界の流れからもわかるように、時代は〝見る〟から〝体感する〟にシフトしつつあるのだ!!

　即すなわち見るだけのパンチラなんて所しよ詮せんは旧世紀の娯楽に過ぎない!!

　あぁ、パンチラごときに必死になっていた過去の自分に教えてやりたいね。時代は〝体感〟だと！

　そうそう、体感といえばやっぱり忘れてはいけないのがセガのアーケードにおける体感ゲームの歴史だろう。有名なのは、セガの絶大なる技術力と思いついたら実行せずにはいられない行動力と遊びへの探求心が生み出した、究極という言葉を使うに相応ふさわしい『Ｒ−３６０』という、プレイヤーがグルンと回転（椅子ごと縦たてに回転）する凄まじい筐きよう体たいだ。もはやアーケードゲームの域を超え、常じよう軌きを逸いつしているとさえ言われたこのマシン……。

　――だが、今それを語ることはできない。別にもったいぶっているわけではなく……今は先輩の御御足を思う存分楽しみたいからだ!!

　僕はセガから先輩のストッキングに包まれた足へと意識を引っ張り戻す。

　……ほら、ご覧よ。このストッキングが描く美しいグラデーションを。

　普段なら指先が触れるだけで法の番人たちが声を張り上げるというのに、今、僕は手の平でそれらを撫なで回して手触りを確かめ、揉もむことでそれに包まれたぷにぷにとした肉体の柔らかさと温かさを知り、かわいらしい彼女の足の指の一本一本までその感触を楽しめるんだ。

　……な？　まるで世界を丸ごと手に入れたような気分だろう？

「さ、佐藤？　もう、大丈夫だ。多分、もう立てる」

　僕があまりに熱心に揉むものだから、先輩が少し戸惑うように言った。

「いえ、先輩。まだ痛みは残っているでしょう？　ようやく筋肉の突っ張りが取れたとはいえ、やはり丁てい寧ねいなマッサージが大事です」

「だが……」

「僕なら大丈夫ですよ、先輩」

　人間ってのは不思議だ。どこか一線ボーダーを超えるブレイクすると、声から焦あせりとかが消え、爽さわやかなイケメンボイスになる。

　そんないやらしさの欠片かけらもない声で、全ては先輩のためなんです、というニュアンスで僕が言うと、先輩も「そ、そうか」と頷うなずいてくれる。

　言葉ってのはやっぱり複雑で、危なくて、それでいて……便利なものだ。

　僕は先輩の膝から下にたっぷりとマッサージを続ける。たまに、彼女が後ろについている左手が疲れるのか、スカートを引っ張るように押さえている右手と交代させているのだけれど……その瞬間がまた……ね。どうしてもスカートがズレて……ぬふぅ。

　……モミモミモミモミモミモミ……。

「……な、なぁ、佐藤。さすがに、もう……もう大丈夫だ。こんなに長くやってもらって、すまないな。ありがとう、助かった」

　涙の雫しずくこそ消えたものの、相変わらず先輩が顔を赤らめたままで、顎あごを引き、僕を見上げるようにして、言った。恥ずかしげな風ふ情ぜいは変わらず。でも、言葉にはさっきの戸惑いが消え、純粋に感謝の気持ちが声に込められていた。

　……さすがに、そういう声で言われては、このまま続けるわけにはいかない。

　確認のためと言って、先輩の足の親指から小指の下に僕は己の人差し指を這はわせ、これを握るように彼女に伝えた。

「ん、こ、こうか？」

　先輩の足が動く。親指からかわいらしい小指までが僕の指先を掴むように包むように、ニギニギ、ギュッギュッと――。

　今なら誰かに撲ぼく殺さつされたとしても全てを赦ゆるし、微笑みのままで昇天出来る。僕は、神になったような気分で、そう確信した。

　しばし彼女の足のニギニギ感を味わった後、確実に何かの一線を越えた僕は、先輩と共に立ち上がる。

「こんなに丁寧にやってくれるなんて……ちょっと驚いた。うん、凄く楽になってる。ありがとう、佐藤。助かった」

　まだ赤みの残る顔で、槍水先輩は僕にニッコリと微笑んで、そう言った。何一つ疑うことなく、本当にその視線、その言葉に感謝の気持ちを載のせて。

　僕は両手に残る温もりをこぼさないよう、拳こぶしを握りしめながら、爽やかな顔と声で……そして、前屈みになりながらそれに応じる。

「いえ、僕は男として当たり前のことをしただけですよ」

　もちろん何一つ嘘なんてついていない。

　先輩は赤い顔のまま、ありがとう、と言ってくれるのだが……いやぁ、言葉ってのはホント凄いね！




　僕の全財産――といっても著しや莪がに持っていかれたのでほぼないに等しいんだけど――を支払いたくなるような数十分に及んだ槍やり水ずい先輩へのマッサージからしばらくして。

　白しら梅うめ家での昼食と、アフターヌーンティーを終えた白粉おしろいが部室に顔を出してから、僕らはいつものようにボードゲームやカードをして遊び……いつも以上に先輩の足を観察してから、その後スーパーへ。

　珍しく《オルトロス》まで出現したアブラ神の店での激闘、そして夕ゆう餉げも無事に終えたのち……僕の邪悪な心が再びムクムクと湧わき起こり始めたのだった。

　それは、みんなで部室棟を出た後、先輩が部室に手袋を忘れたことが切っ掛けだった。

　先に解散しよう、それじゃまたな、と言ってモッズコートを羽織った先輩は小走りに五階へ駆けていってしまったのだが……その姿を見ていて、僕は、思った。

　――うまいこと言ってもう一回ぐらい足を揉めないか、と。

　アパートや寮が同じ方向にあるわけでもないので、白粉とも部室棟の前で別れ……僕は、その場に一人残ったのだった。

　何だか悪いことをしようとしている気がしないでもなかったが、しかし、別に押し倒そうとかそういうことを考えているわけではないのだ！

　僕は純粋に槍水先輩を敬愛する後輩の一人として、彼女の足が気になって仕方ないのだ！　それは嘘じゃない!!

　い、いやね、ほら、普通ならもう大丈夫だろうけどその後に争奪戦して、しかも今また小走りに五階分の階段を上り下りするわけだから……ほら、ね、危ないよね。気になるよね。これは、揉むしかないよね!!

　それに別に胸とかお尻とかそういういやらしい部位じゃない。堂々と国営放送で流したとして何の問題もない健全極きわまる行為なのだ！　何なら尊とうとい治療行為と言っても過言ではないはずだ！

「ん？　どうしたんだ、佐さ藤とう」

　心の中で必死に誰かに言い訳していたら、いつの間にか先輩が部室棟から出てきていた。僕は慌てて笑顔を作る。

「あ、その、先輩の足、大丈夫かな、と思って。駆け足で階段上っていったんで、気になって」

　きょとんとしていた先輩はそれを聞くとクスリと笑い、そしてトンっと僕の胸に軽く拳を当ててくる。

「おかげさまで、大丈夫だ。心配するな、お前があれだけ丁寧にしてくれたんだ、争奪戦の時もほとんど気にならなかったぐらいだぞ」

「それなら……いいんですが」

　……クッ、何とかして念には念のためにもう一回揉んでおきましょう。ほら、そこら辺に腰掛けて……いや、もういっそ先輩のアパートまで行って、お風呂上がりとかに……なぁに僕のことは気にしないでください。何ならお風呂の中で全身全霊をかけて先輩を……!!　といった流れに持っていかなくては!!

　僕の心中をよそに、鞄かばんを持った先輩は、チラチラと辺りを見回した。

「それだけのために、お前……一人でわざわざ残っていてくれたのか」

　うぐっ……残っていてくれたのか、という言葉が僕の邪よこしまな心にドスっとくる。良心が、痛む。

　しかも何だよ、ちょっと先輩も照れ気味っていうか、言いにくそうに言うもんだからエロ系とは違う意味で、純粋にかわいくて……先輩の足を再び揉みしごき、僕の今後の記憶に輝かしいコレクションとして永久に保存しようとしている気持ちが削そがれやがる……。

「まぁ、そう……ですね」

「何だ、どうしたんだ、佐藤。最近妙に優しいじゃないか。そんなことしたって、別に何も出やしないぞ？」

　また少し照れるようにして先輩は言い、さっき胸を叩いたその手で今度は僕の額ひたいをピンと弾はじく。そして、彼女はニッコリと笑った。

　年が明けたばかりの澄んだ空気。清浄さを感じる月明かり。普段ならうすら寒さを覚えそうな世界での彼女のそれは、思わず抱きしめたくなるような笑い方だった。

　……数秒前までの計画が後ろめたくなってきた僕は、やっぱり、また慌てた。

「あ、当たり前のことじゃないですか、ハハッ！」

　言葉尻が若干、どっかのネズミの化け物の笑い方に似てしまい、我ながらなんか不気味に聞こえてしまう。

　しかし先輩はそれを特に気にもせず、笑顔のままに手袋を填はめ始める。先ほどより、若干照れが濃くなったように見えるのは気のせいだろうか。

「そうでもないさ。私は……その……正直、少し嬉しかった。そう感じるということは、普通じゃないということだろう」

　俯うつむくように手袋をはめている彼女が、尖とがる髪先の間から上うわ目め遣づかいのようにしてチラっと僕を見てくる。たまたまなのか……小さな女の子が恥ずかしくて顔を正視出来ない時のような仕草に見えた。

　茉ま莉り花かもよくこういう感じで視線を向けてくるが、先輩のそれは……予想以上に胸に響く。

「で、でもホラ、アレですよ。先輩だっていつも待っていてくれるじゃないですか」

「それこそ当たり前というものだろう。部活だぞ？」

　僕と先輩は肩を並べて歩き始める。年明けの風はいまだ冷たいものの、合宿用に誂あつらえたコートのおかげで、寒気は感じない。身も心も、何だか暖かかった。

「でも、ホラ、覚えてますか。春に僕らが部活に入ったばかりの頃とか、先輩、待っていてくれたじゃないですか」

「ん、春か。それは佐藤にも白粉にも部室の鍵かぎを渡せていなかったからで」

「いや、そうじゃなく……夜に、です」

　まだ弁当をろくに獲とれなかった頃、寮の電子レンジが使えない僕は部室を頼った。しかしその時鍵を持っていなかったことを部室の前に到着してから気づき、途方に暮れたのだ。だが……先輩は、いた。待っていてくれた。

　部室に戻るということを約束もしていないのに、夜遅くまで、彼女は一人で、僕を待っていてくれた。

「あの時、初めて獲った月げつ桂けい冠かんの『サバの味み噌そ煮に弁当』の感動が凄くて結構うやむやになっていましたけど……僕、とても嬉しかったんですよ。あ、先輩が待っていてくれたんだって」

　そして、その後二人だけでやった月明かりの中でのテーブルゲームもまた忘れられない記憶として、僕の心の中にある。
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　どこか彼女がその場にいるようで、いないような、あの時の不思議な気分と共に。

「あ、あれは、まぁ、その……うん」

　先輩は歩きながら視線を逃がすように空を見上げる。五階の部室から見るそれと違い、街灯のせいで星々はうっすらとしか見えはしない。だが、それでも月だけははっきりと見て取れる。

　そんな空を見上げている先輩は、どこか狼おおかみが遠とお吠ぼえをした後の姿に似ていた。遠くにいる誰かに何かを伝えようとしているようにも、儚はかない想おもいを胸に抱いているようにも見えた。

　先輩と出会ったばかりの頃を思い出していたせいか、どこかまた、あのチェスの時のように、今目の前にいるはずの彼女を遠くに感じてしまう。その場にいるのに、本当はいないのではないか。そう、感じてしまう何かがあった。

　だから、僕の手は自然と動く。彼女がそこにいるのを確かめるために、今以上遠くに行ってしまわないように……。だが、その手はあの時とは違い、途中で止めた。

　動いていた手を、グッと拳にして堪こらえる。

　確かめる必要なんてないんだ。明日も明後日あさつてもその次の日も、放課後の部室の扉を開ければ、そこに彼女はいる。間違いなく。そう信じられる。不安なんて……ない。だから、止めたのだ。

　……かつて特別だったことが、いつの間にか当たり前になっている。それは、どういう意味を持つのだろう？　考えれば考えるほど、わからなくなっていく。

「ん？　何だ、佐藤、その手」

　中空に浮いて拳になっていた己の手を、僕は言われてまじまじと見つめてしまった。

「え〜っと、そうですね、やっぱまだまだ寒いなぁ、手がかじかむなぁ……的な……」

「手袋はまだ手放せない時季だぞ。明日から持ってこい。今は……ほら」

　そう言って先輩は何故か自分が填めていた左の手袋をとり、渡してくる。半分こ、ということだろうか。……ほほぅ、想定外の展開だ。これを手に填めることは、どこか女性物の下着を身につける快感に類るい似じした欲情を感じたりするかもしれない。

　僕はそんな淡い期待を胸にちょっとキツめの手袋を装着。……ぬふぅ、ささやかに先輩の温もりが残っておるわい。

「でも半分こってのは……。つけてから言うのも何ですけど、別に大丈夫ですよ、先輩」

「いい、外すな。もうつけたんだ」

「でも、先輩、左手、寒いでしょ。冷え性なんですから」

　ペチっと僕の額を彼女の左手の指先が弾いた。

「うるさい。それに、こっちはこうしていよう。これで、二人ともそれなりだろう？」

　そう言って先輩は、僕の右手を握った。ビクッと、思わずその感触に驚き、体が震えて彼女の手から逃げてしまう。

「……ん、何だ、どうした？」

「い、いえ、いきなりだったもので……その、つい驚いちゃって」

「驚くようなことじゃないだろう。ただ、手を繋つなぐだけだ。……ほら、佐藤、私も手が冷たい」

　そう言って差し出される手を僕はまじまじと見つめてしまう。ただ手を繋ぐだけ。言葉としては簡単だけれど、それがどれだけ僕のような奴らにとって生きる希望になるのか、先輩はきっとわかっていないのだろう。

　……まぁ、日中に先輩の足を揉みしだいていた僕が言うのも何だけど。

　ん、と先輩が催さい促そくしてくるので、僕は恐る恐る彼女の手を握った。細くて華きや奢しや、冬なのにしっとりとした肌にほのかな温もり……そんな手。重ねると彼女の方から握り締めてくれ、僕もまたそれに応こたえるようにゆっくりと彼女の手を握り返した。

「よし、帰ろう。なに、少し遠回りしてお前の寮の方まで行ってやる」

　手を握りながら先輩が僕の肩にトンっとぶつかってきて、僕は何と言っていいかわからず……とりあえず彼女の手を握り直す。

「で、でも、普通こういうのは男が先輩を家まで送るもんですよ」

「先輩が後輩を送るんだ。おかしなことじゃない。それに、校門を出たとこまでだしな」

「……あ、なんだ……」

　僕はつい素直にそう言葉を漏もらしてしまう。我ながら、残念そうに。

　先輩がクスリと、しかし、すぐに堪こらえきれなくなったのか、声を出して笑った。

　……そして、彼女は結局寮まで手を握ったまま、送ってくれたのだった。

　ちょっと男として恥ずかしかったけれど、正直、それはとても……嬉しかった。

　寮の前で温かく感じていた手を放し、手袋を返すと、先輩はすぐにそれを填はめる。

「佐藤の温もりが残ってて、温かいな。まるでまだお前の手を握っているみたいだ。……なんてな。それじゃ、また明日」

　先輩が手を振り、僕もまた手を振り返す。そして、彼女が見えなくなるまで、その姿を見つめ続けた。

　……いやぁ、今日は何かもう、あとちょっときっかけがあれば告白せんばかりの展開だったなぁ。凄く純愛チックな感じで……発端が全て僕の邪よこしまな企たくらみの結果だとは誰も思うまい。

　フッ、やはり僕はそういう星の下に生まれてしまった存在なのだな、うん。

　イケメンは服を着ようが脱ごうが、その魅力は変わらない。つまり僕がどれだけエロスを追い求めたところで、結果的に辿たどり着くのは純愛というところだ。汚れを知らぬ、いや、汚れた気持ちすら浄化し、清浄なる美しきものへ昇華させる……それが僕、佐藤洋という人間なのだろう。

「まったく……罪なヤツだな、僕は」

　夜空を見上げながら、僕は今日の出来事の全てを思い出しながら、寮へと入る。

　弁当で満たされた腹、先輩によって満たされた心……。

　このままベッドに入ってしまえば、きっと最高の夢が見られることだろう。……だが、それではダメだ。

　人間ってのは常に光と影の部分があるもの……。光＝心はすでに満ちた。だが……そう、影＝肉体はまだ、満たされていないのだ!!

　お一人様コースソ　ロ　プ　レ　イとはいえ、今日は最高の素材がある！

　槍水先輩の足を思う存分に堪能したのだ！　もはやあのぷに感はこの手に！　この目に！　はっきりと焼き付けたのだ！　今でも瞼まぶたを閉じるだけで……お、おぉぅ。あの涙目で僕を見る先輩の表情と御御足の感触をリアルにシミュレートできるわぃ……ヘッ、ヘヘヘヘ……。

「お、佐藤。相変わらず帰宅が遅い奴だな」

　デジャヴを覚える光景なのだけれど、首からタオルをかけた小太り――風呂上がりの神かん田だ君がちょうど玄関前の廊ろう下かを歩いていた。

　まぁね、と僕は素そっ気けなく応じる。人の記憶というのは儚はかないもの。男と喋っている間に鮮度が落ちてしまう。さっさと自室に戻りたかった。

「そういえば寮長がお前の分配品を取りに来いって言っていたぞ。まだ起きてるだろうから、早く行ってきたらどうだ？」

「あぁ、そうか今夜が第一分配日だったか。……いいよ別に。あ、何だったら神田君に全部やるよ、普段から世話になってるし」

　えぇい、そんなもんいらねぇよ！　僕の手には絶大なパワーを秘めた新時代体感型エロスの記憶データがあるのだ!!　どうでもいいわっ!!

　心の中でそう叫びつつも出来るだけ冷静に言って、信じられないものを見るような目をしている神田君の脇を通り抜けた。

「ど、どうしたんだ、佐藤。お前体調でも悪いんじゃないのか？　昨日はあんなに……」

　瞼を閉じれば浮かび上がる部室。その床に座っている少しはだけた涙目の先輩……そしてその彼女の足……。

　あぁ、あの光景、あの感触……クッ、もう股またぐらがいきり立ちそうだ。

　いかんいかん。まだ廊下だ。ここで欲望を発散させようものならえらいことにな……ん？

　瞼を開いて現実に意識を戻すと、いつの間にか目の前に目の部分だけ雑に穴が開けられている紙袋を被かぶった男が立っていた。一瞬ギョッとするものの、その細く引き締まった筋肉質な体を見るに矢や部べ君だろうと知れた途端、僕はどうでもよくなった。

　著しや莪がが熟読したとされる本を昨夜に与えてあるので、「ゼンブ、クッタ。ホン、ウマカッタ、サトウアリガトウ、オレタチトモダチ」とでも言いに来たのだろう。

　だが、彼は荒い息で――僕を凝ぎよう視ししつつ――神田君の方へ。彼の耳元で何事か囁ささやいた。

「……なぁ、佐藤。さっき言ったこと、本当か？　俺に全部くれるっていうのは」

「あぁ、別にいいよ。神田君に全部やるよ。……いやぁ、もう今日は疲れちゃってさ。だから、もういいんだ。早く寝たくて仕方ない。というわけで、僕は失礼するよ」

「……そうか。いや、ちょっと待て。ありがとう、佐藤。握手しよう」

　ふぅ、まったくやれやれだ。たかだか本やＤＶＤ程度でこんなに感謝されるなんて。お子ちゃまはまったく、かわいらしいものだぜ。

　僕は優越感に浸りながら、昨日に続いて神田君と握手を交わす。正直先輩の足を揉んだ我が手を彼の汚れた手に触れさせることに抵抗があったが、致し方ない。

　ただ、それでも僕は先輩と繋つないでいた右手ではなく、左手の方で握手をした。

　ふと、その瞬間に幾つかの違和感を覚える。神田君の小こ賢ざかしげな目はどこか暗殺者のように鋭くなり、首にかけられていたタオルがなくなっている。そして、さらに……握手した手の中に、昨日はあったはずの〝友情〟を今は感じられない……。

「佐藤、覚えているか。俺たちは友達だ。それは、間違いないな？　そして昨日、俺は言ったな。……お前のエロを分配しろ、と。そして貴様は……頷いたのだ」

　その瞬間、僕の口元に捻ねじられた濡れタオルが猿さるぐつわのようにして巻かれる。後ろからのそれにより、凄まじい力で引きずり倒され……次の瞬間、僕は意識を失ってしまうのだった。

　……白はく濁だくしたしばしの時間。

　顔に冷水が浴びせられ、意識を取り戻した僕が見たのは裸電球がぶら下がる謎なぞの部屋だった。打ちっぱなしのコンクリートで覆おおわれ、窓もない造りからそこがどこかの地下室であることが伺うかがい知れた。

　目を覚ましたか、我が友佐藤。そう言って紙袋を被った数人の男たちが僕の顔を覗き込んでくる。驚き、慌てふためくものの……今になってようやく自分が大きな机の上に拘束されているのだと知れた。暴れれば暴れるほど荒いロープが肌に喰くい込んでくる。

「察しの通り、ここは我らが寮の地下貯蔵室……いや、代々密ひそかに使われ続けた拷ごう問もん室しつだ。お前には全ての情報を吐くまでここから出ることは叶わない」

「地下!?　地下なんて寮にはないだろ!?」

「お前は自分が知っている物事だけが世界の全てだと思っていたのか？」

　唐突に始まったわけのわからない状況に、恐らく神田君と思われる男の言葉……。

　覆面をつけた男たちが忙せわしなく動き回る。地下室の隅にある蛇じや口ぐちから、金属のバケツに水を溜める音が不気味に響く。

「お前がエログッズを放ほう棄きするということは、よほどのことがあったということだ。唐突に敬けい虔けんな宗教家になるわけはないだろう。たとえ食欲を失い、眠れなくなるほどの凄せい惨さんな事件に巻き込まれようとも、お前が性欲だけは捨てるはずがない。……ならば、何故か？　簡単だ。性欲を満たしたのだ。矢部……じゃなく、我らが同志が一緒に寮の前に帰ってきたお前と美女を目撃している。これはもはや疑う余地もない」

「違う、そんなことはしていない！　送ってもらったのはたまたまで……エログッズに関しては、ただ親友の神田君に……」

「佐藤……お前は、お前が思っているほどに嘘はうまくない。わかるさ。……友達だからな」

「し、信じてくれ！　僕は別に君らを裏切って一人で大人の階段を昇ったりは……しないとは言わないが、今日そういうことはしていない！」

「では何があった？　よっぽどのことだろう？　……ふむ、ダンマリか。仕方ないな。……おいっ。佐藤が、喉のどが渇かわいたと言っているぞ。水を飲ませて喋しやべりやすくさせてやれ」

　言うなり、何者かが僕の顔に濡れた分厚いタオルを被かぶせて視界を奪う。そして……そこに、身を切るような冷たい水が掛けられる。バシャッとではない、ゆっくりと、ジョロジョロと一定の勢いで絶え間なく。

　その水はタオルを湿らし、僕の呼吸を止める。息を吸えば口と鼻から水が入り込む――!!

　水に顔を突っ込まれるのも辛つらいが、こっちの方がいやらしい。何せ息が吸えなくもないのだ。タオルが含んでいる水気ごと吸い取れば空気は吸える。しかし鼻と口に注がれる水は空気だけを肺に入れさせてくれない。呼吸を止めようとしても苦しくなれば人の体は自然と息を吸ってしまう……。タオルの向こうには幾らでも空気があるのだとわかっているからだ。

「よし、やめ。タオルを取れ。……どうだ、佐藤。喋る気になったか？　今ので二〇秒だ。次は三〇秒やる。当然その次は……わかるな？」

「ハナセ、サトウ、ナニガアッタノカヲ。ソシテイッショニ、リョウノマエマデキタアノオンナノコハダレダ」

　荒い息でいまだ片言でしか喋れない矢部君であろう覆面男が分厚いタオルをかざしながら言った。今すぐにでも続きをしてやるぞと言わんばかりだ。

「わ、わかった、喋る、喋るからやめてくれ！」

　水とタオルによる拷問も恐ろしかったが、それ以上に理性を失ったままの矢部君に恐怖を感じ、僕は仕方なく全てを語った。途中――槍水先輩の足揉みのくだり――で矢部君や他の覆面たちが奇声を上げて地下室内を暴れ回ったものの、紙袋を被った神田君だけはただじっと僕の顔を無言のまま見つめていた。

「……そ、それで、以上だ。最後に送ってもらったのはたまたまで……」

「カンダ、コイツノテ、キリオトソウ。ソシテクウ」

「喰うな。喰ったところで間接的に槍水先輩なる女の子の足を舐なめ回したことにはならない。佐藤はもっと有意義に使おう。……佐藤よ、その先輩の足を揉みしだいた時の感触を言葉で可能な限り表現してみせろ。我々にその感触が想像出来るように！」

「い、嫌だ！　絶対に嫌だ!!　先輩の足の感触は僕だけのものだ！　あの素晴らしい感触は他の誰にも渡さな――」

　では三〇秒だ。神田君の冷たい声と共に顔にタオルが被かぶせられ、水を掛けられ始める。

　――カウント開始。一、二、三……。――サトウ、スベテハナセ、エロハキョウユウノザイサンダ。――乳は？　結局乳は揉んでいないのか？　――早く話せば楽になるものを……。――二一、二二、二三……そういえば今何時だ？　――そろそろ一時だな。――そうか一時か。二、三、四、五……。

　カウントが終わらない。あと少しで解放される……そう思った僕の心を見事なまでに打ち砕きやがった。

　仰あお向むけに寝かされ、人工呼吸をするような体勢で首を固定され、その鼻狙いで水が大量に掛け流しされるので否いやが応おうにも水が気道に入ってくる……く、苦しい。しかも一瞬で肺が死なないように、タオルが絶妙に水量を調整するから……クソ、ここは地獄か!?

　わかった、わかったから、全部話すから……！　そう伝えようとしてもタオルと水が僕の言葉を閉じこめる。

　ようやくタオルが外された時、しばし咳せき込んだ後に僕は濁流のように全てを言葉に代えて吐き出した。喋ったところで僕の中にある先輩の御御足の輝きは失われない、ちょっと独占欲による満足感が減少するが、また拷問受けるよりはいい!!

　僕が延々と語るにつれて、紙袋を被った男たちがだんだん前屈みになっていくのがわかった。

「い、以上だ……もういいだろ、な？」

「ふ、ふむ。なるほど、さすが我が友佐藤だ。……予想以上だ。もはや槍水先輩の足を自分で揉みしだいたかのようですらある……」

　どうやら満足いただけたようだ。これで、解放される！　……と思ったのだが……。

「だが、お前が語ったように、時代は〝体感〟へとシフトしつつある。矢部よ、お前のコレクションの出番だ！」

　ウンババ、みたいなかけ声を上げ、矢部君が謎の紙袋から何やら取り出してきた。……大量のストッキングだ。

「この中でどれがその槍水先輩のストッキングの手触りに近いのかを教えてもらおう」

「わ、わかった。それぐらいお安い御用……いや、待て。何故だ、何故……みんな、ズボンを脱ぎ始めるんだ？」

「ストッキングは穿はかれてこそ真価を発揮する。そのままではわかりにくいだろう？」

「だ、だからって、何で……」

「お前にはこれからどれが槍水先輩のものに近いストッキングかを探すと共に、俺たちの中で誰が彼女の足の感触に近いのかも探してもらおうと思ってな」

「なっ!?　バ、バカ言うな!!　そんなことしたら僕の手に残る先輩のぷに感に貴様らのむさくるしい足の感触が上書きされてしまうじゃないか!!　今後半永久的に保存し、かつ貴重な資料としてこれからのソロプレイにおける重要な記憶データが!?」

「佐藤、お前に選択肢はないのだ。我々にも先輩の足の感触を擬ぎ似じ的にでも味わわせてもらうぞ。……エロは共有の財産だと誓ったはずだ。何より……抜け駆けという言葉は我々の間には存在しない……そうだろう？　我が友、佐藤よ」

　裸電球がぶら下がる地下室、大きな机の上に拘束された僕を囲む、紙袋を被ってズボンを脱ぎ、ストッキングを装着した数人の男たち。

　その光景はもはやこの世ならざる場所。正気と狂気の境界ボーダーを超えた先の世界……。そんな中に僕の悲鳴が響く。

　やめろ、やめてくれ、先輩の記憶を消さないでくれ。

　言葉だけ聞くとまるでＳＦチックな物語における主人公のようだ。きっと主人公にとって大切な先輩ってのはその世界では存在そのものが絶対的なタブーであり、知った者はその記憶を消さざるを得ない。主人公は抵抗するものの、結局は記憶を消されてしまうのだが……胸の中に宿った想おもいまでは消せず……それを頼りに二人は今一度出会い、そして……！

　そんな妄もう想そう話ばなしを頭に思い浮かべながら僕は泣き喚わめいた。男たちの足を揉みながら、意外にも神田君のそれが一番先輩のに近いという知りたくもない事実と共に……。







２章　簡単な質問












　　　「あら、それは何ですの？」





沢桔梗











　登校初日の、午後。廊ろう下かの窓から見える空は青く透き通り、外の冷えた空気を別にすれば気持ちの良い快晴だ。そんな日に、丸まる富とみ大学付属高校二年にして生徒会副会長である沢さわ桔ぎ鏡きようはいささか気分が良くなかった。

　始業式等の学校の行事は午前中で終わったこともあり、校舎内は帰宅する生徒、部活へ向かう生徒が行き交う。そんな中を鏡は一人歩き、人ひと気けがないのを確認して、トイレに入った。

　そして、密ひそかに鞄かばんに忍ばせていた品物を手洗い場で開いてみれば……案あんの定じようだ。

　鏡かがみに写った鏡きようが、面倒くさそうな顔でため息を一つ。そして、そんな己おのれの顔を見つめた。

　もみあげ部分だけを伸ばしたショートヘアの自分。緩ゆるくカールしたロングの姉とは髪型こそ違えど基本的に同じ顔つきではあったが、鏡を見てもこれが姉の梗きようと同じように見えないのはいささか不思議だった。いつの間にか、今のような億おつ劫くうそうな表情が張りついてしまい、溌はつ剌らつとした姉とは別人のような顔つきになっているように思えた。

　自分には面倒を背負う宿命でもあるのだろうか。姉と比べると、いつもそんなことを考えてしまう。

　また、ため息。鏡は手にしていたそれを鞄かばんにしまうと、トイレを出て校舎二階にある生徒会室へ向かった。

　扉を開けてみれば香かぐわしい匂におい。コーヒーだ。インスタントはともかく、挽ひき立ての豆で淹いれたそれは人を魅み了りようするものだが、今日のは特にそうで、いつもの安ものとは違う豆かもしれない。鏡はうっとりしそうになるものの、負けずにいつものように冷静に務め、副会長の席に鞄を置いた。

　会社のオフィスのような造りになっている生徒会室には鏡の他にもう一人だけ。

　湯気の上がるカップを片手に、窓際にオフィスチェアを寄せ、下校する生徒を見下ろしている姉の梗だ。彼女は鏡に顔を向けると、柔らかに微笑ほほえむ。

「遅かったですわね、鏡。そちらのクラスではＨＲホームルームが長引いたのかしら」

「いえ、別にそういうわけではないのですが」

　沢桔姉妹は双子であるという以上に、名前の発音がまったく一緒なため、周りにとってはまぎらわしいことこの上ない。そのため別のクラスに振り分けられることが多く、今現在もそうだった。

「今、コーヒーを用意しますわね」

　ありがとうございます、と言いつつ、鏡は副会長の席に腰を落ち着け、窓の外を見やった。鏡の心と正反対の、相変わらず雲一つない快晴だ。

「ねぇ、鏡。気づきました？　実は先ほど、ちょっといいコーヒー豆をいただきましたの」

　それでいつもと匂いが違ったのか、と鏡は思いつつ、姉の話を聞いた。持ってきてくれたのは学校の事務職員の四十過ぎの女性で、生徒会とは何かと関かかわりがあるせいか、頻ひん繁ぱんにお菓子やお茶を貰もらう間柄だった。

　視界の隅で、姉が淹れた一杯がデスクの上に置かれるのが見えたが、鏡はあえて窓の外を見たまま、鞄からあれを取り出す。

「あら、それは何ですの？」

　首を傾かしげる姉に、鏡はため息をつくように、言う。

「いわゆるラブレターというもののようです。どうも昨年の暮れにいただいていたようですが、気づいたのは先ほどです。私の机の中に入っていました」

　そういえば、と鏡は言いながら思い出す。去年の暮れ頃、警備課の方から『校内、及びロッカーや靴箱、机などに不審物もしくは身に覚えのない手紙などを見つけた場合は手を触れず、即座に警備課まで』という告知がしつこいくらいになされていた気がする。それと、手紙の文面にあった『邪じや魔まが多くて、終業式後のみんなが帰宅したあとに入れさせていただきました』という一文は何か関係があったのだろうか。鏡にはよくわからなかった。

　梗が笑顔で驚き、ぱちんと両手を合わせる。

「まぁそれはそれは！　あえて今時恋文とは古風で素敵ですわね！　それで中にはなんと？」

　散歩用のリードを見せられた犬のように、梗は驚きと興奮と嬉しさを溢あふれさせる。彼女はそそくさと自分のオフィスチェアを持ってくると鏡と膝ひざが触れるほどの距離で座った。
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　前のめりの姉のその姿に、やはり犬っぽいな、と鏡は頭の片隅で思う。

「まぁ、その……前々からいいな、と思っていたと。それでもし良ければお付き合いを、いきなりでは決められないと思うので、最初は友達からでも……と。電話番号とメールアドレスが記載されていました。差出人はクラスメイトです」

　うんうん、と目を輝かせながら姉が頷うなずく。

「慎み深い内容ですわね、わたくしとしてはもう少しアグレッシブに来てくださっても全然良いと思いますけれど、こういうのも悪くないですわ。……時に鏡、その方……絶ぜつ倫りん？」

「知りませんよ、そんなの。というか私がそんなことを知っていたらちょっとした事件です」

「で、でも、わたくしが文化祭のアンケートに書いたように、さすがに総理大臣である必要はないですけれど、せめて……せめて精力は絶倫でなければ！　何せ、毎夜のようにわたくしたち二人の体にたんまりと愛を注いでいただかなくてはならないわけですから、少なくとも人の倍ほどにはないと後々困ってしまいますわ」

「姉さん、何わけのわからないことを言いだすんですか」

「あら、鏡ったら意外におつむが足りませんわね。わかりやすく言うと、殿との方がたには毎夜、わたくしたちの肉にく壺つぼの奥深くに大量の子こ種だねをいただ――」

「他に人がいないからとはいえ、学校内でその手の単語を発するのはやめてください。様々な誤解を招いた上に誰も幸せにならないです。というか何で毎晩二人一緒になって――」

「んもぅ、仕方ないですわね。じゃあ一晩ごとにわたくしたちが交代するということで。鏡ったら、欲しがり屋さんなんですから。一対一でじっくりと濃密な時間を楽しみたいのですわね？　いいですわよ、それでも。でも、時折どうしても寂しくなってしまったら、わたくしも途中で……あぁ、もちろんその逆で鏡が途中から混ざっても構いませんのよ？」

「違います。……はぁ……。そこはもういいです。そもそもが勘かん違ちがいしているようですけれど、このラブレター、姉さんではなく私に来たんですよ」

「えぇ、わかっておりますわ。わざわざ二通も手紙を用意するのは手間ですからね。でも、それがどうかしたんですの？」

　姉が本当にきょとんとして言うので、さすがに鏡は頭痛がする思いだった。自分を落ち着けるように、一度コーヒーを口に運ぶ。

「ですから、姉さんにもではなく、私だけへの手紙なんですよ、コレ。……姉さんのことは一言も触れられていません。読みますか？」

　手紙を姉の前に差し出すと、彼女は目を、くゎっと見開いた。

　また固まってしまったか、鏡がやれやれと思っていると姉の首がそっと傾かしげられたので、少し驚いてしまう。いつもとは、何かが違う……？

「あら、それは何ですの？」

「……はい？」

「ですから、鏡がお持ちになっているその封筒は何ですの？」

「今、話していた手紙ですよ、私への」

「あら、それは何ですの？」

「……ラブレターです」

「まぁそれはそれは！　あえて今時恋文とは古風で素敵ですわね！　それで中にはなんと？」

「……ですから私のことが好きだとあって、姉さんについては一切触れてな――」

「あら、それは何ですの？」

「……姉さん……」

　鏡ははっきりとした頭痛を覚えながらコーヒーを一息に飲み干し……そして、全てをまとめてため息にして吐き出した。

「いつの間に新しい現実逃避の術すべを開発したんですか。いくらループして最初に戻っても、ゲームと違ってその後の展開は変わりませんよ」

　梗はガシッと鏡の肩を掴つかむと、鬼き気き迫せまる顔を近づけてくる。

「そ、そそそそんなの嘘うそですわ!!　鏡とわたくしはいつだって一心同体！　言うなれば二人で一人、一粒で二度美お味いしい的なセット商品ですわよ!?　それなのに鏡だけだなんてそんなの絶対おか、おか、犯おか……うっ、うあああぁぁぁぁぁああぁぁぁぁあああ!!」

　ガクガクと揺さぶられ、いつものようにされるがままに鏡の頭も揺れた。

　そして二人ともローラー付きのオフィス用チェアに座っていたため、ガクガクと揺らされるにつれて生徒会室内を二人は一緒になって動いていくのだった。




　姉は数時間かけてようやく落ち着くと、鏡に宛あてられた手紙を熟読し始めた。大した分量ではないのだが、彼女は時間をかけ、幾度となく最初から読み直しているようだ。

　途中で校内にある売店からベーグルのサンドウィッチを買ってきて昼食として食べている間も、姉は手紙を読み続けていた。

　いつもならこれにサラダと、自動販売機のコーンスープを付けるところだが、今夜は狼おおかみとしてスーパーに打って出る予定でいたので、二人ともやや少なめの昼食だった。

「なるほど、いささか簡潔に過ぎる気がいたしますが……」

　梗はひらりと便びん箋せんを裏返し、何も書かれていない白い裏面をジーッと眺め始める。

「姉さん、裏には何も書かれていませんよ」

「そう見えるだけで実は何かあるかもしれませんわ。例えば炙あぶり出しとかでわたくしへの愛を書き連ねているのかも」

「何で姉さんへのメッセージはそんな隠しキャラみたいな扱いなんですか。ありませんよ」

　その後、本当に燃えるんじゃないかというほどドライヤーで便箋を熱した後、顔はやや引きつっているものの、梗はようやく事実を受け入れたようだった。

「……わかりましたわ。これは鏡にだけ宛あてられた恋文……納得いたしました。ですが、鏡、あなたはこの殿方からのアプローチをどうなさるのかしら？」

「それを、どうしようかと思いまして」

　正直、この手紙が嬉しくないといえば嘘になる。しかし同時に面倒だという気持ちがないわけではない。相手がどうこうではなく、今の自分はそういった相手を求めていないというのが問題だった。

　そう考えてしまうのは、もしかしたら、あの《ヘラクレスの棍こん棒ぼう》から受けた心の傷が大きいのかもしれない。姉が心を寄せていた相手からの傷……そのことが、誰かを好きになることを無意識に避けさせているのか。

　狼として鏡自身あれほどの傷を負ったのだ。姉の心はどれだけ引き裂かれたのか、想像を絶するものがある。

　鏡は姉に顔を向けながらも、その表情には微み塵じんもそんな考えを出すことなく頭の奥でそのことを考え続けたが、結論には達し得なかった。

「姉さんはどう思います？」

「差出人はクラスメイト、でしたわね？　その印象からして好ましい相手なのかしら」

　そう言いながらも梗は鏡のデスクにあるノートＰＣを勝手に起動し、そそくさとその生徒の情報を引き出し始める。個人情報保護のために詳細な個人情報は、生徒がアクセス出来る領域エリアには存在しない。だが、入学当初に本人が自己判断で提出する自己紹介表のデータならば検索が可能だった。

　二年の高たか清し水みず。彼の名と経歴、そして高校生活を頑張りたいとするありきたりで、面白みのない自己紹介文が出てきたが、ちょっとした短編小説ほどもあるくせに中身がなかった梗のそれより、ずっといいだろう。ちなみに鏡の方は、よろしくお願いします、と一言書いただけだ。

　データによると、中学までは熱心に野球をやっていたらしいが肩を痛めてからはきっぱりと未練を捨て、勉学に取り組み丸富へ。現在は帰宅部のようだ。

　それらを見ながら、鏡は彼を思い出す。

　良くも悪くもない、というかそれほど普段から鏡と接触のある男子生徒ではなかった。まったくないわけではないが、男女を意識する会話をした覚えはない。

　また傍はたから見ていて心弾むような相手かと言えばそうではなく、かといって嫌けん悪お感を抱くようなタイプでもない。明るく、素直で、クラスの中では男女問わず嫌っている者がいないような、そんな感じだったはずだ。高二だが、何となくもう少し年下っぽく見える、良い意味で少年っぽい男。テストの成績が芳かんばしくなかった時など、友達とお互いの答案用紙を見せ合って大笑いし、クラスメイトたちも笑わせていた。

　よくよく思い出してみると、いわゆるクラスのムードメーカー的な人間だったかもしれない。

　梗はさらに学校が運営している掲示板にアクセス。裏サイトと違って学校側で管理運営しているため、どちらかといえば学校側と生徒が気軽に連絡が取れるエリアという位置づけだ。しかし生徒同士の雑談する場もあるため、ここで高清水の名、及び彼を示しそうな伏せ字などを検索し、梗は彼の評判を引き出してみせた。妙に手慣れていたので、普段からこういうことをしているのだろう。……恐らく、自分の評判を見るために。

　高清水の情報で出てきたのは『面白い奴やつ』『天然系』『年上にモテそう』『守ってあげたくなる』といったポジティブなものがほとんど。若じやつ干かん鏡の印象とは違っていた。

「うーん、評判はともかく、顔はあまりわたくしの好みではないですわね……」

　入学時の写真と現在ではさすがに多少顔つきは変わっており、写真と違い、現在は幼さを残しつつも全体的に雰ふん囲い気きがラフになっている。チャラくなっている、と言ってもいいかもしれないが、高清水の雰囲気からするに、どちらかといえばお洒落しやれに気を使うようになった程度だろう。有名校である丸富の生徒で、派手過ぎる者はさすがにほとんどいないのだ。

　それら全てを踏まえて鏡の高清水への感想をまとめるのなら……やはり、普通、だ。

「鏡、本当にこれといった交流はないのかしら？　では……おかしいですわね。見た目だけで鏡を選んだとするなら……やはりわたくしにもお手紙が来てもいいようなもの」

「別に同じ店が近所に二店あったからといって、その両方には行かないでしょう。家に近い方を選ぶのが普通ですよ」

「……ということはやはり高清水さんの精力は人並みかそれ以下。何故なら絶倫の人は一人では満足できないはずですもの！　この縁談、オススメいたしませんわ！」

「姉さん、異性をそこだけで判断するのは如何いかがなものかと思います」

　そんなことありませんわよ？　と、梗は飄ひよう々ひようと言いつつも、ノートＰＣのモニターを喰い入るように見る。その表情はいつもの柔らかさがなく、何か気になる匂においを嗅かぎつけ、口を閉じ、耳をそばだて、目を見開いた犬に似ていた。仕事をする時の、彼女の顔だった。

「……一つ提案がありますわ。本当に彼が、鏡を欲するというのならわたくしはこれ以上何も言いません。そしてそれを見た上で、鏡が自分の本能に従い、判断するのがよろしいかと」

　どうせまたろくでもないことなのだろうな、と鏡は半なかば諦あきらめの気持ちでため息を吐ついた。




　日が暮れ、冷たい風が吹きだした午後六時。生徒会室の窓から高清水が校舎に向かってくるのが見えた。制服ではなく私服姿だったが、間違いないだろう。

　大学と同じ敷地内にあるおかげで私服での出入りが比較的容易なのが丸富のいいところであり、面倒なところだ。高校生のフリをして校舎に入り込もうとする不審な輩やからが現れかねない。

　だからこそ、丸富では警備システムはもちろん、警備員にもかなりの気と金をつかっている。彼らの詰め所が高校の校門のすぐ脇わきにあるのはそのためであり、また、人員もただのバイトや現役を退しりぞいた老体というものではなく、しっかりとしたやる気と能力を有した者しか採用していないのだ。

　現に私服の高清水が校門をくぐると同時に警備員に呼び止められ、学生証の提示を求められたようだ。敷地内を照らす外灯の下、男二人が白い息を吐きながらしばらくやりとりしているのを、鏡は姉と共に見ていた。

　高清水の身元が証明されたのか、警備員と別れ、彼は校舎へ。しかし何な故ぜか、その体格のいいスキンヘッドの警備員はその背をジーッと見つめ続けている。

「来ますわね、鏡。準備はよろしくて？」

　もう好きにしてください、と鏡はやはりため息混じりに言った。

　数分後、生徒会室の扉がノックされ、高清水が入室してきた。身長もさして高くなく、幼さの残る顔つきがどこか中性的ですらある、純朴な都会の少年。そんな印象の男だ。実際の性格も、それと同じようなものだったと、鏡は今一度思う。

　彼は最初緊張しつつも、鏡に微笑もうとしたが、すぐ横に梗までいるのを見てギョッとする。

　鏡が一歩姉より前に出て、高清水に椅子を勧すすめる。

「急なお呼び出しをしてしまい、すみません。どうぞ、こちらへ」

「いや、いいんだ。大丈夫。それより……その、何で、会長が……？」

「かわいい妹に初めて届いた恋文の相手が、どのような殿方なのかを拝見させていただこうかと思いまして。お邪魔かしら？」

「……姉さん、サラッと私を卑ひ下げするような言葉を口にしないでください」

　自分がモテないみたいな表現は、さすがに鏡も嫌だった。これでも中学までは姉共々それなりに人気だったのだ。しかし当時の姉はあの男に一途で、他の誰かにうつつを抜かすことがなかったため、それに付き合う形で特定の相手を作るようなことを鏡もまたしてはこなかった。

　だが、不思議なことに高校に入ってからはその人気はピタリと止やんだ。別に構わないといえば構わないのだが、あまりいい気がしないのは確かである。姉も一緒なのがせめてもの救いではあったのだが……。

「あまりお時間を取らせるのも何ですから、本題に入りましょうか。ねぇ、鏡？」

　高清水がゴクリと唾つばを飲んだのがわかった。緊張しているのだ。どうでもいいと思っていたが、そういう彼のリアクションを見ると少し好感が持てる。少なくとも本気なのだ、ということはよくわかった。

「はい、では。……お手紙、ありがとうございました。大切に読ませていただきました。それで返答なのですが……その前にどうしても姉が尋たずねたいことがあると」

「鏡が判断を下すにはいささか高清水さんについて、わからないことが多すぎます。なので、わたくしが一計を案じた次第です。簡単な質問をいたしますので、それにお答えいただきたく思いますわ」

　質問？　と、訝いぶかしげに眉根を寄せる高清水をよそに、梗は手早く後ろ髪を纏まとめ始める。そして、最後に大きなキャスケットを頭に深く被る。やれやれ、とそれを見つつ鏡もまた色も形も同じキャスケットを深く被った。

　そして互いの左右の肩にそれぞれ手を置き、二人してその場でグルグルと回る。十回程度のところで、その手を離し、高清水に向き直った。

「「どーっちだ？」」

　高清水を呼び出す前に散々練習したので、声はピッタリと同じトーンで揃そろった。しかもそれだけではない。梗はいつもの雰囲気を消し、鏡自身驚くほど自分にそっくりの、疲れたような表情を浮かべてみせる。互いの顔を見ながら回っている時など、鏡かがみを前に回っているようですらあり、久しぶりに自分たちの遺伝子が同じであることをはっきりと感じたほどだ。

　分かる人には分かるだろう。いくら一卵性の双子とはいえ、成長途中で必ず差異は出る。では、高清水はどうだろう。

　鏡きようが見やれば、彼は唐突な質問に明らかに動揺している。しかもそれだけではなく、沢さわ桔ぎ姉し妹まいの間で視線を行き来させていた。……わからないのだ。

「高清水さんがお付き合いしたい方を」

「指で示してくれれば、結構です」

　予定されていた台詞せりふを述べるも、高清水は聞いているのかいないのか、相変わらず姉妹の間で視線を泳がせるばかり。

　そして……彼の手から人差し指が伸び、どちらか一方を差そうとした瞬間、鏡はたまらず声を出した。

「……もうやめましょう、姉さん。こんなことをして、せっかく来ていただいた高清水さんに失礼ですよ」

　鏡がキャスケットを取ると、明らかに高清水が動揺し、そしてホッとしたのがわかった。

　彼が指を差そうとしていたのは姉の方だったのだ。

「んもぅ、あと少しでしたのに〜」

　梗もまたキャスケットを取ると、押し込められていた髪が解放された。髪型が崩れていたのを彼女は手で押さえるようにして直し始める。

　やはり自分は高清水に悪い印象は持っていないのだと、鏡は姉を見ながら他ひ人とごとのように考えた。少し味気ないとはいえ、真しん摯しな手紙を書いてくれたのもそうだし、何より久方ぶりに異性から明確な好意を寄せられたのだ。悪い気はしない。

　だから、高清水が解答を誤りそうなのを察し、途中で鏡はやめたのだった。

　もしかしたら……自分はこの男と付き合いたいと、心のどこかで思っているのかもしれない。だから、姉が選ばれることを避けようとしたのか。

「見た目だけで相手を判断するような殿方に一生を捧ささげる女は不幸になると相場が決まっておりますわ。今は良くとも時を経へるにつれ愛が薄くなりますものね。だからこそ今の試ためしをしてみましたの。……でも、鏡の言うことももっともですわね。ごめんなさい、高清水さん。わたくしが提案したことですの、悪いのはわたくし。鏡はいやいや付き合っただけですわ」

　いえ、と彼は首を振る。

「迷惑ついでにもう一つ。もうお気づきかと思いますが、あのお手紙にはわたくしも目を通させていただきましたわ。……一つ気になったのですけれど、あなた、どうして鏡のことを？」

「あっ、それは……あー、そっか、具体的には書いてなかったか。えっとですね」

　高清水が鏡を意識しだしたのは、夏の終わり頃に行われた球技大会からだという。女子はバレーとバスケと卓球、男子は野球とサッカー、そして同じく卓球が種目なのだが、それで鏡のクラスの野球チームは高清水の活躍で優勝を果たしていた。姉のクラスを打ち破って、だ。

　この球技大会ではその競技の部に入っている者は違う種目にしか参加出来ないのだが、今は帰宅部である高清水が野球をやることに制限は一切なかった。肩を壊したとはいえ、一日や二日程度球を投げるぐらいならさすがに大丈夫らしく、彼はピッチャーとして見事な活躍を見せていたのを鏡は思い出していた。

「昔とった杵きね柄づかっていうやつだけどね。それで、ほら、決勝戦の時に……」

　さすがにミニゲームでの試合とはいえ、決勝まで勝ち上がった時には高清水の肩はかなり状態を悪くしていた。そのためチェンジのたびに冷やし、クラスメイトからマッサージを受けていた。そして、そのマッサージをしていたのが、ほかならぬ鏡だったのだ。

　鏡は女子バレーで早々に負けてしまったので、クラス委員長の務めとして野球の応援というか、雑用をこなしていたに過ぎない。彼へのマッサージもまたその延長線上の行為でしかなく、高清水に言われるまで鏡はそのことをすっかり忘れていたほどだ。だが、高清水からすると鏡のその献身的な姿がまるで自分を一生懸命に支えてくれる天使のように見えたらしい。

　その〝天使〟という単語が高清水の口から出てきた時だけは、さすがの鏡も少し照れた。

「実際優勝出来たのって、あの時の沢桔さんのおかげみたいなところもあったよ。それで、その時に……その……沢桔さんのためにも頑張ろうって思って」

「いいえ、あの優勝は高清水さんの最後の踏ん張りがあったからこそ。痛みを押しての投球は、素晴らしいものでした」

「さ、沢桔……さん……」

「……あの、姉さん。それ恐らく私の台詞です。何さらっと人の思い出に介入しているんですか」

「でも、高清水さんは〝沢桔さん〟と言ったのですから、わたくしであっても良くなくて？」

「良くないですよ。……どうぞ、高清水さん、続けてください」

　言ってみるものの、さすがに姉の邪魔が入った後でサラッと続けられるほど、彼も豪ごう胆たんではないようだ。取とり繕つくろうように、ちょっとだけ話の方向を変えた。

「えーっと、あ、でも、手紙に書いたと思うけど、その球技大会の前からなんだ。同じクラスになった時からずっといいなって思ってて。告白しようって決意したきっかけがそれだった」

「その割には少々お時間がかかりましたわね？」

　姉さん、と鏡は好奇心旺盛な目で推理ものを楽しむかのような姉を諫いさめる。

「それは……その、ほら、あのハゲ……じゃなくて、警備員がかなりしつこくて。実際、今も目を付けられているんじゃないかと思うとかなり怖いよ。あの噂うわさが本当なら……慎しん重ちように慎重を重ねてもやりすぎということはないから。だからこんな渡し方になっちゃったんだ」

　沢桔姉妹は顔を見合わせた。あの噂とは何だろう？　警備員がしつこいというのは、どういう意味なのだろう？

　高清水がさも当たり前のように口にしたところを見ると有名なものなのだろうが、生徒会では把は握あくしてはいなかった。丸富の生徒に伝わる怪談話を始め、生徒間の噂はある程度耳に入るはずなのだが……。

「まぁいいですわ。では、わたくしからは最後の質問です」

　ゴクリと、高清水が生唾を飲んだ。

「高清水さん……性欲は強くて？」

「姉さん、もう結構です。下がってください」

「さぁ、どうなんですの!?　鏡が股またを開いたらその瞬間にそれがいつ如い何かなる時であろうとスカイダイブするがごとく女体に飛び乗り、はち切れんばかりの思いの丈を肉欲に変えて妹の体に叩きこめますの!?」

　姉さん、と姉を戒いましめつつ、チラリと鏡は高清水を見やる。彼はどうしていいかわからずおろおろと慌てふためくばかりだ。

　高清水さんも落ち着いてください、とピシャリと言ってのけ、鏡はまだ続けようとする姉の口を手で塞ふさいだ。

　姉の性欲に対する追求を何とか黙らせると、会長のチェアに座らせ、放り投げるように押しやった。ガラガラと音を立てて、梗ごと窓まど際ぎわへ滑っていく。

「すみません、高清水さん、姉がお騒がせいたしました」

「い、いや……」

「グスングスン……酷ひどいですわ、鏡ったら。自分さえ幸せになればいいと思っておりますのね。二人分の精力など不要、自分さえ良ければいい……。それはつまり、わたくしのような騒がしい姉は邪魔、わたくしのことはもう……。こうやって椅子に乗せて遠ざけたのが何よりの証拠ですわね……グスングスン」

　梗を隅に追いやったら追いやったで、何だかうざったい。窓際でいじけながらガラガラと音を立ててチェアを滑らせている様さまなど、まるで怒られた子供のようだ。

　鏡はため息を一つ。そしてお互いに立ちっぱなしでいる高清水の顔を見やり、すみません、と視線で述べた。

「い、いや、うん、大丈夫。会長のことは、噂とかで知っているし。……あ、そうだ、良かったらこの後ご飯とか、どうかな。どうするにしろ、まずは話だけでも」

　今夜はスーパーに出る予定だ。鏡は姉を見やるも、顔を背そむけ、窓の外に視線を向けているばかり。背は小さく丸まり、窓際に顎あごを乗せ、輪りん郭かくが変わるほどぷっくりと頬ほおを膨ふくらませつつも、視線は元気なく眼下の校庭を見やっているのが窓ガラスの反射で見て取れた。

「それは……すみません。ちょっとこの後、予定がありまして」

「予定？」

「えぇ、その……はい。スーパーに半額弁当を獲とりに行く予定がありまして」

　高清水は何を言っているのかわからない、という顔をするものの、すぐに何かを察した……というより、何かに思い当たったようで、ハッとした。

「だ、大丈夫だよ、もちろんご飯は僕が奢おごるし、それに、気さくで庶民的な、肩かた肘ひじ張るようなこともない店にするから！」

　どうやら高清水の中で沢桔姉妹は貧乏キャラという設定になったようだ。鏡は目を手で覆い、頭を振る。

「だ、だからさ、気兼ねしなくてもいいんだ、大丈夫だよ！　本当に大丈……あぁいや、大丈夫っていう言い方は失礼だよね、でも、大丈夫だから！　ぼ、僕がこれからバイトしてお金稼いで毎晩のように――」

「……ゲル状の白濁液を」

「そう！　ドロッドロの白濁液を沢桔さんに送り届け……え!?」

「姉さん、高清水さんの台詞にボソリと介入するのをやめてください。もう何から言っていいかわかりませんよ。あと高清水さんも姉に乗せられないでください」

「……ちょっと補足してあげただけですのに、鏡ったらそんなに……。やはりわたくしのことなんて、もう……もう……」

「今の違うんだ！　そう、ドロッドロの何かとかじゃなくて、僕は単に白いご飯的なものを……えっとえっと!!」

　恨うらみがましい物言いでグスングスンと鼻を鳴らす姉と、誤解した上でテンパる高清水の二人に挟まれ、鏡はどうしていいかわからず頭を抱えるほかなかった。

　だが、その状況もそう長くは続かない。高清水がいくつもの言葉を絞り出しているうちに、あのことに触れたのだ。

「あー、えっと、そのアレだよ。だ、だから、と、ともかくだよ！　僕が頑張るからさ、沢桔さんの生活を真まっ当とうにしてみせるから！　だから半額弁当を漁あさるような見み窄すぼらしいマネはもうしなくて――」

　ダンッと、梗は椅子を後ろに倒しながら立ち上がり、その音は高清水の口を塞ふさいだ。窓に反射するその目は、見開かれ、今にも獲え物ものに飛びかからんばかりの獣けもののようだ。

「姉さん、やめてください。今いま更さらですよ」

　そう、今更だ。半額弁当を獲るというのは、傍はたから見れば――関係のない人間の目にはそう映るものだというのは百も承知。それを理解した上で、狼である自分たちは命を、誇りを懸け、日夜戦っているのだ。

「……そう、ですわね。すみません、高清水さん。先ほどからのストレスと相まって、つい興奮してしまいましたわ……」

「いや、えっと……僕も何だかよくわからずに勢いでいろいろ言っちゃったみたいで。謝る。ごめん」

　多分、普段半額弁当を買っている沢桔姉妹が見窄らしいとバカにされたことで梗が怒ったのだと、高清水は考えているのだろう。微妙にニュアンスが違うのだが、それはともかくとして、素直に謝るあたりはやっぱり好感が持てた。だが……。

「何だかここにわたくしがいてはお邪魔のようですわね。すみません、少し席を外しますわ。あとは、お二人で」

　あ、姉さん、と鏡が呼び止めるものの、梗は止まらず生徒会室の扉を開け……そして、そこで止まった。

　開けた扉の向こうに聴診器を装着した警備員の姿があったのだ。毛が一本もない、ガタイの良い、関西弁を使う警備員である。

　唐突に開いた扉に向こうも驚いたのか、梗と目が合った瞬間、驚き顔で尻しり餅もちをつき……そして、その拍ひよう子しに彼のポケットからゴトゴトと、無数の単一電池が転がり落ちた。

　その瞬間、高清水が携帯のバイブレーションのように全身を震わせながら「あひゃぁおぁぁあぁあぁ……！」と今まで聞いたことのないようにわななき、己の尻をがっつりと押さえる。

「な、何ですの……？」

「あ、あぁ、なぁんやその、今日は半ドンやったのに、こんな時間に話し声が聞こえたもんで様子を見に来たところや……はっははは」

「あら、そうでしたの。警備員さんもこんな時間までご苦労さまですわ。……ところでその聴診器とこの電池は何ですの？」

「お、ぉう、こ、この聴診器はおれの親父の形見の品でな。い、いつも肌身離さず持っているんや！」

「まぁ！　ということはお医者様だったのですわね」

「おう、立派なサラリーマンやったわ！　こっちの電池はアレや、時計の電池が切れとったりしたら交換しよう思うてな。こう……ズブリと……」

「あひゃわあぁゃあぁああああ……！」

「まぁ、何と用意周到なのかしら！　鏡でさえもそこまで準備はしておりませんわ！」

「そうやろ、ワイは凄いんや。切れたらいつでも言うてな？　いつ如い何かなる時かて、ズブリ！　っとヤって一発や!!　がははははははははははははははは!!」

「あひぃぃいいぃいいいぃいいいぃぃいいいいいぃぃゃぁああぁぁぁぁぁあああ！」

　――誰か……誰か助けてください。

　わけのわからないことを言いだす警備員、彼の言うことを素直に受け入れて内容の齟そ齬ごに気づきもしないで話を進める姉、ケツを押さえながら小刻みに震えてわけのわからない呻うめきを上げ続ける高清水……。もはや何からどう触れていいのかすら、わからない。

　鏡は天を仰あおぎながら、いもしない誰かに助けを求めるよりほかになかった。




「あの……鏡きよう、本当にこれで良かったんですの？」

　寒空の下、隣を歩く梗きようはどこか不安げに鏡の顔を見てくるが、鏡はそれを気にはしなかった。アスファルトの道をローファーの軽やかな足音がリズムを刻み続ける。

　街灯が等間隔に並ぶ道路。その歩道を行く二人のポンチョとマフラーを、すぐ近くを走り抜けていく車たちが躍らせた。

「いいんですよ、これで」

　鏡がそう言うのなら、とまだ納得はしていないようだが、梗は前を向いた。

　しばらく無言のまま歩くものの、いつもはどうということのない沈黙に耐えられなくなったように、梗はふと鞄かばんからキャスケットを取り出した。

「そういえば、これ、借りてきたままでしたわね。明日、返すのを忘れないようにしないと」

　キャスケットは二つとも沢さわ桔ぎ姉し妹まいの持ち物ではなかった。生徒会役員と梗の友達がたまたま同じ品を持っていたのを姉が思い出し、下校しかけていた彼女らから借りてきたのだ。

　そうですね、と応じていると、不意に遠くの方から自分たちを呼ぶ声が聞こえてくる。その声の主は、高たか清し水みずだ。

　スニーカーの軽やかな音が二人に追いつき、そして追い越したところで、汗だくの高清水が両手を広げて立ち塞ふさがる。

「待ってよ。せめて、ちゃんと話だけっていうか、謝罪だけでもさせてほしいんだ！」

「大丈夫です、謝罪していただくことはありませんから。このたびは……すみませんでした」

　普通の人だと思っていた、高清水。しかし人間なんていうのは誰一人だって普通だなんて者はいないもの。実際に意識して会ってみれば、彼もまたある特徴を持った人だった。

　脇を抜けようとしたもののの、高清水からは何としてでも話をしてからじゃないとここを通さないという覚悟が伝わってくる。

　そして童顔だからだろうか、その一生懸命さが如によ実じつに顔には表れていて、思わず鏡は足を止めた。が、梗の足は止まらない。ぶつかってしまう、と鏡は思ったものの、高清水は必死に両手を広げ、距離を一定に保ったまま後ろに下がっていった。

　彼の目が「マジで!?　普通止まるもんじゃないの!?」という驚きで見開かれていた。

「姉さん、こういう場合は立ち止まるものです。あと、高清水さんも相手が止まらない可能性を一応は想定しておいてください。傍はたから見ている私が困ります」

　二人が立ち止まり、ちょっと困った顔で鏡を見てくる。そんな彼らを見やって、また、鏡はため息。今日はやけに多い。

「沢桔さん、ごめん。さっき見み窄すぼらしいって言っちゃったのは本当に反省している。まったく思っていないのならそんな言葉が出てこないものだよね。だから、思ってしまった僕はきっと沢桔さんにとってはもうダメなのかもしれないってのはわかるんだ。でも、でも、僕は沢桔さんが本当に――」

「本当ですわ。見窄らしいだなんて……酷ひどい人」

「……ごめん。悪気があったわけじゃないんだけど……ごめん」

「悪気のない非難なんてありませんのよ？　それに、何かを、もしくは誰かを非難する時はある程度の覚悟をお持ちにならないと。わたくしが……そうですわね、例えばあなたが打ち込んでいた野球を玉遊びだと称したらどう思います？」

「姉さん、また……」

「そ、そうだよね、会長。僕は……酷いことを口にしてしまったんだ。それは反省しているよ。わかっている」

「いいえ、わかっていらっしゃいませんわ。日本各地で毎夜行われ続けている半額弁当争奪戦……狼と呼ばれし者たちはそこに命と誇りと、その日の夕ゆう餉げを懸かける。それを見窄らしいというのなら、十代という人生における短い花の時期を費やし、楽しくもない玉遊びに興きようじる全国の球児たちは滑こつ稽けいであると評するも同然ですわ」

　鏡はまた面倒なことになってきたのを感じたが、もう、しばらく二人に好きにやらせておくことにした。

　高清水は告白がうまくいかなかったのは自分の失言のせいだと思い込んで追いかけてきた。そして梗は自分たちが狼として半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムを駆ける存在であることを話していないのを忘れているため、相手には姉が何を言っているのかさっぱり理解できていないであろうことに気づいていない。

　また高清水からしたら、恐らくいきなり梗がわけのわからないことを言いだしたようにしか受け取れないはずだが、彼は〝何となく〟その辺りのことは流すことにしたらしい。

　総じると、二人して、雰囲気だけの不毛な言葉の応酬を続けているのだ。

「そ、そんな！　野球はただの玉遊びじゃない。それは酷いよ。野球は辛いこともあるけど、楽しいんだ。それに全員ってわけじゃないけど、プロになる夢を持ち、それを目指して頑張ってて――」

　あ、話が噛かみ合い始めた、と鏡はもう傍ぼう観かん者しやとして最後まで見届ける覚悟を決めた。

「全国に数万といる球児たちの中で、ほんのわずかな人しか報むくわれない夢ですわね」

「……そう、だね。うん。確かに、そうだ。けれど……プロになろうって頑張ることは無駄なことじゃないんだよ！」

「つまり、価値があると？」

「そうだ。玉遊びじゃない、確かに遊びでやる野球も楽しいけれど、真剣に打ち込むからこその良さがあるんだ！」

「進級進学はもちろん就職に影響する学校の成績や子供時代にしかできない遊びの時間を捨て、頭を刈り、馬鹿の一つ覚えのように練習ばかりする玉遊びに価値があるとおっしゃいます？　野球から離れ、勉強に打ち込み、近隣ではトップクラスの名門校である丸まる富とみに入り、日々友と青春と呼べる時間を過ごし、そして今もこうして恋に身を焦がしている高清水さん、あなたが、そうおっしゃいますの？　様々な犠牲を要する玉遊びが有意義である、と？」

　姉のいやらしくも怒ど濤とうの勢いでの追い込みに、高清水は奥歯を噛かみしめる。その歯の間からは小さな呻うめきが漏れるばかりだ。

「……そ、それは……クッ。で、でも……でも……」

　高清水の左右に広げていた両手がゆっくりと、力なく、下ろされていく。そして彼の首も、また項うな垂だれる。その口は、完全に閉ざされた。

　そんな高清水の肩にポンと、梗の手が置かれる。

「……今、あなたが感じた悔しさこそ、あの時わたくしたちが感じたことですわ」

「……え？」

「自分には価値があると思えることなら、それは実質的な価値を持ちますわ。たとえ他者にとってどれほどくだらなくとも、ね。そこに懸けた情熱を知るのは当の本人と、同じ場に立つ者だけ。しかしそれは特別な輝きを持つものでもあります。……それなのに何も知らない他者はそれをバカにし、嘲あざ笑わらい、くだらないと一いつ蹴しゆうしてしまう。それには当然腹が立つというものですわ」

　梗が、俯く高清水の顔を覗のぞき込むようにして……ニッコリと微笑んだ。

「それを伝えたくて、とても酷いことをたくさん言ってしまいましたわ。謝るのは今度は、わたくしの方ですわね。ごめんなさい、高清水さん。実はわたくしも野球、嫌いではないのですわ。父が懇こん意いにしている球団があって、昔は幾度となく球場にも行き、鏡と一緒にメガホンを振り回したものです。どうか、許してくださいましね」

　涙を浮かべた高清水が顔を上げると、その表情をくしゃくしゃにしていく。

「さ、沢桔さん……。あ、あぁ……ぼ、僕は……僕は！　あの時、何て酷いことを口にしてしまったんだ！　ごめんなさい、沢桔さん！　僕の言葉で二人を……を……！」

　これはなかなか凄い、と鏡は冷めた頭で思う。噛み合っていなかった会話が、雰囲気だけで何となくまとまったような感じになり、感動の和解にまで至ったのだ。

　言葉としては噛み合っているのだが、本質的な問題テーマの解決はおろか、それに何一つ触れていないということに、本人たちは一切気づいていない。

　鏡は、高清水からの告白を断った。だが、別にそれは半額弁当のこととは何の関係もないのだ。それを二人にはきちんと先ほど伝えたのだが、お互いに自分の思い込みの上で言いたいことだけを言い合い、話のスタート地点である鏡の気持ちを完全に置き去りにした上、勝手に二人でゴールを作り上げてしまった。

　そろそろいいか、と、鏡は二人の間に入る。

「ちょっと、いいでしょうか。高清水さんをお断りしたのは、先ほども言ったように、別に半額弁当のことで腹を立てたからではないですよ」

「いい……いいんだ、もう。沢桔さん、僕は会長の言葉でどれだけ君たちに酷い言葉を無神経に放ってしまったのか、それがわかった。だから、もう、いいんだ……」

「それをわかっただけでもご立派ですわ。でも、ここからがスタート地点、さぁ、これから輝かしい明日に向かって――」

　まるでお涙頂ちよう戴だいのくだらないテレビ番組を見ているような気分に鏡は襲われ、頭痛がしてくるようだった。だが、これは、わかっていたことだ。

「高清水さん、私がお断りしたのは……あなたにはそういうところがあるからですよ」

　――え？　と、梗と高清水が同時に鏡を見てくる。

「ですから……正直、姉だけで精一杯ですから。高清水さんの分まで面倒見切れませんので」

　鏡が高清水を断った理由……それは、面倒だったからだ。

　当初は普通だと思っていた高清水。だが、実際に意識して会ってみるとあることがわかった。

　彼は、姉と同じベクトルの人間だったのだ。

　姉があまりにも強力なため、それに慣れていた鏡は、高清水のパーなところに今まで気づかなかったのである。

　姉だけでもいっぱいいっぱいなのに、それに高清水が加わろうものなら数日で倒れかねない。面倒がただ増えるだけではなく、姉と合わさることでさらに力強く二人して面倒になるのだから、もう完全に手に余ってしまう。

　それをポカーンとしている高清水と姉に、鏡は懇こん切せつ丁てい寧ねいにわかりやすく説明した。念のために最後にもう一度まとめて二人に告げ、そして一息入れる。

「……ですから、おわかりでしょうか。高清水さん、あなたのお気持ちはありがたいのですが、お断りさせていただきます」

「そ、そうですわ！　高清水さん、あなたは面倒なんですのよ！　鏡に面倒見ていただくのはわたくしだけで十分！　シッ、ホラ、あっちへ行ってしまいなさい！　わたくしの鏡に手を出そうなんて一〇〇年早いですわよ！」

　変わり身の早い姉だ。だが、もしかしたら妹が自分から高清水に鞍くら替がえする可能性に思い至り、不安になったせいかもしれない。

　やれやれと思いながらも、そんな姉のことを少しばかり愛いとおしく感じなくもない。

「そ、そうだったのか。……あ、あの、それじゃ、僕、沢桔会長のことが！　今の話で、心が洗われるような思いで、それで、会長のことが!!」

「高清水さん……性欲は強くて？」

「え？　ふ、普通だと……思うけど……」

「ではお断りいたしますわ!!」

「そ、そんな……！　それだけで!?　っていうか普通むしろそういうのってあからさまにしない方がモテるもんじゃないの!?　あ、実は僕、結構こう見えてもすご――」

「お二人ともお願いです。私を過労死させるような怖い会話はやめてください。さすがに迷惑ですよ、私が」

　行きますよ、と姉の手を引き、鏡は歩いていく。高清水が何やら声をかけてくるが振り返らず、そして姉にもまた振り返らせなかった。

　待って！　と、高清水がスニーカーの音を響かせて背後から近づいてくる。しかし、不思議なことに左ハンドルのワゴンが姉妹の横を通り過ぎた直後、その足音が唐突に消えた。

　さすがに気になって振り返ったところ、そこに高清水の姿はもはや、ない。

「あら？　今、わたくしたちの横を通り過ぎていった車……運転なさっていたのは先ほどの警備員の方でしたわね。ご挨あい拶さつし損そこねてしまいましたわ」

　鏡にはさすがにそこまで見ることが出来ず、そうなんですか？　と、尋ねていると……どこからか鳥ちよう獣じゆうの雄お叫たけびのような『アッ――――――――――――――!!』という甲かん高だかい声のようなものが冷たい風に乗って聞こえてくる。

「何だか不気味ですわね。風も冷たいですし……鏡、早く行きましょう」

　先ほどとは逆に、姉に手を引かれ、鏡は道を歩いていく。向かう先は本当は学校近くのスーパーの予定だったのだが、高清水に気を取られてしまい、違う道を来てしまっていた。

　このまま進んでいくと、西区である。

「……そうですね」

　二人共に、何だかいろいろと喋しやべりたいこともあったので、徒歩でゆっくりと隣町のスーパーに向かうことにした。

「ねぇ、鏡、あなたが望む理想のお相手はどんな人なのかしら？　今後のためにも、聞いておきたいですわ」

　姉に言われ、鏡は月が浮かぶ星空を見上げ、考える。言われてみて、自分がどんな相手を理想としているのか……考えたこともなかったことに気がついた。

　あれこれといろいろ思案するものの……思いついた答えにふと、クスクスと笑いがこぼれる。

「何を笑っているんですの？」

　きょとんとしている梗の顔を見て、また、おかしくなってくる。

「いえ、私はあまり、そういうことを考えるのに向いていないようです」

　無意識に姉とは本当にずっと一緒にいるのだろうと考えている自分がいる。だから、理想もそれを踏まえたものになっていた。それが何だか情けなくも、面白かった。

　自分の理想の相手……それは、自分と一緒に姉を支えてくれる人だ。

　二人で一緒になって姉をフォロー出来るのなら自分の苦労は半分で済む。姉も、その方が幸せだろう。

　ロマンチックの欠片かけらもない、あまりに現実的な理想だが、自分にはその程度のものが一番だと、そういうのが一番似合うのだと、鏡は思う。

　それから二人は恋愛についての話をし合いながら、西区の、アブラ神のスーパーへ。

　エントランス前に掲かかげられているライトアップされた大きな看板を鏡が見上げていると、姉がクイクイッと手を引っ張ってきた。

「どうやら、ちょうど良い時間に到着したようですわね。ほら、ご覧なさい、鏡。佐さ藤とうさんたちですわ」

　佐藤洋ようと白粉おしろい花はなの二人だ。向こうも、「おっ？」という様子でこちらに気づいたのを見て、沢桔姉妹は二人揃ってお辞じ儀ぎをする。

　佐藤はやぁ、と手を上げ、白粉は慌てて倣ならうようにお辞儀をしてきた。

「珍しいね、二人がこっちに来るなんて。……今日はヤバそうだ」

「えぇ、よろしくお願いいたしますわ。……あら、佐藤さん、今日はどうかなされました？　何やらいつもより覇は気きがあると言いますか、全身から何やら溢あふれ出る闘志のようなものが」

「言われてみれば……確かにまるでサト……サイトウさんがトレーニングジムで好みの大だい臀でん筋きんを持つ男性を見かけた時のような、いや、これはむしろお触りまでしてしまった時の雰囲気に近――あぅ！」

　佐藤は白粉の後ろ髪を引っ張りつつ、何でもないよ、と妙な笑みを浮かべて、スーパーへ。ポカンとする姉妹には「クソッ、先輩のせいで、このままでは腹の虫の力が……」というよくわからない彼の声がかすかに聞こえた。

　あれだけ全身から並々ならぬものを発しているくせに、腹の虫の力が弱いとでも言うのだろうか。それとも溢あふれ出ていたのは食欲に起因する類たぐいのものとは違うのだろうか。

　そんなことを考えていると、ふと、どこからかエンジン音らしきものが聞こえてきて、バイクがスーパーの駐車場に進入してくる。

　それは聞き慣れた音。フルフェイスのヘルメットを被っていても、それが誰だかは姉妹が間違うことなどなかった。

　佐藤と共に、かつての二人を救ってくれた相手。――二に階かい堂どうだ。

「こんばんは、二階堂さん。今日こちらだったとは、奇遇ですわね」

「……何だ、珍しいな。お前たちがこっちにいるとは」

　ヘルメットを脱ぐと二階堂のやや迷惑そうな顔が現れた。彼と共に並んでスーパーへ向かう。

「ちょっと鏡に恋の問題がありましてね」

「姉さん、誤解を招くような言い方はやめてください。別に何もありませんので」

　わかっているさ、と二階堂はフンと鼻を鳴らす。

「あ、そうですわ！　鏡、ほら、被って」

　姉に言われるがまま、歩きながら二人はキャスケットを深く被る。二階堂がさすがに立ち止まり、何のマネだ？　と、哀あわれなものを見る目を向けてきた。

　その視線の中で、鏡は髪をキャスケットに押し込んだ姉と共にグルグルと回る。そしてピタリと止まったところで、約束のアレを口にした。どーっちだ？

「くだらないな、何のゲームだ？」

「どちらが姉で、どちらが妹か当ててください」

　梗が妹を真似て醒さめた声で言う。鏡はため息が出そうになったのを、何とか堪こらえた。

　二階堂は……やれやれと首を振り、二人に背を向ける。

「一度でもお前たちと戦った狼なら全員が見なくても気配でわかるさ。お前たちの特性がわかっていないと、まず、戦えないからな」

　その言葉に沢桔姉妹は互いを見やった。確かに、鏡は攻撃、梗はそれを支えるのが二人の基本戦術だ。あえて逆にしたり、奥の手として二人同時に攻撃に出る戦法も時にはとるとしても、それは稀まれなことだった。

　言われてみれば、狼なら……確かに見るまでもなく判断出来るものなのかもしれない。

　だが、本当にそうだろうか？　何よりまだスーパーへの入店前、腹の虫の加護は……鏡が疑問を抱いたその瞬間だった。二階堂がやる気がなさそうに振り向き、自分たちを指さした。

「右がうるさい方で、左が気苦労の多い方だ」

　ピタリ、正解。

　言い終わるより先に踵きびすを返し、自動ドアの向こうへ歩を進めていく二階堂の背を、梗は嬉うれしそうに見やる。

「さすがは二階堂さん。……あ、そうですわ！　佐藤さんたちにも試ためしてみましょうか。ね、鏡。……何だか楽しくなってきましたわ！」

　きっと彼もまた当てるだろう。かつて自分たちを倒したツードッグスなら。

　彼らにとって、それは簡単な質問のはずだ。

　確証はない、だが、不思議な確信を鏡は持てた。ただ、彼女は姉にはそれを言わず、代わりにため息を一つ。

「そんな子供みたいにはしゃがないでください。もうすぐ半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムですよ。もっと真剣に……」

　言いながら、鏡は自分もまた微笑んでいることに気がつく。

　何だか二階堂に言い当てられたことが嬉しくて、そして佐藤も当てるであろうという確信が、どこか擽くすぐったい。いつもの冷静な自分が、ちょっと、負ける。

　鏡は思う。もし自分が心から誰かを求めるというのなら、きっとそれは……。

　核心に迫る直前、鏡の思考は止まった。自動ドアを抜けたのだ。

　店内から一斉に向けられる刺すような警戒の視線を全身に浴び、瞬時に普段のそれから狼のそれへと体と意識が切り替わる。

　姉と共に二人、山と重ねられた中からカゴを音もなく一つずつ抜き取り、店内を行く。

　狩りの時間。今は想うべきは半額弁当のみ。姉妹の腹の虫が蠢うごめく。

　オルトロスは足音高らかに、愛いとしきライバルたちのもとへ歩み行くのだった。





　需要と供給、これら二つは金銭を伴ともなう取引における絶対の要素である。

　しかしながらその領域の多くは需要過大にして供給過小……しかも手に入れられる機会は、極めて限定された時と場所のみ。

　その厳きびしき領域に生きる者たちがいる。

　己おのれの資金、性せい癖へき、そして誇りを懸かけてカオスと化す極厳領域を狩り場とする者たち。




　――人は彼らを《狼おおかみ》と呼んだ。







３章　有明の狼たち












　　　「さぁ……狩りの時間といきましょう」





白粉花











※当作は『ベン・トー８　超大盛りスタミナ弁当クリスマス特別版１２５０円』の数日前の出来事です。

　また作品内における理論、技術、思想は作中キャラクター表現の一部であり、アサウラ及び集英社の見解を代弁するものではありません。

　そして、当作は愉快なフィクションであることを忘れずにいてください。




　目ま深ぶかにキャップを被かぶると、その後ろの穴からまとめていた髪をにゅっと出させる。そうすることで髪が圧おしつけられることがなくなり、何より誰かとぶつかった時に人混みの中で帽子を落としてしまうこともない。

　玄関の姿見にて最後に全身を見る。白いモッズコートに、大きなショルダーバッグ。タートルネックセーターにプリーツスカート。靴はデザインよりは機能性で選んだショートブーツ。全体的にお洒落しやれというわけではないが、それを気にするべきは今日ではない。何も問題はないだろう。

「……行ってきます」

『彼女』――白粉おしろい花はなは玄関の隅っこで眠たげな眼まな差ざしで座っている、超大型犬のニューファンドランドという真っ黒な犬種であるアロエ（女の子・四歳）に、そう、声をかけた。

　アロエはさすがに散歩ではないとわかっているため、尻尾しつぽを振ったり、こちらのご機き嫌げんを伺うかがうようなこともなく、ただ犬の務つとめとして見送りをしているに過ぎない。それでもその黒い瞳は白粉に「どこに行くん？」と訊きいているようだ。

「あたしがこれから行くのはね……戦場だよ」

　白粉は眼鏡めがねをかけ直すと、玄関のドアを開け、いまだ暗い街に出る。年の瀬の痛いほどの冷たい空気が彼女を包んだ。

　体を一度震わせると念のため外から鍵かぎをかけ、白粉は駅へ向かう。

　途中、朝食用にと持ってきていたソイジョイ（フルーティトマト）を齧かじりながら忘れ物がないかを考えていく。無論、忘れ物があったとしても戻るのではなく、途中で買っていくのだ。

　いつも持ち歩くようなものはともかくとして、それ以外の今日のためのもの。携帯電話の充電用予備バッテリー、腕時計、タオル、折りたたんだトートバッグに紙袋、カイロ、いくつかの差し入れ、そしてあると何かと役に立つ透明で大きなゴミ袋が数枚。

　このゴミ袋はゴミを入れるのは当然、疲れて路上に座り込んでしまう際には敷物、雨が降った時には大切な戦利品を守るバリアにもなる。そして乗り物や人混みにヤられた際の最後の砦とりでとしても非常に有効に使え、ほとんど嵩かさ張ばらない優秀なアイテムだった。

「念のための予備のソイジョイと、飲み物のポカリスエット……そして……」

　白粉は大きなショルダーバッグをわざと揺らし、中にある大型のフォルダの存在を確認した。フォルダはもちろん戦利品を入れるためのものだ。いくら型がしっかりしたショルダーバッグであっても、どうしても戦利品を裸で入れてしまうと角に折れ目が出来てしまう。また冬場はさほどでもないにせよ、飲み物の容器の表面に出来る結露が戦利品へ与える致命的なダメージを防ぐことも出来る。

　恐らく、大丈夫。白粉は確認し終わると一人頷うなずき、駅へと急ぐ。

　時計を見やれば現在朝の四時半。――夜明けまであと二時間。決戦まであと、六時間。




　この日の早朝の電車を白粉は嫌いではなかった。最初は始発ということでほとんど乗客がいないのに、新しん橋ばしに近づくにつれて同じ匂においのする者たちが一人、また一人と増えていき、最終的にはほぼ車両が同種の人間たちで埋め尽くされる。

　そう、狼たちだ。これから戦いの野に出撃し、己の欲望のままに狩りを行う者たち……。

　彼らと共に白粉が向かうのは夏と冬の、年に二回だけ生まれる大規模な戦闘領域だ。無論、それ以外にも大小様々な戦いはあるが、やはりこの二回だけは特別である。車両内に漂う気配、匂いがすでに尋じん常じようならざるものになっていた。

　新橋駅に到着。扉が開くと同時に同志たちが一斉にホームへはじき出される。その様さまはどこか、水の入った革袋に穴でも空けたかのようだ。

　全員が訓練された犬がごとく素早く、かつ規律正しく行動を開始し、改札を抜けて東京臨海新交通臨海線――ゆりかもめの駅へと直行する。

　別にゆりかもめだけが交通手段ではないが、これに乗るのが白粉のスタイルだ。普通の電車よりも揺れが少なく、滑なめらかに走るその様さまはまるでモノレールのようで心地良いし、何より高い位置を走るが故ゆえにそこから見る夜明けの景色は格別である。これから命を懸かける者たちの意識を否いやが応おうにも高めてくれるのだ。

　白粉は運良く先頭車両の一番前に陣取ることが出来た。さすがにぎゅうぎゅう詰めで座ることはできなかったが、運転席のないゆりかもめの先頭車両の一番前は景色がいいので、白粉としては満足なのである。

　海沿いを走る車両からは、どこか近未来的とも取れる巨大なビルやテレビ局を見ることができた。その中でも白粉がいつも気になるのは恐らく一般の人が住んでいるであろうマンションだ。周りにレジャー施設はあっても、生活雑貨店や生鮮食料品店なんて存在するのかすらわからないような場所に聳そびえ立つマンション。暮らしていて不便はないのだろうか？　何より、どんな人が住んでいるのだろう？

　そんな疑問は様々な妄もう想そうを生み、白粉の移動時間をより一層楽しくした。昔はその景色から『海×テレビ局』やら『ビル×地球』など、大味な妄想が大半だったが、さすがに数年も通っていると、その内容は決して同志であっても口外できないような、より綿密かつハードな方向で発展していた。

　ちなみにそれらの場合、大抵ゆりかもめは決して交わることが出来ないで臍ほぞを噛かむ傍ぼう観かん者しや、または主要キャラたちの不倫相手という、妄想に花を添えるキャラクターとして登場するのは恒例であり、本日の〝それ〟においても重要なポジションを占めているのは変わらなかった。

　そうして新橋を出て約22分、車両は国際展示場正門駅へと到着。さすがに始発で実家の最寄り駅から出発こそすれ、ゆりかもめの始発ではなかったこともあって、この時間帯の乗客は比較的落ち着いている。扉が開くなりいきなり走りだすような輩やからはおらず、全員がぞろぞろと行軍のようにこれから戦いに赴おもむく覇は気きと、朝一のぐったり感が入り交じった独特の空気を作り出しながら戦場――国際展示場へと向かっていく。

　改札を抜けてすぐ、チケット組――サークル参加等の人――と分かれるポイントがあるが、まだこの時間帯からそちらに行く者はいなかった

　時折聞こえてくる神に仕つかえし者たち――同人誌即売会スタッフの声に耳を傾けつつも、白粉は人の流れに身を任せるだけで特に行き先などを意識することなく、ただ、歩く。精神力及び体力の消耗はしないにこしたことはない。一番楽なのはイヤホンで音楽などを聴き、耳に入ってくる情報をシャットアウトしてしまう方法だが、それをすると万が一スタッフの声を聞き逃して周りに迷惑をかけてしまう恐れがあるのでやってはいけないことである。実際、白粉のＭＰ３プレイヤーも帰りの電車まで鞄かばんの中でおとなしくしているのが通例だ。

　案内の声に、集団の流れに、導みちびかれるまま……白粉たちはいよいよ長大な列の後方に到着。すぐさまスタッフの指示により、日本人の気質を表すかのように規則正しく並ばされる。この列が崩れ、各自が他人の迷惑を顧かえりみずにぐちゃぐちゃに並ぶようになったら、この同人誌即売会は……いや、日本という国自体が終わりを迎えることだろう。

　横に並ぶ人数を統一し、無駄な隙すき間まが出来ないように細かくチェックをしていくスタッフたちも、それがわかっているからなのか、どこか誇らしげに、ところどころにユーモアを挟み、そしてたまに冷たい空気に咳せき込みながらも一生懸命に声を出していく。

　彼らの声が嗄かれ始める時間まで、このまま待機だ。

　白粉が爪つま先さき立だちになって前を見やれば、巨大な神殿を思わせる国際展示場、そして、そこから伸びる、ここ以外ではまずお目にかかれないような長ちよう蛇だの列。

　一番乗りではないにせよ、決して遅くはないはずの時間に到着したのだが……しかし、これもいつものことだ。白粉は帽子を被り直し、ポケットに手を入れ、ようやく朝というに相応ふさわしい色合いになってきた空を見上げた。風が酷ひどく冷たい。

「今年もまた徹夜組が増えてるらしいな」

「あぁ、ここまで来るとルール違反とて公認扱いだ。酷い有様だ、まったく」

　白粉の隣でそう喋しやべっていたのはリュックサックを背負った顎あご髭ひげと坊主の男。

　同人誌即売会に友達と来るというのは物理的な意味でお互いの行動の自由を束縛するし、何よりも己おのれの性せい癖へきの露ろ呈ていを恐れるあまり、手に入れるべき同人誌を逃す可能性も高くなる。

　素人しろうとか……そう思ったが、しかし、今日が三日間のイベントで一番ホットな日、即すなわち一般的に言うところの〝女性向け〟ジャンルであることを考慮した場合、この二人はもはやお互いに何かを隠す間柄ではないのかもしれない。そう考えるとリュックサックも使い方によっては効果的だろう。

　白粉は眼鏡をかけ直すと、伸びをするフリをして二人のケツの具合を見やる。どちらがどちらのケツにぶちこんでいるのだろう……白粉は少ない情報から何とかそれを見み極きわめようとした。

「徹夜組もクソだが、輪をかけて問題なのはそれに未成年者が大量にいるってことだろうな」

「ゆとり教育の申し子か。お祭り気分で来ているんだろうが、それがこのイベントを破滅に導いている自覚はないんだろうな。一度でも大きな事件が起これば全てが終わるというのに」

「スタッフの監視の薄い夜に、未成年が襲われでもすれば様々な組織が鬼の首を獲とったような勢いで喚わめき散らすだろうな。たとえイベント時間外であったとしても、全ての責任は即売会関係者と同人業界……その後は規制、規制、そして規制の硝しよう煙えん弾だん雨うだ」

　二人は未成年者が襲われることこそ致命的としているが、実際には対象が若い女であるだけで十分致命傷になりえるだろう。白粉は二人の会話に耳を傾けながら、そう思う。成人式を迎えていても被害者が騒ぎ立てればそれだけでハイエナのような組織にとっては十分喰くらいつける隙となる。現状でもまだ公おおやけになっていないだけで、それなりのトラブルや犯罪は起こっているが、それでもまだこのイベントを愛する者たちの努力によって事態が小さいうちに処理することにより、その隙を潰つぶしているに過ぎない。

　噂うわさによればこのイベントを開催するためにかなりの額の金が動き、志こころざしを持った者たちが日々様々な業界団体内にて暗躍しているという話もあるが、実態は不明である。ただ何年も前からイベントの運営は綱渡りの状態であるのは間違いないだろう。

　古き狼おおかみはある時、白粉に予言とも、単なる妄想とも取れないことを語ってくれたことがある。

　――いずれ、この祭りは終わりを迎えるだろう。それは政治的な思惑か、何らかの事件によるものかはわからない。しかし、その発端はそこに集つどう若者たちの中から起こるのは間違いないだろう。祭りが……大きくなりすぎたのだ。

　彼はそれ以上、そう思った理由も何も語ることはなかったが、それでも不思議と白粉もそれには同感であった。理由などなく、肌の感覚としてそう思ったのだ。……それは、今でも変わっていない。

　どんな業界でもそうだが、一部の研とぎ澄すまされた者たちが何かを作り、それを支持する者たちによって広がりを見せるが、その果てに、大量の一般人が流れ込んでくると大半のものは終しゆう焉えんを迎える。〝それ〟に重きを置いていない、いくらでも〝それ〟の代わりを見つけられる者たちである。

　それはまさにイナゴの大群のように、土地を荒らし、喰う物がなくなればまた違う土地へと移っていく。〝そこ〟でしか生きることが出来ない者たちを残して、だ。

　白粉は一人そんなことをブツブツと呟つぶやきながら考えていると、いつの間にか顎髭と坊主の会話は転売ヤーについての話題になっていた。転売ヤー、即ちレア本や大手サークルの同人誌を購入し、ネットオークションで転売して金を荒稼ぎする連中であり、《豚ぶた》とも呼ばれ、忌いみ嫌われる存在だ。

「地方に住んでいたり、都合で来られなかった人間のためでもある……ってのが常じよう套とう句くだが、にしてもな」

　最近では連中の活動を防ぐためにも大手サークルでは一限（一人一冊限定）や、即売会の後、すぐにネット通販可能なようにしているところも多くなってきたが、しかし、根絶するには至っていないのが実情だ。

「まったくだ。俺たちのように朝から並んでいても買えない連中が出てきちまう。……この手の連中だけは我が慢まんならねぇ」

　あたしの場合、本当に我慢できないのは……。と、白粉は考える。本当に豚と呼ぶに相応ふさわしいのは、ダミーサークルという手段まで使う連中だ。開場時間前に会場内に入ることが出来るサークル参加チケットを手に入れるためにダミーの申し込みをする連中のことであり、当然ブースなど出すわけもなく、楽に会場内に入り込み、開場前に狙ねらいのサークル、または換金しやすい企業ブースのもとで待機するという最も忌み嫌われる行為だ。

　無論、ダミーサークルという手法は転売ヤーだけではなく、チケットの転売等の様々な自分勝手な目的のために用いる者たちも数多く、その存在は深刻な問題である。

　先ほど坊主が言ったように、本当に欲しくて朝から並んでいた人たちの気持ちを踏みにじることになるのもそうだが、それ以上に参加したくても参加できなかったサークル……そして、そのサークルの本が欲しかった人たちの気持ちを踏みにじる最悪の行為だ。その昔、白粉が贔ひい屓きにしていたサークルが落選したイベントの時に、その同じジャンルの会場に複数の空きスペースがあるのを見た時は、血が出るほどに拳こぶしを握りしめたものだ。

　ふと、白粉は視線を感じた。見やれば顎髭と坊主がこちらを見ている。

　彼らの目を見た瞬間、思っていたことが口を突いて出ていたことに、白粉は気がつき、己の失態を悔くいた。

「アンタ……まさか……」

　顎髭が何かを思い出すような仕草をした後……彼の言葉を、白粉を中心にして反対の位置に立っていた女が継ついだ。

「アンタ、《早はや瀬せの狼》こと……白粉花……？」

　茶髪の女がそう言うと、顎髭と坊主たちも驚いたような顔をする。

　この業界では、有名な狼は二つ名で呼ばれることがある。しかし、それを誇る気は白粉には毛頭なかった。ただ、気恥ずかしさから帽子を深く被り直す。

「驚いたわ。てっきり、もっと前の列にいるもんだと思ってた」

　茶髪はダウンジャケット越しにでもはっきりとわかるほどの巨乳を揺らして、缶コーヒーを飲みながらそんなことを言う。

　素人か……いや、キャリーカートが大きい。恐らく、コスプレイヤー。だとしたら随ずい分ぶん早い……空いているうちに着替えてしまおうというのか。いや、もしかしたら人が少ないうちに先にお目当ての本をさっさと買って、それから心おきなくコスプレ広場に打って出ようというのかもしれない。だとしても……。

「ベテランの狼から、私たちに何かアドバイスとか聞かせてもらってもいい？　私はコスプレの方が専門だけど、それでも参考に聞いてみたいわ」

「そりゃいい、俺たちのような名無しの狼たちに是非ご教授願いたいね」

　顎髭が、興味本位な顔で言った。

　目立つことを嫌う白粉は忌いま々いましげに小さく舌打ちした後、ため息を一つ。覚悟を決めた。

「……まず、コーヒーはやめた方がいいです。寒い早朝に飲みたくなるのはわかりますけど、コーヒーには利尿作用があってトイレが近くなります。冬の女性コスプレイヤーにとってそれは致命的なはずです。ノンカロリー系の人工甘味料ジュースも同様に」

　白粉の言葉に茶髪はハッとし、そして顔を青くした。一般の参加者でもキツイが、それが薄着で、屋外活動が基本のコスプレイヤーとなるとトイレは大きな問題だし、何より例年の女性用トイレの行列を思い出したのだろう。男の〝小〟はお手軽だが、女はそうはいかないのだ。

「あと、本の奪取がメインじゃないのなら別にいいと思いますが、ダウンジャケットもやめた方がいいです。かさばりますから人混みの中での機動力低下は避けられませんし、何よりお金や本を受け渡しする際に腕の膨ふくらみによってサークルさんの本や値札などを引っかけてしまいがちです」

　私もやっぱりまだまだってわけね、と、茶髪はガックリと肩を落とした。

　その様子を見ていると、さすがにダウンジャケットは言い過ぎだったかもしれないと白粉は内心反省する。述べたことは事実だが、それは白粉の実体験からだ。……つまり、小柄な白粉にとっては、である。身長が高ければ受け渡しの際の手の位置も自然と高くなるので、それほど影響はないのかもしれない。

「しかし、白粉。名うての割に、鞄はショルダーなんだな。てっきり俺たちのような最大機動力を誇るリュックサックタイプかと思ってたんだが」

　坊主が得意げに背中のリュックサックを親指で示し、そんなことを言う。

　白粉はまたため息を一つ。

「リュックサックは本を奪取するためだけなら極めて優れたアイテムだと思います。ただ、それに本を入れることを考えてみてください」

「は？　本なんてそのまま……」

「坊主の人、あなたは何故、本物の侍さむらいは腰に刀を差していると？　漫画などでは背負っていたりするキャラも多いですが、現実ではほとんどなかった使われ方ですよね。……背中では、出し入れがし辛づらいんです」

　そう、リュックサックは両手を自由に使えるアドヴァンテージと共に、機動力を高め、さらに荷の重みが両肩に均等にかかり人体への影響が少ないという最高のアイテムだ。しかし、それは池いけ袋ぶくろや秋あき葉は原ばらにおいてならば……だ。

「いやいや、待て。そんなの買った本をしばらく手に持って、何冊か溜たまったらリュックサックに入れれば……」

「片手が塞ふさがってしまえばリュックサックの最大の利点がなくなりますし、何より……たまに見ませんか？　立ち止まったりしゃがんだりしてはいけない場所で、リュックに本を詰め込んでいる人。スタッフによく注意されてますよね」

　クソッ、と、坊主は頭を掻かいた。

「しかし二人組で行動するなら互いの鞄に入れ合うことも出来ますし……何より、よくバックパッカーがやってますけど、リュックを逆……つまり、体の前に持ってきて装着するなら、利点を活いかしつつ本の出し入れも容易、そして防犯上安心できます。小柄だと大変ですけどね」

　なるほど、そうか！　顎髭は感嘆の声を上げ、早速リュックサックを前に持ってくる。

「しかし、そう考えると……なるほど、確かにショルダーバッグはキャリーカートのように邪魔にはならないし、リュックとほぼ同様に両手が使えるし、一人で出し入れも出来る……というわけか」

「必ずしもこれが正解だとは思いません。あたしは自分のスタイルに相応ふさわしいと信じる装備で来ているだけです。大量に本を買うというのなら、ショルダーバッグでは文字通り荷が重過ぎる場合もありますし、結局最後にはトートバッグや紙袋に頼ることも多いです」

　本当は顎髭が述べたこと以外にも、もう一つショルダーバッグの利点はあった。肩かた紐ひもをやや長めにして後ろに回しておけば、腰から下を鞄で覆うことが出来るため、人混みの中での痴ち漢かんを防ぐのに最適なのだ。風や、人混みの中で何かに引っかかってスカートが捲めくれ上がってしまうのを防ぐことも出来る。……ただ、それを言うと自意識過剰だと思われそうな気がして白粉は黙っていた。

「勉強になるなぁ。早瀬の……いや、白粉先生！　もっと俺たちにいろんなことを教えてください！」

「そうです！　先生、お願いします！」

「私からもお願い、先生！」

　面倒なことになったな。白粉は眼鏡をかけ直しながら思うものの……そんなに悪い気はしない。自分もかつてはこうして先人たちに教えを請こうたのだ。

　その時の彼らもまた……こんな気分だったのかもしれない。




　一〇時、いよいよ戦いの狼煙のろしが上がる。白粉たちの位置からはその様子を確認することは出来ないが、行列全体にざわりざわりとした動きがあり、そして早速遠くの方からスタッフたちの「走らないでください!!」の声が上がり、それらに彩いろどりを添えるようにパフパフと疎まばらな手袋越しの拍手があちこちから上がる。

「勝負はまだ先……けれど、この瞬間だけはいつも心が躍おどるわね」

　茶髪の言葉に顎髭と坊主はもちろん、白粉もまた頷うなずいた。

　白粉は鞄の中からずっしりと重い箱を取り出す。

「先生、いったい何をしているんです？」

「……弾込めですよ。銃じゆうに弾だん倉そうを入れずに戦場に行くのはバカですからね」

　財布に小銭を入れていては時間のロスに繋つながる。そのためコートのポケットに裸の金を入れておくのだ。白粉は利き手である右のポケットに大量の百円玉、左には五百円玉、そして胸ポケットには一枚一枚折りたたんだ千円札を納めた。コートがズッシリと重くなる。

　白粉の様子を見ていた顎髭と坊主が早速マネしようとするが……あまり役に立たないだろう。彼らは万札を持ってくるなどという醜しゆう態たいを晒さらすことはなかったが、小銭の準備まではほとんどしていないようだ。

　本人たちはその事実に気がつき、どこか恥ずかしげな顔をするものの、白粉は軽く微笑ほほえんで安心させてやった。千円札ならばさほど問題はないだろう。サークル側も、千円札を出されるのは想定内……即ちお釣りを出しやすいように本の価格設定をしているだろうし、小銭の準備もしているはずだ。

　それでも白粉があえて小銭の準備をしてくるのは、もちろん釣り銭切れの事態の備えでもあるが、何よりも金銭の授受の時間を最小限に抑おさえ、一刻も早く次なる獲え物もののもとへ向かうため……。本当は描き手の人たちと少しお話ししたいところではあるが、シャイな白粉からは声はかけづらいし、何よりウザく思われるかもしれないから、という理由もある。

　とにかく迅じん速そくな行動を常とするその在り方こそ、白粉の二つ名、早瀬の狼の由来の一つとなっているのだ。

　実際にはもう一つ、そして決定的な理由があるのだが、それを披露するのはこれからである。

「お、もうそろそろだな……さぁて、腕が鳴るぜ」

「まだ見ぬ月げつ桂けい冠かんとの出会いの時は近い」

「何よ、坊主。古くさい言葉を使うわね」

　月桂冠……月桂樹の枝葉で作られる王冠のことであり、オリンピックのメダリストなどにかけられることからもわかるように、それは勝利者の証あかしである。

　この業界における月桂冠とは、基本的にはそのイベントで購入した本の中で一番〝買って良かった〟と感激出来るような本のことだ。要は心より満足のいく本のことであり、古い狼たちが好んで使う言葉である。狼によっては月桂冠の対象から大手サークルの本を除いたり、あえて事前にチェックしていないサークルの本との偶然の出会いにのみ限る場合もあり、その使い方はまちまちで、たまに話が通じないこともある。

「うるせえな、茶髪。やり手の狼はみんな使うのさ。先生もそうだろ？」

「……いえ、あたしはあまり」

　ほらね、と茶髪は顎髭を小馬鹿にしたような目で見る。白粉は首を振った。

「使う必要がないからですよ。……あたしが奪取する本は、クオリティやカップリングはもちろんですが、それと同等に作り手の〝愛〟でみます。愛がない、愛が足りない本は、基本、獲らない。だから……あたしが奪取する本は基本的に全て月桂冠と呼ぶに相応しいものです」

　愛。同人誌は本来それにこそ集約されるべきものだ。特に二次創作においては、その作品やキャラクターへの愛があるからこそ、本を作る者がいて、それを読みたいと思う者がいる。しかしながら最近は業界の規模――あえて使うが――市場が広がり、商業出版のそれを凌しのぐほどの莫大な額の金銭が動くようになってしまった。それ故ゆえに原作に対する愛などなく、需要に応じる形で、金稼ぎのための手段とする作り手も多くなってしまった。

　昨今では全部頒はん布ぷしても赤字だが、それでもある程度の売り上げ数が欲しいために若手のサークルまでが好きでもない売れ線作品、売れ線カップリングに手を出してしまう状況を見るのは、酷く悲しいものがある。

　作品への〝愛〟はもちろん、本来同人にあった〝楽しさ〟さえも捨て去り、出で涸がらしのようになったお金の代替としての欺ぎ瞞まんにまみれた本など、白粉は欲しくはなかった。

「……あたしが『オリジナル』のジャンルが好きなのも、そういう理由からです」

　オリジナルは、いわゆる原作のない、その名の通りの描き手による創作作品のことだ。

　大抵のサークルの売り上げは少なく、参加サークルも他と比べるとさして多くはないジャンルである。

　だからこそ、あえて出してくるというのは〝それ〟を作りたいという欲求、即ち、愛がある作品が多いということである。誰が何と言おうと自分が好きなのはコレだ！　と、作り手の雄叫びが聞こえてきそうなマニアックな本など、読んでいて心が躍る。

　ちなみに白粉は他にも『ナマモノ』、『半ナマ』、『干ひ物もの』辺りを専門とするが、それ以外のものにも、彼女の好奇心をくすぐり、そこに愛があるのならば、手を出すことは多々あった。

「さすが名うてが言うことは違うわね。聞く人が聞けば一いつ斉せいに非難の声を上げる考え方だわ」

「求められているものを作る……当たり前のことだが、それはもう商業であり、同人ではない。それでもこの同人という世界で本を出すのは著作権のグレーゾーンに踏み込む本を堂々と出すための手段、そして何より出版社を通さないがために利益が高いからに過ぎない……か」

「だが……しかしなぁ、そりゃ極端じゃねぇか？　少なくとも買い手には作り手のことなんざ関係ねぇだろうし、愛つっても結局は……な。使えるか使えないかさ」

　顎髭の言うことはもっともだ。今時、こんなことを言う者は少数派だろう。

　時代は変わるのだ。時と共にそこに生きる人も、出てくる本も、そしてイベントも同人というものの在り方も変わっていく。それは当然のことだ。

　白粉は少しばかり、自じ嘲ちようし、そして言った。

「それでも、あたしは自分が信じる生き方をしたい。誰が何と言おうと、その気持ちだけは曲げられない。……それがあたしの〝同人〟という世界での在り方です」

　列が動く。もうすぐ、白粉たちも自由に動けるようになるだろう。

「自分の考えを押し付ける気はありません。人の数だけ生き方があり、捉とらえ方、考え方がある。そしてそれを許容してくれるのもまた、〝同人〟という世界だと、あたしは思います」

　果たして白粉の気持ちはどれだけ正しく伝わったのか。この種のことは、結局、どれだけ時間をかけても言葉では伝え尽くせないものだ。

　それでも、白粉は三人の真剣な表情を見て、足りないかもしれないが、誤った伝わり方はしていないことを確信した。

「さぁ、みなさん、戦いの時間ですよ。老ろう若にやく男なん女によ関係なく、弱きは淘とう汰たされる極厳の世界へ」

　そして、普段は秘めたる性せい癖へきを何の躊躇ためらいもなく披ひ露ろうし、脳内の金銭感覚に凄すさまじいインフレーションをもたらし、本という獲物を狩りに狩る狂乱の刻ときの幕が上がる。

　スタッフの指示に従い、いよいよ白粉たちの行動制限がなくなる。

　神殿のような国際展示場前にて、繋つながれていた鎖くさりは解かれ、狼が野に解き放たれたのだ。

　狩りの時間の始まりだった。

「走らないでください！」

　当然だ。白粉は胸の内でスタッフに応じつつ、走ることなく、しかし素早く人垣の間を抜けていく。

「先生の動き、信じられねぇ！　まるで岩間を水が流れるようにすり抜けていきやがる！」

「そうよ、顎髭。アレが早瀬と呼ばれる所以ゆえん……！」

「も、もうダメだ、どこに行ったかわからねぇ!!」

　後ろから坊主たちの声が聞こえたが、白粉は振り返るようなことはしなかった。入場してしまえば友人や仲間など煩わずらわしさの代名詞だ。

　ここは一人で戦うだけの覚悟と力のない者を生き残らせはしない極厳の領域。仮に、運良く生き残ったとしても決して月桂冠など手に入れられはしないだろう。

　白粉はずれてきた眼鏡をかけ直し、周りの人間の位置を把は握あくする。素早く動くコツは簡単だ。人と人の隙間を縫ぬうだけでいい。そのためには小柄な白粉は有利だったし、何より彼女の能力の優れたるは人の視線を読むことだ。

　自分に向けられているものは当然として、辺り一帯の人々の視線、位置関係、そしてその人物が纏まとう雰囲気から数秒先の行動を読み、脳内で未来をシミュレートする。その中で導き出される、これから生まれるであろう間かん隙げきさえも考慮に入れて彼女は動くのだ。

　決して走るのではなく、強引に進むのでもない。無駄なく動き、進行を阻害する要素を極限まで減らす。それこそが真に白粉が早瀬の狼と呼ばれる所以ゆえんである。

「チッ、道がないか」

　階段で東館内に降り立ったと同時に、人混みに呑のまれた。シミュレートしても道はどこにも生まれない。白粉はここに来て初めて歩行の速度を緩ゆるめる。

　しかし、そんな彼女を嘲あざ笑わらうかのように傍かたわらを花の香りを残して抜き去っていく一つの影。モッズコートを靡なびかせたそいつは、壁と思われていた人垣にぶつかっていく。

「……なっ!?　そんな……！」

　明らかに人垣だった。人の、壁だった。しかしそいつは埋もれるようにして通り抜けたのだ。

　人垣の向こう側からそいつが振り返る。ルージュを引いた唇を微笑みに曲げ、鋭い視線で白粉を見てくる。

　まるでその表情は、「ここまで来られるかな？」と、白粉を試ためしているかのようだ。

「まさか、あれは噂に聞く凄すご腕うで……《氷結の魔女》!?　なるほど、あの人が……。いいでしょう。やってやりますよ」

　白粉はショルダーバッグを後ろに回し、再び歩みを速める。迫り来る人の壁。ガタイは白粉がどう考えても負けているから、力尽くで分け入るような恥知らずなマネはできないし、したくもなかった。

　では、どうする……？　先ほどの魔女はそんなハードな当たりをしなかった。一体、どうやったのだ？

　白粉は人垣に恐怖を覚えつつ、必死になって考えた。

　人垣が目前になった時、白粉は雑ざつ踏とうの中で、前面……即ち、魔女が埋もれるようにして抜けていった人垣から聞こえてくる、ある音に気がついた。

　シュシュ、シュル……。

　そのサラサラとしたもの同士が軽くこすれ合うような、音……だけ。目の前の人垣はみっちりと隙間なんてないのに、それ以上の音――肉体同士がぶつかったりする音がないのだ。

　そこで白粉は今一度落ち着いて人垣を見やり、そこで気がつく。魔女が消えた所にいる男たち――その二人とも、かなり厚いダウンジャケットを着込んでいるのだ！

　つまり、見かけ上塞ふさがってはいるが、実際には……。

　白粉は入場前に茶髪に言った己の言葉を思い出し、いまだ自分が未熟者であることを悟ると共に、先生などと呼ばれて、少しばかりとはいえ調子にのっていたのを恥じた。

　白粉は行く。男たちの間へ。隙間などないその二人の間に突入する。シュルリとしたダウンジャケットの触り心地。かすかな圧迫感。しかし、彼女の進行を妨さまたげる硬いものはなにもない。

　さらに歩を進める。――イける！

　圧迫感が消え、白粉の体が男たちの肉体の隙間から生まれてくるかのようにして外気に身を晒さらす。……抜けた！

　白粉はさすがにずれていた眼鏡を直すと、嬉き々きとして先ほどの魔女を捜す。しかし、その時、すでに辺りに彼女の姿はなくなっていた。きっと己が欲すべき本のもとへ旅立ったのだろう。

　半年後の夏の……いや、もし彼女が同じ嗜し好こうを持つ者ならば、そう遠くないうちに再びどこかのイベントで相まみえることになるはずだ。無論、その時は敵として再会することになるかもしれない。同じ嗜好を持つ者は友にして時に敵となりえるのだ。

　白粉はまた一つ己が成長した実感と共に、いまだ自分が足下にも及ばない凄腕の狼が大勢いることを意識し、カイロでは誤ご魔ま化かせない薄ら寒さを覚えた。

　ツバが横を向いてしまっていた帽子を直すと、白粉は気を入れ直して己の道を歩み始める。

　最初に目指すのは毎回己の実体験をネタにしてハイクラスな作品を作る『ジャズクラブ　ヨー・サトウ』という名のサークル。新刊の『僕とフランクフルト』は絶対に押さえておきたい一冊だし、確かその近くには『シャブリエル・ラチェット』のブースもあったはずなので、毎回何を犠ぎ牲せいにしても必ず確保している本のうち、二冊も一気に押さえることができる。

　それを想うと胸の奥底から不思議な力が湧き上がってきて、白粉は頬ほおが緩んだ。

「さぁ……狩りの時間といきましょう」

　そう言うと、白粉は俯うつむき加減で東館のフィールドへと躍り出ていくのだった。
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　一六時。会場内に終幕を告げるアナウンスが流れ、開場中から大量の拍手が湧き起こる。白粉おしろいもまた、かなりの重さになったトートバッグを肘ひじに懸かけて手を叩たたいた。

　片づけを始めるサークルやスタッフの「今回もやりきった！」という心地良いざわめきを耳にしながら、白粉は出口へと向かう。

　今年もまた狙ねらいの本は無事に押さえ、新しい出会いをいくつも体験できた。正確に言うと、トートバッグに入っている分が、今年偶然に出会ったサークルの本である。

　それらの中でも特に気に入ったのは『関東竹ちく輪わ倶く楽ら部ぶ』というサークルで、竹輪を使った様様なプレイを描いた漫画でありながら、実質的に実用書という素晴らしい熱意のある本だ。竹輪が持つ無限の可能性……入れたり、入れられたり……と、立ち読みだけで思わず口の端が釣り上がるほどだった。今から家で熟読するのが楽しみで仕方がない。

「あら！　また会ったわね、先生」

　凄まじい量の人間を排出する出口の片隅、偶然にもそこで今朝出会った茶ちや髪ぱつがいた。白粉が驚いていると、茶髪は苦笑しながら横手を指差す。そこにはグッタリと精気なく座り込む顎あご髭ひげと坊ぼう主ずの姿まである。

　これにまた白粉は驚く。一日あたりの入場者数が一〇万を余裕で超えるイベントで、朝と帰りに偶然同じメンバーが揃うなんて、ほぼ奇跡に等しい確率だ。

「偶然、ですね。……それにしても、この二人、随ずい分ぶんと体力を使われたようで」

　この種のイベントの不思議の一つだが、どういうわけか、イベント終了時に体力を使い果たして死にかかっているのは大抵男ばかりで、女はイベント終了時はむしろ元気にテカテカとした肌で笑っていることの方が多い印象だ。多分、男女の肉体が持つ特性の違いなのだろう。

「顎髭の方はね。坊主は違うみたいよ。……でしょ？」

「……あぁ。オレは……ヨー・サトウの新刊を逃しちまった……」

　それはまた、と、白粉は同情するほかない。

「ついに壁に移ったから、冊数増やしているだろうと思って後回しにしていたら……。むしろ壁になったことでにわか読者が集まりやがったみたいで……チクショウ……」

　茶髪も顎髭も、坊主とは微妙に趣味が違うのか、二人とも『シャブリエル・ラチェット』の新刊は押さえていても、ヨー・サトウのはないらしい。

　このまま坊主は死んでいくのではないか……そんなふうにさえ見えた。

　白粉はため息を一つ。

「……あの、実はあたし、一冊押さえているんですけど。差し上げることはできませんが……先に、読みます？」

「ほっ、本当か!?」

　項うな垂だれて座っていた坊主が跳ね上がるようにして立ち上がり、細い目の奥にある瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせた。

「……えぇ。ただし、あたしがいる前で読んでくださいね。トイレに持ち込むとかはなしです。あと折らず汚さず、で」

「お、おぅ！　わかってる。わかってるさ。読めるだけで、十分ありがてぇ！」

　チラリ、と白粉は彼の下腹部の辺りを見やり、早速期待に反応している股こ間かんを見て、思わず口の端が吊り上がる。

　手に入れた獲物を自分より先に人に読ませるなど、狂気の沙さ汰ただろう。しかし、白粉としてはこの坊主が、ヨー・サトウの本……即ち、作者である佐さ藤とう洋ようの痴ち態たいを見て、どんな顔をし、どんな興奮の仕方をするのか……それもまた、興味深く思えたのだ。

「でも、ここで読ませるのは問題あるわね」

「いいじゃねぇか！　どうせゆりかもめにしろ、りんかい線にしろ、帰るにはまた並ばねぇといけねぇんだ。その時にでも……！」

「坊主さん、ダメです。イベントはもう終わりました。帰るまでイベントではありますが、会場の外はすでに一般人のエリア……我々の戦闘領域ではないですよ」

「……じゃ、じゃぁ……どうしたらいいんだ!?」

「そうだ、先生、この後って暇ひま？　もし良かったら、こうして二度も会えた記念に、一緒に食事でもどう？　個室のお店探して、そこで坊主に本を読ませればいいじゃない」

「おぅ、それはいいな！　浜はま松まつ町ちよう駅にオレの行きつけの店があるんだ。個室もあるし、そこでどうだ？　うまい豆とう乳にゆう鍋なべがあってな、それが最高なんだ」

「……ほぅ。豆乳鍋……おいしそうですね。身も心も温まりそうです」

　白いトロトロのそれを男たちが……。それをイメージした途端、ニチャァ、と白粉の口の端が吊り上がるも、悟られまいと、彼女は咳せき込んだフリをした。

「浜松町なら……水上バスかしら。少し時間かかるけど、どう？」

　白粉に反対する理由はない。頷いた。

　坊主は急に元気を取り戻し、グッタリしていた顎髭を叩き起こすと、白粉たちを引っ張るようにして水上バスの列へと連れていく。

　今回は不思議と水上バスの行列は短く、数十分並ぶだけで容易たやすく乗船できたのは幸運だった。

　白粉たちは何とはなしに、水上バスの最後尾のオープンデッキに陣取った。

　肌を叩く冷たい風。遠ざかっていく神殿。そして、赤くなりて沈み行く太陽……。

　それら全すべてが今年の終わりを告げているように、白粉には思えた。全てが寂さびしげで、どこか儚はかなげで……。

　しかし、彼女の肩と手の肉に喰い込むショルダーバッグとトートバッグの重さを意識すると、そんなネガティブなもの全てを弾き飛ばし、来年、そして未来は明るいのだと思わせてくれる。

　また、夏に会おう。国際展示場……神が降こう臨りんする殿堂よ。

　神……それは、同人誌でも、その作り手のことでもない。

　白粉たち狼が神と呼ぶ存在、それは、あの〝場〟、そして狂きよう奔ほんなる〝時間〟であり……イベント全体のことを示す。そこでの出会い、戦い、経験、そして得た苦しみと感動……それら全てを提供してくれる〝領域〟のことを、曖あい昧まいに狼たちは神と呼んでいた。

「先生、そんな顔をして……何を思っているの？」

　風に遊ばれる長い髪を手で押さえながら、茶髪は訊きいてくる。

　白粉は眼鏡を外し、そして微笑んで茶髪、そして顎髭と坊主を見やる。

「その……えぁっと、いいイベントだったな、と。そして……」

　白粉を尊敬の目で見る茶髪と顎髭、そして坊主。白粉は彼らを今一度見渡した。

　狼に馴れ合いなど必要ない。しかし、イベントが終わってしまえば……そうじゃない。同じ嗜し好こうを持つ者たちは、敵ではあるが同時に最良の友でもあるのだ。

　……この出会いもまた、きっと……。

「今年も……神様からの、いい恵みをいただいたなと思って」

　揺れる船体から、昼と夜が混在する黄昏たそがれの空を白粉は見上げ、そして瞼まぶたを閉じた。

　冷たいはずの潮風は、どこか優しかった。
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　瞼まぶたを開いた白粉おしろいは、そこがどこなのか、一瞬理解出来なかった。

　カーテンから差し込む細い日差し、温かなベッド、そしてそのベッドの大半を占領しながらいびきをかいているアロエ。……それらが、一つの事実を白粉に指し示していた。

　実家の自室である。

　上半身を起こした白粉は、数秒考えた後、頭を抱えて悶もだえた。

「お、おぉ……あ、あたしは……なんて夢を……」

　白粉は思わず隣で――掛け布ぶ団とんの上に――寝ていたアロエのお腹なか周りの長い毛に顔を埋めて呻うめく。

「は、恥ずかしい！　何か自分しか見ていない夢なのに恥ずかしいよアロエ!!」

　半額弁当争奪戦とミックスされていたのはいい、夢の中で佐さ藤とうが本を出しているのも、槍やり水ずいが名うてとして活躍しているのもいい。ただ、自分が二つ名持ちのハンターとして顎あご髭ひげ、坊ぼう主ず、茶ちや髪ぱつの三人に先生と呼ばれていたりしたのが尋じん常じようではない恥ずかしさとなって、寝起きの白粉を襲っているのだ。

「あたしなんてまだ二年ぐらいしか行ってない超新参者！　本物のベテランからしたらにわかと呼ばれてもおかしくないってのに、あの夢の中で知ったかの理論とか技とか語っちゃって……うぐぐぐぐ！」

　寝ていたらいきなりお腹に顔を押し付けられて喚わめきだした家族に、アロエは面倒くさそうに瞼を開け、横になったまま大きくの伸びをし、あくびを一つ。

　それからしばし状況を確認してから、ようやく体を起こすと頭を抱えていた白粉の肩にちょんと、前肢を置く。

「うぅ……慰なぐさめてくれるの？　アロエ」

　白粉は言うものの、アロエがそんな機き微びのわかる子ではないのは十二分にわかっているので、全ての期待をため息に変えて口から垂たれ流した。

「……朝の散歩……だよね。わかってるよ」

　もう一二月だ。朝の冷気は身に染みる。けれど、その寒さが今の自分にはちょうど良いかもしれない。白粉はそう思うと、ベッドから降り、着替えを始めた。

「でも、何であんな夢……今年は、違うのに。……あ、そうか。それで、かな？」

　白粉は着替えの手を止め、机の上でスリープ状態になっていたノートＰＣを見やる。

「……今年は、一般参加じゃないから……それで、逆に意識しちゃったのかな」

　ＰＣの横には何枚ものプリンターでの試ためし刷ずりした原稿の束。印刷した状態を確認するために、何枚も刷ってはその都度調整したのだ。このために白粉は土日を使ってプリンターのある実家に戻ってきたのである。……そう、初の同人誌を印刷所に入稿するために！

　白粉は着替え終えると、引き出しの中にしまっていた大きな水色の封筒を取り出す。同人誌即売会サークル参加当選者にだけ送られる、入場チケットの入った封筒だ。

　白粉はそれを抱きしめ、昨夜入稿した直後の何とも言えない充実した気分を思い出す。

　封筒を丁てい寧ねいにしまうと、鼻から大きく息を吸って胸を張った。

「大丈夫、だよね。うん。……よしっ！　アロエ、行こう！」

　おう！　と、返事をするように、アロエが野太い声で返事。

　白粉は愛犬に押されるようにして、部屋を後にした。
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　　　「どうする……仙？」





鳥頭みこと











※当作は槍やり水ずい仙せんが一年生の春の出来事です。




　初めて訪れたスーパーで、槍水仙は迷いに迷っていた。どちらにすべきなのか。どちらが正解なのか。もしかしたらこれら二つではなく、あえて他を選択すべきなのか。

　烏からす田だ高校からやや遠いその店は中国の出身者が厨ちゆう房ぼうを担当していて、ここが出す中華系の総菜・弁当は見事なものだという。ＨＰハーフプライサー部の先輩たちが太たい鼓こ判ばんを押すのだから間違いない。

　狙うのは中華系の弁当にしよう。槍水はそう決めて来店した。

　そこまでは、良かった。問題はそこからだった。

　槍水が見つめる弁当コーナーの陳列棚には四つの値引きシールの貼られた弁当が半額弁当へ昇しよう華かする刻ときを待っていた。『鶏とりそぼろ弁当』、『トンカツ弁当』……そして酢す豚ぶたの弁当が二つ。

「何で、酢豚弁当が……二種類もあるんだ……」

　一つは『酢豚弁当』、もう一つは『黒くろ酢豚弁当』である。さすがいつぞやのハヤシライスとカレーの時のような〝何が違うのかがわからない〟ということはない。槍水が迷っているのは、これら二つ、どちらを選ぶべきか、ということだった。

　前者は玉ねぎ、ニンジン、ピーマン、パイナップル、そして揚げられた豚肉のゴロゴロとした大きな具材が嬉うれしいオーソドックスな酢豚に、盛りの良いご飯と付け合わせが少々。一方後者の弁当も似たような作りながら、その酢豚には野菜は入っておらず、やたらと大きな揚げた肉とそれに絡からむ黒光りするトロリとしたあんのみ。一応彩いろどりとしてか、黄色と赤色のパプリカの細切りが申し訳程度に添えられているが、その無骨な印象は変わらない。

　どちらもおいしそうな中華系の弁当。しかしそれ故ゆえに、槍水はどちらを選ぶべきか迷っていた。ＨＰハーフプライサー部の先輩たちが太鼓判を押していた店だ、どちらを選んでもきっとうまいはず。だが、せっかく半額弁当争奪戦を勝ち抜いて食べるというのなら、より良い方を口にしたいと思うのは当たり前だろう。

　争奪戦時に獲とりやすい方を獲ればいい、とするのが利口だが、最近頭角を現してきたと言われていてもいまだルーキーの枠わくを出ない槍水の場合、より強い〝腹の虫の加護〟を受けるためにも目標は明確にしておくべきだった。

　ある意味では贅ぜい沢たくな迷いだな、などと思いながら、その二つの弁当の姿を瞼まな裏うらに焼き付け、弁当コーナー前を通り抜ける。

　そして駄菓子の島棚の前に身を置くと、瞼を閉じ、腕を組んだ。

　今一度どちらがより魅力的か、どちらがより今食べたいかを熟考しようとしたのだが……すぐに邪じや魔まが入る。

　店内の空気がザワつき始めた。凄すご腕うでの狼おおかみが来店したことで他の狼たちがその心機を乱したのだ。以前までの槍水なら彼らと同じように慌あわてただろうが……気配だけでそれが何者であるか、ある程度わかるようになった今となっては、さほど驚きはしない。……というより、その人が来ることは想定済みだった。

　ザワつく空気の中を店内ＢＧＭのリズムに乗るように、ローファーが軽やかな音を立てて弁当コーナーへ向かう。それから、槍水のもとへ迷うことなく真まっ直すぐ向かってきた。

「……仙、どうしたの……ムズカシイ顔してる」

　現れたのは槍水の二つ先輩。色白の肌に長い黒髪、大きな眼鏡めがねをかけた烏う頭ずみことだ。

　彼女は玩具おもちやを見るような目で槍水を捉とらえ、その横に立った。

　やっぱり。槍水は思わずため息を漏らす。烏頭は日に一度か二度は必ずおちょくってくるのだが、今日の彼女は面白いホラー小説を見つけたとかで、部室の片隅で黙々と読書をしているだけだった。いつもは烏頭を制止してくれる金かね城しろ優ゆうも今日はいないため、争奪戦時か夕ゆう餉げの時に必ず何かしてくるだろうというのは想定の範囲内だった。

「その顔は……アレかな。まだ、今夜の狙ねらいを決めかねてるって、ところ？」

　か細いくせに、いや、そうであるが故ゆえに耳にスルリと滑り込んでくる彼女の声は、的確に槍水の心境を言い当ててくる。

　この人は、心が読めるのでは、と槍水はたまに思う。

　それが顔に出ていたのか、烏頭はしたり顔で微笑ほほえんだ。

「他の人たちに中華系にするって、言ってたもんね。それで……酢豚弁当が二つ。どっちしようか、決められずに迷ってる……。わかるよ、エスパーとかじゃなくても……ね」

　どうして言い当てられたかを説明してくれたようだが……それがまた心を読まれたようで槍水には何だか不気味だ。そんなことは出来やしない、と思ってみても万が一読まれていたらどうしよう……という不安まで湧わき出てくる。烏頭はＨＰハーフプライサー部の他に、かつて在学していた霊能力者が設立したと言われている心霊現象調査研究部なる怪あやしげな部に所属し、そこの副部長を務めているほどだ。実はそういう能力ちからがあるんだと言われても、槍水は疑わずに信じてしまいそうだ。

　なので、これ以上いじられたり、馬鹿にされたりしないように槍水は一生懸命に目の前にある駄菓子に意識を集中する。しかし、そんな彼女を嘲あざ笑わらうかのように、烏頭は口を開いた。

「黒酢豚弁当」

　ハッとして、槍水は烏頭を見やる。彼女は眼鏡の奥の瞳にたっぷりのイタズラ心を込めて、楽しそうに顔を綻ほころばせていた。

　しまった、と槍水は奥歯を噛かみしめる。もたもたしているうちに、先に宣言されてしまった。

「……私、狙うよ？　仙せんは、どうする？　別に一緒のを狙ってもいいよ。……他の人には……黙っていてあげる。ただ、私を相手に……奪取できるのなら……だけど」

　ＨＰハーフプライサー部は今でこそ有数の猛も者さが集まる組織と化しているが、その創立には弱小の狼や犬と呼ばれる――半額弁当を欲した素人しろうとが寄り集まって出来た経けい緯いから、部員同士で潰つぶし合いが行われないように同じ弁当を複数人が狙うことは禁止されていた。

　仮に烏頭が黙っているのだとしても、そういった決め事を破るのを槍水は好きではないし……何より《ウルフズペイン》の二つ名を持つ彼女を相手に、弁当を奪取出来るとも思えない。

　悪いのはもたもたして狙いを決めかねていた自分自身。それはわかっていたが、嫌がらせされているという印象は拭ぬぐえない。

　槍水は苛いら立だちと共に烏頭を睨にらんだ。

「どうして……どうして先輩はそんなふうに……！」

「ん？　だって私…酢豚のパイナップル、撲ぼく滅めつ推進派だから」

　さも当たり前のようにサラリと言われ、槍水も「……あっ」と呆あつ気けに取られた。そういえば、以前桜でんぶの謎なぞを二人で追い求めた時に彼女は、酢豚のパイナップルは「ありえない」と言っていた。そしてこの店の中華系弁当がイチオシであることを考えると……烏頭にはそれしか選択肢がないも同然だ。

　ということは、嫌がらせだと感じたのは槍水の単なる被害妄もう想そう……。それがわかった瞬間、槍水は恥ずかしさと申し訳なさと、罪悪感で言葉に詰まって身を縮ちぢこまらせる。

　烏頭はポンポンと槍水の頭を優しく叩たたいてきた。

「……誤解があった……かな。でも解けたようだし……仙は、ノーマルの酢豚を狙うってことで……いいね」

「はい……すみません」

　悪いことをしてしまった。そう思うが同時に何だか残り物を選ばされたような気がして――。

「でも……残り物を押し付けるみたいになっちゃった、かな。……仙はそれで……本当に、いい？」

　やっぱり烏頭は人の心を読めるのかもしれない。そしてその上で、あえて挑発してきている。彼女のニヤリとした笑みを見ていると、槍水にはそんな気がしてしようがなかった。

「いいも何も……。それに、私は別にパイナップル入りの酢豚も嫌いではないです……から」

「へぇ。信じられないなぁ……。ご飯のおかずにパイナップルなんて、如い何か物もの食ぐいもいいところ。…そんなのが仙食べたいんだぁ」

「しかし、酢豚はそういう料理です。何よりパイナップルの酵素が肉を柔らかくしてくれて、より一層の――」

「仙……それ、したり顔で言う人多いけど……嘘うそだよ？」

　え？　と槍水は呆あつ気けに取られ、烏頭を見やる。烏頭はさも当たり前というような顔をして大きな眼鏡をかけ直した。

「パイナップルのタンパク質分解酵素がお肉を柔らかくするのは本当。でも、あの酢豚のパイナップルにそんな効果は……ない」

　槍水には烏頭が何を言っているのかわからない。パイナップルは肉を柔らかくするが〝酢豚の〟となるとその効果が消える……。一体どういうことだろう。何かしらのクイズなのか。

「理由、知りたい？　……どうしようかなぁ。教えたら、仙、あの酢豚を獲ろうと思わなくなるかも……でも、聞きたい？」

　嬉しそうな烏頭に、槍水はもどかしさを感じながらも頷うなずいた。

「その酵素は加熱すると簡単に壊れるの……。だから、肉を柔らかくするには生のパイナップルじゃなきゃ意味が……ない」

「で、でも、調理前に肉に合わせているかもしれない……」

「仙は甘いなぁ。……絶対にないとはいえないけど……まず、ありえないね。ここの青果コーナー、パイナップルは置いてない……。店にあるのは缶詰のものだけ……そして、日本の缶詰は加熱殺菌したものしか認められていない……つまり……」

　烏頭の言葉に槍水はハッとした。確かに言われてみると、そうだ。青果コーナー前を通ったが、槍水は生のパイナップルを見ていない。そして、わざわざ酢豚のためだけに生のパイナップルを仕入れるとは考えにくい。よくよく思い出してみれば、瞼裏に焼き付いた酢豚弁当に入っているパイナップルは、いかにもなカットパイナップルの形をしていた……。

「観察眼が甘いなぁ。優君でも、それじゃ呆あきれちゃうよ？」

「それじゃ、アレは何な故ぜ……何故酢豚に入っているんですか!?　味に甘酸っぱさを加えるのなら……それなら汁ジユースだけでいいはず。カットパインなんて、入れる必要は……！」

「そ。……だから、仙が、選びにくくなるなぁ、って、言った……の。全部、聞く？」

　烏頭は訊きいてくるが、そんなもの、選択肢は一つしかない。目の前に突とつ如じよ現れた酢豚のパイナップルの謎……まるでオーパーツがごときそれの存在価値を解き明かさないままでは、夜も眠れなくなりそうだ。槍水は唾つばを飲み込みながら、頷いた。

　そうして、烏頭が話すところによれば……本来酢豚にはパイナップルなんてものは入っていなかった。ただ、大昔、中国の料理人たちがヨーロッパ人向けに、当時は貴重で、物珍しかったパイナップルをある種の演出として料理に入れたことが全ての発端となっているのだという。

「そ、そんな……それじゃ、パイナップルの存在価値は……」

「実質的に、ないね。言うなれば、飾りだから。後から人が……もっともらしい理由をつけただけ。……何より、そもそも日本の食卓に求められているようなおかずとして作られている料理じゃないんだから、白いご飯に合いづらいのは当たり前ってわけ」

「じゃ何故今でも……そんな不必要な物パ　イ　ナ　ツ　プ　ルが酢豚の中に営々と入れられ続けているんですか？　どうして、そんな……」

「私の持論だけど……よくあるでしょ。善よし悪あし関係なしに、流は行やっているから取とり敢あえずそれに乗っかろうとするヤツ。それがずっと続いちゃって、そういうものだって、変に定着しちゃったんじゃない？　……そして需要があれば供給があるのは当たり前で、そういうものだ、って思いこんだお客がいれば、店側も彼らが望むものを供給する……ここのお店も、あえて二種類の酢豚を用意してるのはそれが理由……じゃない、かな」

　烏頭は淡々と述べてくれたが、槍水の心気は穏やかではいられない。今まで信じていた酢豚……何よりそこに入れられてしまったパイナップルが酷ひどく哀あわれに思えてきて仕方がなかった。

　しかも自分はそんな酢豚の弁当を、これから命を懸かけて奪取しなくてはならない……。槍水には、嫌がらせ目的だとしても、烏頭がもったいぶった理由がわかった。これらの話を聞いてしまった後で、あの弁当を心の底から……いや、腹の底から手に入れたいとするのは難しい。

「どうする……仙？」

　不安に駆られる自分を面白がっているのかと、槍水はまた烏頭に嫌な気持ちを抱く。しかしさっきまでと違って今烏頭を睨むようなマネは出来ない。槍水が恨うらむのは彼女ではなく、疑いもせず今まで酢豚にきちんとした理由からパイナップルが入っていると信じてきた己おのれ自身だ。

　多分、今自分は泣きそうな顔をしているに違いない。槍水はわかっていたがその表情のまま――哀あい願がんするような顔で烏頭を見た。黒酢豚弁当を譲ゆずってくれというわけではないにせよ、そういう顔で烏頭を見上げるしか、今の槍水には出来なかった。もう何を、どうしたらいいのか、わからないのだ。

　……だが、そこで槍水は意外なものを見る。

　烏頭の眼鏡越しの瞳ひとみ。それは、笑っていない。イタズラ心もない。真剣に、何かを確かめるような瞳で、槍水の目を見つめ返してくる。小さく形の良い彼女の口は閉じられたまま、言葉を発する様子もない。ただ、槍水を見ている。そのこと自体が、何らかのメッセージを発しているような気がしたが、槍水にはそれが何であるのかがわからない。

　自分が黒酢豚を狙うかもしれないから、敵視しているのか。どうだろう。わからない。でも……自分ごときを？　槍水は息苦しくなって視線を床に落とした。

　脳のう裏りを過よぎる二つの酢豚弁当。最初悩んでいたのはオーソドックスな酢豚か、野菜のない黒い酢豚か、そのどちらがより食べたいかだったのに、今ではもっと複雑で、難しくなってしまった。どうしたらいいのだろう……？

　こうなったら、先輩たちのオススメを無視して、あえて奪取しやすい非中華系の弁当を狙おうか。あれだけ先輩たちがプッシュしてくれた店だ。たとえ和風の弁当でも平均以上においしいに違いな――あっ。

　槍水は顔を上げ、島棚の間から今一度弁当コーナーを見た。

　負け犬思考の迷路を彷徨さまよっていたら、不意にある当たり前のことが思い浮かび、槍水は独り言のように漏らした。

「だったら……それこそ……酢豚で、いいじゃないか」

　猛も者さとされるＨＰハーフプライサー部の先輩たちが総じてプッシュした店の弁当だ。たとえそれにパイナップルが入っていようが何だろうが、それが酷い味であるだろうか？　酢豚にはパイナップルが入るものだ、と思い込んでいる日本人向けに作られたものとて、それを含めてここの料理人たちはうまく調理してみせているのではないか。

　何よりパイナップル入りの酢豚こそが、今まで自分が信じてきた酢豚だった。それはただ、〝それが正しい酢豚の姿だから〟という思い込みが故に口にしてきたわけではない。肩書きなどあってもなくても、酢豚という料理がおいしかったから、今まで食べてきたのだ。

　確かにパイナップルはご飯と食べるにはアウトローだ。しかし別々に、特に肉とは別に口にすれば、その甘酸っぱくてジューシーな果物は変わり種なアクセントになるだけで、さほどおかずの邪魔になりはしない。少なくとも、槍水にはそうだ。

　自分は一体、何に怯おびえ、何を躊躇ためらっていたのだろう。信頼し、尊敬するＨＰハーフプライサー部の先輩方がうまいと太鼓判を押したこの店の中華系の弁当を自分は食べたいとした。それは今も、何も、変わらない。先輩方を信用するように、この店と、この店の厨房スタッフを……信じるのだ。たとえパイナップル入りの酢豚だろうが何だろうが、見事に仕上げているに違いない、と。

　そうだ。きっとあの酢豚とて――うまいはずだ!!

　槍水は腹に手を当て、瞼まぶたを閉じる。あの酢豚弁当を食べる己をイメージする。口に入るパイナップル……それを含め、うまい……うまいと信じることが出来る。祈りのように儚はかないものではなく、先輩たちへの信頼感がそれを確信へと押し上げる。

　自分は、何の躊躇ためらいもなく、あの弁当を食べたいと心の底から……いや、腹の底から思える。間違いなく!!

　槍水は腹から鼓動の音に合わせるように、体の隅々にまで力が漲みなぎってくるのを感じた。腹の虫が力を与えてくれているのだ。

　その時、ポンと、槍水の頭に烏頭の手が置かれた。

「初めての店だから、難しいと思ったけど……うん、合格」

　烏頭はらしくもなく、槍水に微笑んでみせた。そこには嫌みな感じも、イタズラ心も何もない。ただただ優しげだった。

「そう、それでいい……。環境に左右されず、弱気にならず、自分を信じる……その意志と空腹を貫つらぬく……結構難しいんだ。負けることも多い。でも……やり通せるのなら……その狼は、強くなる。少なくともその素質はある。争奪戦なんて、結局、如い何かにして〝我が〟を押し通すかの戦いだから、ね」

　髪越しに烏頭の手の温ぬくもりを感じながら、自分は試ためされていたのだと槍水はようやく察した。酢豚のパイナップルへのネガティブイメージを与えた上で、それでもなお変わらずにそれを狙えるか否いなか……恐らく、それを見られていたのだ。

　烏頭の様子からするにこれは思いつきではなく、恐らく、二つの酢豚弁当を確認した時から……いや、ひょっとしたら毎日のように槍水に絡からんできた日々の中で、この種のテストのチャンスを彼女はずっと狙っていたのかもしれない。

　槍水の狼としての素質を確かめるために。

　自分はそれに何とか合格した。しかし、それはどこか相手が烏頭であったからこそ合格出来たような気もする。彼女が試すような目で槍水を見てきたから……。それがなければ心は折れたまま、ろくに腹の虫の加護を受けられずに、酢豚以外の弁当を狙ったかもしれない。きっとそれらもおいしいはずなのに、どこか一生懸命になれずに他の狼に薙なぎ払われて……。

　そこまで考えて、烏頭のあの目はきっとわかっていてやっていたのだと感じた。何せ、あれだけ人の心を読める人なのだ。

　……これだからこの先輩は苦手だ。槍水は烏頭と見つめ合いながら、そんなことを照れながら思う。イタズラっぽい顔の中に良い先輩の顔を混ぜ、嫌がらせの中で自分を導みちびこうとする。どんな気持ちで彼女といればいいのかわからなくなる。

　バタン、と音がしてこの店の半額神がスタッフルームから現れた音がした。槍水たちはまた、目の前の陳列棚の方に体を向け、時を待つ。……何となく、槍水はそっと烏頭に近づいて、彼女の肩に頭を載のせるように首を傾かしげた。

　烏頭は、また、頭を撫でてくれた。

　半額神がシールを降こう臨りんさせる。店内の空気が張りに張る。

　そして、半額神が全ての弁当・総菜を赤と黄色で彩いろどられた神聖なシールで美しく装飾し終わると、再び彼はスタッフルームへと消えていく。そして、その扉が閉まる音が鳴り響き、狼たちの戦いが始まる。半額弁当争奪戦開始。槍水もまた床を蹴り上げるようにして疾しつ駆くした。弁当コーナー前に集結した狼たちとぶつかり、神からの恵みを奪い合う戦いが始まった。

「……もうＨＰハーフプライサー部に負け犬はいらない。これから部長になる優君の……ＨＰハーフプライサー部には、ね」

　どこからか、あの、するりと耳に滑り込んでくるような声が聞こえたような気がした。だが、乱戦の中の槍水には、その言葉の意味までは理解できなかった。







５章　白粉花の年末












　　　「勝負はお昼過ぎ……お昼過ぎから……」





白粉花











※当作は『ベン・トー８　超大盛りスタミナ弁当クリスマス特別版１２５０円』の数日後の出来事です。




　白粉おしろい花はなは思わず立ち止まってしまっていた。

　テレビでは特番ばかりが垂たれ流され、ゴミ収集車すら働くのをやめ、人々の頭から曜日の概念を失わせる一二月の末……東京臨海新交通臨海線、通称ゆりかもめの国際展示場正門駅の改札を抜けたところで、白粉はまさに自分が来るところまで来たのだと、そう実感した。

　そこは高架駅であるため、改札を抜ければすぐに国際展示場の全ぜん貌ぼうを拝おがむことが出来た。

　四本の柱で支えられる神殿のような、見る者にどこか神聖なる建造物を連想させる、それ。そう思わせるのはそこに並ぶ凄すさまじい数の人々の姿が巡じゆん礼れい者しやに見えるせいかもしれない。

　大規模同人誌即売会。今日一日だけで一〇万人を軽く超える人々が集う国内最大クラスの大イベント、その二日目だった。

「チケットをお持ちの方は右へお進みください！　一般の参加者の方は左です！」

　スタッフが声を嗄からして案内を叫んでいた。

　白粉はショルダーバッグを、正確にはその中の封筒に入っているサークル参加チケットを意識し、思わずバッグの形が崩れるほど強く脇わきに抱えた。

　左右に道が延びている。ここでサークル参加と一般参加……即すなわち本を頒はん布ぷする者と、それを求める者に分かれるのだ。

　本来その双方は共に同じイベント参加者であり、どちらが偉いというものではない。両者とも巨大なイベントを楽しむため、そしてイベントを作るために参加しているのであり、平等な存在である。しかし入場に関しては、サークル参加者の方が圧倒的に優遇されている。当然といえば当然だが、その頒布の準備（本の開封、陳列等）のためだ。

　夏と冬の二回に行われるこの大規模イベント、白粉は毎回夜が明けるより早くに家を出て、長大な行列のワンピースとして暑さ、寒さに耐え、そしてお目当てのサークルのもとへ向かっていた。それがどうだ。今、時刻は午前八時半。いつもより三時間近くも遅い来訪だ。本能的に四時に起きてしまったとはいえ……それでも、このイベントの、この時間帯にここに来るのは、初めての体験である。

　まるでいけないことをしているような、そんな気分だった。

　鼓動が自然と高鳴り、手足が震えそうだった。

「あ、す、すみません」

　改札を抜けてすぐのところで立ち止まっていたので、後ろからやってきた人に白粉はぶつかられてしまった。思わずよろけた。

　この時間、すでに行列はとんでもない規模になっているはずだが、いまだに人の足並みが衰おとろえることはないようだ。次々に人が改札を抜けてくる。

　それに押されるように、白粉は勇気を出し、そしてぎこちない歩き方で進み始める。右へ。サークルチケットを持つ者のみが通ることを許された特別なルートへ。

　今日は女性向けがメインであるため、キャリーカートを引く女性の姿が多い高架橋。それを白粉が進んでいくと、思わず、息を呑む。

　国際展示場正門前の行列……テレビやネットでその全容は知っていたが、凄まじいものがあった。万単位の人々が、スタッフの手により見事な隊列に組まれたそれは、まるで中国の演義小説で語られるような、武将が率ひきいる軍の陣立てのようだ。

　列の中にいるとさして感じないが、こうして客観的に目まの当あたりにすると、圧倒されるものがあった。

　そして、そんな彼らを横目にしてサークル参加者のための通路を悠ゆう々ゆうと歩く、というのは何だか申し訳ない気がしてくる。彼らはもうすでに何時間も寒空の下で耐え続けているのに、今来たばかりの自分が……。ただ、かすかな優越感があるのもまた事実ではある。何だか自分が少し特別な存在になれたような、そんな気がした。

　いよいよ入場だ。白粉はショルダーバッグから封筒を取り出し、その中に入っている用紙からサークルチケットを一枚切り離し、入り口の前のスタッフに渡して、中へと入った。

　サークル参加者だけでもかなりの人数がおり、入り口付近はかなり混雑していたが、毎年のようにこのイベントに参加している白粉にとってはさして問題ではない。

　ただ歩いているだけなのに、人と人の隙すき間まを縫ぬうようにして歩く白粉の移動は妙に速い。

　小こ柄がらなせいもあるが、人の動き、視線の向き、そして大勢の人々の意識すら読み取り、数秒先の状況を頭の中で予測シミユレートすることで、そこに生まれるであろう人混みの中の道を見み出いだすことが出来た。

　昔から人の目や意識が気になり続けたことと即売会での経験が、半額弁当を求める狼おおかみとなったことで得た戦いのスタイルと結びつき、今ではちょっとした彼女の能力となっている。

　腹の虫の加護を受けていないので、半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムのように飛び回ったりは出来ないが、能力は十分にその効果を発揮していた。

　そうしてたどりついた会場内の己のブース。初参加で何の実績もないサークル『The novel of Four o'clock　出張所』は、お誕生日席と呼ばれる位置にあった。

　同人誌即売会における配置というのは重要なもの。大半のブースはスーパーの陳列棚における島棚、島陳列と呼ばれるそれと同じように、島と呼ばれる長机を複数並べて一つのブロックとしたところに収まる。頒布数が数千冊、または万に達するような大手サークルは整理しやすく、また荷物を置きやすい会場外周の壁際に配置される。そんな中にあってお誕生日席というのは長方形の島の、端の席である。比較的人気サークルが配置されやすい。客が大勢集まっても混乱がおきにくい、または整理しやすい、という理由からだが、全然そうではないサークルがそこに収まることもある。白粉は多分自分もその類たぐいだろう、と当たりをつけた。

　オリジナルの同性愛ものである。しかも美少年、美男が絡からむ漫画やイラスト本でもない小説の、だ。

　即売会では小説というだけで売れにくい。（少なくとも画力などに関しては）一瞬で力量が判断出来る漫画等と違って、質、そして内容が自分好みかどうか判別しにくいのだ。あらすじを読んだとて、怪しいものである。商業で出ているものならば合う合わないは別としても最低限のクオリティは維持されているはずだという安心があるが、即売会にはその保証はない。

　さらに、どうしても小説はページ数が多くなり、結果的に印刷費が嵩かさむことから本一冊当たりの価格が上がりがちだ。面白いかどうかもわからない素人しろうとの書いた小説に一〇〇〇〜二〇〇〇円もの大金を払うのは、リスキーだと言っても過言ではない。

　だから同人の小説は通りすがりの人にはなかなか手を伸ばしてもらいづらく、数をさばける代しろ物ものではなかった。

　ブース内の出入りが楽でいい。白粉は余よ所そ事ごとを外に押しやり、それだけを考えようと上を見ながら思う。頒布の準備や挨あい拶さつで大勢の人が行き来しているものの、一般参加者がいない会場は不思議と天てん井じようが高く感じられた。

「さて、やっちゃうか」

　何年使われているのかわからない無ぶ骨こつな木の机があり、その上に二つのパイプ椅い子すが畳たたんで置かれ、さらにその上にはうんざりするような量の同人誌やそれに関連するイベント等のチラシ。だが、白粉の目を引きつけたのはその机の下にあるダンボールの箱。

　――本。自分の、本だ。生まれて初めての、自分の本だ。

　この種のイベントでは参加者が自分の手で頒布する本を持ってくることもあるが、大抵の場合は宅配便で家や印刷所からイベント会場の自分のブースへ直送してもらうものである。白粉もそうだった。

　白粉は興奮を抑おさえつつ、とりあえずブースの中に入り、チラシをまとめて家から持ってきた紙袋に放り込む。印刷所、イベント、コスプレ、画材……そういった宣伝のチラシはカラーのものが多く、まとめるとちょっとした辞書ぐらいの重さになる。これが即売会開催中毎日全てのブースに置かれ、そのほぼ全てがろくに目も通されずにゴミとして処分される……それを意識すると、普段はさほどエコを意識しない白粉といえどもいろいろと考えてしまうところがあった。

　白粉はチラシをのけ、長机の上に置かれていた二つのパイプ椅子を下ろす。本当は一つで十分なのだがそれだとちょっと寂さびしかったので、二つしっかりと設置。

「……うーん？　入場チケットは三人分あるのに何で椅子は二つしかないんだろ？」

　白粉は首を捻ひねるものの、ブースの狭さを意識すると二つしか椅子がおけない、ということに気がついた。一つの長机を二つのサークルで共有するため、実質的に一つのサークルに割り当てられるのは幅九〇センチ。椅子の横幅は四五センチ前後なので、現実的に考えるとかなり苦しい。男では二人並んで座ればそれだけではみ出しそうである。実際普段Ｌサイズ以上の肌着を着るような人が二人なら、確実に――。

「……これじゃピッタリくっつけって言っているようなもんじゃ……はっ！　まさか、運営側からお前ら肩を組め、もしくはそれ以上に密着しろっていうメッセージがそこに隠されて……ゲフンゲフン」

　一人で興奮して声を出してしまった白粉は、慌あわてて咳せき込むことで誤ご魔ま化かした。隣のサークルの人間はまだ来ていないこともあり、特に白粉に意識を向けた者はいないようだ。

「あ、あー、そうだ、先にトイレに行っておかなきゃ……」

　誰が聞いているわけでもないのに、白粉はわざとらしいと自分でも思うような声で呟つぶやき、眼鏡を装着し、トイレへと向かった。そしてその途中、自分の仮説を確かめるように辺りのブースに目を凝こらす。

　まだ時間が早いとはいえ、男二人が肩身を寄せ合って雑談している姿は簡単に見つけることが出来る。今は冬だからいいが、これが汗ばんだ肌が剥むき出しになる夏ともなれば、ぴとりぴとりと密着して……。

　ほほぅ、と白粉は微笑む。イベントの新しい楽しみ方を見つけた気がした。

「ムッ、チケット三枚ということは……ラブな二人と間ま男おとこが一人……運営側はその手の三角関係がお好き……」

　妄もう想そうをしながらまだ混み始める前のトイレに入り、一通りのことを済ませた後、鏡の前に立った。ちょうど他に人もいないので、自分の姿をチェック。
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　踵かかとが低いブーツに、生地が厚めのパンスト、おとなしめのワンピースの上から白色のモコモコのボアコート。首に友達の白しら梅うめ梅うめから貰もらった手編みのマフラーを巻き、頭には白いキャスケット。全体的に少し地味目な印象だが、別に自分はこれでいい、と白粉は思う。

　ネットで交流のある商業でやっている方が、ある時、白粉に語ってくれたことがある。

〝女の子にとって即売会は、舞ぶ踏とう会かいなの。ただ本を手に入れるだけじゃなく、普段会えない同じ趣味の友達と会ったり、大好きな作家さんとお話ししたり出来る特別な場所と時間なの〟

　それを聞いた時、すでに何度も経験しているはずのことなのに、白粉は思わず唸うなった。

　即売会は男にとって戦場だが、女にとっては舞踏会……イベント終盤の会場内外の人々の様子で、その言葉は裏付けられる。

　効率重視の計画、機能性に特化した装備、大量の実カ弾ネ、連日参戦による疲労を誤魔化すための栄養ドリンクド　ー　ピ　ン　グ……ありとあらゆる備えを行い、硝しよう煙えん弾だん雨うの戦場を駆け抜けるがごとく、男たちは皆命を削りながら本を求める。

　一方、女のそれはどこかに華やかさがある、笑顔がある。普段とは違う自分を演じるがごとく、そして本来の自分を表に出すがごとく、己を着飾るのだ。

　白粉は、自分はやや男性寄りなのだろう、と思う。自分を着飾るのはやっぱりどこか抵抗がある。最近は少しお洒落しやれをするようにもなったが、それは大抵ＨＰハーフプライサー同好会の誰かが側にいる時ぐらいで、いまだに一人の時は地味めに、目立たないようなものを選んでしまう。それは今日のような即売会においても同様だった。

「これで、トドメに……っと」

　白粉は帽子を目ま深ぶかに被かぶり直すと、白いマスクと白い手袋を装着。外に晒しているのは眼鏡越しの目元だけ。街中なら完全に不審人物である。

　白粉はブースに戻ると、いよいよ開封作業に入った。ダンボールを開き、中から出てくるのは……データ上でしか、モニターでしか、そして妄想でしか見ることのなかった自分の本。

『筋肉マツスル刑デ事カ　特選集』、ウェブで掲載していたものから自信があって、初見の人でも楽しめるようなものを厳選して加筆修正したものに、さらに新作の短編を加えた文庫本。二四四頁ページ。価格は一〇〇〇円。総数一〇〇部。

　ほぉぉおぅぉおお――――――――……。白粉は思わず声にならない声を上げながら、一冊手に取り、それを掲かかげる。表紙にはいつぞや部室で撮とった佐さ藤とう洋ようがキリッとした表情で肉棒フランクフルトを頬張る映像を元にして、知り合いに頼んで描いてもらった……サイトウヒロシがキリッとした表情で肉棒を頬張ろうとするちょっとリアル系なイラスト。素晴らしいデキだった。

　パラリパラリと頁ページを捲めくると、見覚えのある自分の文章のはずなのに、どこか違って見えた。一字一句、全部知っている。でも、初めて見る……そんな不思議な感覚である。

　思わずじっくりと読み始めてしまいそうな自分を抑おさえ込み、忘れないうちに白粉は届いた本の冊数を数えた。五冊オマケとして多く入っているようだ。ちょうどいいのでその五冊分を保存用とイラストを描いてくれた友達への贈呈用とすることにした。

「……さて、そうなるともう一つの方は……」

　筋マツ肉スル刑デ事カとは別に、もう一冊、白粉は本を作っていた。表紙には筆ペンで力強く書き殴ったタイトルがあるだけの、『獣道ジユードー』である。クリスマスも目前という時期に一気に書き上げた代しろ物ものであり、ペーパーの予定がついつい濃密な内容と量になってしまったので、印刷所に無理を言って製本してもらったものだった。

　こちらも一〇〇〇円。ただ、全部売ってトントンの筋マツ肉スル刑デ事カと違い、こちらは三〇冊の全てを売り切っても大赤字である。ページ数は筋マツ肉スル刑デ事カと同じだが、部数が三〇冊しかない上、入稿日が遅すぎたため、一冊当たりの原価が跳ね上がっていた。

　しかし、それでも良かった。そもそも参加費や移動費などを含めて考えればそれだけでも真まっ赤かっかなのだ。

　元々利益を出すために本にしたわけじゃない、やりたいからやっている。それが同人というものだ。

　何より日々半額弁当で夕食代を浮かせていることで、白粉の貯金には多少の余裕があるというのが、心強い。

　白粉はブースの机の上に持ってきたテーブルクロスを敷き、二種の本を軽く積み上げて、陳列。家で作ってきた値段のポップを出す。

　そして見本誌としてシールを貼ったそれぞれ一冊を、ちょうど通りかかったスタッフに渡し……全ての準備を終えた。

　あとは、待つだけ。白粉は椅子に座り、座ざ禅ぜんを組むような気持ちで瞼まぶたを閉じた。胸に去来する不安。売れなかったら、目の前で批判されたら、自分を見て笑われたら……。でも、そんな中にもあるかすかな期待。それは震えそうになる白粉の足と手を押さえてくれる。

　物音がして瞼を開くと、隣のブースの人がやってきていた。リュックを背負い、憔しよう悴すいしきった顔の女性。

　白粉は慌てて自分の本をその人に渡そうと立ち上がる。こういう時には挨あい拶さつとしてお互いの本を交換するのが当たり前、みたいなことを事前にネットで知っていたのだが、しかし、相手がまだ何の準備も出来ていない時に本を押しつけるようにして差し出すのは、とても失礼かもしれない……そう、思い至り、白粉の体は固まる。

　そんな彼女をよそに、隣の参加者はチラシを片づけ、椅子を下ろし、裏面が白いチラシを一枚取り出すとサインペンを走らせる。『やらかしました。新刊落ちました。印刷所のボーダーをブレイクしました。ごめんなさい』と、さらりと書いた紙をため息と共にその人は机の上に養よう生じようテープで貼り付けた。

「あ、おはようございます。うち、こんな感じなんで、また後で来ますけど……良かったら椅子とか机とか使っちゃってください。それじゃ」

　再びため息を漏らしながら、チラシを抱えた彼女を、白粉は呆ぼう然ぜんと見送るしかなかった。

　呆あつ気けに取られたままでいると、会場内にアナウンスが流れる。開場の一〇時まであと三〇分。それまでの間、各会場の移動を制限する、というものだった。基本的に挨拶する相手もいない白粉にとって、正直移動制限はどうでもよく、開場まであとわずかということの方が気になる。

　緊張に、全身が擽くすぐったい。

　そんな時、ふと、白粉のブースの前に少女が一人立っていることに気がついた。白粉と同じぐらいの小柄な、眼鏡をかけ、ピンクのリュックサックを背負った彼女は、興味深そうに白粉の本を見やっていた。

　その子が顔を上げると、ひょっとしてシロちゃん？　と思いがけない言葉を放つ。

「え？　あ、あの、えぁっと？　え、嘘うそ、ひょっとして……アオちゃ……ん？」

　白粉は思わず椅子を立ち、二人でワーッと声を出した。

　ネットで白粉と交流のある同人作家だ。彼女のペンネームは別にあったが、近しい人からは通称で〝アオ〟と呼ばれていた。そして白粉もまたＨＰホームページの『The novel of Four o'clock』では〝白〟という名を出していることから、アオちゃん、シロちゃんで呼びあっていた。

　素晴らしい作品を描く人で、白粉と交流のある数少ない人物であり、その中でもかなり懇こん意いにしてもらっている相手である。本は何度も買いに行ったが、彼女のところは人気サークルで売り子が多く、誰がその本人か確認したことはなかった。だから、これが初顔合わせだ。

　普段は往おう来らいで口にしようものなら即座に捕ほ縛ばくされかねない内容のディスカッションをネットで繰り広げている相手が、こんなにもかわいらしい人だとは、白粉は想像もしていなかった。

　恐らく、未成年だ。白粉も年齢を誤魔化して申込書を書いているので、彼女も同様にして成人指定の本を頒布しているのだろう。

　白粉はそれまでの緊張から解き放たれたように、らしくもなく次々に言葉を発し、アオとの会話を弾はずませた。

　ネット越しなら何とか……と思っていたが、面と向かってもこんなに喋しやべれる自分が何だか信じられない。今までの自分とは違う何かになっているような、そんな気がした。

　即売会は女の子にとって舞踏会……その言葉の意味を、白粉は頭の片隅で思い出す。

　アオのところは人気サークルということもあってか、準備と他に挨拶があるから、と名残なごり惜おしそうに言って彼女は自分の新刊を渡してくれる。もちろん、白粉も初めての自分の本を渡した。

　ありがとう、大切に読むね。そう言って微笑んでくれる彼女に、最初に受け取ってもらえて、白粉は嬉しかった。

「うぐぐ……まだ心臓バクバク言ってる」

　アオが去った後、様々な感情から心臓が跳ね回り、そして膝ひざが今頃になって震え始めた。嬉しかった。身み悶もだえしそうな、喜びがあった。

　落ち着け、落ち着け……と白粉は自分に言い聞かせるが、ダメだ。こうなったら、と、アオから貰もらった本を読んで気持ちを落ち着けようと決めた。

　その本は、声優界の裏事情を描いた漫画であり、人気男性声優ジモノさんと、音響監督のシンさんのプレイだ。

　――もっと強く突けよジモノ!!　――はっ、はいぃぃ!!　といった『受け』が主導権を持つタイプのもので……何だか、妙に全ての描写が生々しい。まるでジモノさんが実在し、本当に夜な夜なアフレコの前後で音響監督のシンさんとこんなことをしているんじゃないのか、そう思わせる内容だった。またこの種の作品にしては珍しく、背景のアフレコスタジオの様子もしっかりと描かれていて、内容もさることながら作品自体のクオリティも異様に高い。人気サークルであり続けられるのも、頷うなずけた。

「でもアオちゃん、何でいつも声優とか、アニメ監督とか、そういうのが多いんだろう？　好きなのかな」

　白粉はあまり声優には詳しくないため、このジモノさんを初めとしたキャラクターたちが実在する声優をモデルにしたかどうかもわからなかった。その人物描写やシチュエーションは見事であり、〝ひょっとして業界関係者か？〟と思ったほどだ。何より声優はともかく、音響監督やアフレコスタジオの様子など、普通の人では知りようはないので、余計にそう思わせる。仮に全てが創作――妄もう想そうだったとしても、読み手にそう思わせる腕前は見事である。

　なお、本の裏には『当作品は全てフィクションです。実在する人物、団体、業界、っていうかぶっちゃけ声優さんたちとはマジで何の関係もありません。描き手の悪ノリです。ゆるしてください。訴えないでください』と念が押されており……白粉に様々な妄想を促してくる。

　貰った本を堪たん能のうしつつ、心に潤うるおいを補給していると、周りから一斉に拍手が起こる。

　ハッとした白粉が辺りを窺うかがうと、どうやら開場時間のようだ。大規模同人誌即売会二日目、いよいよ開幕である。

　さすがに昨今はスタッフの管理がいいのと、まさに戦場と化す三日目ではないこともあり、かつては名物とされていた開幕ダッシュはないようだ。

　ただそれでも、何かとてつもない津波のようなものが押し寄せてくるのが、空気の感じでわかった。

「勝負はお昼過ぎ……お昼過ぎから……」

　開場と同時に大量に流れ込んでくる一般参加者はまず壁などの大手サークルか、もしくは企業ブースへと向かう。白粉のような一部では知られている程度の、実質無名サークルの場合、人が訪れるのは予定のものを一通りゲットした後の、お昼からであった。

　だが、予想外のことが起こる。三〇分ほどしただけで、白粉のブースの前に客が来たのだ。

　あの、と声をかけられ、白粉は「はいぃ!?」と甲かん高だかい声を出して身を固くする。

　頭のどこかで今の声はついにシーズン10まで来て、劇場版も大ヒットした刑事ドラマ『バディ』の主人公の口くち癖ぐせのようだ、と反射的に思う。

「あ、今の『バディ』の杉すぎ上うえ左さ京きようさんの、ですよね」

　優しげな微笑みを浮かべるそのふくよかな女性に白粉は何と言っていいかわからず、俯うつむく。

　白粉自身あの人っぽい、と、そう思ったが相手も即座に応じてきたのは驚きだった。開場後すぐに入場を果たしている参加者は、やはり、凄い。

「あ、あのぅ……な、なんの御用ですか……？　あ、隣の、こちらのサークルさんは今回、その、落としちゃったみたいです……けど」

「え？　あぁいえ、私、〝ノベフォー〟目当てで来たんですよ。ひょっとして先生ですか？」

　なん……だと……!?　白粉は思わずそんな言葉を口にし、俯いていた顔を上げ、相手の顔を見やった。

「はっはい、うちは、その出張所ですけど……その、あたしは、ただの売り子を頼まれているだけの小市民でして、えぇ、決して怪しい者ではなくってですね、その、えぁっと……」

「あ、そうなんですか。そういえばＨＰホームページにも先生、そう書いていましたよね。お知り合いなんですか？　いいなぁ、どんな人なんだろ」

　たくさんの言葉をその人は溌はつ剌らつと喋る。その一つ一つに、白粉は恥ずかしさと嬉しさがごちゃまぜになった感情が生まれ、曖あい昧まいにしか受け答えが出来ない。

　それが少し残念で、少し、恥ずかしかった。

「あ、すみません長々と。それじゃ……このサトウ君本それぞれ、お願いします」

　本来作中の主人公の名はサイトウなのだが、濡れ場近くになってくるにつれてサトウという誤字が増えるため、マニアな読者の方々にはいつの間にかサトウと呼ばれるのが普通となっていた。要望が強く、本でもあえてそこは直していない。

「あっ！　はいっ！　えぁっと、二〇〇〇円になります。あ、そうだペーパーが……」

　しまった、アオちゃんに渡し忘れた。そう思ったものの、もう後の祭りだ。

　ただペーパーは本来『獣道ジュードー』自体がそのおまけであったのだが、それがオフセット本――印刷所で製作された本――になったので、急きゆう遽きよ昨夜作られたもので、単に作中における獣道というスポーツのルールの詳細をまとめたものである。アオには事前に内容を話しているので、渡さなくとも問題はないのかもしれない。

「はい、どうも。あ、先生に、これからも応援していますって伝えておいてください。あと、もっとサトウ君とニカイドウさんのカラミを希望って付け加えておいて。それじゃ」

　ありがとうございました！　と、白粉は席を立ち、深々と頭を下げた。

　何が何だかわからない、嵐のような数分間……。彼女が立ち去って、ようやく何が起こったのかを白粉は理解し始める。

　今しがたもらった二〇〇〇円を感慨深い気持ちで見つめる。生まれて初めて、人が自分の本を買ってくれた……そのお金。それはレジ代わりにしようとして持ってきた小箱ではなく、丁てい寧ねいに折りたたんで財布に入れた。

　このお金は、使わないでずっと取っておこう。白粉はそう、決めた。

　身み悶もだえしそうな感覚に襲われ、白粉は財布を抱きしめるようにして椅子の上で膝を曲げ、小さくなる。

「あぁ……どうして、こんなに……こんなに……」

　嬉しい、嬉しい。嬉しくて、たまらない。

　自分の本、自分の書いた作品のために人が来てくれた。たった一人でも、読みたいと思ってもらえた。それも知り合いとかじゃない、馴れ合いのない、知らない人にだ。

　他サークルのついでだったのかもしれない。たまたま見つけただけかもしれない。でも、でも、それでも、凄いこと。凄く、幸せなこと。

　いろんな人に笑われ、嫌けん悪おされてきた自分が作った本を、あの人は買ってくれた。二〇〇〇円。決して安くはない。それを払ってでもあの人は自分の作品を読みたいと、本として欲しいと思ってくれた。

　ちょっとでも自分が求められたという感覚が、衝撃的なほどに幸せを生んでいる。

　今まで、自分は人として落ちこぼれだと思ってきた。人々はさも当たり前のように生きているのに、自分には出来ない。彼らのようにしようとすれば周りから笑われる、バカにされる。それが、自分。

　世間というのが無数の歯車からなる機械だとすれば、自分は必要のないパーツだ。どこにも入る隙間がなく、隅っこの方で一枚、ただカラカラと音を立てて回るばかりの、そんな歯車。

　邪魔にならないよう、出来るだけ人目につかないよう、ひっそりと回り続けるばかりの要いらないもの。

　そんな自分が……今、確かに何かと噛み合った気がする。

　あの人と喋っていた時間だけかもしれない、けれど、確かに、しっかりと噛み合って、何かが回った……そう感じる。

　この感覚は何だろう。達成感？　違う、そんなやり遂とげたような感じじゃない。満足感？　違う、そんな偉そうな感覚じゃない。

　――充実感。恐らく、それだ。自分が生きていることを赦ゆるしてもらえたような、生きているということをしっかりと感じられたような、そんな……。

　白粉は瞼をぎゅっと閉じる。かすかに涙が浮かんできたのがわかった。

　あぁ、どうしてもっとあの人の顔を見られなかったのだろう。どうしてもっとお話できなかったのだろう。何もかもが慌てていたせいで、ぼんやりとしか思い出せない。

　もし、もう一度会えるのなら、あの人に今の気持ちを伝えたかった。そして、心の底からの〝ありがとう〟を言いたかった。

　自分が作品を書き続ければ、また、出会えるだろうか……？

「宝物、増えちゃった。……えへへ」

　白粉は眼鏡を押し上げるようにして目元を指で拭ぬぐい、潤うるみを取る。会場内の照明が目に痛い。

「良かったら、これを」

「あ、すみません。……あれ、何だかいい匂におい……っていうか……え？」

　白粉はさも当たり前のように差し出されたハンカチで目元を拭っていると……何かがおかしいことに気がつく。

　ハンこカチれ、どこから出てきた？　そして、今の野太い声は……？

　白粉は目を見開き、そこに長身でガタイのいい男が立っているのを見つけ、思わず驚き、仰のけ反ぞった。パイプ椅子の上で膝を抱えていた彼女は、そのまま後方に倒れていく……が、白粉の手を素早く掴む女性の細い腕。

　手袋をはめていて良かった、相手の手を汚さなくて……と、白粉はそんなことを反射的に考える。

「ちょっと、大丈夫ですか？　……あれ？　あなた……どこかで……」

「あ、あぁ、す、すみません、助かりました……え？」

　椅子から立ち上がった白粉は、その声に思わず相手を見やる。分厚い革コートを羽織った筋肉質な巨漢が一人いるだけだと思っていたが、彼の横に女性がいた。

　美女、という言葉のイメージ通りの、出るところは出て、引っ込むところは引っ込む、というボディを見せつけている彼女。

　巨漢と美女……そんな二人に、白粉は見覚えがあった。

　《ナックラヴィー》と、そのパートナーの、アンだ。

　夏合宿の際、ＨＰハーフプライサー同好会の前に立ち塞ふさがりし、芳ほう醇じゆんな香りを漂わせた狼たち。何故ここに？

「どこでだったかしら？　絶対どこかで……」

「アン、あまりジロジロ見るな。困っているだろう」

「そうね。……あ、というより、あの、あなた、先生ですか？　私、ノベフォーでいつもお世話になっているＡ、Ｎ、で、ＡアＮンというハンドルネームをやらせてもらっている者です」

　ＡＮさん!?　と、思わず白粉は声を上げた。ＡＮと言えば『The novel of Four o'clock』内に設置されている掲示板はもとより、自分でブログを立ち上げ、白粉の作品の考察までやってくれるような、一、二を争う熱烈な読者である。

　まさか、それがあの……アンだったというのか。世間が、狭すぎる。

「あ、ご存じでしたか。嬉しい」

「えぁっと、あいや、その、えぁっと、知っていますけど……けど、その、あたし白先生……じゃなくて、ただの売り子で、お手伝いみたいな……」

　白粉は自分で自分のことを先生と呼ぶことにかなりの抵抗があったが、それどころではない。白粉は誤魔化すのに必死だった。作品を読んでくれる人に、「うわぁ、この小説、内容は素敵なのにこんなキモいのが書いてるんだ……」とか思われないためにも、自分はお手伝いであると一生懸命に主張する。

　作品の足を、自みずからで引っ張りたくはなかった。

「あら、そうなんですか。残念。私の彼を紹介して、作中で思いっきりハードに犯してほしいってお願いしようと思っていたんだけど」

　本気とも冗談とも取れない口調と表情で言って、アンは笑った。

　合宿の際に出会ったものの、よくよく考えてみるとあの時は《毛け玉だま》と《サラマンダー》のネタを活用しまくったので、作中でこの男のネタを使ってはいなかった。

　筋肉質の巨漢、夏でも革コート、汗の芳醇な香りを常時秘める……。なるほど、確かに使えそうなネタではある。ただ横にアンがいると、どうしてもそういう気が削そがれてしまう。

　女好きではちょっと……いや、待て。本当は女が好きだが、そのボディに惹ひかれた漢おとこたちによって無理矢理……屈強なこの男が、泣きながら尻しりを蹂じゆう躙りんされ……そして体内に快楽のタネを……気がつくと女の柔らかさよりも漢の堅さの方を求めるようになり……。

　ほぅ、結構使えそうなネタじゃないか。白粉は胸の内で一人呟いた。

「あの、良かったらこれ、使ってください。差し入れです」

　ＡＮから貰ったのは使い捨てカイロと犯し、違う、お菓子がいくつか入った袋。白粉は嬉しくなってマスク越しに思わず微笑んだ。

　そしてそれぞれ一冊ずつ本が欲しいというので、また、二〇〇〇円の宝物を白粉は受け取る。

　お互いに挨拶をしてＡＮたちは去っていったのだが……数歩離れたところで歩きながら獣道の本を開き始めたので、白粉は思わずギョッとしてしまった。

　さすがにそれはマナー的にどうかと思ったものの、彼氏の方がＡＮの腰に手を回し、人とぶつからないようにコントロールしているようだ。

　……となると、リアクションが気になる。目の前で作品を読まれることなど今までにない経験。見たいような見たくないような……。

　白粉は先ほどまでとは違う鼓動の高鳴りを感じながら歩いていく二人を見送る。かすかに「これは……キてるわ！」というＡＮの声を捉とらえたが、それがどちらの意味なのかまでは、わからなかった。

「うーん、どっちかな、どっちだったんだろう。気に入ってもらえたかな……？」

　白粉の胸を期待と不安が入り交じり、よくわからない気分になる。しかしそれに身を焦こがす暇はなかった。

　お昼頃から続々と客がやってきたのだ。思わず「あばばばばば」と言いたくなるぐらい、一人来てはまた一人来る、という状況で、白粉の頭と体は対応できても、心が対応出来ない。しかも男性も少なくない。それがまたとにかく嬉しかった。

　こんなにも多くの人が来てくれるのが、信じられない。

　皆、自分と――白先生と話がしたいようだったが、白粉が売り子だと言い張ると皆一様にがっかりしてしまう。少し、申し訳なかった。

　多くの人から差し入れを貰い、先生にと手紙やメッセージを貰うことから、大抵の人はＨＰホームページの読者なのだろうと察しはついた。だが、たまにひっきりなしに人が来るサークルに興味を惹かれたのか、明らかな一いち見げんさんも訪れる。

　そういう人たちの多くは、何となくという顔で作品と白粉をチラリと見てくる。半数ぐらいの人は無表情に通り過ぎ、幾人かは苦笑いをして去っていく。それはもう、馴れていたので、どうということはなかった。

　ただ、たまに立ち止まる人もいるのだが……そういう時、ちょっとどうしていいかわからなかった。こういうの、好きなんですね。そんなふうに言われると、困るのだ。イエスと答えると作者であることを隠そうとした計画がダメになるような気がしたし、ノーと答えれば、それなのにこんな本を扱っているのか、と言われそうだった。

　そして、そういう人は最後には買っていってくれるのもまた困る。嬉しくはあるのだが、話しかけて中身を見てしまった以上買わずには立ち去れないと思わせてしまったんじゃないか、という不安が襲ってくる。

　これをきっかけにこういう熱い漢おとこたちの物語に興味を持ってくれるのならそれは凄く光栄だ。だがそれが難しいのは十分にわかっていた。

　わけもわからないままに動き続け、ようやく一息ついた頃には獣道は完売し、筋マツ肉スル刑デ事カも残り三冊となっていた。オリジナルの小説で、初参加サークルで、しかもこんなハードな内容となると……これはかなりのことだというのは、白粉にもわかった。

　心地よい疲労とちょっとだけの申し訳なさが体を包む。

　本を求めてやってきてくれた人がこんなにいたことは凄く嬉しい。けれど、獣道が完売した後にもそれを欲しがる人が何人もいて、完売のＰＯＰを立ててもなお「獣道、ないんですか、もう？」と訊いてきてくれる熱心な人が何人もいたのだ。

　読みたいと思ってくれる人みんなに読んでもらいたい。それじゃいっそ自分のＨＰホームページで公開してみようか。そう考えるものの、それじゃ今回お金を払ってくれた人たちに、悪い。

「今まで一度も考えなかったけれど、お金を頂くって……大変なことなんだなぁ」

　お金を払ってもらえる、というのはそれだけの価値があると相手に判断されたということ。わかりやすい自分の腕の指標。けれど、一度それが絡からむと途端に面倒なことが増えてしまう。職業作家なら割り切れるのだろうが、同人となるとその辺りが複雑で、曖あい昧まいで、難しい。

　今日、家に帰ったらゆっくりその辺りのことを考えてみようと決めた。

「あの、こちら白粉さんの販売スペースでしょうか？」

　混雑した会場内だというのに、不思議とよく通る澄んだ女性の声。耳に心地よく、身を委ゆだねてしまいたくなるようなそれに、白粉はマスクと眼鏡の下で、顔を綻ほころばせながらまた椅子から立ち上がる。

「はい、こちら『The novel of Four o'clock　出張所』になって……」

「あ、白粉さん。こんにちは。ごめんなさい、いろいろあって、遅れてしまいました」

　そう言って、白しら梅うめ梅うめはニッコリと笑った。

　――ザ・ワールド。

　サイトウヒロシこと佐藤洋ならこういう時、いつも小声でその言葉を呟いていたっけなぁ、と白粉は飛びそうになる意識の端で考えていた。

「ううううううう梅ちゃっん!?　な、何してるの、こんなところで!?」

　一瞬、確実に時間が止まったのを感じつつ、白粉は慌てた。

　漂わせている雰ふん囲い気きからして白梅は明らかに会場内で浮いていた。どんな格好であろうと普通、浮きようのないのが即売会会場というものである。倫理的に問題がない限り、肌を大胆に露出していようが、夏でも全身をコートで包もうが、全てを許容する大らかさがある。たとえ、極端におかしな格好をしていたとしても最終的にそれは『コスプレ』だとしてケリがつく。しかし白梅は異様だ。

　ヒールの高いロングブーツに、細くて長くて綺麗な足を包む黒いストッキング、太ももを露出しつつも腰のくびれをはっきりと描くタイトワンピース。そこに羽織る白い薄手のダウンコート。今でこそ柔らかに曲げられているが、いつものキリッとした目と合わさると、何とも格好良く、綺麗に見えることだろう。年上のお姉さん、そういうイメージだ。

　しかし、腰の辺りで白いリボンでまとめられていて、照明を反射する漆しつ黒こくのクセのない長い髪の上には、ふんわりと大きな白いニット帽があり、これが全体の印象を柔らかくする。だから年相応、せいぜい幾らか上程度として、かわいらしく見えた。

　それぐらいなら別にいい。稀まれに会場で見かける美人さんぐらいなものである。問題は……彼女が手にしている大きな蔓つる編あみのバスケットだ。こんな嵩かさ張ばる上に重く、収納能力に疑問がある機能性に乏しい装備を持ち込む者はこのイベントにはほとんどいないだろう。似合っているし綺麗であっても、コスプレだとするにはいささか白梅の服装はパンチに欠ける。まさかたまに紛まぎれ込んでしまう、何のイベントかわからずに来てしまった一般人なのか？　彼女を見かけた人の半数ぐらいはそう思うことだろう。

　だが、そんなことは今の白粉にとってはどうでもよかった。問題は……何故ここに白梅がいるのか、ということである。彼女はこの手のものには微み塵じんの興味もないはずだし、自分も来てくれと言った覚えはない。何よりサークル名はもちろん、ブースの位置も彼女には教えていないのだ。というより、自分がこの種の作品を書いていることを……彼女は知らない。

　作品が濡れ場頼りにならないための訓練として、そういった描写のない小説を過去に幾つか書いており、それはさすがに白梅にも見せているが……。

　パニックになる白粉を余よ所そに、白梅は笑顔のまま小首を傾げる。サラリと、彼女の前髪が揺れた。

「来ちゃいました」

　何て素敵なんだろう、と思うと同時に、ブースの上にある三冊の同人誌を如い何かにしてこの場から遠ざけるかを白粉の頭脳が高速でシミュレーションする。

　素早くこれを掴み、ありったけの力を込めて彼方かなたへぶん投げるというのも一つの方法だが、その後のフォローのし辛づらさはかなりのものだ。同様に破り捨てたところで同じである。

　何より破り捨てたところで、その切れ端には様々な卑ひ猥わいな言語が載りまくっているのだ。むしろ危ない。〝ところてん〟〝尺八〟〝菊〟〝雄汁〟といったその言葉自体は普通でも、内容を知ると一般人なら卒そつ倒とうしかねないものなど、バレた時のリスクは尋じん常じようではない。

　微笑む白梅と、焦りの表情をマスクで隠す白粉がしばし見つめ合っていると、そこにまた数人が訪れる。これはキタ、と思った白粉は今までにない勢いで接客態度を見せる。ここで売り切ってしまうしかないのだ。

　脇にどいた白梅はそんな白粉をまるで参観日の母親のように優しげに見つめていた。

「ラスト一冊！　ありがとうございました！　完売です!!」

　焦りから、普段からは考えられないようなノリで白粉が言い、その小さな拳を振り上げると、辺りのサークルから拍手を貰う。完売したこと、周りのサークルの方々から拍手をいただけたこと、それらは凄く嬉しいが、今は白梅の前からヤバイ本が全てなくなったことが何よりも嬉しかった。

　凌しのぎきった。死線をくぐり抜けた。そんな興奮と達成感が胸に溢あふれ、白粉を普段とは違う人間に変える。

「おめでとうございます、白粉さん。これで全部ということは、もう終わりですか？　……そうですか、ではちょうど良かったですね。実はお昼ご飯、用意してきたんです。……あ、ひょっとしてもう、食べちゃいました？」

　白梅をブースの内側に招き入れると、そんなことを言う。白粉はマスクを取りつつ、慌てて首を振った。食べている暇など、なかったのだ。

「ううん、まだ。ちょっと忙しくて食べる余裕なくって。……でも、そのぅ……梅ちゃん、どうして、ここに？　今日こういうのがあるって、言ったかもだけど、でも場所とかは……」

　白粉はもう一つのパイプ椅子を白梅に勧め、二人で並んで座る。隣のサークルが好きに使っていいと言ったのだとしても、周りの目があるので、出来るだけ体を寄せ合うようにした。

「はい。ですが、以前寮の白粉さんの部屋に行った時、机の上に会場の見取り図があったので」

　白粉が思い出してみる。そういえば確かに自分のブースの位置だけをマークした見取り図を置いていたっけ。普段ならばそこに無数のマーカーで印を付け、効率的な進行・回収ルートを記しるし、それはまさに己おのが欲望を満たす宝のありかを示した地図へと仕立て上げるのだが、今回はほぼ無記入だった。

　……危なかった、と、白粉は思う。どうせ自分の本は売れ残る、どうせ一人、だから他のサークルへ行くことなど出来ないだろうと考えていたのが幸運だった。

「白粉さんを驚かせようと思ったのですが、ひょっとして……ご迷惑でしたか？」

　普段はキリリと鋭い、細身の日本刀のような表情の白梅だが、今はまるで怯おびえ、許しを請こう子供のような顔をする。白粉は慌てた。

「ううん！　全然！　お昼食べられないかなぁ、って思ってたぐらいだし！」

　良かった、と白梅はまた柔らかに微笑む。それは同性であっても思わずクラリとするほどのものだった。

　どうせもう本はないので、白粉は〝完売しました〟のＰＯＰを残し、長机の上を片づける。白梅はそこに家で母と作ってきたという二人分の弁当を広げた。

　ゴムバンドで縛られている四角い三段構成の大きな弁当容器。一番上を開けてみればコンビニで売っているような薄っぺらではない、見事な厚みのある二種のサンドウィッチ。次の段にはサラダ。そして最後にはデザートのフルーツときて、さらには魔法瓶に入れられたコンソメスープまであるという完かん璧ぺきな布陣だ。

　白粉は思わず目を見張る。即売会の会場で食べるメニューとは到底思えない品々だ。

　弁当容器に収められたそれらが長机を占めた。テーブルクロスの効果もあって、そこだけまるでレストランのようだ。本を小脇に抱えて通り過ぎていく人々がその光景、その匂いに顔を向け、何人かは足を止めるほどである。

　朝、緊張していてヨーグルトしか食べてこなかった白粉にとって、これは強烈だ。今まで死んでいたかのような腹の虫が騒ぎ始め、生なま唾つばを飲ませる。

「さぁ、どうぞ、白粉さん。めしあがれ」

　白粉は白梅に促されるままに、まず温かなスープに手を伸ばした。室内とはいえ、外へ繋つながるシャッターが開け放たれているため、実は結構寒かったのだ。例年なら歩き回っているので気にならないが、同じ場所でじっとしていると、結構冷える。

　カップに注がれていたコンソメスープ。さすがにレストランのようにブイヨンから作っているわけではないのだろうが、それはとてもいい匂いがした。

　確実にインスタントの類たぐいではないであろう、コーン、細切れのキャベツと玉ねぎ、そしてベーコンといった具が浮かんでいるのが、何だか嬉しい。

　啜すすれば、やはり、温かい。空っぽの胃が喜ぶ、ほっとする味だ。

　インスタントのような、塩気にカドがあったり、味がボケていたりしない。ベーコンの脂あぶらや野菜から出たエキスで、しっかりと、そしてまろやかな味わいに仕上がっていた。粗あら挽びきの黒コショウも入っていて、その刺激がいい具合に風味を締めている。

　また、口に入ってくるそれらの小さな具材もいい。スープとして飲む際に邪魔にならず、それでいて食感も楽しめる。

　これにベーグルか、堅く焼かれたバケットとかを合わせるだけで立派な一食になりそうな、満足感のあるスープだった。

　だが、白梅が用意してくれたのはもっと上等だ。

　普通ならここでサラダに行くべきだろうが、腹の虫が蠢うごめきだした白粉は二種類のサンドウィッチに手を伸ばす。

　どちらもきつね色の焦げ目がついたトーストを使ったサンドウィッチで、それを斜めにカットして三角形を形作っていた。

　白粉は適当に一つ取ってかぶりつく。サックリとしたトースト。まだ、温かい。

　具は何だろう？　と首を傾げながら咀そ嚼しやくすると、通常サンドウィッチでは味わうことのない風味が来る。……ワサビだ。ほのかに、香る。

　しかしながらその香りが嫌にならない。具材は焦こがし醤しよう油ゆ風味に焼かれたジューシーなチキンのスライス、塩水に晒さらしたであろう薄切りのオニオンだ。具材だけならワサビはよく合いそうだが、しかし、サンドウィッチである。普通ならカラシなどを使うべきところだろう。しかし、意外にもワサビがイイ具合にパンにも合っている。

　不思議な魔法でもかけたんじゃないのか、白粉がそう思っているのが顔に出ていたのか、白梅は少しだけ得意げな顔をする。

「自家製の米こめ粉こパンを使っているんです。結構、合うかと思いまして」

　なるほど、と白粉は驚きと共に納得した。ほのかに甘い焦がし醤油のチキンにワサビ、それと米粉パン……合わないわけがない。

　言われてみて慎重に味わってみると、確かに普通のパンと違うようだ。まだ温かいせいかもしれないが、表面はカリッと焼かれているのに、その中はもっちりとしている。気持ちのいい歯切れ具合のくせに、咀嚼していると具材の鶏とり肉にくと口の中で一体感を生み出すのだ。

　白粉はペロリとそれを平らげると、すぐにもう一種類のサンドウィッチに手を伸ばした。

　まるでお腹なかを空すかせた子供のような自分の行いにハッとして恥ずかしくなるが、白梅はクスリと嬉しそうに笑うだけ。

　白粉は頬ほおが少し赤らむのを感じながら、手にしたサンドウィッチにかぶりついた。

　恐らくこちらも米粉パン。トーストされたそれの間に挟まっているのは、焦げ目のついた厚切りのベーコンにレタス、キュウリ、トマト。パンに塗られているのはさすがにカラシだ。

　一見するとオーソドックスなそれだが、やはり、白梅らしく一ひと手て間まが加えられている。通常ベーコンを使ったサンドウィッチやハンバーガーなどはその見た目を重視するためにあえてパンからはみ出すようにして入れる。つまり、長い薄切りを挟むのだが……これは非常に食べづらいものだ。どうにも歯切れが悪い。一口齧かじりついてしまえば噛み切れずに、パンの間からベーコンだけが抜け出してビローンと口から垂れ下がる。当然、それはそのまま食べるしかないが……せっかくのベーコンが一口で終わりというのは悲しいものだ。

　その点を白梅は考えてくれていた。厚切りのベーコンを一口サイズにカットし、それを倒れたドミノのようにして並べ、挟んでいる。これだとベーコンを噛み切れなくとも全部が抜け出てしまうようなことはない。

　またベーコンの厚切りともなるとややしつこいイメージがあるが、それをシャキッとしたレタスやキュウリ、何より爽さわやかな酸味のあるトマトといったフレッシュな野菜の存在が見事に中和していた。粗挽きコショウ以外余計な味付けがなく、ベーコンの塩気で食べさせるのも、うまい。変なくどさがないのだ。

　どちらもボリュームがあり、それでいて重すぎない作りのサンドウィッチ。白粉は貪むさぼるように食べた。

「白粉さん、サラダもありますから。……あ、すみません、わたしとしたことが」

　綺麗な容器に入ったサラダを差し出していた白梅が、本当にうっかりしていたらしく、自分で驚いているようだ。

　何を？　と白粉はサンドウィッチをはむはむと食べながら見やっていると、白梅は何やらバスケットから取り出す。白っぽいドレッシングと卵と……そして、あるスナック菓子だ。白粉は首を捻る。

「仕上げを、忘れていました」

　サラダは彩りにもなるパプリカ、そしてベビーリーフにレタス……じゃない。お店で出るような、ちょっと変わった種類のレタスだ。通常のそれより葉が厚く、見るからに歯触りの良さそうなそれの名前は確かロメインレタス……そう考えた時、白粉は白梅がこれから何をしようとしているのかがわかった。

　白粉の知識で、このレタスを使う料理は一つしか知らない。シーザーサラダだ。

　白梅はクリーミーな、ほのかにチーズの香りが漂うドレッシングをロメインレタス、半分にカットしたプチトマト、細切りパプリカの上にかけ、そして卵を割って、サラダの上に落とした。――温泉卵である。

　まさか即売会会場でこんな本格的なシーザーサラダが生まれるとは果たして誰が想像出来ただろうか。白粉は目の前の光景を信じられないような気持ちで見るばかりだった。

「うちのオリジナルなんですけど、仕上げに、これを」

　そう言って白梅は卵などと一緒に出していたお菓子の袋を持ち上げた。それは『ソイカラ』。大豆から作ったそれは莢さやの形を模もしたスナックで、中に豆に擬ぎした別のスナックが入っており、振るとカラカラと音がするお菓子だ。

　白梅は手をウェットナプキンで拭ふいてから、それをいくつか取り出してサラダの上に振りかけた。カラ、カラと軽やかな音。

「本来はクルトンのところを、これで代用です。外に持ち出す際にパッケージされていれば水分を吸ったりしませんし、何より食感やチーズの風味が結構合うんですよ」

　白梅が二つのフォークで温泉卵を切るように潰つぶす。中からとろりとした黄身を溢あふれさせつつ、そのフォークでソイカラを軽く砕き、サラダ全体を混ぜ合わせた。

　サンドウィッチを二つも食べたはずなのに、白粉はサラダに魅み入いられ、白梅からフォークを渡されると早速アタックする。

　ロメインレタスにかかったチーズ風味のドレッシング、そこに絡む温泉卵の黄身……そして、振りかけられたソイカラ。それぞれが違う食感、違う味。個性的なそれらが口の中で渾こん然ぜん一体となって白粉の味覚と食感を弄もてあそぶ。

　シャキッとしたロメインレタスの爽やかさ、ベビーリーフの緑の風味、とろーりとした黄身のまろやかさ、チーズの風味が活いきているドレッシングのクリーミーさ、パリパリと軽やかなソイカラのくどさのないチーズ味……。

　味は当然いい。それに加えて食感が、面白い。食べるという行為が楽しいのだ。シャキ、カリという快感にも似た音が口の中から聞こえてくる。

「白粉さん、どうですか？」

「うん、凄くおいしい！　サンドウィッチを二つも食べたのに、全然食べられちゃう」

　らしくもなく白梅がほっとした表情を見せると、彼女もまたサンドウィッチを食べ、そして一緒に微笑み合った。先ほどまでの喜びとは違う喜びが白粉の胸に湧き起こった。

　何となく周りから見られている気はしたが、会場内でこんな豪華な昼食を広げていれば当然だし、何より空腹をこらえて活動している人たちにとって、白梅が持ってきてくれた料理は何かと目を引くことだろう。

　だから、あまり白粉は気にしなかった。自分が見られているわけじゃないはずだから。

　何より、隣に白梅がいてくれる。それだけで、人の目は怖くなくなるのだ。

　白粉は白梅に今日の即売会の話をした。予想をずっと上回って大勢の人が来てくれたこと、いろんな人から差し入れを貰ったこと、本が足りなくなってしまったこと……。

　ふと、自分ばかりが喋りすぎていることに気づき、白粉は白梅の様子を窺うかがったが、彼女は優しく微笑んでくれていて、ちょっとほっとした。

　デザートのフルーツを食べているとアオが再びやってきて、完売を祝い、そして苺いちごを幾つかつまんでいったぐらいで、他は誰に邪魔されることもなく白粉たちは食事を終えた。

「ふぅ、お腹なか一杯。おいしかったぁ。ありがと、梅ちゃん」

「いえ、白粉さんにそう言っていただければわたしも嬉し……あら」

　何かに気づいた白梅は長机の上を片づける手を止め、白粉の顔を見てくる。ずっと優しげだった彼女の目が、少しばかり妖あやしく見えた。

「頬に、サラダの……」

　ロメインレタスを食べる際に、ドレッシングか卵の黄身が飛んでしまっていたのかもしれない。白粉は手で拭おうとするものの、それを白梅の手がやんわりと止めた。

「う、梅ちゃん？」

　白梅がまた隣に座り、そっと身を乗り出してくる。彼女の瞳は白粉の瞳に向けられたまま、吐息を感じるほどの距離に、なる。

　彼女の手がそっと白粉の肩に乗せられ、サラサラとした白梅の髪先が白粉の顔をかすかに撫なでる。甘い、匂いがした。

　体が震えそうになるほど、柔らかで、しっとりした白梅の唇くちびるが……触れるか触れないかという微妙な加減で、白粉の唇の端を撫でる。

　靴の中で白粉の足が自然とギュッと握られた。軽い一瞬の接触。けれど、白梅の唇の感触は色濃く残る。頬といえば頬、しかし唇といえば唇とも言えなくもない……自分の舌でも伸ばせば届きそうな、そんな微妙な位置への触れ合いは、白粉の鼓動をわけもわからずに乱れさせた。

「はい、綺麗になりました」

　クスリと笑う白梅は、表情こそ先ほどまでと同じ。けれど、目は妖あやしく、艶つやっぽい。そして自分は今、顔が真っ赤になっていることがはっきりとわかった。

　何故だか白梅の顔を見ていられなくなって、白粉は何もなくなった長机に視線を向け、俯うつむくようにしながら外していたマスクを再度装着。

　その時になって、食事中と同じか、それ以上の視線が自分たちに向けられていることに今更ながら気づく。寒い会場内のはずなのに全身からブワッと汗が噴き出てきた。

「どうかしたんですか、白粉さん？」

　どこか茶目っけを感じさせる白梅の声にも、白粉は反応出来ない。

　ただ女同士、ちょっと頬と唇が触れただけ。それだけだ。何もおかしなことはない、そのはずなのに……何故こんなにもおかしな気分になるのだろう。白粉にはわからなかった。

　片づけを終え、白粉と肩を触れ合わせるように白梅が椅子に座ると、不意に人が来た。コートが全身を覆おおっているのにそれでも色気が滲にじむ、そんな女性だった。

　見た目とかではないのだが、どこか白梅と似ているところがあるように白粉は感じた。

「あの……もう、こちら、本とかって、ないんですか？」

　あれ？　と白粉は思ったものの、どうやら食事中に完売のＰＯＰが倒れてしまっていたようだ。白粉は慌ててそれを直し、完売したことを告げた。

「そうですか、残念です。ノベルフォーオークロック……？　覚えました。今度からチェックさせていただきますね」

　そう言って彼女は会え釈しやくしつつ、少し離れた所にいた女性のもとへと戻っていった。

　――どうだった？　――売り切れだって。残念。――そっかぁ。絶対いい本だったはずなのになぁ。あぁいうところのって、絶対創作謳うたっておきながら実体験混ぜるからね。見たかったなぁ。――夏に期待しておこう、ね。

　そう言って女性向けコーナーの方に歩いていく二人の女性。その会話がかすかに聞こえ、白粉は背中に妙な汗をかいた。

　すぐ近くがそういう作品を集めたエリアだったので、誤るのも仕方がないだろう。特にあんなことを人前でしてしまえば、白梅と自分がそういう関係で、そのリアル体験を本にしたと思ったとしても、ありえなくはないはずだ。

　何せ男同士がそうやっていたら白粉も同じことを考え、本を求めたに違いなかった。そしてその当人たちを遠巻きに眺めつつ本を読んでニヤニヤするぐらいのことはしたかもしれない。

　誤解を与えてしまって申し訳ないことをしたな、と白粉は思う。

　万が一、次に即売会に参加した時、彼女らがやってきてガチムチハードな三十代の漢おとこたちが激しく絡からむ本を手に入れようものなら、その辺で泡を吹いて卒倒してしまうかもしれない。

　しかし、外から見たら自分と白梅はそういうふうに見えるのか、と改めて白粉は思った。自分なんかが白梅のパートナーに見えるというのは、何だか不思議な気持ちだった。嬉しくないといえば、嘘になる。

　チラリと白粉は白梅を見やる。どこにも乱れも汚れもない。やることなすこと完かん璧ぺきで、強くて、優しくて、勉強も、家事も出来て、行動力もあって、いろんな人から慕したわれて……そして何よりも格好良くて、綺麗な彼女。

　この上なく完璧過ぎるほどの人のパートナーと間違われる……それは相手に対してちょっと申し訳ないという気持ちと共に、どこか自分も彼女に近づけているんじゃないか、そう思わせてくれる。

　きっと迷惑な思いこみだろう。失礼な考え方だろう。それでも……。

「どうかしましたか、白粉さん」

　視線に気がつき、白梅が白粉を見てくる。優しく、母性的な微笑みでもって。

　白粉は照れて、首を振りながらまた少し、俯いたのだった。




　即売会からの帰宅ラッシュが始まる前の段階で、白粉たちは会場を後にした。

　予想以上の売り上げだったので、白梅をブースに残し、白粉は一人お気に入りサークルの同人誌を買い集めたので、ホクホク気分である。

　どんな本を買ったのか白梅が気にしていたが、彼女には全年齢本だけを見せ、それで納得してもらった……というか誤魔化しきったので、そちらももう安心だ。

　帰宅すれば、初めてのサークル参加＆完売の満足感を噛かみしめつつ、己の欲望を満たしてくれる至高の本の一人読書会だ。

　白粉の胸は心地よい疲労感と満足感、そしてドロリとした未来への希望で満ちていた。

　ゆりかもめから乗り換えた電車で、運良く二人並んで座ることできたせいか、気を抜くと瞼まぶたが落ちてくる。昨夜ろくに寝ていないせいもあるだろうが、やはり胸の中にある温かなものがそうさせるのかもしれない。

　白粉は今日一日中かけていた眼鏡を外し、目元をこすった。対面の窓から差し込む夕日を見やる。

「お疲れのようですし、良かったら眠ってしまっても大丈夫ですよ。降りる駅が近づいたら、起こしてあげますから」

　隣に座る白梅の言葉が甘い。白粉は「でも」と言おうとしたものの、それはただの吐息にしかならなかった。

　瞼が重い。頭が重い。吸い寄せられるように、白梅の細い肩に頭を載のせてしまうのを止められない。

　そっと、白梅の手が伸びてきて、白粉の手を包むように握る。

「少しだけ、おやすみなさい、白粉さん」

　白梅からかけられたその声は催眠術のように白粉に染みこみ、彼女を眠りへと誘った。全身の力が抜けていく。

　包まれていた白粉の手が、今一度優しく握り直される。白粉もまた白梅のその細い指先を無意識に握り返した。

　白梅の肩に頭を預けた白粉に、白梅もまた頭を寄せてくる。彼女の髪を白粉はかすかに感じた。

　白粉はまどろみの中で、何故白梅がこんなにも自分を大切にしてくれるのだろう、と今でもずっと持ち続けている疑問を想う。自分にそこまでしてもらえる魅力や何かがあるとは到底思えないのだ。

　白粉は夢を見るように、思い出す。それは初めて出会った頃……。

　昔のこと。古い記憶、思い出したくない過去。一人だった頃の想い出。

　当時はまだ、赤いランドセルを背負って学校に行っていた。教室に入ると一瞬だけクラスメイトたちは自分を見てくるも、何もなかったかのようにすぐに視線をそらした。

　シカトされている、というわけではなかった。単に、クラスメイトたちにとって自分は意味のないもの、ただそれだけであって用があれば話しかけることもできたし、話しかけられることもあった。でもそれだけだった。

　用もなく話しかけると『キモイから寄ってくるな』とはっきり言われたし、触ったりすると『菌きんがうつる』と避けられる。

　ただ、クラスの中心となっている男女のグループと自分しかいない時だけは、酷い言葉や物を投げつけられることもあったけれど、それでも……たまにだ。大したことじゃない。

　だから授業や遠足などで「好きな人と班を作りなさい」とでも言われない限りは普通に学校生活を送ることができていた。

　何故そうなったのかはよく憶えていない。ただ友達と雑談していた時に『軟弱なアイドルより無名のボディビルダーの方が絶対カッコイイ』とか『中年のオジサンの汗染みがついたシャツからは蜂はち蜜みつのような甘い香りがする』などのちょっと背伸びした話をみんなに喋っていたら、いつの間にか今のような状況になっていた。

　きっと、大人びた話をひけらかしている自分がウザかったのだろう。だから、嫌われたのだ。

　……でも周りからずっと言われるにつれ、本当に自分は気持ち悪くて、何か汚らしい菌のようなものがついているのかもしれない……そんなふうに思うようになっていった。

　そんな、ある日のことだった。クラスに長い黒髪を白いリボンでまとめた女の子が転校してきたのだ。年齢よりもずっと大人びていて、頭も良く、運動もできて、何よりもスラリと綺麗な子で、あっという間にクラスの人気者になっていった。

　その彼女――白梅梅は、自分とは全てが逆だった。

　でも、そんな彼女は転校初日から何故か自分を気にかけてくれ、菌がうつっちゃう、と言っても構わず手を取ってくれた。建てたばかりだというお洒落しやれな家にも呼んでくれて、そこで高そうな服をいっぱい着せてくれて……そして何故かいろんな写真を撮とってくれたりした。

　……何で彼女はあんなに熱心に写真を撮っていたのかは今でもよくわからない。

　そういえば、彼女は何故か自己紹介をする前から自分の名前を知っていたのだけれど、それも、よくわからなかった。

　何はともあれ素敵な友達ができた、そう思い始めた頃……あの一件が起こったのだ。

　ある日の放課後、白梅が来るまでクラスの中心にいた女の子とその取り巻きのグループが、自分の目の前で白梅に言うのだ。その子は汚らしいから遊ぶのをやめた方がいい、と。一緒にいると白梅さんまで嫌われるよ、と。

　息が詰まるような思いで白粉は聞いているしかなかった。全員がどこかニヤニヤと勝ち誇ったような笑みを浮かべているのが、怖かった。

　自分もわかっていただけに何も言い返すことができず、ただ今まで遊んでくれていた白梅に感謝と、悪いことしちゃったな、という後悔を胸に、俯くしかない。

　いずれこうなることはわかっていたのに、何も知らない転校生だというのをいいことに、彼女の厚意に甘えていた。

　自分なんかが友達のように振る舞ってしまっていたことが、申し訳なかった。

　それまでの楽しかった数日間の記憶が、ガラスの破片のようになって、白粉の胸を突き刺してくる。痛くて、苦くて、閉じた瞼の間から雫しずくが垂れた。

　夢のような、それでいて世間では当たり前のような、そんな時間が終わったのだ。

　物を投げられる前に、いつものようにその場から離れようとした。以前のように、箒ほうきでも投げつけられて眼鏡が壊れたりしたら、また両親に心配をかける。転んで壊れたと同じ言い訳をするのも、さすがに何度も使うと苦しくなる。

　恐る恐る瞼を開いて、白梅の顔を見る。最後に一言「ごめんね」と言いたかったけれど、声は出せなかった。無理して出しても、声が震えてしまうのが、わかっていたから。

　そんな自分の気持ちを知ってか知らずか、瞼を閉じていた白梅は軽く組んでいた腕を解き、長く綺麗な髪を軽く後ろに払い、深くため息を一つ。

　そして、瞼を開いた白梅は無表情に一言だけ口にした。

　――怒っていいですか？

　さっきまでニヤニヤしていたみんながキョトンとする中、白梅はその場にいる全員を……吹っ飛ばした。泣き喚わめく暇ひますらなく、男女関係なく、一切の容よう赦しやなく。

　ある者は壁に叩きつけられ、またある者は教室の扉をぶち破って廊下にまで飛ばされ、そのまま全員が意識なく床に横たわったのだった。

　死し屍し累るい々るい。教室には似つかわしくない光景の中、彼女は自分を安心させるかのように、笑顔で手を差しのばす。

　――さぁ、帰りましょう、白粉さん。

　あの時握った彼女の手は、それまでとは違う涙が出るほどに温かかったのを憶えている。

　優しくて、包み込まれるような……そんな、手。

　それは今も変わらない。汚れちゃうと言っても、彼女は自分の手を握ってくれる。気にしないどころか、手を握りたいと言って、握ってくれる。包んでくれる。

　きっと家族以外では世界に一人だけ……。

　どうしてこんなにも素敵な彼女が、こんな自分に優しくしてくれるんだろう。そんな疑問はいつも、心のどこかにあり続けていた。

　いつか彼女が自分から離れていくんじゃないかと思うと、怖くて仕方がない。

　もしそうなった時、自分は彼女を止める言葉を持っているのだろうか……？

　行かないで、と言える自分であるだろうか。

　……白粉の眠りが、深くなる。思い出が夢との境目を失っていく。そんな中、白粉は最後に思う。

　あの時から、白粉にとって白梅は紛れもない大切な人になった。だからこそ、心が痛むこともある。

　自分の趣味のことを、告白することが出来ない。人から非難された記憶が口を塞ふさぎ、代わりに会話の中にそれとなく嘘を混ぜてしまう。

　大切で大好きな彼女。だからこそ、こんな自分でいることが申し訳なかった。

　いつか、本当の自分をさらけ出せる日が来るのだろうか。

　そして、そんな自分を彼女は受け入れてくれるのだろうか。

　考えるに不安になる、怖くなる。けれど、自分の手を包む白梅の手の温もりが、白粉にかすかな希望に似た安心感を与えてくれる。

　……いつか……きっと……。

　眠りに落ちる寸前、白粉花は声にならない声で、そう呟つぶやくのだった。







　　　ＡＮの５時の読書会（その１）














　皆様、いかがお過ごしでしょうか。『ＡＮの５時の読書会』管理人のＡＮです。

　世間ではもう年末。どこもかしこも目前の大おお晦みそ日か、そしてお正月の気配が漂っていますね。例年は私もこの時期は実家で家族と過ごすのですが、さすがに今年ばかりはそうもいかず、行ってきましたよ。――そう、同志が集つどう有あり明あけに!!

　あの〝先生〟が初の同人誌を出すというのですから、『The novel Four o'clock』のファンサイトとしてスタートしたこのサイトの管理人である私が行かないわけにはいきませんからね。

　本当は年明けに更新しようと思っていたんですけど、先生の完全オリジナル新作『獣道ジユードー』を読んで、あまりの興奮から帰宅して即座にキーボードを叩たたいています。思いの丈たけをぶつけなければ爆発してしまいそうだったもので……。また獣道の冊数はかなり限られていたようで、ノヴェフォーの掲示板は今現在阿あ鼻び叫きよう喚かんという有様ですから、そんな仲間の気持ちが少しでも落ち着くのなら……と思いまして（何の言い訳なんだか）。

　さて、本題。この獣道はその名の通り、柔道に似た新時代・新次元のスポーツをテーマにした感動超大作の書き下ろし小説です。まずはその獣道について先に触れておきましょう。

　基本的には柔道と同じように胴着姿の選手二人が畳たたみ敷きの試合場にて戦うのですが、それに主審一人に副審二人が付きます。試合時間も決められているのですが、大きな大会では勝ち進むにつれてその時間が伸びていくという独特の方式であり、世界大会の決勝戦等は無制限。

　何な故ぜそうなのか。それはこの獣道の勝負が……どちらが先に絶頂に至るか、だからなのです。

　そうです、あの白き漢おとこの劣れつ情じようを先に放った方が勝者とされ、審判たちがその瞬間に旗を揚げて『一発ッ！』と声を上げるという、非常にわかりやすくも興奮せざるを得ないルール。勝つためには妄もう想そうや思い出、己おのれの手などはもちろんのこと目前の対戦相手の肉門にそそり立つ肉棒を叩き込むことさえも良しとされる激しい戦い。鍛きたえられた男たちですから、当然筋力に物を言わせて相手をねじ伏せ、そのまま強引に捻ねじり込むことになるのですが、これがまたそそるわけですよ！　攻め専門の漢に、試合後半で両刀使いの主人公が起死回生の逆転挿そう入にゆうした時など心が躍り、思わず声が上がったほどでした！　またヤるにしてもヤられるにしても相手に快楽を提供することになるので、その選手間の知的な駆け引きもまた凄すさまじいものがあります。

　もうおわかりかと思いますが、そうです、このルール……大会のようなトーナメント戦では勝てば勝つほど苦しくなっていき、三回戦以降は常に死闘を強要される過酷な競技……。

　そのために制限時間は勝ち進むにつれて長くなり、また、素人しろうとには先に昇天したのがどちらなのかわかりにくくなる……審判が三人も用意されている理由がここにあります。

　――誰よりも早く、そして誰よりも勃たち上がり続ける。その鍛えられし屈強な精神と肉体こそが、獣道を突き進む漢たちの姿なのです!!


（その２へ続く）









６章　だいたいいつもそんな感じ












　　　「よしキタ！　著莪、最高に良い物があったぞ！」





佐藤洋











※当作を読むに当たってのご注意

　今回のお話にはこれといったオチはありません。佐さ藤とう洋ようと著しや莪があやめの平常運転な日常をお楽しみください。

　過度な期待やこれ自体が前フリではないかという余計な詮せん索さくは大変危険ですので、絶対におやめください。

　また当作は『ベン・トー７・５　箸休め〜Wolves,be ambitious!〜』の数日前の出来事です。




　世の中には魔法の言葉ってのがある。その言葉を口にするだけで、摩ま訶か不思議なことが起こったり、通常では考えられないような事態が発生したりするものだ。

　かつて一言放つだけで、いとも簡単に時を止めてみせた広ひろ部べさんのような魔法少女たちは言わずもがな。そしてそれと同じようにして僕、佐藤洋と著莪あやめの祖父もまた、ある魔法の言葉を得意としていた。いや、ある意味では孫まごを持つ人ならば誰もが得意とする魔法の言葉なのかもしれない。……そう、それは至し極ごく簡単な言葉なのだ。

　それは土曜日の朝に突とつ如じよかかってきた祖父からの電話だった。彼は開口一番に、あの魔法の言葉を放つ。

　――ジイチャンが小こ遣づかいをやろう。

　まさにそれは魔法。それを唱となえるだけで全国の爺じいさんたちは、いとも簡単に孫を召還することができるのだ！

　実際、その言葉が放たれた一時間後には、同様の電話を受けた著莪と共に僕はバイクに跨またがり、彼女の細いウェストに両腕を回していた。

　たとえ、祖母が町内の婦人会で台タイ湾ワンに行っちゃったのでジイチャン寂さびしい、顔を出せ……という、正直年寄りのワガママ以外の何ものでもない理由だとしても、お小遣いをいただけるというのなら僕と著莪に断る理由などありはしない。

　僕らはもうすぐ一二月という肌寒い空気の中を突っ走り、一路愛すべき祖父の家を目指した。

　お小遣い……あぁ、なんて甘かん美びな響きだろうか。特に祖父や祖母からのそれは両親からのものよりもはるかに素晴らしい。特に別居しているとなれば、その期待値は天てん井じよう知らずと言っても過言ではない。一〇〇〇円や二〇〇〇円なんていう子供騙だましなわけがなく、低く見積もっても五〇〇〇円から一〇〇〇〇円はかたい。そしてその額というのは僕や著莪のような高校生にとって、砂漠の民たみの水に対する愛いとしみに近いものである。

　だから、僕らは走った。いざ祖父が住む山やま間あいの家へ。手袋をしていてもなお、かじかんでくる冷たい風なんて何のその。著莪はハンドルを握り、アクセルを開け続ける。

　もちろん僕だってお小遣いへの情熱は負けてはいない。冷たい風を避けるように著莪が着ている赤いスカジャンのポケットの中に僕は手を突っ込み、彼女の体温でぬくぬくと手を温めながら、お小遣いの金額に想おもいを馳はせた。……不公平？　何を馬鹿な。スカジャンのポケットとはいえ、風は通り抜けてくるもので、手の甲は結構寒いのだ！

　まぁ、それはともかくとしてもほぼ確実に手間賃と称して僕が貰もらうお小遣いの三分の一が著莪の懐ふところに流れていくので、これぐらいは許してほしいところである。

　道中、田舎いなかの風景に飽きてふざけ半分に著莪のお腹なかを揉もんだりすると、わざとバイクを揺らされて振り落とされそうになったり……またその逆もあったりしながら、微妙に遅くなりつつも、夕暮れ時に僕たちは祖父が所有する山に到着したのだった。

　それは廃棄物の不法投棄を行う悪質業者の間では『黄よ泉みの国』と称される山。春先などの山菜採りの時は近隣の人々に開放するが、それ以外の時期は、自衛隊の冬季戦技教育隊にいた時だかベトナムへ行った時だかに学んだという、祖父お手製のブービートラップが固く守っている神秘の土地である。

　実際、遊び半分とはいえ、幼少期に親父や祖父から様々な技術を教えられた僕や著莪でさえ、ヘタに足を踏み入れると命に関かかわるレベルであり、そんな場所に所しよ詮せんは一般人である不法投棄業者が足を踏み込めばどうなるか……もはや語るに及ばない。

　無論、耐久性で世界的に評価されている日本製トラックであっても、山全域が地雷原も同様の有様では大破は免まぬかれない。近隣で爆発音が聞こえたら花火大会か、この山でトラックが爆散したかのどちらかだと近隣の人たちは笑いながら語るほどに、ある種の名物となっていた。

　『不法投棄禁止』『ここから先私有地につき立ち入り禁止』『監視カメラ作動中』『猛犬注意』『この先危険！』『まだ間に合う！　引き返せ！』『死を忘れるなメ メ ン ト ・ モ リ』『死か、投棄かD e a d  o r  d u m p』『我が土地に踏み込んだ者に未来はない』『覚悟せよ。これより先は漢おとこの勝負』『ここは地獄の一丁目』『……死はすでにお前を捕らえた……』等々、六〇を過ぎてなお厨ちゆう二に病びようをこじらせている爺さん手作りの、大変愉快な看板を眺めつつ、僕らは私道を走り抜け、目的地に到着した。

　爺さんの家は一〇年ぐらい前に建て直されているので、なかなかに綺麗な二階建ての一軒家だ。山間ということもあり、周りは木々以外に何もないが、家の周りは広く伐きり拓ひらかれているおかげもあって、ちょっとした旅館のような雰ふん囲い気きさえある。

　二台の古くさいジープが納まる車庫の片隅にバイクを止め置き、僕らは玄関に向かったのだが……おかしなことに、チャイムを鳴らしても何の反応もない。そもそも家の中に人の気配がないのだ。

「あれ？　どうしたんだろ？」

　ヘルメットから解放されたことで、ボリュームのある金髪がいつも以上にボサボサの著莪は、手て櫛ぐしで髪をとかしながら家を見上げる。二階建てだが、どの部屋にも明かりはついていない。

　仕方ないので僕らは裏手に周り、猟りよう銃じゆう登録されているＡＫＭ（総弾数五発＋一発、セミオートオンリーに改造済み）が納まるガンロッカーをはじめとして、様々な工具類や資材が眠る爺さんの工作室の窓を爪先で叩いた。半地下のそこは、光を取り入れる目的でちょうどパンチラ専用の覗のぞき窓のように、地面からひょっこり厚いガラスの窓が顔を出しているのだ。

　しかしそれでも反応はない。電話しようか、となった時、唐突に著莪の携帯が鳴る。

　彼女が取ると、僕も耳を寄せて二人の会話に耳をそばだてた。

『おぅ、あやめか。洋もいるな？』

「あ、じいちゃん。うん、ついたけど……いないの？」

『いやなに、夕飯の買い物をしようと町に行ったらタカちゃんと会っちゃってな。そう、あの呑のん兵べ衛えで有名なタカちゃんよ！　一杯呑みに行こうぜってもう、こっちは孫が来るって言ってんのに聞かねぇの！　いくら言っても全然ダメでよぉ〜、もぅこれだからタカちゃんは!!』

　がはははははは、とすでにかなり呑んでいるらしい爺さんは電話口で大笑いをあげるのだが……いや、誰だよ、タカちゃんって。ローカル過ぎて笑えねぇっての。

『ま、そんなわけなんでな、帰んの明日になるわ。小遣いはそん時にな。家の鍵かぎは玄関前の植木鉢の下にあっから、それ使えや。んじゃ、またな！　……あっ、ちょっ、もぅタカちゃん、ここで脱ぐのはなしだろぉ！　またジョンの奴やつが笑い転げ――』

　電話が切れた……というか、著莪が聞くに堪たえないというようにして切ったようだ。

「まったく。酔っぱらいの相手ほど嫌なもんはないなぁ」

　著莪はぼやいて携帯をしまう。僕もまたそれに同意しつつ、植木鉢の下から鍵を回収して、『著莪』と表札のかかる家の扉を開けた。




　祖父の家に着いたところで特にこれといってすることもなかった僕らは、二人して居間のコタツに入り、その中で相手にちょっかい出し合ったり、足先の感覚だけでお互いの靴下を脱がしあったり、古びた漫画を読んだりして、いささか無む為いに時間を潰つぶしていった。

　どうでもいいんだけど、長時間履はいていた靴下を脱いだ瞬間の解放感は最高である。

　日もとっぷりと暮れてしばらく、不良漫画を読んでいた著莪が、

「前から思ってたんだけどさ。ヤンキー漫画とかってまともに考えると結構シュールだよね」

　……という、大変危険な発言を唐突にして、僕の背筋を震わせた。

　コイツ、全国に万単位のファンがいる一大ジャンルにいきなり楯たて突ついたのだ。

「いや、だってさ。ヤンキー漫画のキャラクターってデカイこと言ったり、カッコつけたりしてるけど……結局、コイツらって親のお金でご飯食べてるわけじゃん？　しかも学費や寝床はもちろん、パンツ一枚まで。それに喧けん嘩かとかで怪け我がして病院行ったりしてるけど、それって間違いなく親が健康保険料を納めてて、それの世話になっているわけだし。そういう制度が緩ゆるい国だと、保険に入っていない人も多くってさ。そうなるとどんな怪我しても病院なんて行かないんだよ。すっげぇ高いから」

「しゃ、著莪……そ、そういうことは言っちゃいけないんじゃないかなぁ……」

「何で佐藤が怯おびえてんの？　別にファンの前で堂々と言っているわけでもないんだし」

　……いや、そうなんだけどね。うん。ただ、何か……うん……うん。僕の中の何かが危険だと訴えているのだよ……。

「あ、でもホラ！　もしかしたら作中で描かれていないだけで実はカツアゲや強盗、窃せつ盗とうとかで日々コツコツと生活費を稼かせいでいるのかも！」

「それこそシュールじゃん。真まっ当とうに働いたり、まともに勉強して奨学金貰っていた方がずっとマシだし。それに、コンビニ強盗とかってニュースで見ている限りせいぜい一〇万とかでしょ？　そんなんじゃ毎月一回は割とデカイことしないといけなくなるから、確実に一年持たないよ。途中で絶対捕まっちゃう。っていうかそれヤンキーとか不良とかいう以前にただの犯罪者じゃん」

　当作品は若者の健全な学校生活を応援しております。

「バイトだよ!!　バイトしてるんだ！　たまにあるじゃん、バイトしているヤツ！」

「まぁあるけどさ。でも、あせびとか見てるとわかるけど、バイトしてても、やっぱり未成年者が独力で生きていくのってキツイって。だって一日の半分以上学校で過ごさないといけないんだから、全然稼げない。それでバイクだ喧嘩だってやってたら時間もお金も全然足りなくなるのは目に見えてるじゃん。特に不況の今じゃ派遣社員とかでも食べていくだけで精一杯だって結構前からニュースでやっているし。そんなご時世に高校生で、半日以下しか働かないで、それでたまに怪我したり問題起こして警察の厄やつ介かいになったりする奴がどれだけ――」

　もう限界だ！　これ以上著莪に何か喋しやべらせるのは危険だと、僕の中の何かが警けい鐘しようを鳴らしている！

「著莪お腹なか空すいてない!?　そろそろ夕食の時間だよね、うん、食事にしよう！」

　嫌な汗が全身から噴き出すのを感じつつ、僕は立ち上がって言い放った。

　さすがに昨今は絵に描いたような不良は少なくなったとはいえ、いまだその種のジャンルの人気は根強いし、見た目が変わっただけでそういったものをバイブルにして生きている人も多いのだ。

　別に私有地の山の中にある家だし、周りに誰かが聞いているわけでも、僕が出版関係者とかでも何でもないのだけれど……リスクは背負わないにこしたことはない。うん。

「それもそうだなぁ……」

　著莪はそう言うと、漫画本を持ったまま仰あお向むけに寝転がり、体を仰のけ反ぞらすようにして「うーっんっ」と大きく伸びをした。

　……結構頻ひん繁ぱんに会っているせいでイマイチ気がつかなかったけど……著莪のヤツ、成長期なのか知らないが最近また胸が大きくなっているような気がしないでもない。今、コイツ何カップだ？　中学の時とは雲うん泥でいの差があるぞ……。

　今度アイツの部屋に行った時に、さりげなくブラのサイズを調べてみるべきかもしれない。

　さて、鮮やかに危険な話題から健全な話題へシフトした僕らは、早速夕食をどうするかで話し合う。

　僕としては多少距離はあるが、町の方にあるラーメン屋に行きたいところだ。昔ながらのラーメンを出すところで、これといって何の特徴もないのだけれど、シンプルイズベストという言葉があるように、何故だか時々無む性しように食べたくなる味だった。あの絵に描いたようにオーソドックスなしょうゆラーメンと、お握りをオーダーすれば……もうたまらない。僕はもちろん、著莪も大好きだ……ったはずなのだが……。

「うーん、確かにあそこのおいしいけどさぁ。ちょっとなぁ」

　何か渋りだした。彼女は腹筋を使って再び上半身を起こすと、やや俯うつむき加減にバツが悪そうな顔をする。そして僕ではなく地方番組を垂れ流しているテレビを見やった。

「いや、好きだし、食べたいのは食べたいんだけどさ……」

　著莪らしくない歯切れの悪い物言いだ。何か深い理由があるのかもしれないと思い、僕はもう一度コタツに入り、彼女の横顔を見つめることでその先の言葉を促す。

　ふと、僕の素足に彼女の足先が伸びてきて、撫なでてきた。

「もう靴下脱いじゃったし、何かまた外に出る気しないんだよね」

　……なるほど。言われてみれば、確かに一度脱いだ靴下を再び履はくというのは若じやつ干かんの抵抗を覚えるものだ。

　僕が同意の言葉を口にしようとしたものの、それより先に著莪がちょっと恥ずかしそうな顔をして言葉を続ける。

「それにさ……もう日も落ちちゃってるし、寒いよ」

　その言葉を聞いて僕はハッとした。あのラーメン屋はここからだと少し遠く、徒歩で行くのは辛つらい。いつもなら爺さんのジープに乗せてもらうけれど……今は著莪のバイクに頼るしかないのだ。

　結構平気な顔をしていたけれど、ここに来るまでの間、実は相当寒かったのだろう。

　僕は著莪の背中に抱きついているだけで、風なんてほとんど受けなかったけれど、彼女は違う。腕を伸ばしてハンドルを握った体勢のままで、ずっと風を浴びていたのだ。しかも風を防いでくれるようなウィンドブレーカーや革ジャンではなく、僕同様のパーカにスカジャンの重ね着だけである。

　今度バツが悪い顔になったのは、僕の方だった。

「あっ……ごめん、何か、自分勝手なこと言っちゃって。そこら辺、何も考えてなかった」

　別にいいって、と著莪はようやくいつもの笑顔に戻ってくれた。

「それじゃさ、著莪。何かあるか冷蔵庫と貯蔵庫でも、覗いてみようか」

　多分、田舎に住んでいたり家が農家だったりするとわかると思うのだけれど、この辺の家庭には普段使う冷蔵庫の他に、食料を溜め込む貯蔵庫というものが大抵あったりする。

　爺さんの家の場合は半地下の作業室と同じように、キッチンの床下にちょっとしたスペースがあり、夏は多少涼しく、冬でも野菜なんかがあまり凍らない、良い感じの場所になっているのだ。

「手料理かぁ。大丈夫かなぁ」

　著莪が不安を口にするが、僕は彼女を安心させるように「任せておけ！」と胸を張って言ってやった。過去に幾度も散々な目に遭あっているが、ご飯ぐらいは満足に炊けるレベルではあるのだ。……最悪、塩ご飯という奥の手もある。

　そんなこんなで僕らは冷蔵庫と貯蔵庫から食材を調達しようとしたものの……何か、ろくな物がなかった。よくよく考えてみると爺さんが僕らを呼んだのって、寂しさに耐えかねてということだから、婆ばあちゃんが旅行に行ったのって数日前の可能性が高い。その間に爺さんが食料を一通り喰くらい尽くしてしまったのだろう。さっきの電話で、夕飯の買い物に行っていたらしいことも言っていたし。

「ま、お米あるし、卵もあるし……大丈夫かな。とりあえず卵かけご飯が出来るしね」

　そう言って台所の戸棚を漁あさりながら、著莪は言った。

　僕もそれに同意しつつ、爺さんの中途半端に開封されているツマミばかりが納まる冷蔵庫をひたすらに探る。すると、驚くべき物がひょっこりと顔を出したじゃないか！

「よしキタ！　著莪、最高にいい物があったぞ！」

　ナニナニ、と背後から僕の肩に顎あご先さきを載のせてくる著莪に、僕は今し方見つけた袋を見せてやった。

「おっ！　赤ウィンナーじゃん!!」

　そう、そうなのだ！　あの安っぽい赤いウィンナーが未開封で珍味に埋もれていやがったのだ！　ご飯、卵、赤ウィンナー……もう、これだけで全然いける！

「やったじゃん佐藤！」

　まさに宝物を発見したがごとく、著莪は力一杯に後ろから抱きしめてくるのだけれど、いかんせん、さっき彼女の成長中である胸を見たせいか、背中に当たるその感触に意識が……こいつはなかなか……ん？

「著莪、その、手に持っている物なに？」

「ん？　海の苔り。何か、大量にあってさ。多分、葬式で貰ったんだろうね」

　これも田舎特有のものだろう。過か疎そ化かが進むような町や村ではどうしてもご年配の人が多くなる。そういった方々が往おう生じようした場合、町民が少ないと必然的に顔見知りばかりになるから、葬式に呼ばれる回数も多くなって……海苔を始めとした香こう典でん返しの乾物がやたらとたまっていくのだ。

「となると、ご飯、卵、ウィンナー、そして海苔。確か冷蔵庫の中には味み噌そもあったし……」

「お、佐藤、何か思いついた？」

「著莪、晩飯にお握り作らない？　んで、卵焼きと赤ウィンナーの炒いため物。あと味噌汁」

　なんかお弁当か朝ご飯みたい、と著莪は笑う。

「貯蔵庫に何か野菜もあったし、それ味噌汁に入れたら丁度いいか。あとは……うーん、一応、何かメインディッシュみたいなおかずもあったらいいんだけど……佐藤、冷凍庫は見た？」

「まだだけど。何かあるかな……っと」

　冷凍庫を開けると、一体何が入っているのかわからない小袋やら何やらと共に、一つ異様な固まりが僕らの目に留とまった。子供の頭ぐらいはある、謎なぞの黒っぽい塊かたまりである。

「……肉かな」

「……肉だね」

　僕らは手にしたそれをお互いに眺めつつ、しばし考えた。……何の肉だろう、と。

　少なくとも僕らが知っている牛肉、豚肉、間違っても鶏とり肉にくではない。となると思いつくのは……この山に住む、何らかの獣けものの肉だろう。

「ねぇ、佐藤。やっぱりこういうのは……ステーキかな？」

「多分それが一番手っ取り早いよね。……とりあえず、ガチガチだから常温に置いておこう」

「ま、他の料理作っている間に解とけるよね。……そんじゃ、久々に二人で料理といきますか」

　著莪がわざとらしく腕まくりし、僕は「といっても、大した料理じゃないけどね」と笑った。

　とりあえず僕らは一番時間がかかるであろうご飯に最初に取りかかる。お米を研といで、炊飯器に入れて、早炊きモードでスイッチオン。お米は水に浸つけたまま少し置いといた方がいいという話は聞いたことはあったが……今の科学技術はきっとそこら辺の問題ぐらいクリアしているに違いない！　……と、著莪が言ったのでそれを信じてみることにした。というか、二人とも何だかんだでお腹が減っていて、水に浸けたまま置いておく余裕がなかっただけなんだけど。

　さぁ、ご飯が炊きあがるまでの間に、ウィンナーを炒め、玉子焼きを作らなくては。

　僕はフライパンを火にかけ、サラダ油を垂らして菜さい箸ばしを手にする。その横で著莪は何故かまな板と包丁を取り出していた。

「ねぇ、佐藤佐藤。せっかくだからこの赤ウィンナー、タコさんウィンナーにしよう」

　僕はコンロの火をそっと消し、著莪の目を見ながら頷うなずく。

「前から薄々感じていたけど……お前は天才か」

　そう言うと、僕らは二人して笑い合った。

　何だかわかんないんだけど、二人で料理をしようと決めてから僕らのテンションが妙な具合に高くなっているのは……何故だろう？

　僕らは並んでそれぞれで包丁を使い、赤い肉の棒から、タコさんを作るという錬れん金きん術じゆつ師しもビックリな作業を開始した。一体これで何を等価交換で求められるのかはわからないが、僕らは恐れずに包丁で赤ウィンナーに切れこみを入れていく。

　スッ、スッと、二度包丁を使うだけであっという間にでき……アレ？　著莪の奴、何やってんだ？

　僕の視線に気がついたのか、難しい顔をして包丁を使っていた著莪は眼鏡めがねをかけ直しつつ、言う。

「いや、タコなんだから、やっぱり八本足にするべきなんじゃないかな、と」

「……なるほど」

　言われてみると確かにそうだ。僕が作ったタコさんウィンナーは四本足。これではタコというよりは……謎の赤い物体である。やはり八本足こそが、タコの証明じゃなイカ。

　僕は著莪の指摘を素直に受け入れ、早速四本足の赤い物体に、さらに包丁の刃を入れる。さぁ、今すぐお前をタコさんにしてあげるよ……とかマッドサイエンティストな感じで作業しようとしていたのだけれど……いやぁ、アレだよね、八本足にするのって割と難しいよね。言ってみれば四回包丁で切るだけなんだけど、そんなによく切れる包丁じゃないってのと、赤ウィンナーが四本足になった段階で結構耐久性に難があるというか……簡単に言うと、足が千ち切ぎれたり、潰つぶれたりして、イマイチ僕らが理想としたものとは違うものに。それこそウィンナーが謎の赤い物体に成り下がっていく。

「あっまた……。著莪、そろそろ僕の心が折れそうなんだけど……。四本足で我が慢まんしない？」

「ヤダ。四本足のタコなんてタコじゃない！　それにほら、成功しているのもあるんだしさ」

　自分で言いだしたせいなのか、それとも途中までやってしまった以上意地になっているのか知らないが、著莪は最後まで頑張る気らしい。仕方ないので、僕もそれに付き合うのだけれど……結果的に凄せい惨さんな代しろ物ものが出来上がってしまった。切り終わった分はボールに一まとめにしておいたのだけれど……何というか、宇宙人の墓場みたいに……。

　それは著莪がフライパンで炒め始めると、いい具合に足が反そり返り、焦こげ目がついたりして……ますます凄惨さを増していたりした。

　さて、それはそれとして、途中から僕は味噌汁作りにとりかかっていた。さすがにこれはしくじる要素がないので、サッと味噌を入れ、具材には貯蔵庫で見つけた太い大根を薄く切って、よく洗った葉っぱの部分と一緒に投入してみた。

　そして僕が味噌汁調理中に、ウィンナーを炒め終えた著莪は玉子焼きに取りかかる。生卵をボールに割り入れ、雰囲気で少量の砂糖と塩、みりんなんかも入れてかき混ぜると、玉子焼き用の四角くて小さいフライパンを火にかける。

　著莪は菜箸を手にしながら解いた卵をフライパンに投入。玉子焼きの製作を開始すると……何ということでしょう、あっという間においしそうなスクランブルエッグが出来上がりました。

　……いや、何となくわかってたんだけどさ。僕も出来ないし。

　これからはアレだな。『理想と現実の差は玉子焼きとスクランブルエッグの差に等しい』という言葉を世間に提唱していくことにしよう。

「ま、まぁ、食べれば一緒だよね、うん。だよね、佐藤!?」

「う、うん、まぁ、そうだよね」

　さすがにここで否定してもしようがないので、僕は苦笑いしながらスクランブルエッグを皿に盛っている著莪に、同じような顔をして同意しておく。

　そんな時、何やかんやで時間がかかっていたせいか（というか主にウィンナーの切り込みのせいだけど）、ちょうど良いタイミングでピーっと電子音が鳴り響き、ご飯が炊きあがる。

　とりあえずそっちはそのままにしておいて、僕は先に洗い物を済ますことにした。

　最初、著莪もやろうとしたけれど……バイクで寒い思いをした彼女に冷たい水仕事はさせたくなかったので、彼女には海苔の下ごしらえをお願いする。半分に切ったり、軽く火で炙あぶったりしてくれ、と。

　著莪はキッチンバサミでサッと海苔を半分にし、お握りに使いやすいサイズにすると、それをガスコンロの火で炙ってくれる。

「あ、先に炙ってから切った方が楽だったか。失敗しっぱ……おっ！　海苔がしおれてく」

「お〜。でも、あんまりやったらやっぱり焦げちゃうんじゃない？」

「それもそうか。じゃ、もぅちっと遠火で……って、燃えたああぁああぁぁあぁぁあああ!?　佐藤!!　海苔が燃えちゃってるんだけど!!」

「著莪水、水!!　早く流しに突っ込め!!」

　ぬぅおぉおぉぉお〜と、著莪は慌あわてて、僕が洗っていた泡だらけのボウルの中に火のついた海苔を投げ入れようとするものの……いやぁ、所しよ詮せんは海苔だよね。軽いの。もうね、コンロから流し台までの間に勢いが失われて、メラメラと燃えながら流し台の下のマットにダイブ。しかも悪いことにマットが起毛タイプだったから……火が、凄いことに。

　物事の勢いの良さを燎りよう原げんの火が如ごとくってよく言うけれど、まさにそれ。燃える燃える。マズイことを書いちゃったブログみたいに炎上し始めやがった。

「うわあぁあぁぁあ!!　マットが燃えてる、燃えてるぞ著莪!?」

「佐藤、踏め！　踏んで消すんだ!!」

「素足だぞこっちは！」

「こっちだって素足だっての！」

　まずい!!　火が笑えないレベルになってきやがった!?

　もうメラメラっていうか、メラミのレベル。このままでは大変なことになってしまう!?

　こういう時に役立つのは捨すて駒ごまとして使い勝手の良い石いし岡おか君なのだけれど……さすがに彼はここにはいないし、当然今から僕らの地元へ戻り、拉ら致ちってくる余裕なんてあるわけもない。

「佐藤！　一秒を感じ取り、命を大切にし、女神を味方につけるんだ!!」

　一瞬著莪は何を言いだしたのかと思ったものの、すぐにそれがかの有名なソニックチーム製作によるセガサターンソフト『バーニングレンジャー』の誓いであることを思い出す。未来世界で、危険な災害に対処するために編成された特殊消防レスキューチームの活躍を描いた素晴らしいソフトなのだけれど、いかんせん、今、それでどうしろというのだ。

　さすがのバーニングレンジャーといえども海苔から延焼したマットの消火までしてくれるとは思えない。っていうか都合良く彼らがテレビ画面から飛び出てくるわけが……というか、テレビからゲームキャラが出てくる時点で宇宙の法則が乱れまくっている。

　……だが、待てよ。よく考えてみると、むしろそういう場面だからこそ彼らは現れてくれるんじゃないのか!?　それこそがヒーローじゃないかっ！　彼らなら……人々の生命いのち、希望、そして未来を守る僕らのバーニングレンジャーならもしかして!!

　僕と著莪は互いの目を見、お互いに考えていたことが一緒であることを確認。二人同時に付けっぱなしにしていたテレビをバッと見やった。するとそこには……うわぁ、飛び出る飛び出る〜、とか３Ｄゲームで遊ぶ芸能人が言うものの、具体的にそのゲームの何が面白いのかがまったく伝わらない微妙なＣＭが垂れ流されているだけだった。

※当作品は大変愉快なフィクションであり実在のアレとかソレとはまったく関係ありません。

　もう、ダメだ。そう諦あきらめかけた瞬間、天才的な僕の頭脳は妙案を思いついた。バーニングレンジャーが助けに来てくれそうにない上、石岡君もいない今……この状況を打破する方法は一つしかない。そう！　ドＭの内うち本もと君である。彼なら喜び勇んで全裸でこの炎の上にダイブしてくれ……奴もいねぇよ!!

　……大丈夫、大丈夫だ、落ち着け、僕たちと炎のゲームは始まったばかりだ。まだ慌てるような時間じゃな――

「佐藤何いきなり落ち着いた顔しだしてるんだよ！　諦あきらめんのなしだって!!」

　はっ！　と、慌てふためく著莪の呼びかけに僕は正気を取り戻す。っていうか、何で僕は目の前の現実から逃避しようとしていたんだ!?

　クッ！　どうしたらいいんだ、このままではゆくゆくは火は建物に燃え移り、果ては山全体が炎に包まれ、まさに辺り一体が『黄よ泉みの国』と化してしまう!!

　くそぅ、まずい。山には雄大な自然や多くの野生動物たちが……。それらが全て燃えてしまうなんて何という悲劇だ。人はどうしてそんな過あやまちを犯し続けるのだろう。悲しい。人は一体いつになったら戦争という過ちを――。

「だから佐藤！　落ち着くなっての!!」

　はっ！　何ということだ、極ごく自然な流れで二度目の現実逃避だと!?　この僕ともあろう男が!?

　どうやら僕は自分で思っている以上に焦っているらしい。ヤバイな。ここは一いつ旦たんあえて落ち着かなくては。

　僕はそう判断すると、食器棚からコップを取り出して水道水を注いだ。田舎だけあって、この辺りの水道水はなかなかにおいしいのだ。何よりこの季節はもう身を切るような冷たさなので、氷なんていらない。――ぬふぅ、うまい。

「いやいやいや佐藤、何飲んでるんだよ！　その水で火消せっての!!」

「はっ！　そうか、その手があったかっ!!」

　っていうか、よくよく考えてみると、目の前に流し台があるのだから、いくらでも水が使えるよね。

　……人間慌てるとこんなにも目の前のものが見えなくなるんだな……。

　僕は再度コップに水を注ぎ、メラミな状態の炎にぶっかける。

　いやぁ、それだけで呆あつ気けないぐらいに消え失せたね、火。っていうか、すげぇ燃えてるように見えたんだけど、焼けた跡を見てみると、どうやら表面の起毛だけが燃えていたようで、マット自体には穴も空いていなかった。

　僕と著莪はお互いに安あん堵どし、笑い合い、そして焦げた上にびちゃびちゃになったマットを二人で丸めて、ゴミ袋に突っ込んでおいた。火事……いや山火事を防いだと言えば、爺さんも笑って許してくれるだろう。

　それはそれとして、ますますお腹が減ってきたので僕らは気分を変え、ようやく主食になるお握りの製作を開始した。

　とりあえずどうやって作るんだったかは忘れたけれど、確か手を濡らして塩を振り、それで握れば良かったはずだ。

　著莪が炊飯器の蓋ふたを開けると湯気が立ち上る。炊きたてのご飯特有の、いい匂においが台所に広がった。中の容器を「アツッアッツ」と言いながら著莪は流し台の上に取り出し、しゃもじで軽くご飯をほぐす。

　その間に僕はお握りを並べるための、大きな平皿を用意した。

「んじゃ、佐藤、準備は？」

「ＯＫだ。来い」

「そぉれ」

「アッツァアァァアアアァアア――――――!!」

　いや、よくよく考えてみると当たり前だよね、マット炎上とかで多少時間は経過したけど、ほとんど炊きたて同然のご飯だもの。濡らしたからといって、素手では熱いに決まっている。

　著莪がお腹に手を当て、体を〝く〟の字に曲げるようにして大笑いしているのを尻しり目めに、僕は必死になって団子状のものを作り、それを左右の手でお手玉するようにして何とか熱を逃がす。米農家の方が一生懸命に作ってくださったお米である、いくら熱いからといって投げ出すわけにはいかんのだっ!!

　手が火傷やけどするんじゃないかという恐怖の中、僕は何とか……しかし見事にお握りを作り上げる。……若じやつ干かんいびつだけど。

「おらぁ、出来たぞ！」

「うわぁ、いびつっていうか……なにこれっ？　てレベルじゃん」

「誰がどう見たってお握りだって！」

「わかるんだけどさ、丸くもなければ……三角でもないよね」

「何言ってるんだよ、著莪。こっちからこの辺をよぉく見てみろ」

「んー……ん？」

　そう、僕のゴッドハンドが作り出したお握りは……ある一定の方向から見ると三角形……ぽく見えなくもないのだ。そう、たまにあるじゃないか。傍はた目めからは何だかわからなかったり、普通の絵だったりするんだけど、ある方向から見たら何とそこにはビックリするような絵が浮かんだりする……そう、ある種の騙だまし絵え。つまり僕のお握りもそれと一緒で、もはやトリックアートの域なのだ!!　……と、著莪に力説してみるものの……。

「あー、うん。努力は認めるけど、これで三角形だって言い張るのは……ちょっとなぁ。立体で物考えろよ、佐藤」

　そんなこと言うならやってみろよ、と今度は僕がしゃもじを持った。濡らして塩を振った著莪の手にご飯を投下。……しかし案あんの定じよう……。

「あっつぃって佐藤！　ちょっと！　ちょっと!!」

　著莪が飛び跳ねるようにして手の熱さと格闘。長い金髪と彼女の胸元が揺れる。そして必死な彼女の有様が、僕の笑いを誘う。

「はいっ、出来たっ！」

　ポンっと皿の上に置かれた著莪のお握りは……これこそ、何だコレ？　レベルである。丸いといえば丸いんだけど……いびつ過ぎてジャガイモみたい。

　手にくっついた米粒を食べる著莪に、その旨むね正直に伝えると、彼女は僕のケツに蹴けりを放ってくる。

「うっせー。……そもそも人間の手で三角形なんて作れないんだって。手はもっと丸くて優しい形のものを作――」

「さっきは僕のお握りを完全否定したくせに……」

　もう一発蹴りが来た。

「わかったよ。そんじゃ今度はちゃんとしたの作るから。ホラ、佐藤、来い」

　……そんな感じで僕らはお互いにお握りを無数に作った。総じて言えるのは、僕の方のお握りは三角形っぽく、著莪のは相変わらずジャガイモばかりだ。

　僕はちょっとした優越感を覚えつつ、居間のコタツに炒めた火星人ウィンナー、スクランブルエッグ、炙りたての海苔（一部炎上）、味噌汁、そしてお握りを並べていく。

　おいおい、何だかんだでいい感じじゃないか。

　僕と著莪はコタツの上の料理を見ると、お互いに満足げな顔で、ハイタッチした。




　――いただきます！

　コタツに入った僕らは、対面に座り、手を合わせた。

　とりあえず何やかんやで喉のどが渇かわいていたので、僕らは麦茶で軽く乾杯。喉を潤うるおした後は、早速お握りに手を伸ばす。

　著莪は、最初に僕が作ったのに手を伸ばしたので、同じように僕も著莪が最初に作ったのを手に取った。あのジャガイモ型お握りである。そして、炙った海苔を自分で巻く。どん兵べ衛えのあとのせサクサクがごとく、後巻きパリパリといったところだ。

　著莪と共に、それぞれの海苔を巻いたお握りに齧かじりついた。パリ……じゃなくて、バリッという海苔の気持ちの良い食感。さらにその海苔が放つ香ばしさがたまらない。そして口の中でほどけていくような優しい握り具合にいまだ温かいご飯からは、何だか著莪の手の温もりが伝わってくるようだ。

　塩がちょっと足りない気はしたけど、他におかずがあることを考えるとこれで十分。何よりコンビニのお握りとかと違って大きいので、がぶりといけるこの感じ……手作りならではの食べごたえが満足感を与えてくれる。

　著莪が、口をもぐもぐさせながらも、ニッコリと僕の顔を見てくる。

「うん、いい感じじゃん！　うまい。それに、こうして食べると意外に三角形っぽい感じもしないでもないかな」

　……何だろう。急に褒ほめられると、ちょっと困る。

「こっちも、ジャガイモっぽいけど……その分握りが優しいから口にしたらすぐにほぐれる感じで、いいじゃん」

　とりあえず褒め返してみた。別にお世せ辞じではなく、実際そう思っていたし。

　すると著莪は、にへへ、という笑顔を浮かべ、パクパクとお握りをまた食べ、そして味噌汁を口にする。

「……あれ？　何だろ、これ……」

「ん？　何か変なもの、味噌汁に入ってた？」

「……う〜ん、っていうか……むしろ入ってない？」

「何が？」

「出だ汁し」

「……あぁ、よくあるよね。普段料理しない人が味噌汁作ったりすると、出汁を入れ忘れちゃうっていうパターン。だが、甘いぜ、著莪。まるで砂糖を入れすぎた玉子焼きのようだ。僕はちゃんとそこら辺も抜け目なくやったよ」

「いいから自分で飲んでみろって。わかるから」

　著莪のやつ、味あじ音おん痴ちにでもなったのか？

　僕は彼女を訝いぶかしげな顔で見やりつつ、我が手作りの味噌汁に口をつける。ずずぅ〜っと……。うん、味噌の塩気にほんのりと大根の素そ朴ぼくな匂におい。そして口の中に豊かに広がらない出汁の風味。すっげぇスッカスカという印象で……アレ？

「……何だろう。味噌汁っていうか……味噌の汁っていう感じが……あれ？」

「でしょ？　佐藤、出汁ってどうやって入れた？　顆か粒りゆうタイプ？」

「いや、味噌に出汁入りってあったから……それで……」

　著莪は、やれやれ、というように頭を振った。

「温泉に無料で置いてあるリンスインシャンプーと一緒だよ、佐藤。そういうの信用しちゃダメだって。一応リンスも入っていないわけじゃない、っていう程度に考えておかないと」

　なるほど……そうか、この種の味噌ってのはそういうものなのか……。何だ、このやられた感は……。

「……スッカスカなのはこの味噌汁なのか、それとも僕の心なのか……」

「豪華俳優陣で贈る本格ハードボイルド・ムービー、『味噌の汁』！」

「……その味噌汁には、裏切りという名の味がした……」

　カミングスーン、と著莪は最後に言って、笑った。僕も苦笑する。

「……ごめん、著莪」

「別にいいって。スッカスカってだけでマズイわけじゃないしね。飲める飲める。大根にもちゃんと火が通ってるし」

　著莪はニッコリと笑ってみせて、箸はしで赤ウィンナーを食べる。僕もまたそれに倣ならうようにして、ウィンナーを口にした。

　うん、いつ食べても妙な懐かしさを感じるこの独特のチープな味と、あらびきなんて言葉とは無縁のもっさりした食感。塩コショウで味付けしただけのそれは、何だか無性においしい。不思議とお握りにピッタリである。

　続けて玉子焼き……になる夢を抱いたまま果てたスクランブルエッグに箸を向けるが……箸じゃダメだな、コレ。

　とりあえず箸先でひとつまみ分口に運ぶ。……うん、味はちゃんとしてる。……というか、さすがにこれは、調味料の入れすぎでもしないと失敗のしようがないか。

　このままでは食べにくくて仕方ないので、僕は一旦コタツから出て、大きめのスプーンと二人分の小皿を用意し、取り分けることにした。

「何かさ、ウィンナーとスクランブルエッグって、洋食の朝ご飯みたいだよね」

「うっせー、最初はうまくいってたんだって。三回目の巻きで失敗して……あぁもぅ」

「いいって、いいって。味はちゃんと和風っぽいし、主食はお握りだし、余裕で和食な感じだって。何だかんだでうまくできてるよ」

　スクランブルエッグを取り分けた小皿を著莪に差し出すと、サンキュっと言って彼女は受け取るのだった。

　――その夕ゆう餉げは、素朴で、ヘタクソで、何かが微妙に足りない。けれど、不思議と満足感のある、二人だけの夕食だった。

　……と、綺麗にまとめたいところなのだけれど、そうもいかない。

　作り過ぎたお握りが若干残ってしまったのは、かわいい孫から愛する祖父へのプレゼントにすればいいから別にＯＫなんだけど、一つすっかり忘れていたものがあった。

　そう、例の謎の肉である。

　ウィンナーとスクランブルエッグを食べ終えた僕と著莪は、食器を流しに持っていって、ようやくその存在を思い出したのだ。こっちはもう満足していたものの……好奇心と肉の塊かたまりが発する求心力に僕らはまな板と包丁を再び取り出した。

　しかしながら全然解凍されていないそれは、僕らが考えていたように、ステーキ的なカットは出来ず、表面を薄く削るようにして、焼き肉のような形で切り出すのが精一杯だ。

　んで、塩コショウ振って焼いてみたのだけれど……。

「「うっわっ!!　獣けものクサッ!!」」

　声をハモらせながら、僕らは愛する祖父へのプレゼントを追加した。




　　　　　●




　謎なぞの肉ブロックを冷凍庫に再封印し、孫の手作りお握りと獣けもの臭くさい焼き肉セットをラップで封じると、著しや莪があやめは従弟いとこと二人して一生懸命に歯を磨いた。それでも何だか匂においが残っているような気がしたので、最後は祖父が使っているモンダミンで口をゆすいで全てを終わらせた。

　せっかくさっきまで何だかんだで良い感じの夕ゆう餉げだったのに、最後の肉に全部持ってかれた気がして、著莪は何だか悔しかった。とりあえず、あんな肉を冷凍庫に入れておくという危険なことをしたのだから、罰金として祖父からはたんまりとお小こ遣づかいを貰もらわなくてはなるまい。

　そんなことを考えながら、著莪は夕餉に使った皿を洗う。水は冷たく、たまに手に息を吹きかけた。

　一応温水も使えるのだが、佐さ藤とうが風ふ呂ろに入っているので、ちょっと気が咎とがめる。というのも、祖父の家の給湯システムはいささかポンコツであり、風呂でシャワーなどを使っている間に、ヘタにキッチンなどでお湯を使うと、熱湯か冷水のどちらかが気まぐれに噴き出すのだ。

　著莪は皿を洗い終えると、手拭き用のタオルで冷たくなった手を包む。

「……やっぱり佐藤に甘えておけば良かったかな」

　著莪は一人呟つぶやき、小さく笑う。本当は皿洗いも佐藤がやると言っていたのだが、あんまり気を遣われすぎるのも何だか嫌だったので、その申し出は固こ辞じしたのだ。

「さて、と。さっきのアレ、引っ張り出すかな」

　著莪は手の冷たさがやわらぐと、早速キッチンの床にある取っ手を引っ張った。貯蔵庫の扉である。重いそれを引き上げると、中をのぞき込み、先ほど大根を取り出した時に見つけた大きな瓶びんを捜す。

「あったあった。これこれ」

　著莪が貯蔵庫の中に落ちそうになりながらも重い瓶を引っ張り上げ、張られた手書きのラベルを照明に当てた。そこには祖母の字で『リンゴジュースの素』とある。リンゴジュースはここしばらく味わっていなかったので、恐らく今年の秋頃に作られたばかりのものだろう。

　それは祖母が暇ひまに任まかせて作る、カットした果物を加熱し、蜂はち蜜みつまたは砂糖で煮詰めたものだ。要はほとんどジャムなのだけれど、ジャムほどには固くないので、ジュースの素という扱いである。あまりパンを食べないこの家らしいところであり、そしてそれなのにそういうものをいつも大量に作るのが祖母らしい。

　ともかく、これを氷水や、祖父が晩ばん酌しやくに使う炭酸水などで割ると、加工品ではありえないような甘酸っぱくて、芳ほう醇じゆんで、それでいてとても自然な味わいのフルーツジュースが出来上がる。夏場ならジュースはもちろん、かき氷のシロップ代わりにも使える優すぐれもの。小さな頃から著莪も佐藤も大好きだった。

　冬場はあまり口にしないが、先ほど見かけてから気になっていたのだ。

　著莪が居間で氷やグラスを用意していると、首にタオルをかけ、体から湯気を上げるパジャマ姿の佐藤が現れた。

「著莪〜、あがったよ〜。……お、それって」

「うん、そう。さっき見つけてさ。今、飲もうかと思ったけど……風呂上がりの一杯にしようかな。佐藤、先に飲んでていいよ」

　ホント？　悪いね、と言って佐藤はコタツに入ると早速リンゴジュースの素の瓶の蓋ふたを開けようと格闘する。何か、硬いらしい。

　ま、頑張って。そう言い残して著莪は居間を出ようとした……その時、プッシューと音。そして、ふわぁ〜っとたまらなく甘酸っぱいリンゴの香りが広がった。

　その香りに、著莪はちょっと後ろ髪を引かれる思いだったものの、我が慢まん我慢と、着替えを持って風呂へと向かったのだった。




　数十分後、ゆっくりと風呂を楽しんだ著莪は長い髪の水気をタオルに吸い取らせると洗濯機に入れ、パジャマを着る。……が、何だか胸元がちょっとキツめ。

　この家に来ることも多いので、佐藤共々パジャマなどの着替えは置きっぱなしにしているのだけれど、よくよく思い出してみると、さっきの佐藤のパジャマもやや〝つんつるてん〟になっていた。

「……うーん、ま、いいんだけどさ」

　別に苦しいというほどではないのだけれど、ブラをしていないのでいささか胸の形がはっきりし過ぎている。さすがに佐藤しかいないとはいえ、どうしても多少の恥ずかしさを感じてしまうのは致し方なかった。

　仕方ないので乾いたタオルを首からかけ、それを胸元まで垂らして誤ご魔ま化かすことにした。

　著莪はいまだ湿った髪のまま、手にドライヤーを持って居間に向かう。一緒の時は佐藤が髪を乾かすのが二人の暗黙のルールなのだ。

「佐藤〜、あがったよ〜」

　ドライヤーのコードを軽く振りながら、言うと、居間の方から「……お〜」と何だか頼りなげな声が。

　おや？　と、思っていると……。

「アレ？　え？　……佐藤、ちょっと！」

　居間に行くと、コタツに半身を入れたまま、佐藤が仰あお向むけに倒れていた。しかも顔を赤らめ、目が虚うつろであり……。

　著莪は慌あわてて佐藤の元に走り寄り、膝ひざ立だちになって彼を抱き起こし、額ひたいに手を当てる。熱い。

「え、ちょっと、佐藤……。あぁもぅ、ちょっと待ってて布ふ団とん敷いてくるから」

　著莪は慌てて居間の隣にある座敷を見やったが、そちらにはすでに二組の布団が並んで敷かれていた。どうやら自分が入浴している間に佐藤が用意してくれたようだが……はて、熱にうかされながら用意したのだろうか？

　著莪が困惑していると、腕の中で佐藤がもがき、立ち上がろうとする。

「髪、乾かすんだろ。……ドライヤーは？」

　えっと……と、著莪はさっきまで手に持っていたドライヤーを意識したが、今その手は佐藤の体を支えている。振り返ってみると、ドライヤーは肩にかけていたはずのタオルと共に床の上に転がっていた。

「……ん？　ちょっと、佐藤……」

　立ち上がろうとして足に力が入らなかったのか、よろめいた佐藤は著莪の胸に顔を埋めるようにしてガックリと膝を落とす。

「……いつの間にか……大きくなったよな」

　胸から佐藤が顔を上げると、彼は力ない声でそんなことを言う。

　今のはわざとというわけではないようだし、著莪もこんな時にそれをどうこう言う気はなかった。

「佐藤もね。髪、いいから、とりあえず……ん？」

　間近で佐藤と見つめ合っていると、ふと、著莪の鼻先がある匂においを捉とらえる。何で？　と思いつつも、著莪は佐藤にキスをするように、首を傾けながらさらに顔を近づけ、鼻先を彼の口元に近づけた。

　吐息が……あの獣臭い焼き肉の匂いでもなければ、モンダミンのそれでもない。甘酸っぱいリンゴの爽さわやかな香り……と、ほんのわずかに、アルコール臭が……。

　著莪は悪いことをした犬を叱しかりつける飼い主のように、佐藤の顔を両手で掴つかみ、間近でその目を見やる。

「……佐藤、お前、酔っぱらってるだろ？」

「え？　まさかぁ。呑のんでないって。ずっとリンゴジュースだけで……」

　もしや、と著莪は佐藤を放り出し、リンゴジュースの素の瓶の蓋を開け、匂いを嗅かいだ。芳醇なリンゴの中に……間違いなく、アルコールの匂い。

「あ〜、これ、まさか……」

　最初はリンゴの香りが強いが故に、気がつかなかったのだろう。

　著莪は試ためしに佐藤が使っていたグラスに原液をお玉で掬すくって入れる。ワインをテイスティングするように、鼻先を近づけて香りを嗅いでから、口に含んでみた。

　何故かほのかに炭酸の舌触り。そしてリンゴを凝ぎよう縮しゆくしたような、濃厚なのに瑞みず々みずしい香りに、蜂蜜のうっとりとする香りが調和している。舌や喉のどを通ると口から鼻に心地良く風味がスルリと抜けていく。

　味わいは……甘い。まず、それだ。しかし甘すぎない。かき氷とかにかけて食べた記憶を思い出すに、この味はおかしかった。ある程度糖分を高くしておかないと雑菌やカビが繁殖してしまうためである。しかし香りに嫌な臭くさみも、体が嫌がるような酸味もない。代わりに、喉を通った時に、スーっとほのかに感じる優しいアルコールの爽やかさ。

　……これは、間違いなく、酒だ。それも後から酒を足したとかいうのではなく、リンゴと蜂蜜の糖分が発はつ酵こうしたものだろう。アルコールとリンゴ、蜂蜜の味の馴な染じみ方があまりにも自然過ぎるし、合成アルコールの嫌な臭みなんてこれっぽっちもない。

　著莪はイタリアに住む母方の祖父ノンノの家で、今年の夏にワインを振る舞われた時を思い出す。イタリアでは一六歳から飲酒が許されるので、日本国籍とはいえ、著莪も口にしていたのだ。

　その時に聞いた話では……いわゆる酒というのは、酵こう母ぼ菌きんが糖分を分解してアルコールを発生させて造られるものなのだという。そしてその酵母菌というのは自然界ではどこにでもいるものであり、ひょんなことからジャムにそれが入り込むと、それは……。

　そこまで思い出して、著莪は大凡おおよその事態を察することが出来た。恐らく祖母がこのジュースの素を造った際に、加熱が足りず、完全には殺菌されずにリンゴに付着していた天然の酵母菌が生き残ってしまったか、または密封する前に風に乗ってきた酵母菌が瓶の中に入り込んだかしたのだろう。そして秋から今になるまで、低温の貯蔵庫の中でゆ〜っくりと時間をかけ、糖分を分解して発酵していったに違いない。

　何より、よくよく思い返してみると佐藤が蓋を開けた時に、〝プッシュー〟と音がしていた。それが何よりの証拠である。あれは恐らく酵母がアルコールを造った時に発生させる二　酸ガ化　炭ス素　だ。

　そう考えると、今目の前にあるのは天然酵母による偶然の発酵が生み出したリンゴと蜂蜜のお酒……。ちょっと高級感すら漂う代しろ物ものだ。

　著莪はまだ酒の味をわかるほどアルコールに慣れ親しんではいないが、このリンゴジュース……いや、リンゴ酒は恐ろしく飲みやすいというのはわかる。原液でありながらスルリと喉の奥に消えていき、口にはリンゴと蜂蜜の風味しか残らない。無論、くどい甘さも、そこにはない。見事なシードルである。

　これは確かに炭酸水とかで割ってしまえば、酒であることはわからないだろう。

「佐藤、これ……ん？」

　プツンっと垂れ流しでつけられていたテレビが消え、代わりにブォオォ、と音。そして、著莪の髪にドライヤーの温風が当てられる。

　著莪が酒をテイスティングしている間に、佐藤は髪を乾かす準備をしていたらしい。

　しかしながら空いているコンセントもあるだろうに、わざわざテレビのを引っこ抜くあたり、佐藤は結構酔っぱらっているようだ。

「熱が出てないんなら……ま、いいか」

　佐藤は体に染みついた習慣なのか、酔っぱらいながらもいつもと同じように著莪の髪にドライヤーを当ててくれるので、すぐにそこら辺の心配をするのはやめた。

　著莪は一安心して、コタツに入る。自分ももう少しリンゴ酒を楽しもう。

　……そういえば梅酒のように果実をお酒に漬け込んで風味をつけたりするのは合法だが、酒そのものを許可なく造ったりすると犯罪だったような気がした……が、著莪はあえて難しいことは忘れることにした。どうせ事故で出来たものだ。悪意はない。

　何より、ここには佐藤と自分。二人っきり。他の誰もいない。二人だけの空間と時間……だから……いいじゃないか。

　著莪は佐藤に髪を乾かされる感触を楽しみながら、炭酸水でリンゴ酒の原液を割り、氷を入れて、飲む。うまい。風呂上がりの体に染みこむようだ。いつもの祖母のジュースと違って、甘みが軽く、アルコール分があるせいか、スッキリとしている印象が強かった。これは夏場にキンキンに冷やして飲んだら……相当なものだろう。

　あっという間に二杯目を飲み干し、三杯目を半分ほど空けたところで、ドライヤーの音が止まる。

「佐藤、おしまい？」

「……かな」

「んじゃ、佐藤もコタツ入れよ。寒くない？」

「ん〜……」

　佐藤の応対は何だか歯切れが悪い。酔っぱらっているせいだろう、と思い、著莪はグラスのリンゴ酒に口を付ける。すると、佐藤の両腕が著莪の胴にゆったりと巻き付けられてきた。

「……なんだよ」

　佐藤は応じず、膝立ちのまま寄りかかるように体を密着させると、著莪のうなじに唇くちびるをつけるように長い金髪に顔を埋めてきた。鼻から大きく息を吸い、そして吐き出した彼の吐息が、くすぐったい。

「少し……こうしていたい」

　あまりはっきりとは言わなくても、佐藤がこうして自分の髪に鼻をうずめて犬のように匂いを嗅ぐのが好きなのは、著莪もさすがに知っている。だが、ここまでストレートにされたことはあまりなかった。

　著莪はグラスを傾けながら苦笑する。

「別にいいけど、今日のは佐藤のと同じシャンプーとトリートメントだよ」

　それでも……こうしていたい。それはいつものような張りのない、佐藤の声。でも、耳のすぐ近くで囁ささやかれると、どこか重みがあるように聞こえた。

　……何だかパパがママを口説いている時みたいだな。著莪はそんなことを思いながらリンゴ酒を飲み干す。苦笑は、いつの間にか消えていた。

　著莪は四杯目を作ろうかと思ったが、瓶の原液をグラスに入れるためには一度佐藤の腕から抜けて、お尻を上げなくてはならないだろう。

　別にどうということはないが……著莪はとりあえず四杯目は後にして、しばらく佐藤の好きにさせておくことにした。

　うなじを擽くすぐるような佐藤の吐息、背中を包む彼の体温。

　慣れ親しんだそれではあったが、ただ、これに沈黙が加わると著莪もどうしたものかわからず、彼女もまた口を閉じて眼鏡をかけ直すぐらいしか出来なかった。

　らしくないな。自分はそうでもないけど、佐藤が、らしくない。

　グラスの中の氷が鳴る。妙に、よく響いた。

　家の外は物音一つしない。

　何となく、著莪は居間の窓を横目で見やる。カーテンを閉め忘れていたそこには、夜の闇と同化するような木々と……そして、背中を従弟いとこに抱かれる自分の姿。

　自分たちにとって当たり前といえば当たり前の行為が、何だか、こうして傍はたから見てしまうとちょっとした恥ずかしさを覚える。酒のせいもあるのかもしれない。鼓動が少し速い。抱かれている以上に、体が温かい。

　何だか見ていられなくなって、著莪は眼鏡を外してテーブルの上に置いた。

　ふぅ、と著莪は一息。

「ねぇ、佐藤……？」

　特に用事はなかったが、呼びかけてみた。声は何も返ってこなかった。

　著莪はまた、どうしていいか、わからなくなる。

　そんな時、佐藤がそっと動く。もっと寄りかかってくるように、著莪のうなじに唇を這はわせながら、肩に顎あごを載せてくる。

「もう、なんだよ〜」

　別に嫌というわけではないが、どうしていいのかがわからず、著莪は少し困惑する。

　だから、著莪は首を曲げて、佐藤に頬ほおずりするようにして、唇の先で彼の唇を捜す。

　困った時はキスしとけば大抵有う耶や無む耶やになるから。小さな頃から母に聞かされていたことだ。日本にかぶれちゃった自分が大好きな自称日本人のイタリア人なのだけれど、そういうところだけは祖国を捨てられないらしい。そして自分にも、半分その血が流れている。著莪は佐藤と一緒にいると、たまにそのことを意識する時がある。

　今日のような、そんな日に。

「……ん」

　著莪の唇は相手のそれに辿たどり着く。けれど、佐藤が応じてくれない。向こうが首を曲げてくれないと、さすがにちょっと、届かない。唇の端がせいぜいだ。

　何で？　と、不安のような疑問を持っていると……あることに気がついた。

「……佐藤、お前……ひょっとして、寝てる？」

　同じペースで繰り返される、落ち着いた吐息が佐藤の口から漏れている。

　何より急に寄りかかってきたのは……寝落ちの何よりの証拠じゃないのか。

　佐藤の額ひたいを指でつついたりしてみるが、反応はない。これは、間違いない。

　何だか急に著莪は体が重くなったような気がした。そして、酒のせいか、独ひとり相撲ずもうしていた恥ずかしさのせいか、無性に体が熱くなってきた。

「何だよ、もぅ〜……ったく。佐藤は、お酒に関しては叔お母ばさんの血を引いたんだなぁ」

　佐藤ママの酒の弱さが著莪家の遺伝子を押しのけて息子に伝わったらしい。彼の父方に当たる著莪家は祖父をはじめとしてその血縁関係のほとんどが酒には強いのだ。

　著莪は一人ボヤきながら、無理やり佐藤を抱きつかせたままコタツの上に手を伸ばして、何とかリンゴ酒をもう一杯だけ作ると、それを一息に飲み干した。

「……まったく。酔っぱらいの相手ほど嫌なもんはないなぁ」

　時計を見やる。まだ夜は浅いが、しかし、慣れない酒のおかげもあってか、何だか気持ちよく眠れそうな気がした。

「佐藤、もう、寝ようか。このまんまにしてたら、それこそ風か邪ぜひきそうだしね」

　そう言って、著莪はもう一度首を曲げる。

　そして肩に顎を載せている佐藤の唇の端にキスをしてから、著莪は眠る彼を抱きしめるようにして座敷へと運び込み、布団に寝かしつけた。

　それからコタツの上のリンゴ酒の原液等を片づけ、最後に居間の明かりを消す。

　二つも布団用意する必要なかったのに。

　著莪は温かくなった布団に潜り込みながら、そう思った。







　　　ＡＮの５時の読書会（その２）














　本作においてはスターシステムが採用されており、現在先生の代表作であるハードボイルド・マッスル・アクション『筋マツ肉スル刑デ事カ』でも活躍しているサト……サイトウヒロシが主人公です。

　サイトウは獣道ジユードーを極きわめんとして幼い頃から、兄弟子である優やさ男おとこのヤマノモノと共に老いた師のもとで日々過か酷こくな修行を続けていました。

　そんな辛つらくも、しかし目標を持った漢おとこたちの日常はヤマノモノがついに免許皆かい伝でんの最後の試練を受けんとする、ある雨の日に唐突に終わりを告げるのです。

　兄弟子が失しつ踪そうし、道場であられもない姿で事切れている師。熾し烈れつを極める獣道の試合ではそういった事故もなくはない。だが、兄弟子は何故師の蘇そ生せいを試こころみることもなく姿を消したのか……。その事実は即すなわち、その道場の惨状が事故によるものではないのだと語っていたのでした。

　実の父のように尊敬していた師の、枯れ木のように軽い亡なき骸がらを抱きしめながらサイトウは誓いました。本物の兄弟同然に鍛たん錬れんを積んできた兄弟子を、倒す、と。仇かたきをとるのだ、と。

　実は私、この時点で涙が止まりませんでした。先生のいつもの、いえ、いつも以上の繊せん細さいかつ読者の心を突き刺すような鋭いサイトウの心理描写はあまりに生々しく、怒りを伴ともなう哀かなしみを私たちに強く訴えてくるのです……。今思い出しても、結構……ヤバいです。

　話を戻しましょう。師を弔とむらったその日から、サイトウの武者修行がスタート。ヤマノモノを超えるためのさらなる力を求めて果てしなき旅が始まったのです。

　道場に単身で乗り込み、数十人を相手にするものの、当然返り討ちに合い、全身エッチなミルクまみれで路上に放り出されるも、毎日のように道場に乗り込むサイトウの無謀な荒修行。

　夜、女性に暴行しようとしていた荒くれ者たちを一いつ蹴しゆうし、その体に直接漢おとこの良さを教育したり、時には改心したそいつらからアニキと呼ばれて慕したわれたりする心温まる展開も。

　……ですが、その慕ってくれていた者たちからの裏切りによる集団暴行を受けて……なんていう鬱うつな話もあるものの、あることを切っ掛けにサイトウが逆転し、裏切られた哀しみを胸に、泣きながら全員のケツを蹂じゆう躙りんするところは歴史に残る名シーンでした。

　そんなふうにして様々な人々、様々な獣道の流派の漢たちと交わり、時にはすでに引退したかつての伝説的な選手から秘伝の技を伝授してもらったりと、サイトウは身も心も成長を遂とげていき、一人前の漢になっていくのでした。

　友と呼べるライバルを幾人も抱え、世界的にサイトウの名が知られ始めた頃……ついに探し求めていた漢の情報が飛び込んでくる。かつての兄弟子、師の仇……ヤマノモノ。

　彼は今、裏社会における最強の用心棒として世界を飛び回る日々なのだという。

　サイトウは師の仇をとるために、獣道における何よりの武器である〝限界なき肉欲〟を股こ間かんに宿し、ついにヤマノモノのもとへ向かうのでした。


（その３に続く）









７章　間食版「５」『弁当』












　　　「ふむ、なるほど。確かにもっともな疑問の一つだ」





金城優











※当作は槍やり水ずい仙せんが一年生の頃の初夏の出来事です。




「……遅いな、先輩たち」

　一年の槍水仙は部室の窓から満月を見上げながら呟つぶやくと、素肌を露あらわにしている両腕を撫なでるように、軽く腕を組む。学校の規則で制服は夏用へと変わっているものの、まだ春の名残なごりが強く、夜ともなれば少し肌寒かった。

　槍水は窓に背を向けて室内に目を向ける。割わり箸ばしや各種調味料の納まる棚たな、冷蔵庫、その上には電子レンジ等々、およそ食事をする上で必要な物が一通り納まる広い部室だ。中央には椅い子すが周りを囲む大きな円卓、その上には駒こまが乗った将しよう棋ぎ盤ばん……そして、それを前にする大きな眼鏡めがねに長い黒髪の烏う頭ずみこと。彼女は椅子の上で黒いストッキングで包まれた長い足を抱き、「うーん……」と唸うなっていた。

　槍水は長考を続ける先輩をよそに、夜空を横目で見上げる。

「お腹なか減ったな」

　思わず漏もれた槍水の言葉に、烏頭の顔がパッと明るくなったのを視界の端はしに捉とらえた。

「あ……じゃ、もう将棋やめて、怖い話でも……する？　食欲抑おさえて、優ゆう君たちが帰ってくるまで……我が慢まん出来るように」

「結構です。やめてくだ――」

「それは伊い豆ずでの出来事。まだ戦争の傷きず痕あとを残す昭しよう和わの……」

「う、烏頭先輩！」

　槍水が窓際の棚を叩たたくと、さすがに烏頭もそれ以上続けようとはせずに、ごめんごめん、と笑う。槍水は、彼女の囁ささやくような口調で語られる怖い話だけはどうしても苦手だ。

「いい加減負けを認めるか、次の手を打ってください。そうじゃないと、気が紛まぎれない」

　ちぇっ、と烏頭は自分の長い黒髪で作られた二つのおさげの三つ編みを、人差し指に巻き付けて弄もてあそぶ。夏服になってから烏頭の髪型はちょくちょく変わっていたが、夏はいつもそうなのか、それとも一時の気まぐれなのかは槍水にはわからない。ただ、わかっているのは朝に時間があると今日のような長い二本の〝おさげ〟になり、そうじゃない時は一本になるらしいということぐらいである。
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　まったく、と、槍水は窓際の棚の上に置かれた二つの半額弁当を見やる。レジ袋から出されて並べられているそれらは、月の明かりに照らされ、まるで神々への奉ほう納のう品ひんのように厳おごそかに見えた。一つは烏頭が獲とった『特盛！　チキン、ポーク、ビーフ、夢の三種カツ盛り合わせ弁当』、もう一つは槍水が死闘の末に奪取した『麻マー婆ボー茄な子す弁当』だ。

　烏頭はともかく、槍水が比較的早い時間に半額弁当を手にするのはそう多くない。大抵は早い時間に半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムを迎えるスーパーに行き、敗退したならば金かね城しろ優らと一緒に次のスーパーに挑む。急いで回れば三軒、通常で二軒。当然、挑戦する回数が多ければ多いだけ弁当を手にする可能性は上がるわけだが、槍水は大抵遅い時間のスーパーの方で奪取することが多かった。遅くなった方が空腹を根源とする腹の虫の加護がより一層強まるからというのもあるが、それ以上に《魔導士ウイザード》の二つ名を持つ金城優という、槍水をこの世界に引き込んだ凄すご腕うでの先輩と一緒に戦えることが何よりの理由だろう。的確なアドバイスをくれ、時には半額弁当争奪戦の最中に手助けもしてくれる。何より、彼の横にいれば、それだけで勇気づけられるのだ。

　最近あまりに金城と一緒にいることが多いので、不名誉ながら《魔導士ウイザードの腰こし巾ぎん着ちやく》または単に《腰巾着》などと槍水を呼ぶ者が出始める始末だった。確かにくっついて回ることは多いが、それならそれでもう少しちゃんとした呼び名があるだろうに、と槍水は思う。

　その原因は自分と金城との約二〇センチもある身長差に原因があるのではないかと考え、最近は意識的に底の厚い靴を履はくようにしていた。身長が近ければ腰にくっついている巾着ではなく、肩を並べている相方パートナーに見えるかもしれないと期待したのだが……今のところその効果は上がっていない。

　弁当が載っている棚を叩いたせいか、麻婆茄子の素晴らしい匂においが容器から漏もれ、槍水の鼻先を擽くすぐる。お腹なかが鳴りそうになって体がビクリと動き、慌あわてて全身に力を入れて何とか凌しのぐ。ブーツの中で槍水の足の指がギュッと縮こまった。

「アレ？　……仙せんってば、お腹鳴るの、堪こらえてる？」

　ち、違う！　と、慌てて槍水は言って、椅子に座って足を組み、少し怒ったように円卓の上で頬ほお杖づえをついた。それで烏頭が引き下がってくれれば良かったのだが、ここはイジるチャンスだと見たのか、烏頭は椅子の上で膝を抱いたまま体を左右に揺らすと「じゃぁ、今のビクンって、なぁに？　なぁに？」とニヤニヤとした笑顔でひたすらに訊きいてくる。

　これは逃げられそうにない。恥ずかしいが、正直に言うしかなさそうだ。

　槍水は覚悟を決める。

「そ、その……あれは、弁当の、に、にお」

　匂においでつい反応してしまったから、と、そう槍水が口にしようとした時、何の前触れもなくガチャリと部室のドアが開く。

「弁当がどうした、仙」

　現れたのは手にレジ袋を提さげる金城優。助かった、そう思った槍水は椅子から勢い良く立ち上がると「お帰りなさい、金城先輩！」と大声で言った。

　烏頭は一人だけで戻ってきた金城を首を傾かしげて見やる。

「アレ？　他の人は？」

「今回は酷ひどい戦いで、俺がかろうじて手に出来ただけだった。他の人たちは隣町の二四時間スーパーに向かったよ。自分たちを待つ必要はない、だ、そうだ」

　金城は苦笑しながら言うと電子レンジへ向かっていく。すぐに食べる気らしい。槍水もまたそれに倣ならい、優勢ではあったが将棋盤をさっさと片づけ、自分の弁当を持って金城と同じように電子レンジへと向かう。

　それで全てが有う耶や無む耶やになった……かに思えたのだが。

「あ……話戻すけど、弁当の、にお……なぁに、仙？」

　烏頭の追撃は収まらなかった。槍水は自分の顔が赤くなっていくのがわかった。別に匂いに反応してお腹が鳴るぐらい、この部活ではもちろん、半額弁当を求める狼おおかみからすれば当たり前……いや、むしろ戦闘意欲に溢あふれている証拠だと言っても良く、恥ずかしがることではないはずだ。だから多少抵抗があっても烏頭に正直に言うのはまだいいのだが、金城がいるとなると不思議と口が重くなる。

　黙る槍水を気にしてか、ターンテーブルを回る弁当を見ていた金城がチラリと彼女の顔を見てくる。もう、これは何としてでも誤ご魔ま化かすしかなかった。

「べ、弁当の……いや、べ、弁当を日本以外では見ないな、と思って」

　〝弁当のにおい〟を〝弁当をにほん〟で無理やり誤ご魔ま化かしたが、これで凌しのげるとは当の槍水自身思えなかった。若じやつ干かん音が似ている気がしないでもないが、かなり苦しい。とても苦しい。実際烏頭など「それでビクンってなった……の？」などとニヤニヤしながら追撃してきた。槍水はもうどうにでもなれ、とやけくそ気分で頷うなずくしかない。

「ふむ、なるほど。確かにもっともな疑問の一つだ」

　金城の言葉に「え？」と槍水と烏頭は声を漏らす。

　金城は温め終わった自分の弁当を取り出すと、今度は槍水の手から弁当を取り、それを温めてくれた。

「言葉自体は中国から入ってきたとされるが、俺たちがイメージする弁当は、ほぼ日本独自の文化と言ってもいいだろう」

「え、あっ……こ、言葉は中国から入ってきたのに日本の文化って、なんかおかしいような」

　予想外に金城が信じてくれたので、槍水は慌ててそれに乗った。するとさすがに烏頭もそれ以上槍水の腹の虫のいななきについては追及しようとはせず、おとなしく自分の弁当をレンジの前へと持ってくる。

「語源となった『便べん當とう』は本来、便利、都合がいい、とか、そういった言葉だから、日本のそれとはやや意味が違うんだ。……また、何をもって〝弁当〟なのかは線引きが難しいところだが、俺からすると実質的に日本以外ではあまり発展していない、として問題はないと思う」

「欧米の、いわゆるサンドウィッチとか……」

「あれはどちらかというと日本で言うところのお握りとかに近いものだろう。あくまで携帯食で、通常の食事とするにはいささか苦しい。ただ他にちょっとした肉や野菜をセットに出来るのなら、一応サンドウィッチも広義の意味で弁当に入れられるかもしれないな。いわゆる、ランチボックスというやつだ」

　言われてみて、確かにアメリカの映画等でよく見るパンにピーナッツバターを塗っただけのものを思い出し、なるほど、と納得した。確かにそれだけでは弁当と呼ぶのは無理がある。

「じゃぁ、優君が考える……弁当の基準って何？」

　温め終わった槍水の弁当を取り出し、烏頭が己おのれの弁当を入れつつ、チラリと金城を見やった。

「組み合わせ、というのが大きいのではないかと。例えば梅干しだけの日の丸弁当は弁当ですが、ご飯だけではそれを弁当と呼ぶのに抵抗を覚えます。お握りを弁当と呼ぶのも同様ですが、しかしそれが携帯可能な容器に入れられ、他に卵焼きや唐から揚あげが添えられているのなら弁当と呼んでもいいのではないでしょうか。つまり主食と、それと共に食べるもう一品以上の何かを同じ、もしくは別途蓋ふたが出来る容器の中に入れてワンセットとしたもの。それが、弁当ではないかと」

　ならばやっぱりパンを食べる国や、何なら麺めん類るいを主食とする国とかでも弁当の文化は発展しそうだけれど……と槍水は思うものの、それらはご飯とは別の特性があることに気がついた。

　それは、水分量だ。パンは焼き上げてあるため水分が少なく、極端な話、本などで見るように、パンを裸で袋に入れたり出来るため、容器などに入れなくとも劣化が少ないのだ。だからサンドウィッチであってもラップや紙袋などで包む程度で済ませ、金城が先ほど述べたようなランチボックスにわざわざ収めるようなことをあまりせず、結果的に弁当と呼べるものに発展しなかったのだろう。

　逆に麺類の場合はそれ自体の水分量はともかくとしても、食べる際にはどうしても多量の水分を必要とする。昨今、コンビニの弁当コーナーで麺類が増えてきたが、あれは何らかの液体をかけて、麺をほぐしてようやく食べられるようにするか、油に絡からめてあるかのどちらかだ。家庭でやるには液体が漏れないように別の容器を用意したり、食べる前に温めたりする必要があったり……と、かなりの手間だ。

　それらを考えると弁当という文化を育てるためには、主食が米である必要がありそうだ。

　熱々の弁当を烏頭から受け取った槍水はある疑問を考えながら円卓の上に置くと、麦茶とコップを用意した。

「でも……お米を食べる中国とかなら弁当の文化が発展してそうな気がしますけど……」

「中国はそもそも冷めたご飯を食べるのを嫌うんだ。俺が思うにこれは文化的な理由に加え、その根源にあるのは米の質の差も少なくないだろう」

「米の……質？」

「中国では地域によって両方食べられるんだが……世界で食べられる多くの米がインディカ米という火を通してもパラっとしている細長い米、日本の米はもっちりとしたジャポニカ米。この米の特徴は冷めてもうまい、ということだ。どちらが優れた米かは料理次第だが、冷めた状態で食べるというのなら確実にジャポニカ米に軍配が上がる」

「冷めると味が落ちるお米……だから、家で作って持っていくことはせず出先で買う……それ故ゆえ弁当という文化は日本以外では発達しにくかった……確かに、それ、言えてるかもね。でも、確か……パラオや台タイ湾ワンでもベントーって、なかったっけ？」

「えぇ、ただあれは日本が占領していた時代に現地に根付いたものですからね。特に台湾ではジャポニカ米を主に食べますから普及はしやすかったんでしょう。日本を除けば最大の〝弁当国〟でしょうね。強しいていえばあまりメジャーではないものの、同じジャポニカ米を食べる朝鮮半島にも日本の弁当に近いタイプのものがあったはずです。加えて最近は電子レンジの普及や日本形式のコンビニ、そして弁当屋が進出したおかげで、このタイプの弁当も広がっています」

　金城は席に座りつつ、今宵こよい彼が獲ってきた『サバの味み噌そ煮に弁当』の蓋を指先で軽く叩いた。

　烏頭も温め終わった自分の弁当を手に、金城を真ん中にして席につく。

　三人は自然と割わり箸ばしを持ち、いただきます、と声を上げた。

　各おの々おのが透明な蓋を外せば……カツ、麻婆茄子、サバの味噌煮のそれぞれの香かぐわしい匂いが部室を満たす。三人がそれぞれ大きく息を吸いつつ、箸を割り、早速半額に至りし弁当を口にする。

　槍水が最初に箸を伸ばしたのはもちろん麻婆茄子だ。細長くカットされた茄子にたっぷりの挽ひき肉にくの入った辛からみを連想させる色合いのあんを纏まとうそれは、箸で摘つまみ上げるとやや重い感じがする。弁当として販売しやすいように片かた栗くり粉こを多めに使って固めに仕上げているのだろう。

　槍水は素す揚あげされているらしい、艶つやのある皮をした茄子にたっぷりとあんを絡めてから口へ。熱々のとろーりとしたあんに体がビクンと反応するものの、すぐにそれは口内へと溶け広がり、塩気、旨うま味み、甘み……といった濃厚な味わいに舌が包まれた。

　茄子に歯を這はわせれば、たっぷりと抱き込んでいた茄子の風味を含む汁が溢あふれ出す。素揚げされることで見た目も良くなるが、それ以上に茄子の本来の旨味が増強されている。天ぷら等でもわかるが、茄子と油の相性の良さは尋じん常じようではないのだ。噛みしめるに、旨さが迸ほとばしる。

　ひたひたとしていながら、しっかしとした噛む楽しみもあるその茄子を味わっていると、ようやくここで辛みがくる。ピリッとしたものではなく、じんわりと口に広がってくるそれは辛みというよりは熱さに似ていた。しかも過度なものではなく、ご飯を促す程度のもの。唸うなりを上げるほど空っぽだった胃袋にはいい塩あん梅ばいだ。槍水は早速ご飯に箸を伸ばした。

　続けて間かん髪はつをいれずの二口目は茄子を一度ご飯の上にワンクッションさせてから口へ。そして即座にご飯のコンボを決めれば、槍水の表情は茄子の身のように柔らかなものになった。

「ん〜、おいしぃ……」

　槍水はそれを一瞬自分の言葉のように思ったものの、実際に口にしたのは烏頭だ。見やれば槍水だけでなく、烏頭も金城も、とろけそうな顔でそれぞれの弁当の旨さにやられている。

　何だかその様子が面白くて、槍水は自分もその一人だというのに、堪こらえきれずプッと噴き出してしまった。

　烏頭は恥ずかしげに頬を朱に染め、金城は、どうした、と、不思議そうな顔で槍水を見てくる。槍水は何とか笑いを堪えようとするのだが、収まらない。

「あ、す、すみません。何だか、おいしいし、面白いしで笑ってしまいました。よくわからない……けど、凄すごく、幸せな気分で……何だろう。もう、フフッ」

　そうだな、と金城はニッコリと笑うと、槍水の頭を撫なでた。

「俺はその販売方式を含めて半額弁当は最高の料理の一つだと思っている。槍水もすでに実感しているだろうが、半額弁当はただ売れ残って古くなっただけの弁当じゃない。ありとあらゆる工夫や技術を用いられたもの……それを俺たちは死闘の末に手に入れる……。神が作りし弁当そのもののポテンシャルに、どんな料理人でも用意できぬ〝勝利の一味〟をさらに加えることで、それはまさに至高の料理と化す。それを口にしたのだから……当然だ」

　金城のその言葉は冗談のように聞こえるぐらい生き真ま面じ目めなもの。しかし半額弁当を求める《狼》としての大切な何か、そして半額弁当の何たるかが含まれている……槍水にはそう感じられた。そして何よりも、優しげに、厳おごそかに、微み塵じんの疑いもなく言い放つ金城の姿に、槍水は思わず見み惚とれてしまうのだった。

「ん？　どうした、仙。顔色が……」

「え？　あ、いや……別に、麻婆茄子が辛くて」

「……ほう。ところで仙、何だ。いつも味見させてやっているんだ。たまには俺にも味見をさせてくれないか？」

　唐突な金城からのお願いに、槍水は、はいっ、と声を裏返しながら、金城に弁当を差し出す。お礼にと金城がサバの味噌煮弁当を向けてくれる。しかしすぐにそんな二人に疎そ外がい感かんを覚えたらしい烏頭が「私も……いいかな」と、自分のカツ弁当を手に、わざわざ席を立って、金城と槍水の間に割り込んでくる。

　お互いの弁当を味見し、堪たん能のうする。三人はまたとろけたような顔になり、全員で笑い合った。

　全てが驚くほどおいしくて、身み悶もだえしそうだ。

　こんなにもおいしいのは、本当に金城が言うように半額弁当だからという理由だけなのだろうか。

　彼が語っていない、まだ何か秘密があるんじゃないか。槍水はあまりの幸福感にそんなことを考えてしまうのだった。

　ただ理由はどうあれ……半額弁当は、最高だ。槍水は満面の笑みで、そう思った。







８章　やっぱりいつもこんな感じ












　　　「あっ、ゴメッ……！」





著莪あやめ











※当作を読むに当たってのご注意

　今回のお話にも、やっぱりこれといったオチはありません。佐さ藤とう洋ようと著しや莪があやめの平常運転な日常をお楽しみください。

　過度な期待やこれ自体が前フリではないかという余計な詮せん索さくは大変危険ですので、絶対におやめください。命に関かかわる恐れがあります。

　また当作は『ベン・トー８　超大盛りスタミナ弁当クリスマス特別版１２５０円』の翌日の話です。







　一二月二六日。それまで息を潜ひそめるかのようにしてクリスマスをやり過ごした独り身の者たちが息を吹き返す日、僕、佐藤洋は……早朝から日が暮れるまで著莪と遊びに遊んでいた。

　……というよりは、著莪の相手をさせられていた、という方が正しいだろうか。

　クリスマス、僕は埋め合わせをする条件で著莪との約束を破った。その埋め合わせってのが、しばらく彼女の都合のいい遊び相手になり……夕ゆう餉げを半額弁当及びどん兵べ衛えなどで済ませていたがために意外と余裕のあった僕の貯金を彼女が好きにする……というものだった。

　それでも、僕の目もく論ろ見みでは正月ぐらいまでは持つと思っていたのだけれど、まさか一日で大半を使い果たすことになろうとは……。

　特に痛かったのは今日一番長居した場所――ゲームセンターでセガのアーケードゲーム『ボーダーブレイク　エアバースト』を著莪がひたすらプレイしまくった時だ。これはゲームセンターがネットを経由してオンラインで繋つながっており、ＩＣカードに保存される自分の機体・キャラクターを育てながら、全国のプレイヤーと『ブラスト・ランナー』というロボットで戦う大人気サードパーソンシューティングゲームである。

　んで、これがその……基本的にアーケードゲームってそういうものだけど、湯水のようにお金が吸い込まれていくんだよね……。

　傍はたから見ているとスッゲー面白そうなのはわかるんだけど、クラス認定ミッションだかいう、昇段試験みたいなのがあって、それに失敗すると数回普通の対戦をして、経験値みたいなポイントをためなおさないと再チャレンジできないので……即すなわち、数百円が無駄になっているように思えてしまうのだ。

　ただ、著莪曰いわく『別に昇段することが目的じゃない。ゲームはプレイが楽しいからやるんだよ』とのこと。そりゃプレイしている方は楽しいのだろうけれど、後ろで見ているだけの僕からすると……ねぇ？　何せ、著莪が『今クラスがＡ４なんだけど、Ａ３になったらやめてあげるから』と言われたら……少しでも早く昇段していただかないと困るわけで……。

　彼女がよく使う〝重火力〟なるヘビーなスタイルはそのクラスＡ４からＡ３への昇段試験の内容には最悪の相性らしく、重火力使いにはこれが鬼門中の鬼門なのだという。だから僕と僕のお金が自由に出来る今日こそは……と、いうことだったらしい。

「どうしたの、佐藤？　そんなに疲れた？」

　ラーメン屋を出たところで、著莪は頭をポリポリやりながらそんなことを言った。僕を見ず、夜空を見上げて。

　停とめていたバイクからヘルメットを取ると、僕は白い息と共に苦笑した。

「……懐ふところの軽やかさに哀あい愁しゆうを覚えていただけさ……」

「あ〜、ゴメンゴメン。運次第じゃ一回でいけるかと思ったけど、結局三回もチャレンジしちゃったからね。マップによってはバリア展開でパイク特攻もやれたけど……やっぱ確実性が薄くて。かといってここで〝強襲〟に乗り換えるってのも何かポリシーに反するような気がしってっていうか、むしろそっちの方がキツイかな……って、佐藤、わからないか」

「……まぁ何となく言いたいことはわかるけどね。とにかく、何か疲れたよ」

　著莪がボーダーブレイクで遊んでいる最中、僕とて暇ひまだったわけではない。お金を一〇〇円玉に崩したり、彼女の後ろに立って肩が凝こったと言われれば肩を揉もみ、喉のどが渇かわいたと言われればジュースを、手に汗をかいたとなったらお店のサービスで置いてあるウェットナプキンを差し出したりと、完全に使用人としての作業をこなしており、最後にはボリュームたっぷりの髪が邪じや魔まだからって、僕が彼女の髪を押さえていた始末である。無論、立ちっぱなしで。

「結構アタシも疲れたかな。ご飯も食べたし、シャワー浴びてもう寝ちゃいたい感じ。……よっと」

　僕もだよ。そう言ってバイクに跨またがる著莪の背を抱きしめるようにして後ろに座る。寒い年の瀬の夜とはいえ、ラーメンを食べ、従姉いとこの背中に密着すればそれなりに暖かいもの。

　昨夜のクリスマスは遅くまでみんなで騒いでいたことも合わさり、バイクが走りだすと何となく意識がボヤけてくる。

　これが車の助手席だったら寝ちゃうところなんだけどなぁ……。あ、でも、そうなると著莪とくっついていられないから寒くてダメだな。……って、車ならそもそも寒くないか。

　頭がうまく回っていないのを感じながら、バイクに揺られていると意外なほど早くエンジン音が止まり、少し驚く。アレ？　と、思ったのだけれど……。

「よし、着いたぞ。今日はお疲れ！」

「……あのさ、著莪。ここって、お前のマンションじゃないの？」

「ん？　そうだけど？」

　著莪はさも当たり前のようにバイクを駐輪場の隅に停とめると、ガッチリと太いワイヤーでロック。

「あのさ、さっき僕らって結構疲れたっていう会話してたよね？」

「うん、してた」

「んで、今日は最後のラーメンで僕の財布は軽やかになったっていう会話もしたよね？」

「うん、してた」

「……僕に歩いて帰れと？」

　そう、著莪のアパートということは、僕の住む寮まで結構な距離があるのだ。普段なら歩いて帰るが……さすがに一日遊び歩いた後だと……ちょっとキツイ。しかも著莪の背中でうとうとしていたのだ。これから寒空の下、数十分歩くのはさすがに辛つらすぎる。

　著莪は「あ〜」とか、声を出すものの、赤いスカジャンのポケットからバイクのキーではなく家の鍵かぎを取り出したところを見るに……送ってくれるという選択肢はすでにないらしい。

「んじゃ、佐藤も泊まってけよ。っていうか、そうしよう。それで明日、佐藤んとこの寮に寄ってから一緒に実家に帰ればいいじゃん」

「あ〜、なるほど、って一瞬思うんだけど……ホラ、以前もあっただろう。泊まった時に……着替えというか、替えのパンツもないわけで……」

「アタシの使う？」

「アホか」

　僕らは二人して笑い、自然と二〇三号室の著莪の部屋に向かう。パンツの問題より、さすがに疲れの方が上回っていた。

　向こうもそれがわかっているのだろう。それ以上特にパンツ問題に触れることはなかった。

　……まぁ、今夜もまたノーパンという背はい徳とく的てきな選択をするほかない、か。

　あれ、何か独特の快感はあるんだけど、フワフワとしたような感じで落ち着かないんだよなぁ。気を抜くとスポッとジャージが抜け落ちて僕の大胆不敵なジュニアが「やぁ、みんな元気かい？」とニヒルな笑みと共に世間に顔を出しかねない不安感が常につきまとうのだ。

　ともかく、二人で向かった著莪の部屋。そこは相変わらず一人暮らしの学生にはもったいないような造りだ。風ふ呂ろトイレ別はもちろん、居間と寝室の二部屋。その寝室にあるベッドもセミダブルという贅ぜい沢たくさ……とどめに、この微妙に良い香りのする部屋の空気。

　……あれ、何だろう……狭くてすえた匂においで充みち満みちた男子寮で暮らしている自分が惨みじめに思えてきたぞ……。

　お金で幸せは買えないというが、あれは絶対に嘘うそだ。幸せの大半は金で買える。少なくともセガ好きなら誰もが知っている、あの〝竹たけ崎さきさん〟の昔の部屋のようにメガドライブのソフト全てを部屋にズラッと並べられたら……それを見るだけで幸せな気分になれるのは間違いないわけだし。

　そんなことをぶつくさ言いつつ、著莪がエアコンのスイッチ入れるのを横目に、居間にある大きなソファに僕は座った。寮のベッドよりもずっと柔らかで高級感のあるそれは二人で座ってようやくちょうどいいサイズ……くそう、ブルジョアジーって感じがする。

　僕の部屋は風呂、トイレ共同な上、お世せ辞じにも広いとは言えない。その点ここはどうだ、僕が来たって部屋に狭さを感じないっていうか、二人ぐらいで住んでちょうどいいぐらいの広さじゃないか。

「部屋も冷えてるなぁ。シャワーでいいかと思ってたけど……浴槽にお湯ためちゃおうか」

「うん、お願い。僕も今日はゆっくり浸かりたい」

　オッケー、と著莪はスカジャンを脱ぐこともなく風呂場へと向かった。

　部屋は確かに寒かった。外とそんなに変わらない。きっと両隣や階下の人が留守だったのだろう。クリスマスの翌日だ、様々な理由が考えられるが……まぁ、僕らみたいな学生が住んでいて、一足先に実家に帰ったんだと思うことで、心の中の憎しみを有う耶や無む耶やにした。

　ダバダバというお湯の音を聞いていると、著莪がパジャマ代わりのトレーナーとジャージを持ってきてくれる。当然、パンツはない。

　それを胸に抱いたまま彼女が隣に座ると、大型犬が撫なでてもらいたい時にするように、それとなく僕に体を寄せてきた。

「なにチェックしてんの？　……え、パンツ用意したら本気でアタシの使う気だった？」

　笑いながら著莪が言うので、僕はその体を押しやるように、グイッと指先でそのこめかみを押してやる。

「んなわけあるか」

「いやいや意外と佐藤ならそれぐらいのことやりかねないじゃん」

「著莪……お前の中で、僕ってどういう位置づけなんだよ……」

「うーん……犬？」

　ディクシッ！　ディクシッ！　と擬ぎ音おんを声に出しながら僕は著莪の脇腹を突くと、彼女はくすぐったそうに身をくねらせながら笑う。

「よせよ〜、わかったわかったって。佐藤はノーパン派だってことだろ」

「誰もそんなこと言ってないっての。……いいか、著莪。ノーパンってのは結構危険な行為なんだぞ。僕はやむを得ずにそれで我が慢まんしているのであって、誰もパンツなる拘束具を身につけることを拒こばんでいるわけじゃない。いつすっぽりいくか分からないし、万が一寝起きとかにアレがソレなことになっていたりすると……大変リアルなものが形作られている可能性が極めて高いわけで」

「もういいって、佐藤のは昔から見慣れてるし。アッチの状態のもさ」

「甘いな。ここ数年で僕のアレはすでに子供じゃなくて、大人のソレになっているんだ。著莪が見たらビックリするぞ。もうお前でさえ少女漫画のように、顔を赤らめてキャッとか言っちゃうレベルのワイルドさにだな……」

「んじゃ見せてみろよぉ」

「オーケー、わかったよ！　よぅし見てご覧、ほら、ワイルドだろぉ……とでもなると思ったのか？」

「佐藤なら案外……うぐぅ」

　再びディクシッ！　ディクシッ！　と彼女の脇腹を突くと、著莪は「やめろよぉ〜」と笑いながら、ソファの上で体を縮こまらせるように防御。そして隙すきをついて彼女もまた同じように僕の脇腹を突いてくる。

　一ひと頻しきり意味のわからないソファの上の攻防戦をしていると、お互いにそろそろかな、という気分になり自然と手は止まった。風呂のお湯だ。

「じゃ、先に著莪、入っちゃえよ」

「いいよ、別に。佐藤入んなよ。今日一日いろいろ付き合ってくれたんだし」

「埋め合わせするって約束だろ、入れよ。まだ一日も経たってない」

「カッコつけちゃって。埋め合わせも何ももう小こ遣づかいほとんどないくせに」

　ぐっ……と、少しカッコつけていた僕は言葉に詰まってしまう。痛いところを突くなぁ……。

「それはその……今後、肉体労働とかそっちの方面で……」

「ん〜？　何してくれんのかなぁ〜？」

　挑発するように寄せてくる著莪の肩を抱き留めつつ、僕は彼女から顔を背そむけた。カーテンを閉め忘れていた窓に、僕と著莪の手足が絡からんだ姿が写っていた。

「だから、今みたいに風呂の順番とかをさ……」

「いいって、そういうの。佐藤にはもっと大きなところで埋め合わせしてもらうから。先に入んなよ」

　サラリと怖いことを言われた気がしたので、僕は何としてでも著莪に先に入ってもらおうとするのだけれど……そうなると著莪も面白がるようにしてそれを拒む。

　そして、著莪が眼鏡めがねを外し、冗談とも本気とも取れない顔と口調で言う。

「んじゃ、もう、いっそ二人で入る？　昔みたいに」

「……いや、さすがにそれは……」

　一瞬、それもそうだな、と思わず昔みたいに言ってしまいそうになった自分にちょっと引く。……どこのリア充じゆうだよ。

「最後は……小学校の時か。あの佐藤がキレまくった時だったよね、確か」

　著莪が僕と広ひろ部べさんのツーショット写真に落書きした時だったはずだ。あの頃の著莪はまだ胸も全然なかったし、何より本気でキレていたので、当然男と女という感じもなく、姉弟という感じのそれが一番近かったように思う。

　だが……さっきの話じゃないが、お互い、もう子供じゃないのだ。

　今、もし、昔みたいにしたら……いくら身内とはいえ、どうなってしまうのか。正直な話、わからなかった。

　ただ……お互いにちょっと照れ合ったり、昔みたいにそれが何でもないかのように、何にもなしで終わるとは思えない。

　普段あまり考えないことを考えたせいか、僕は著莪の顔を見ていられず、また窓を見やる。室内が反射して映り、著莪の目が少し細まるのが見えた。

「照れんなって。んじゃ、ジャンケンしよう。それで勝った方が先ね」

　喧けん嘩かして、どっちが悪いかわからないような時の解決法はいつもそうだった。極端な話、子供の喧嘩なんてどちらかが嫌々でも謝ってしまえば大体事が済むものだ。だから、割り切ってジャンケンをして謝る方を決めると仲直りが早い。納得できなくとも、ジャンケンに負けた自分が悪いのだと思えたし。

　ある意味ではゲーマーな家族だから通じる感性なのかもしれないな、と今更ながら思う。

　ジャンケン……ホイ！　あいこ、あいこ、あいこと三度続いた後に、ようやく僕が勝った。

　ジャンケンで決めた以上、それに逆らうつもりはさすがにない。僕は羽織っていた著莪とお揃いのスカジャンと、その下に重ね着していたパーカを脱ぎ、脱衣所へ向かう。

　靴下を脱ぐと、一度そのまま中に入ってお湯を止めた。

　やはりそこもまた一人暮らしには十分過ぎるほどの広さがあり、浴槽も――複数人で入る前提の寮のと比べるとさすがに小さいが――足を伸ばせるいい感じのものだ。

　どうでもいいんだけど、湯気が朦もう朦もうと立ちこめる冬のお風呂というのは、何とも心地良いものだ。特にそれが寒い外から帰ってきたのだとすると余計に、いい。早くお湯に浸かりたくなる。

　……ムッ、そういえば確か脱衣所に入浴剤があったな。せっかくだ、使わせてもらおう。

　僕は数種類あった入浴剤の中からしばし時間をかけて北海道の温泉を再現してあるらしいものを一つ選び、浴槽に投入。途端にいい香りが漂う。

　いいねいいね、寮ではこうはいかない。

　僕はお湯に浸かるのがますます楽しみになる。Ｔシャツを脱ぎながら、脱衣所に戻ると……そこに著莪が現れる。

「……まだ上がってないんだけど。っつぅか、その格好……何？」

　著莪はそれまでのジーンズ姿ではなく、薄い布地のショートパンツに、Ｔシャツ一枚というラフな格好だった。今の季節のパジャマにしては、さすがに……。

「わかってるって。たまには……背中ぐらい流してやろうかなって思って」

　眼鏡をかけていない著莪は、また冗談とも本気とも取れない顔でそう言うのだけれど、わざわざ着替えてきたところを見ると本気なのだろう。

「何だよ、珍しくしおらしいっていうか……どうしたんだ」

「いや、どれ、そのワイルドになったっていう佐藤のをちょっち拝おがんでみるかと」

「……著莪……」

　プッと、著莪は笑った。

「冗談、冗談だって。本当は単に、今日はありがとってこと。……いいから、早く脱いじゃいなよ、アタシも体冷えてンだからさ」

　あぁわかった、と僕はベルトを外した瞬間に気づく。

　当然この流れでいくと、いくら著莪が冗談だっつっても僕のワイルドボーイを彼女の前に晒さらさないといけないわけで……。しかも向こうは薄着とはいえ、衣服を着ている……この不平等な有様はあからさまに状況の不利を示すものであり、即ち……。

「何してんの？」

　著莪に言われてもなお、僕はカーゴパンツに手をやったまま、固まっていた。

「もう、メンドイなぁ。じゃ、もういいよ、乾燥機あるから」

　え、何が？　僕がそう言う前に著莪から、ディクシッ！　と一発脇腹に突き。ハグゥンオッ、と、あと一歩でセガの名作バイクレースゲーム『ハングオン』になりそうな呻うめきを上げ、僕はよろけて浴室へ入り……そして、すっ転んだ。

「あっ、ゴメッ……！」

　倒れゆく僕の手を著莪の手が素早く掴み……そして、二人して、浴槽の中にダイブ。

　ザッパーンと天井まで届く水しぶきを上げ、浴室内が一斉に朦もう朦ろうとした湯気で満ち、そして……後頭部を湯船の縁ふちにしたたかにぶつけ、僕の目の前にお星様が飛んだ。

　意識が飛びそうになるものの、お湯が一気に口と鼻に流れ込んできて、否いや応おうなく覚かく醒せいする。慌ててもがいて風呂の縁に手をつく。僕は水面から顔を出し、咳せき込んだ。

「だ、大丈夫、佐藤……？」

　仰あお向むけにダイブした僕の上に載のるようにして、著莪がいた。彼女も一度お湯に沈んだのか、普段はボリュームたっぷりなその髪が驚くほどおとなしくなって彼女の肌に張り付いていた。

　碧へき眼がんが僕を心配げに見つめる。

「だ、だ、大丈夫だ、うん、エッホ、うん、一瞬死んだかと思ったけど」

　白い湯気がどこか幻想的ですらある中……数瞬、半裸の僕らはお互いを見つめ合う。

　彼女の髪先、顎あご、鼻先から垂たれる雫しずくが僕の顔に滴したたり、それだけが時間の経過を感じさせた。

　そして……爆笑。

　お互いに自分の髪をかき上げ、顔を見ながら二人して声を上げて笑った。

　別に笑うようなことじゃないとは思うんだけど、この状況と、本気で心配していた著莪の顔が、何だか面白かった。

「あー、もう、ビックリした。佐藤、リアクションがデカ過ぎるっての」

「本気の事故だっつぅの。結構ヤバかったぞ」

　ったくもう、と著莪は微笑ほほえみを浮かべたまま、僕の体の上に跨またがるようにして座って半身を起こす。彼女のシャツがピッタリと体に張り付き、その形を露あらわにして……下に何も付けていないのだと知れた。

　その眼前の光景に驚き、僕は顔を背そむける。今、それに反応すると……まずい。今ちょうど著莪の股またの下に僕のワイルドボーイがあるのだ!!

　一瞬とはいえ、ノーブラで薄い布一枚しか著莪が纏まとっていないとわかるぐらいには見ているわけだが、それでもさすがに先端部までは確認していない。だから大したことじゃない、そう思うものの……僕の頭は勝手に彼女の体のラインをシミュレートしようと試こころみてしまう。優秀な僕の頭脳なら見てもいないものを現実であるかのように描いてしまうのはたやすいことだし、昔のとはいえ彼女の参照記録データもある……。

　ぬぅ！　いかん！　このままでは著莪の肉体の隅々までリアルに脳内で再現してしまう！　海綿体に血液が大量に流れ込み、そこで膨ぼう張ちようを始めかねない!!

　た、ただ仕方ないといえば仕方ないのだ！　人は、想像する生き物だ。否定する者もいるだろうが、この世に真のリアリストなるものは存在せず、常に誰しもが様々な想像、妄もう想そう、予想を頭に描いてしまうもの。

　その証拠にエロいものは完全に見えるより、微妙に見えないぐらいが一番そそるじゃないか。それは見えないが故ゆえにそこの部分に人は想像力を掻き立てられ、自分好みにカスタムしたイメージを持つからだ。

　現実からトリガーとなる何らかの刺激を受ければ、人間の頭はそれに対しての想像をする。これは避けられないある種の反射行動と言えよう。

　だから……この状況では見ていなくても想像してしまうのは当然のことであり、だ、だから、だから……！

「あー、何かもう、どうでもいいやって感じ。……うしっ」

　著莪はグイッと腰を僕に押しつけるようにして湯船から立ち上がる。ショートパンツの生地が薄いせいで、その腰回りはもちろん下着のラインまでくっきりと浮き上がらせていた。

　つい目の前でがっちり見てしまい……僕の股こ間かんが硬度を増したが、バレなかったようだ。

　彼女は湯船から上がると風呂の扉を閉め、そして、また湯船にダイブ。僕の腹部に衝撃がくるものの、お湯のおかげで派手な音がした割にそれほどの痛みはない。

　浴室内を白い湯気が埋める。著莪は犬がじゃれるように浴槽の中で仰向けになっている僕に抱きついてくる。

「お、おい、よせって」

「大丈夫だって、うち、乾燥機もあるから明日までには……ね」

「そ、そうじゃなくて」

「何だよ、照れんなって。お互い服着てんだからさ」

　……とはいえ、僕は下しかつけておらず、著莪は上下とはいえ、露出は多く、その服も肌に張り付く薄いものだが……。

　著莪はそうイタズラっぽい口調で言い、蛇口カランを捻ひねって少なくなっていたお湯を足し始める。ダボダボと、少し熱めのお湯が足されていく。

　溢あふれるギリギリのところまでためると、抱き合うようにして僕の上に載っている著莪の背までがお湯に浸かった。

　絡み合う足に、薄布一枚隔へだてて感じる豊かな胸、全身に感じる柔らかな彼女の体。その背からこぼれて僕の肌にまで張り付く、細く、そして長い綺麗な金色の髪……。

　少し熱いかな、と感じるぐらいのお湯が冷えていた僕らの体を包む。じわりじわりと体が温まっていくのを感じる。

　それが気持ち良かったし、そして人の体よりも熱いお湯の中にいるからこそ、服越しとはいえ、密着する著莪の体温を如によ実じつに感じ……それもまた、何だか、心地よかった。

　……昔、直接肌を合わせていた時よりも、ずっと。

　体を寄せ合うことで感じる落ち着きや安心は昔と同じように確かにあった。しかし、昔はなかったそれだけじゃない何かを、そこに感じてしまう。

　それが上乗せされているような、そんな気がした。だから昔より気持ちよく感じているのだと、そう思う。

　でも、それって、なんなのだろう？　上乗せされたそれはどこから来た、どういうものだというのだ。……考えようとしても考え切れない、わからない。

　……著莪は、どう感じているのだろう？

　そんな僕の疑問に答えるように、彼女は瞼を閉じ、気持ちよさそうに大きく息を吸って、ゆっくりと吐く。

　僕の股ぐらの変化に気づいていそうなものだが、彼女はそれについて触れることなく、僕の首に腕を回して首筋にその吐息を当てるばかり。

　僕もまた、もうどうにでもなれ、という気持ちで著莪の背に腕を回し、もう一方の手で彼女の額に張り付く前髪を払ってやる。

　フフッと、著莪がちょっと得意げに笑う。

　……そうして、僕らは無言で、天井から垂れてくる雫しずくの音を聞いた。

　ポチャン、ポチャンというゆっくりとした音が静寂の中で響く。時計の秒針のような、人を急せかすような音とは違う。人をゆったりとさせる柔らかい水の音。

　換気扇を回すのを忘れていたのに気づいたが、今さら湯船から上がってスイッチを入れる気なんて、毛もう頭とうなかった。きっと著莪も、そうだろう。

　お腹なかも膨ふくれ、遊び疲れて、お湯に浸かっているせいか、頭の回転が鈍にぶくて、ボーっとしてしまって……何だかもう、全てが億おつ劫くうだった。今全身から感じるこの気持ち良さだけを味わっていたい、そう思ってしまう。

　僕は深く息を吸い、深く吐く。疲れがその吐息によって体から追い出されるようで、体がお湯と著莪の温ぬくもりと、心地よさだけになっていくようだった。

　僕の首に回されていた著莪の腕が解かれ、その手が僕の肩に置かれる。そしてこちらを見下ろすようにして、彼女は今まで見せたことのないような微笑みを浮かべた。

　柔らかくて、温かくて、そのくせどこか妖よう艶えんさを漂わせた表情で……彼女は、言った。




　――ね。……気持ちいいね。




　耳元で囁ささやくような、とろけるような……従姉いとこの声。

　いや、本当に声を出したかどうかもわからない、唇だけでそう言葉を紡つむいだようにも思える。

　それがわからないほどに、僕は現実味を感じられない。立ち上る白い靄もやがそうさせるのか、疲れとお湯の温かさが思考を止めているのか。

　ただどちらにせよ、僕は答えるべき言葉を見つけられず、子供のように無言のまま頷いた。

　もう少し彼女の顔が近ければ、唇を合わせていたかもしれない。

　昔のように。

　そして、昔と違う意味を、そこに滲にじませて。

「やっぱりさ、いいよね。冬のお風呂って」

　著莪は妖艶さを消し、満足げに微笑むとその顔を僕に近づけてくる。

　僕はそれとなく息と、唾つばを飲み、瞼を閉じるのだけれど……彼女はまた、僕の肩に頭を載せるようにして肩までお湯に浸かっただけだった。

　きっと……ここで残念だと思ったら、負けなんだろうな。

　僕は一人そう考えながら、また彼女の背を抱く。薄い服越しに彼女を感じる。

　かつて当たり前だったことが、徐々に特別なことになり始めている。それは、どういう意味を持つのだろう？

　それは何だか大事なことのような気がするのだけれど……でも、やっぱり答えを見つけるところまではたどり着けない。

　心地よさの代わりに全てを億おつ劫くうにさせてしまう。冬の風呂というのはそういうものなのだと、僕はボーッとする頭で考えていた。
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　　　ＡＮの５時の読書会（その３）














　ヤマノモノとの決闘を望むサイトウでしたが、相手はすでに裏社会のフィクサーと呼ばれる男の子飼いとなっており、迂う闊かつに近づくことすら出来ない状況。しかしそんなサイトウを助ける神の恵みのごとく、吉報が届くのでした。

　そのフィクサーが主催となって、本当に最強である漢おとこは誰なのか、それを決める世界大会を開催するというのです。各国で予選会が行われ、そこでの勝者が獣道ジユードー発はつ祥しようの地である日本において頂上トーナメントを開催。しかも決勝戦ではかつて古こ今こん無む双そうとさえ謳うたわれた伝説的な獣道選手にして、現在は史上最高精度を誇るとされる名審判のジャッジにて試合が行われる……。それは獣道を歩む者にとって誰しもが憧あこがれとする場と言っていいものでした。

　この時、サイトウは確信しました。これで勝ち進めば、きっとヤマノモノと戦える。何の保証もない中、サイトウは直感的にそう感じ取り、大会にエントリーするのでした。

　サイトウは順調に勝ち進み、頂上トーナメントへ。そしてそんなサイトウの試合を密ひそかに、ヤマノモノが眩まぶしげに眺めている……これが後のち々のち効きいてくるのですが、いやぁ、うまいですよ、ココのシーン！　明確には表現されていませんが、よく読むとわかるように、サイトウを見つつヤマノモノが無意識に股またぐらに手を伸ばすところとか、ほんと先生はゲイが細かい。

　そしてここからは熱血少年漫画の王道的な展開なのですが、主人公が武者修行中に出会った数々のライバルたちと再会し、彼らと共に頂上を目指していく姿が本当に素敵！　漢同士だからこその蒸むれた汗を思わせる、匂におい立つような情が交差して描かれるトーナメントバトルは語ご彙いの少ない私ではもはや表現のしようがないのですが、強しいて言えば〝感動〟でしょうか。友愛の籠こもった射精の後、勝っても負けてもお互いを称たたえ合う姿は……とにかく、美しい。

　……何て言うんですかね、こう、難解な数式が頭の中で連鎖的に解けていく感じというか、そのあまりの展開の勢いと、一行一行を抱きしめたくなるような美しい文体で描かれたそれは、喜びに満ちているのに、いえ、そうであるからこそ切なくなるんです。そして気がつくと微笑みながら頬ほおを涙が伝っている……それほどの力がこのトーナメント戦にはあるのです。

　そして、サイトウは友と呼べるライバルたちを下し、ついに決勝戦へ。相手は当然ヤマノモノ。様々な思惑や感情が渦うず巻まく中、史上最高の環境の試合会場が用意され、二人はついに数年の時を経へて対たい峙じするのです。

　数日にわたって繰り広げられた世界トーナメントの最終戦……その様子は世界中に放送され、サイトウを助けた漢、嫌がらせした漢、共に修行した漢……全世界の熱き漢たちの視線が集まる中、二人の運命の火ぶたは切って落とされるのでした。

　――まさか、双方前ぜん戯ぎなしで挿そう入にゆうするつもりか!?　誰もが驚きよう愕がくする視線の先、兄弟弟子は示し合わせたかのように試合開始と共に肌を露出し、そして……。


（その４へ続く）









９章　間食版「特別編」『いい塩梅』












　　　「……おいしい」





槍水仙











※当作は槍やり水ずい仙せんが一年生の初夏の出来事です。




　ＨＰハーフプライサー部の部室の扉を開けて彼らが入ってきた時、槍水仙は血の気が引いた。

　二年先輩の烏う頭ずみことと槍水が早めの半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムに至るアブラ神の店で首尾良く弁当をゲットできてからの、まったりとした安心感に包まれた時間は一瞬にして崩れた。……一年上の先輩の金かね城しろ優ゆうが瀕ひん死しの有様だったのだ。

　長身痩そう躯くの体が見るも無惨なほどに傷だらけであり、意識もほとんどないようだ。烏頭と同じ、三年の秋あき鹿じか雅まさに肩を借りて、かろうじて立っているという状態である。

　槍水と二人っきりでチェスをやっていた烏頭は駒を床に捨てるようにして二人のもとに駆け寄る。彼女は秋鹿から金城を抱き受けると、その場にゆっくりと彼を寝かせた。

　烏頭がぺたんと床にヒヨコ座りし、そのストッキングに包まれた膝ひざの上に金城の頭を優しく置く。

「仙……ぼーっとしないで、タオルか何かを水で濡らしてきて」

　その長い黒髪で金城の顔を覆おおうように、烏頭が彼の顔を心配げに覗のぞき込みながら言った。

　思わず愕がく然ぜんとして体が固まってしまっていた槍水は、彼女に言われてようやく我われを取り戻す。慌てて水飲み場まで行き、自分のハンカチを濡らして戻ってくると、傷だらけの金城の顔に当てようとする。だが、それを烏頭が槍水の手から奪い取ってしまう。

　烏頭の眼鏡めがねの奥の瞳はらしくもなく不安の色に染まっていたので、さすがに槍水は何も言えなかった。

「雅……何が、あったの？」

　金城を超える長身の痩躯にして、革のロングコートを羽織った男――秋鹿に、烏頭は目もくれずに言った。どこかその声に非難の響きがあるのが槍水にもわかる。

　槍水が烏頭の横で膝をついたまま、秋鹿を見上げると、わかりにくいが彼もまた怪我を負っているのだと知れた。そして、さりげなくその手から下げられている赤いエコバッグには弁当らしき膨ふくらみがある。

《大おお猪じし》が出た。秋鹿は特有のだみ声でそう短く呟つぶやくと、エコバッグを部室の中央に鎮座する円卓の上に置き、自分は倒れるようにして椅子に腰掛けた。秋鹿は秋鹿で立っているのがやっとという有様だったのだろう。

「大猪が出たからって、それで優君がこんなになるなんて……おかしい。それに……雅、あなたがいたのなら……」

「悪い偶然が重なった。東区からやってきた狼おおかみがまず、店内にいた」

「それが……なに？」

「連中から若じやつ干かん《ガブリエル・ラチェット》、もしくは《帝王モナーク》の意向があるように感じられたんだ。それと意識しなければわからないレベルではあるが、統とう率そつが取れているようだった。最近頻ひん繁ぱんに来ているようだから、恐らく威力偵察の類たぐいだと思われ……」

「雅、話が長い。もっと簡潔に、わかりやすく」

　フンと、秋鹿はその目つきに不満を宿らせ、革の手袋を外す。初夏を感じる最近は争奪戦が終わればすぐに脱ぐのだが、それをする余裕もなかったということだろう。金城の体を支えていたせいかもしれない。

「そこに《アラシ》が来た」

　さすがにその言葉に烏頭も秋鹿の顔を見た。

「だが、それぐらい……東区の狼に、アラシ。俺の《大たい厄やくの闘牛士マタドール》の能力を最大限に使えばギリギリ一人でも対処可能だ。しかし、半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムに至った後に現れたのさ……大猪が」

　槍水にはその地獄の有様がありありと想像出来た。まだルーキーでしかないが、それでも連中がどれだけのものかはわかる。

　組織立った東区の狼に縄なわ張ばりを荒らされまいとした時に現れたアラシの一団……。

　強こわ面もてだがその実、後輩思いの秋鹿のことだ、恐らく自分が踏ん張り、連中を一手に引きつけている間に金城に弁当を獲とらせようとしたのだろう。だが、そこに大猪とは……。

「さすがに俺の手に余る状況だ。エコバッグの毒も大猪にはさすがに通じない。店内は荒れに荒れ……そして、金城が動いたんだ。一人で、大猪に立ち向かった。その犠ぎ牲せいによって、残された三つの弁当のうち、一つをかろうじて俺が手にできたのさ」

「それで……そっか。雅が臆おく病びよう風かぜに吹かれたなら……いっぱい嫌がらせしてやろうと思ったけど……」

　フン、と秋鹿は鼻で笑う。自分がそんなふうになるはずがないだろう、そう言うかのようだ。

　相変わらず、と槍水は思う。烏頭と秋鹿の三年生二人は仲がいいんだか悪いんだか、よくわからない。お互いに気心知れ合っている故ゆえの遣やり取とりのようにも思えなくもないが、しかし烏頭なら本当に嫌がらせはやるだろう。毎日のように槍水にしているイタズラ紛まがいのそれとはケタ違いの、本当の嫌がらせを、だ。

　二人共に毒使いだからだろうか。スーパーという場における半値印証時刻ハーフプライスラベリングタイムという刹せつ那なに命を懸かける狼たちの中にあって、毒という技を持つのは希け有うな存在だ。しかもそれを実用レベルで常時使用可能な能力者はさらに少ない。それ故に、お互いに認め合いながらもどこかで相あい容いれない――いわゆる、ライバル心というものがあるのかもしれない。

　かつて烏頭と秋鹿がタッグを組み、互いの能力を最大限に活用し、かの最強の枕まくら詞ことばを持つ《女帝モナーク》こと松まつ葉ば菊きく、そして彼女に勝手にくっついてきた取り巻きとぶつかったことがあったそうだ。惜しくも松葉菊には月げつ桂けい冠かんを持っていかれたそうだが、それ以外の全ての狼たちを二人だけで叩き伏したというのだから、もはや尋じん常じようなレベルの力量ではないだろう。組めばほぼ最強の域に達するが、肩を並べることは稀まれ。不思議な人たちだと、思わざるを得ない。

「烏頭たちも弁当を手に入れられたか。よし、それじゃ夕ゆう餉げにしよう。他の連中は、今日はもう来ないだろう」

　秋鹿がさも当たり前のように言うので、槍水は思わず激げつ昂こうした。金城先輩がこんな状態なのに……！　と。

　しかし椅子から立ち上がった秋鹿は、そんな槍水の肩にそっと手を置き、小さく囁ささやいた。見ていろ、と。

　秋鹿は自分が手に入れてきた弁当を電子レンジに入れると、スイッチを入れる。ターンテーブルが回転を始める光景をじっと見つめた。

　マイクロ波が弁当に照射され、水分子が振動を始め、温まっていくのを槍水は電子レンジから漂い出した匂においで感じる。これは……カレーだ。そう思った直後、烏頭の膝の上から金城の体が跳ね上がる。

「カレーか!?」

　金城が悪夢から覚めたような顔で誰にともなく言い、秋鹿は電子レンジから目を逸そらすことなく、そうだ、と短く一言。

「温め終わるには今しばらくかかる。まだ、ゆっくりしていろ」

　金城が烏頭に支えられながら椅子に座らされると、彼はまた意識を失うように円卓に突っ伏す。

　槍水はその光景が信じられなかった。さっきまで意識もあるのかないのかわからなかった先輩が……。

「カレーの匂いは強烈だ、腹の虫を活性化させる最さいたるものの一つだろう。部室とはいえ、金城の体はまだ臨戦態勢のままだからな、こんなことが起こるんだ」

　教え好きな秋鹿はどこか得意げに語るが、槍水には納得するよりも不安の混じった疑問が胸を占めた。

　もし金城が自分であった場合、果たして今のようにきちんと狼として反応出来ただろうか。

「雅、優君の分……は？　私の半分あげてもいいけど……でも、足りないよ」

「どん兵べ衛えを買ってきた。お前たちの弁当は温めておくから作ってやれ」

　槍水は部室の電気ポットを円卓の上に置くものの、持った瞬間に中身が空だと知れた。

　水を入れてこようと思った次の瞬間、密ひそかに、それでいてちょっと乱暴に烏頭がそれを奪い取ってしまう。

「優君、少し待ってて……ね。今、作るから」

　意識が朦もう朧ろうとしている金城に微笑みを投げかけ、烏頭は部室を出ていくのだが……槍水は少しばかり、面白くなかった。遠ざかっていく彼女のローファーが立てる硬い足音が、何だか気に障さわる。

「槍水……来い。電子レンジの使い方を教えてやる」

　苦笑する秋鹿は温め終わったカレーの弁当と、槍水が獲ってきた『ミネラル塩をつかった鶏とりの旨うま塩しお煮に弁当』を入れ替える。

　槍水が呼ばれるがままに行くと、電子レンジの前に立たされ、その後ろに秋鹿が立ち、温める際の注意事項と温める時間を判断する決め手について語ってくれる。

　見た目から弁当の構成を察し、どれがどう温め難づらいのかを判断し、その上でターンテーブルでの置き方と温め時間を決めるのだという。冷たいのは問題外だが、温めすぎてもいけない。電子レンジのさじ加減というのは、実はかなり難しい。

「これらの観察眼はスーパーにおいて弁当内容を瞬時に読み取り、腹の虫の力を増加させることにも繋つながる能力だ。鍛きたえておいて損はないぞ」

　はい、と槍水は返事をするものの、元気がなくなっているのは自分自身わかった。烏頭のこともそうだが、それ以上に秋鹿に気を遣われ、違うことに頭を向けさせようとしているのがはっきりとわかってしまったせいだろう。

　何だか子供扱いされているようで、それはそれで面白くはない。

　しかし、そうした秋鹿の愚ぐ直ちよくな優しさを素直に受け取れない自分は確かに子供っぽくて、それはそれで何だか嫌だった。

　後ろに立った秋鹿が槍水の肩に手を置く。気にするな、と言われたような気がした。

　電子レンジのガラス扉に優しげな目をした秋鹿の顔と、不満の色を浮かべた己の顔が映る。妹の茉ま莉り花かがわがままを言って、怒られた時の顔に似ていると、ふと思う。

「……烏頭は昔からずっとそうだ。何事もコレだと思うとのめり込むクセがある。執しつ拗ようで、そしてしつこい。良くも悪くもな。狼としての能力も、そうだ」

　何のことかわからず槍水はターンテーブルから顔を逸そらし、秋鹿を見上げるものの、すぐに彼の手に顎あごを掴つかまれ、前に向き直される。たとえどれだけ弁当の読みに自信があったとしても温め中に目を逸らすな、と叱しかられてしまった。

「烏頭はまさに稀き代たいの毒使いだ。その能力だけで言えば俺を遥はるかに凌りよう駕がするだろう。だが、槍水、お前もかすかに思っているはずだ。……烏頭には技が多過ぎる、と。自みずから編み出した〝平手〟、そしてガンコナーから受け継ぎ毒に昇華させた〝語り〟の二種の毒。一つでも希け有うな能力を二つ有し、かつ、それを使いこなす体術を持つ」

　秋鹿の言う体術というのは、烏頭が見せる技と技の繋つなぎの滑らかさのことだろう、と槍水は当たりをつけた。攻撃から攻撃、防御から攻撃、そして敵に攻撃を受けたところからのカウンター……それら全てがあらかじめ決められていた一連の動きのように恐ろしく滑らかで、速いのだ。それに毒を混ぜてくるのだから、初見では何が起こったかもわからないうちに倒されてしまうことだろう。

「そのどれか一つでも他の狼にとっては切り札になり得る能力だ。だが、三つもとなると話は変わる。さすがに、過か剰じようだ。どれか一つに能力を絞れば……そうだな、応用力という点を考えるのならあの柔軟な体術だけで、それを伸ばすことに力を注いだのなら、恐らく今以上の強さを手に入れられたことだろう。今は技、それも平手の毒に頼りすぎだ。平手を遣うための体術になってしまっている。だから俺のようなエコバッグ使いやカゴ使いとは相性が悪いままで、そこから先へは行けていない」

　烏頭の平手は叩いた相手のその部位の感覚を完全に麻ま痺ひさせ、機能を失わせる神経毒のような効果を発揮する。実質的に防御不可能という恐ろしいものだが、間にカゴなどの硬質なアイテムを挟めば当然その効果は発揮できない。同様に生地が厚いエコバッグでもその効果を減少させられるのだと、以前秋鹿が語っていたのを槍水は思い出す。

「何事も中ちゆう庸よう……いや、塩あん梅ばいってものがある。それを烏頭はわかろうとしない。困った奴だ」

　さっきのポットの件は烏頭の悪いクセだから、気にするな。秋鹿はそう言いたいのだと、ようやく槍水はわかった。伝えようとしてくれたことは一言二言なのに、長々と彼女の能力に例えて伝えようとしてくるところが秋鹿らしかった。ちょっと不器用で、遠回しに優しい。しかしそれ故に彼の気持ちはしっかりと伝わってくる。

　それが電子レンジに映る槍水の顔からもわかったのか、秋鹿の目が細められる。

「そういえば塩梅という言葉の語源……知っているか？」

　確か昔は塩と梅うめ酢ずで味付けをしていたから、とかだったはずだ、と槍水は思い出す。だからちょうどいい具合に味付けすると〝いい塩梅〟だとなる。ただ本来は〝えんばい〟と読んで、料理にだけ用いられていたものが、〝按あん排ばい〟という似たような発音と意味を持つ言葉と混同されるうちに同じように扱われるようになったのだと、以前金城から聞いた。

　それを口にすると秋鹿は満足げに頷いてくれる。

「そうだ。ただ不思議に思わないか？　料理でいい塩梅というと、その文字通りに塩加減ぐらいしか指さない。何故甘さの場合には用いられることがほとんどないのか」

　言われてみれば、確かにそうだ。槍水は疑問に思い、考えているうちに視線が徐々に上に行く。それを秋鹿に見とがめられ、頭を小こ突づかれた。

「砂糖が昔は貴重だったから、というのはあるだろう。だが、俺が思うに、一番の重要なところは人間の味覚にある。甘みはある程度加えると限界に達し、それ以上甘くならない。いや、甘く感じられないんだ。だが、塩気、即ち鹹かん味みはその上限が高く、それでいて旨うまいと感じるレベルは狭い。……想像してみろ、菓子なら甘過ぎようが、甘みがたりなくてもそれなりに旨いはずだ。だが、料理で塩味ってのは弱過ぎたり強過ぎたりしたら不ま味ずいか、食べられないかのどちらかだ」

　寿司で考えてみるとわかりやすかった。醤油をつけないで寿司を食べるのは、普通に考えてかなり辛い。かといってシャリ全体を醤油に浸し、醤油がしたたるようなそれは……とても食べられたものではないだろう。

「塩にはスイカの場合のそれのように、味を引き立てたり、逆に酢す飯めしに塩を入れることで強すぎる酸味を抑おさえたりする効果がある。〝いい塩梅〟というのは大事なことだ。料理ってのは絶妙なバランスの上に成り立っている。料理人というのはまさに職人そのもの。……きっと烏頭が手料理でも作ろうものなら、相当酷ひどいものが出来上がるだろうな」

　ムキになって烏頭に対抗しようとするんじゃないぞ、何事も〝いい塩梅〟が大事だ。彼は、そう念を押したいのだろう。

　電子レンジがチンッと音を立てて、槍水の弁当を温め終わったのを知らせた。秋鹿はすぐに烏頭の弁当と入れ替える。彼女のは『チキンチキンチキン!!　衝撃のチキンカツ三連！　チーズ、梅じそ、ニンニク醤油の三種の味付けで君の空きっ腹にダイレクトアタック!!　大ボリュームチキンカツ弁当!!』である。

　ターンテーブルがその巨大な弁当を重そうに回し始めると、烏頭が戻ってきて、すぐさま電気ポットの急速沸騰のスイッチを入れる。

　弁当が温まり、どん兵衛にお湯が注がれて二分ほど。麦茶を人数分用意して、ようやく槍水たちは月の見える窓まど際ぎわに――女子二人で秋鹿と金城を挟むように――席に着いた。

「「「いただきます！」」」

　金城はいまだ突つっ伏ぷしていたが、秋鹿たちが弁当の蓋を開けるのと同時に顔を上げ、寝起きのような顔のまま、一人遅れて「い、いただきます」と口にする。

　みんな、笑った。

　長身痩そう躯くの男二人が肩を並べて夕ゆう餉げを食べようとするさまは何だか面白く、しばらく見ていようかと思ったが、槍水の腹の虫がそれを許しはしない。

　烏頭が金城に自分が齧かじりついた梅じそ味のチキンカツが美お味いしいと勧すすめているのを横目にしつつ、槍水は鶏の旨塩煮なるものに箸はしを伸ばした。

　梅干しとゴマが振りかけられたご飯、柴しば漬づけ、卵焼きとカマボコの安定のコンビ……それらと共に少し深めの弁当容器に収められていたそれは、何とも面めん妖ような食べ物だ。モモ肉だと思われるが、それが巻き寿司のように棒状に丸められた状態で火を通されており、それこそ太巻きのように一口大にカットされている。かすかにタコ糸の跡が見て取れた。

　それだけならば鶏チャーシューのような類たぐいかと思われるが、そうじゃない。温める前はかすかに透明なゼリー掛けのようになっていたが、それが今では熱々の透明な汁へと変化している。恐らくゼラチンを後から加えたのではなく、鶏本来のものだろうと、かすかに黄色がかった汁の色合いから槍水は推察した。

　カットされた鶏肉を一つ、箸で摘み上げる。湯気を上げるそれからは肉汁が滴したたっていた。一見するとその白い肉の色は味付けなしのようにも見えるが……そんなわけはないだろう。

　旨塩煮……それが如い何かほどのものか、槍水は口に放り込むことで確かめた。

　……鶏だ!!　当たり前だが、当たり前ではない。一口に鶏の全てが詰まっている、そう感じさせるほどに鶏なのだ。

　パサつきが一切ないジューシー感たっぷりで、柔らかな肉。噛むほどに溢あふれ出るたっぷりの肉汁、そして肉が纏まとっていたゼラチン質が溶け込んでいる汁がイイ具合に塩気と旨味を持っていて、それが肉と肉汁を見事に引き立てているのだが……鶏なのだ。鶏しか感じない。鶏の旨味、甘みを感じるばかり……だが!!

　な、何だろう、これは何なのだろう。わからない、でも、わかることがある。それは……。

「……おいしい」

　疑問と共に、しかし、と驚きよう愕がくするような口調で放った言葉に、秋鹿と金城、そして烏頭までも槍水を注視する。

「槍水……それは何の弁当だ？　俺にも一つ味見させてくれ」

　金城が身を乗り出してきたので、槍水は一つ、鶏肉を食べさせた。烏頭は不満げに、秋鹿はどこか得意げにそれを見ていた。

「……ふむ……これは、鶏だな。鶏だ、間違いなく鶏だ」

　金城の感想に、なにそれ、と烏頭は笑う。槍水も笑った。しかし、それは烏頭とは違う意味で、だ。自分と同じ感想を持ってくれたことが、嬉しかった。

「そう、それは鶏だ。アブラ神がたまに気まぐれで出す、おかしな技巧を凝こらした料理の一つだろう。タコ糸で縛しばった鶏肉に塩を合わせ、それを密封出来るパックに入れてゆっくりと低温で茹ゆでたものだ。そうすることで鍋なべで煮たりするのとは違い、鶏肉の肉汁を逃すことなく……いや、その肉汁で肉自体を味付けするがごとく調理が出来る」

　カレーを口に運びながら、秋鹿は語る。金城が納得するように真剣な目で秋鹿の横顔を見つつ頷いた。

「確かに。しかも塩以外の余計な味付けをしていないからシンプルで、そうであるが故に鶏肉の甘みや旨さが引き立っている。調理法と鶏肉に自信があるからこその味付けか……うまいな」

　金城が口にした鶏料理の分析をしていると、秋鹿が槍水を見てくる。彼にも、一つ、勧めた。烏頭も、手を伸ばして持っていった。

「……うん、なるほどな。金城、それだけじゃないぞ。その塩加減が絶妙だからこそ、うまいんだ。塩が足りずに味がボケたりせず、逆に塩が強すぎて鶏肉の甘みや旨うま味みを殺してもいない。……いい塩梅だ」

　秋鹿が横目で槍水を見てくる。槍水も微笑みでそれに応じる。

　金城はいまだ一人、口の中に残った鶏肉の余よ韻いんを分析しているようだったので、槍水はもう一つ彼に勧めた。鶏もも肉は実は二枚分あるのだ。アブラ神の弁当らしく、かなりのボリュームがあるから、さらに勧めたところで足りなくなることなどない。

　金城はまるでおやつを貰もらうハスキー犬のように、目は鋭いままに、喜んで箸を伸ばしてくる。

　烏頭は、ちょっと不満げに唇を尖とがらせて槍水たちを見ていた。きっと、鋭い彼女のことだ、何かを察したのだろう。

「仙せん、私のも……食べる？」

　はい、と槍水が応じると、ちょいちょい、と呼ばれたので身を乗り出すようにして烏頭の方に首を伸ばす。

「はい……あ〜ん」

　あーん、と言われるがままに口を開け、そして瞼まぶたを閉じる。口に入ってきたのは……付け合わせのポテトサラダだった。カツじゃ、ない。

「槍水、そんな切ない顔をするな。烏頭も、あまり槍水を虐いじめるな」

　槍水が味方だと思っていた秋鹿も、さすがにちょっと笑ってそう言った。

「え〜……だって誰もお肉あげるなんて言ってないよ。仙が勘かん違ちがいしただけ。……ったく、しょうがないなぁ」

　そう言って今度はちゃんとチキンカツを食べさせてくれる。ニンニク醤油だ。香ばしい醤油の風味に、ニンニクが薫かおる。淡たん泊ぱくになりがちな鶏肉とて、その味と衣ころものパワーによってワンランク上の料理に引き上げられていた。

　槍水は思わず席に座ると自分の弁当の白飯を貪むさぼった。

　その姿が滑こつ稽けいだったのか秋鹿や金城はもちろん、嫌がらせをしていたはずの烏頭まで笑いだす。

　何だか急に恥ずかしくなってしまう。槍水は自分の頬ほおが赤くなったのがはっきりとわかった。

　そしてみんな、雑談混じりにそれぞれの弁当を食べ始める。さっきまで意識を失いかけていた金城さえも。

　恥ずかしさの熱が残ったまま、槍水はそんな先輩たちを見ながら、弁当を食べ、無意識に言葉を紡つむいだ。

「……おいしい」

　一口目の弁当の感想とは違い、それは自然と、こぼれるように、槍水の口から漏れた。

　勝利の一味が入ったおいしい弁当、ちょっと面倒臭くさいけれど凄く優しい先輩、イタズラをしてくるけどどこか憎み切れない先輩、そしてとんでもない弁当バカだけれど憧あこがれてしまう先輩……いろんなものが一つになって、槍水にその言葉を漏らさせていた。

　ふと、窓の外を見る。大きな部室のそこからは、大きな月が見えていた。

　夜に月を見つけられるのが当たり前のように、これからも当たり前のようにこんな〝おいしい〟と呟ける夜が来るのだろう。

　月の出ない新月の夜もあることだろう。雨雲が覆おおうこともあるだろう。でも、それでもなお、必ず月はどこかにあって、明日には見つけられるはずだと信じられる。

　当たり前が、当たり前として続いていく。それは何だかとても嬉しくて、幸せで……。

　そんなことを考えながら食べていると、その弁当が一層おいしく感じられてしまう。

　おいしいから幸せで、幸せだとさらにおいしくなって、それでさらに……。

　いいことがずっと循じゆん環かんする。いいものがもっともっと良くなっていく。

　きっと、これからも、ずっと……。

「どうした、槍水。何だかおかしな顔をしているぞ」

　どん兵衛を啜すする金城に言われ、槍水は慌てた。自分が今、どんな顔をしていたかわからないが、何だか恥ずかしかった。

「あの……その……お、おいしいなぁって、思って……」

　槍水は頬を赤らめ、眉まゆを八の字にして、でも何とか笑おうとする。余計おかしな顔になったのか、先輩たち三人は笑った。

　槍水も、笑った。







　　　ＡＮの５時の読書会（その４）














　もはや語る言葉もなく、暴力と呼ぶに相応ふさわしい肉体言語だけで語り合う兄弟弟子の二人。そこに快楽はなく、ただただ涙と痛みと粘ねん膜まくから流れる血だけが二人の間を埋めていくのです。

　何故だ、何故師を殺したのだ!?　巨大な竿さおを出し入れすることでそう問うサイトウにヤマノモノは何も答えず、それを締め上げることで何かに耐えているかのよう……。

　ならばと、サイトウは武者修行中に老人から授けられた秘技〝超高速無限前ぜん立りつ腺せんマッサージ〟によりヤマノモノのガードを解きほぐし、その心の奥底に秘められていた想いと数年前のあの事件の真相を引き出すことに性交、違う、成功するのでした。あまりにも切ない事実と共に。

　あの、師が死した試合は、師とヤマノモノの合意の上で行われた過か酷こくなものでした。師はすでに不ふ治じの病やまいにかかっており、余命幾いくばくか。それは息子のように育ててきた二人の弟子に全てを伝えるにはあまりにも短い。そこで彼は一計を案じたのです。自みずからの命により、二人を最強の獣道ジユードーを歩む漢おとこにせんと。それが……あのヤマノモノと行った最後のハードプレイ。

「師は我らに課したのだ。……師を殺した兄弟子を相手に絶頂に至れるか。そして、己おのれを憎む弟弟子を相手に絶頂に至れるか。憎しみしかない我が弟子たちよ、昇天してみせよ……とな」

　驚きよう愕がくの事実。私もこの瞬間には思わず数十分ほど時が止まったように感じました。

　あまりに過酷な試練。しかしそれは師からの厳しい愛。命を懸かけて自分たちを……。

　そして、長い試合の果てに真実を知ったサイトウは、そしてヤマノモノもまた、この時全てを悟ったのです。獣道は限界なき肉欲こそが神しん髄ずいだとされていましたが、その先があることを。

　それは〝愛〟です。全てを赦ゆるし、全てを受け入れ、全てに抱かれる……博愛こそが神髄。

　そう……哀しみや憎しみさえも超えた先にある温かな〝愛〟に、獣道は続いていたのです。

　過酷な獣道を突き進んだ二人の兄弟弟子は数年の時を経へて分かり合い、そして感動の涙を流しながら熱き抱ほう擁ようと性交を繰り広げていくのでした。それを見ていた世界中の漢たちもまた感涙し、そして股こ間かんを膨ふくらませながらテレビに釘くぎ付づけになるのですが、当然私も涙、涙、涙です。

　二人はお互いを気き遣づかい、愛し、共に上り詰めていき……そして、同時に果てたのでした。

　その瞬間史上最高とされる審判は本来ルールに存在しない「二発ッ！」と叫び、試合の終結を宣言。この戦いは引き分けではなく二人は等しく勝者であるとして感かん涙るいと共に称たたえたのです。

　こうしてサイトウとヤマノモノは獣道の新たなる歴史を作り、世界に〝愛〟の素晴らしさを伝えました。それはもはやスポーツに止とどまらぬ功績として未来永えい劫ごう語り継がれるのでした。

　もう感動という言葉以外でこの作品をまとめることが出来ません。たった一冊の作品で、新たなる至高のスポーツの確立と、全人類への福ふく音いん書しよを描えがいてみせた先生は、やはり凄いです。

　今回の更新はここまでですが、次回からはそれぞれの試合における体位について検証、研究していきたいと思います。ではでは皆さん、是非ご覧くださいね！　バイバイ♪







10章　波の音












　　　「……もういいって」





著莪あやめ











※当作を読むに当たってのご注意

　お察しの通り、今回のお話にもこれといったオチは（以下略）。

　また当作は『ベン・トー９　おかずたっぷり！　具だくさん！　香り豊かな欧風カレー弁当すぺしゃる３０５円』の数日前の出来事です。




　とかく、人間ってのは割とどうでもいいことを妙にありがたがったりするものである。

　小さな子が、基本的に使い道もなければさして価値もないお菓子のおまけであるキャラクターシールとか、特に遊ぶ要素のないキャラクターカードとかを集めたりするのは、その最たるものだろう。

　もう少し具体的な例を挙げるのならば、ご家族みんなが熱心に某宗教にぬっぽりとハマってしまっている加か戸ど君の一家とかは教祖だか神だかが好む飲み物だからと、昆こ布ぶ茶ちやを神聖な飲料であるとしていたし、クラスのムードメーカーの斉さい藤とう君は授業中に使った消しゴムのカスを集めて黒ずんだ自称〝ネリケシ〟を作り、小学校卒業時までは確実に成長させていたのを僕は確認している。極きわめつけの石いし岡おか君に至っては著しや莪がの抜け毛を集めていたぐらいである。

　さすがにこれにはどん引きしたので、奴やつの家でそれを見つけると「凄すごく綺麗だったから、ユニコーンのたてがみかと思って!!」という、自分の家は異界と繋つながっているのだと必死に弁明する石岡君を無視しつつ、その場で燃やしてやったのを覚えている。

　まぁこれらが小学生の時であることを踏まえたとしてもなかなかに〝どうでもいいもの〟を彼らはありがたがっていたと言えるだろう。

　ちなみに、僕、佐さ藤とう洋ようは人よりも少しばかり大人びていたこともあって、そういう類たぐいのものはない。価値あるもの、価値のないもの、幼い頃からそれらを見極める目ぐらいは持っていたのはちょっと自慢してもいいことだと思う。

　強しいて僕が昔集めていた物を挙げるのなら、広ひろ部べさん関連のものぐらいだ。別に小・中学生の時に彼女のグッズが出ていたわけではない。僕と彼女、二人の歴史を紡つむいだ証あかしとでも言おうか……僕らの時間そのものである。

　幾つかある中でも印象的なのは広部さんから貰もらったシャープペンシルの芯だ。彼女に拾ってもらった消しゴムも宝物だけれど、それは元々は自分のもの。それに広部さんが拾ってくれたことによって女神のエッセンスが加わっているとはいえ、特別とは言いにくい。しかし彼女が選び、彼女が買ったシャープペンシルの芯は、言うなれば純度一〇〇パーセントの広部さんゆかりの品！　これは価値がある!!

　だから彼女と席が近い時などは頻ひん繁ぱんに「芯がなくなっちゃった」「一本だけ、お願い」と僕は頻ひん繁ぱんにねだっていた。あまりにもその回数が多かったせいで、どうも一時、僕の家は相当に貧乏だと彼女に思われていて、断るに断れなかったのだと後で著莪から聞いたことがあるのだけれど、そんなところからも彼女の優しい心が見てとれる素敵なエピソードと言えよう。

　そんな広部さんとの思い出の品は、今でも実家にある鍵かぎ付きの机の引き出しの奥深くに厳重に保管しているのだけれど、ある時親父が通販で購入したピッキングツールの実力を確かめようと酔った勢いで家中の鍵を開けまくっていたことがあり……危うく親殺しの罪を背負うことになりかねなかった事件があったりするんだけれど、それはまた別のお話。

　さて、最後の僕のは別にしても、いくつか挙げた例は子供だからこそ価値を見出みいだしてしまったものに過ぎず、さして普遍性のないものかもしれない。

　しかし、誰もが等しく求め、誰もが極端にありがたがるものってのが世の中にはある。

　――それは、初はつ物ものである。

　……………………………………………………………………。

　はい、みんな目を閉じて。……先生怒らないから、今、反射的に処女や童貞のことを意識した人は素直に手を挙げなさい。

　僕は単に食材のこととかを言おうとしたに過ぎないのに、まったく、初物という単語を聞いただけで連想してしまうなんて君らはなかなかの変態だ。僕なんて、そんなことを微み塵じんも考えなかったってのに。……ホントだよ？

　いやね、童貞はともかく、処女に対する特別な想おもいはわからないでもないよ？　それは男の、いや、雄おすとしてある種、本能的なものだろう。ただ、処女というものの価値について説明するには本を一冊書き上げてようやく序章の冒頭を終えた程度でしかないような、膨ぼう大だいな言葉と情熱を必要とするので、この件について触れるのはまた別の機会にしよう。

　話を本題に戻そう。人はとかく初物をありがたがるものである。それは昔から現代に至るまで連綿と続くものであり、もはや文化であると言っても過言ではない。誰もがわかりやすいものの一つとしては、夕ゆう張ばりメロンの初はつ競せりなどが顕けん著ちよではないだろうか。あの、旬しゆんには微妙に早いメロンをとんでもない額で売買するという北海道における初夏の風物詩である。

　古い例を挙げるのなら、江え戸ど時代における日本の男たちが初物を得るために競い合った、という話がある。その代表格といえば初ガツオであり、その旬の〝はしり〟であるカツオを何としてでも手に入れるために江戸っ子たちは家財を質屋に入れてでも金を工く面めんしたというのは有名である。他にもナスやタケノコなども初物は珍重されたとされる。

　ぶっちゃけ初物だから特別おいしいということはないはずだし、少し待てば安価で大量に売られるようになるのに、あえて初物を高額で買い求めるというのは、非常に非合理的であると感じることだろう。

　しかしそこには理由がある。初物を食べると七五日寿命が延びるとか、カツオは勝男、ナスは成す、だから縁起がいい……といった理由もあるだろうが、実際のところはそういったことではなく、単に〝粋いき〟であることを求めたが故ゆえだとされている。

　しかし僕はこれに異を唱となえたい。単に、周りの人が買い求めるから自分も……という、多数に流されやすいとする日本人の気質に過ぎないのではないか、と思うのだ。最初の一人二人は確かに粋であることを求めたのかもしれないが、それに引っ張られただけの人々は果たして粋だと言えるのだろうか？　所しよ詮せんはただの模も倣ほう者しやであり、己の中に確固たる意志やアイデンティティを有さない、風に揺れるだけの葦あしに過ぎないのではないか。

　自分はオシャレの最先端だとか、流行の発信源だと言っている人間に限って実際には流は行やり始めたものを模も倣ほうしただけだったりしているようなものだ。本当に最先端にいる人は、大抵は周りから後ろ指を指されて笑われていたりするものである。

　セガだって、そうだ。セガは常に時代の一〇年先を行っていたがために周りからは奇異の目で見られ、他ハードのユーザーからは嘲ちよう笑しようの対象となっていたりもした。なのに、一〇年も経たつと、かつてセガがやったことと同じことをやっているだけなのに〝新時代のうんたらかんたら〟と他社がドヤ顔で語っていたりする。憎らしいのはそういうのに限って金を稼かせぐことなのだが、これはまぁ置いておこう。

　これを示す事例だと僕が考えるのが、セガがハード事業から撤退を宣言してからのゲーム業界の流れだろう。現在、国内はもちろん、世界的に見てもゲーム業界は苦しいと言わざるを得ない。携帯電話などにユーザーの金が流れているからだの、ハードの無む闇やみやたらな高性能化による開発費の増大によるものだの、様々なことが言われているが、原因は単にセガがハード業界から消えたせいだと僕は考える。

　そう僕に思わせるのは、セガがハード事業からの撤退を宣言したのが〇一年……そう、ゲーム業界の苦戦が囁ささやかれ始めた時期のほぼ一〇年前ということだ。つまり、今までセガが先走っていた一〇年分の試し行こう錯さく誤ごのストックが――言うなれば財産が、時代の進むべき道を記しるした未来への地図が、底をつき始めたからではないか、ということだ。石橋を叩いて渡るどころか、どう考えても危ないと思われる橋を笑顔で「いけるッ！」と言って誰もが止める中を一切の躊躇ためらいなく全力疾走していたセガが……時代の牽けん引いん者しやがいなくなったために、葦あしは揺れる方向すら見失い、迷走を繰り返しているように考えるのは決して間違いではないはずだ。

　そして、僕は今、〝人はどうでもいいものをありがたがる〟と言って始めたこの話の着地点を割と早い段階で見失っているわけだけど……果たして、どうしたものだろう……。

　……お、おかしいな、僕はどこで道を間違えたのだろう。もっと、さらっと、こう、スタイリッシュかつ知的にまとめるはずが、いつの間にかセガの話に切り替わり、失われた祖国に想いを馳はせる流る浪ろうの民たみのようなことを……。

　うーん、処女がどうとか言いだした辺りまでは何とかなった気がするんだけどなぁ。

「アレ？　何、佐藤、変な顔してんの？」

　そう言って隣に立っていた著莪は僕の顔を覗き込んでくる。薄暗い中、眼鏡めがねのレンズ、そして彼女の碧あおい瞳ひとみに、困惑した己おのれの顔が映り込んでいた。

　僕は冷たい潮風に身をちぢこませるようにして、重ね着している黒のパーカとスカジャンの襟えり元もとを直し、一息入れた。

「いや何、ちょっと……考え事をしていたら迷路にハマったというか……」

「ナニソレ。眠くなってきたとか？　昼過ぎまで一緒に寝ていたのに？」

　著莪はバカにしたように笑う。そして彼女は着ている赤いスカジャンではなく、その下に重ね着しているパーカのポケットからカイロ代わりにさっき買った缶コーヒーを取り出し、口を開けた。

　彼女はそれを一口飲んでから、僕にくれる。すでに人肌ほどにぬるかった。

　スマホを取り出し、時計を見やれば……ようやく午前六時を回ったところ。この場に到着してからすでに一時間が経たっていることになる。となるとこのコーヒーの温もりはそれ自体に残っていたものではなく、著莪の体で温められたものだろう。

　僕はそれをぐびりと飲んだ。

「別に眠いわけじゃないんだけど……その、何だ、人ってのは初物をこうもありがたがるものなのか、と考えてさ。……人多すぎるだろ、ここ」

　実は僕と著莪は今、初日の出を拝おがみに、千葉県の最東端である犬いぬ吠ぼう埼さきという岬みさきに来ているのだ。実は地軸の傾きの関係で、年末年始の数日のみ、北海道の根ね室むろとかを抑おさえて日本で一番早く日の出を拝めるスポットがここだったりする。

　……無論、離島とか、船を出して日本の領海ギリギリとか山頂とかに陣取ればまた話は別だけど、そこまで語ると、もはやわけがわからなくなるので、それらは一いつ旦たん置いておこう。

　ともかく犬吠埼こそが日本で初日の出を最初に拝める場所であり、僕らはそのすぐ脇にある君きみヶが浜はまに来ているのだ。

　……で、だ。田舎いなか道みちだということもあり、道路が込むってのはわかってたんだけど、浜辺にも予想以上の人々がいて、駅とかに至っては売店が賑にぎわうという有様である。

　たまたま雑誌でこの場所のことを見た著莪の気まぐれで、二人してわざわざ数時間も電車に揺られてやってきた僕が言うのも何だけど、ホント、人ってのはどうしてこう、どうでもいいものをありがたがり、その中でも初物に関しては目がないのだろう。

　著莪に、日本人ってのは初物が好きである云うん々ぬんと先ほどの内容について語りつつ、僕は白みつつある太平洋上の空ではなく、大勢の人々の方を見やった。

　荒れる波の飛沫しぶきがかからない場所にまばらに並ぶ人々。大勢なのにまばらという表現はいささかおかしいかもしれないけれど、浜辺が一キロに渡るほど広いのと、集団で固まっているのではなく、二〜三人のグループが浜辺の至るところにいるため、まばらに見えるのだ。

　何だかその微妙に隙すき間まのある人々の光景は、僕にはペンギンの群れのように見えて仕方がない。あの、岩場の上で日光浴しているペンギンたちの姿だ。それぞれが特に何するわけでもなく、二本の足で呆ぼう然ぜんと立ち、たまに身動みじろぐ以外はただ佇たたずむだけのその姿が、今僕の目に映る、何もすることがなくて朝日が昇るのをただひたすらに待っている人々の姿と重なる。ダウンジャケットを羽織っている人が多く、自然と丸っこい姿になっているのが余計にその連想を後押しするのかもしれない。

　海の方に突き出たような形になっている浜の部分には、さすがに人が群れているのだが、それも、ペンギンっぽかった。

　僕の話を黙って聞いていた著莪は、僕の手から缶コーヒーを取り返すと再び口をつける。

「ふーん。……じゃあ、これ、アタシと佐藤の今年最初のコーヒーだから初物……って、それはちょっと意味が違うかな」

　缶コーヒーに旬があるとは思えないので、確かに初物とはちょっと意味が違うかもしれない。単に今年最初ってだけだ。でも、特別視するって意味では、同じかもしれない。

「ともかくさ。別に初物だから何だってわけじゃないのに、不思議だなぁ、って思って。……まぁ、それが何故か昨今のゲーム業界に立ちこめる不穏な気配とセガの関連性の考察にいつの間にかすり替わっていたわけ」

「なるほどね、それで変な顔してたんだ。……佐藤、お前さ、途中で絶対処女がどうとか考えただろ」

　――沈黙。

　絶えることのない周辺の人々のざわめきや、著莪のボリュームのある金髪を揺らす風の音、そして少しばかり荒れている波の音が大きく聞こえ、それらが僕らの間を埋めた。

「後は……初恋とか、ファーストキスとか、そういうの。んで、それから意識を逸そらそうとしていたら着地点を見失ったんだろ」

　僕は右隣にいる著莪の顔に向けていた視線を、そのまま彼女の後方にそびえ立つ犬吠埼灯台へ視線を自然に逸らす。その夜明け直前の空に浮かぶ、蝋ろう燭そくのような灯台のシルエット……何と美しいことか。さすが『世界の灯台１００選』に選ばれただけのことはある。

　コツンと、空になった缶コーヒーの底を著莪は笑いながら僕の額ひたいに当ててくる。

「うぉらっ。当たり前のように目の前の現実から逃げんなっての」

「……いいか、著莪。男が、いや、雄がそこら辺を考えてしまうのはある種本能的なものであり、それについて語るためには本を――」

「あーはいはい、面倒だからもういいよ。っつぅかさ、今の話からすると若じやつ干かんセガへ繋つなげるのは無理があるよね。初ガツオとかって周りがありがたがるから自分もっていう一面はあったと思うけど、ファッション云うん々ぬんと違って、それって実際には単にお祭り好きなだけだったんじゃない？　ほら、それこそ江戸っ子っぽいじゃん」

　……言われてみれば、確かに。僕はそれを周りに流されているからと表現し、そこを妙にクローズアップしてしまったがために、方向性を見失ったのかもしれない。

「多数に迎合するっていう意味じゃ同じかもしれないけれど、日本人って単にお祭りが好きなんだよ、やっぱ」

「確かにそれは一理あるか。今日……っていうか、昨日か。上うえ野のとか酷かったもんなぁ」

　年末の上野のアメ横よこに行ってみようということで、この浜に来る前に寄ってきたのだけれど……尋常ではない人の数で、買い物どころではなかった。あれはどう考えても買い物をするためにアメ横に来ている人よりも、僕らのように年末のアメ横に行く、というのが目的になっている人の方が多いに違いなかった。

　実際僕らがお金を払ったものといえば、〝オ〜ィシィヨ！　ムッチャウマァイヨ！〟と不思議なかけ声でお馴な染じみのケバブ屋さんで買い喰いした以外じゃ、僕が今履はいているトレッキングシューズを著莪が気まぐれに買ってくれたぐらいである。

　明後日あさつてからＨＰハーフプライサー同好会の合宿で北国へ行くので、スニーカーじゃまずいだろう、と著莪が珍しく気を遣ってくれたのだ。……まぁ、事前に徴ちよう収しゆうされた僕の小遣い及びお年玉の前借りから資金が出ていることを考えると何とも言えないものがあるけど……それでも、一度は彼女の懐ふところに収まった以上、贈り物であることには違いないだろう。

　本人は今日、このあと成なり田た空港で両親と合流してイタリアへ行ってしまうため、夏みたいにさらりと合宿に参加することが出来ないから、自分の代わりに……ということかもしれない。……いや、ねぇな、そんな理由。

「佐藤ってさ、割と昔からそういうところあるよね。短たん絡らく的っていうか、気がつくとあんまり関係ない話に切り替わってるっていうか……ほら、いつだっけ。あの、アタシと蘭らんがムチャクチャ揉もめた時も――」

　何もない浜辺では、僕らは思い出話に花を咲かせるぐらいしかなかった。

　一応実家からゲームギアを二台と対戦ケーブル、そしてソニックシリーズでは初のレースゲームである『ソニックドリフト』を持ってきたものの、来る途中の電車内で二台ともバッテリーが切れてしまっていた。

　ちなみに車内での注目度は群を抜いていたことは忘れずに付け加えておこう。男らしいマッチョ感のあるボディに、時代の先を行っていたバックライト付き液晶モニター、そして対戦するためにはソフト二本が必要なのは当たり前、日本国内で果たして何人が体験したことがあるのかわからない有線接続という堅実さ……人々が注目しないわけがなかった。

　話は逸れるが、少しこれに触れておくと、ゲームギアが発売された九〇年代当時において、今では当たり前となっている携帯ゲームで対戦・通信プレイというのは実はかなり特殊な体験であった。というのも携帯ゲーム機を二台、同じソフトを二本、それらを繋つなぐケーブルが必要になるわけだが、まだゲームが〝子供が遊ぶもの〟としてしか認識されてなかった時代においてはこれらがなかなかに揃そろわず、せっかくゲームメーカー側がその機能を付けても、それを堪たん能のうすることは難しかったのだ。

　別ハードとはいえ、今ではとてつもない利益を生み出し続ける某社のモンスターのゲームが出た当初とてそうであり、通信ケーブルを有している者など極めて希け有うであり、兄弟がいる金持ちの家でもない限りはまず持っていない……っていうか、田舎ではゲームショップにさえ置いていない場合がほとんどだった。そのソフトが徐々に注目されるに従い、携帯ゲーム機による対戦・通信プレイというものが当たり前になっていったのだけれど……ゲームギアには対戦・通信プレイにおけるそこまでのキラータイトルが存在しなかったのが、痛いところである。

　……そもそも親父のようなセガ派はもちろん、テレビＣＭでイッセー尾お形がたさんらが携帯ゲームはもはやカラーの時代であり、モノクロはつまんないのだと散々言ってくださっていたのだけれど……それでも、普及台数が伸びなかったのが何よりの問題だったのかもしれない。

　数少ないユーザーが出会い、かつ、同じソフト、そしてどちらかが何らかの理由から対戦ケーブルを所持していて……そして、お互い電池に余裕がある、という無数の条件を満たさないと遊べないのである。もはやそれは広大な深海で希少種の魚が偶然出会って交尾に至る確率にも近かったことだろう。

　そんなことを頭の片隅で考えながら、僕は著莪と昔の話をしていると……ふと、彼女は何かを思い出したような顔をする。

「……ん、どうかした？」

「いや、そういえばアタシの最初のキスっていつだったかなぁって思って。初物がどうって話と、蘭の話をしてたら、何となく考えちゃった」

　言われてみて、僕も思い出そうとしてみるが……思い出せない。

「いつだっけ？　佐藤が蘭のことを好きだとか言い始めた時にはもう毎日みたいにしてた気がするんだけど」

　その最初の相手が僕であることに、彼女は疑いは持っていないようだった。

　無論、僕も同じだ。

「うーん、思い出せない……っていうか、絶対物心がつく前だよ」

「まともに言葉が喋しやべれるようになる前からかなぁ。……あ、うん、何かそんな気がする」

　昔の著莪は国際結婚をした両親の関係で日本語とイタリア語、さらには微妙に英語を交ぜた、ルー大おお柴しばさんの言語をさらに酷くしたような、わけのわからない言語を使っていた。そのせいで、幼稚園ぐらいまではちょっとおとなしくて、見た目の特異さもあって友達はそれほど多くはなかったような記憶がある。んで、その分僕と一緒にいることが多くて、それで……まぁ、頻ひん繁ぱんにしていたというか何というか……。
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「あー、そうだったそうだった！　アタシ、その頃の記憶って、結構曖あい昧まいなんだよなぁ。何か佐藤が横にいないと不安だったような記憶がうっすらとって感じ」

　あの頃の著莪はまるで動く人形のようだったっけ。家だとまだそうでもないけど、幼稚園とか買い物とか行くと、どうしても萎い縮しゆくしていた気がする。髪も今みたいなボリュームある感じじゃなく、著莪ママリ　　タが面倒を見ていたせいで綺麗に整えられていたせいかもしれない。

　……まぁ、小学生の半ばぐらいにはほぼ完全に日本語使いになって、今と同じくはっちゃけた感じになっていたけど。

「なっつかしいなぁ。そんな茉ま莉り花かみたいなロリ時代もアタシにはあったってわけかぁ」

　……ロリって。そう言って僕らは笑い合う。

　一ひと際きわ強い潮風が僕らの周りを吹きすさんだ。辺りの人たちから「うわっ」と言った声が聞こえ、著莪も髪を押さえつつ、僕に体を寄せた。

「でもさぁ、あの頃と比べると、最近って、佐藤と一緒にいる時間減ったよね」

「そりゃ学校も違えば、住む場所も違うから、どうしてもね」

「そんなもんかな？」

「そんなもんだよ」

「ホントに？」

「ホント」

　間近で僕と見つめ合う著莪の瞳に、かすかに憂うれいのようなものが見え、思わずドキリとする。でもそれは一瞬。見間違いではないかと思った時には、彼女の瞳は瞼まぶたで隠されてしまっていた。

「なら、いいんだけどさ。このまま年々離れていったりするのは……ちょっとなぁって、思ったり」

「何だよ、いきなり。らしくもない」

　著莪は俯うつむくようにして僕の首もとに自分の頭を当ててきた。その髪の、良い香りが潮しおの匂においに負けず、僕の鼻を擽くすぐる。

「……ほら、この前のクリスマスとかさ」

　頼りなさげで、寂しそうな声で、著莪が言った。寒気立つ風の中、荒々しい波の音にかき消されそうになりながら囁ささやかれたその言葉は、僕の心を細い糸で縛しばり上げたかのように苦しくする。

「だ、だからさ、その埋め合わせってんで、お年玉前借りして、ここしばらくずっと奴ど隷れいのように尽くしてきたんだろう」

「うん……でもね。そうじゃない、そうじゃないんだよ。埋め合わせがどうとか、そういうんじゃない」

　僕はクリスマス、著莪との約束を反ほ故ごにして槍水先輩との……ＨＰハーフプライサー同好会の一員としての夜を選んだ。選ばざるを得なかったというか、著莪にならその全部を話せば納得してくれると思っていたから、彼女に説明して、それで……。

　……あ〜……。

　何となくだけれど……僕にも、著莪が言いたいことは、わかった気がする。

　埋め合わせがどうとか、本当はそういうんじゃないんだ。

　たとえ、埋め合わせをすると言ったって、僕は彼女よりも槍水先輩との夜を選んだという事実は覆くつがえせない。実際にはそうじゃなかったけれど……それでも、だ。

　あの電話をかけた時、僕が約束を破りたいと告げた時……著莪はどんな気持ちだったんだろう。

　あの時、考えないわけじゃなかったけれど、きっと大丈夫だと、わかってくれるって、そう信じていた。……信じた、だけだった。

　それで彼女がどんな想いを抱いたかまでは、考えていなかった気がする。

　……また、沈黙。

　いろんなことを想うが故に、波の音が大きく聞こえた。

　白みを増していく空が、寒々しい。

　著莪の匂いと体温を感じながら、空を見上げていると……僕はふと、とんでもないことに気がついた。

　あの時、著莪は電話口でこう言ったのだ。

　――人との約束を破るのは最悪だ。でも、人の信頼を裏切るのはもっと最悪だ。

　あの言葉……それって、槍水先輩から僕への信頼の話だと思っていた。だから著莪は僕を行かせてくれたんだと……そう思った。

　けれど……本当は……あれは、僕から著莪への信頼の話だったんじゃないのか？

　著莪ならきっとわかってくれる、きっと……赦ゆるしてくれる。

　そう僕が信頼したから……それを裏切らないために、彼女は――。

「なぁんてね、シリアス声出してると何か寒くなってきちゃった。今のは久々にうまくいったっしょ？　佐藤もちょっちマジっぽい顔になって……佐藤？」

　著莪はイタズラっぽい笑顔を浮かべながら、一歩離れようとするのだけれど……僕は彼女の細い肩を掴つかまえ、そして、抱きしめた。

　な、なんだよ。と、著莪は少し困惑していたけれど、僕は彼女の背に回した腕を解きはしない。

「……寒いんだろ、著莪」

「寒いっちゃ寒いけど……うーん、今は、ちょい、その……。まぁ、いいけどさ」

　少しばかり照れたような声で彼女は言うと、ゆっくりと僕の背に腕を回してくれる。

　……そしてまた、沈黙。

　風は変わらずに冷たい。けれど、それは著莪がどれだけ温かいかを教えてくれた。

　波も荒い。けれど、その音は僕らから余計な言葉を取り去ってくれた。

　長いような、短いような、そんな時間。

　お互いに言葉にならない気持ちを見せ合うような、そんな時間。

　その果てに、僕は一つだけ、言葉にした。

「今更だけど……クリスマスは、ゴメン」

「……もういいって」

「全然著莪のこと……」

「だから、いいって。……わかってる」

　こっちだって、わかってるんだ。だから……。

　そう言おうとするものの、そこから先に続ける言葉が思いつかず、僕はただ口を閉じるしかなかった。

　辺りがいきなりざわめきだして、僕らはその人々の歓声に流されるように、いつの間にか閉じていた瞼を開き、そしてそれを海へ向ける。

　水平線の向こう、かすかに浮かぶ雲を赤く染めながら、強烈な光が現れた。

　僕も著莪も、お互いに少し緩ゆるめたものの腕は相手の背に回したまま、その光を見やっていると、自然と「お〜」と声が出た。

　辺りにいた人々は一いつ斉せいにざわめき、カメラを動かしたりしていたけれど……僕らはただただ呆ぼう然ぜんと、日本で最初の初日の出に見とれていた。

　到着してから夜が明けるまでひたすら待ち続けていた時は、太陽ってのは何てゆっくり動くのだろうと考えていたけれど、水平線から顔を出してからは、太陽の動きは意外に速いのだと知れた。

　水平線からはみ出すようにして差していた光は見る見るうちに大きくなり、太陽はわずかな時間でその輪りん郭かくを僕らに見せ、そして、夜を西の空へと押しやっていく。

　その光景は僕らに驚きと、そして……意外にも、ちょっとした感動というか、不思議な心地よさを与えてくれる。

　初物も、悪くない。

　こんな気持ちになれるのなら、なるほど、確かに七五日ぐらい寿命とて伸びそうなものだ。

　……まぁ、食べたわけじゃないんだけど。

「ねぇ、佐藤」

　著莪は朝日を見やりながら、そう口にした。

「今年も、よろしくね」

「こちらこそ。これからもよろしく、著莪」

　著莪は僕に顔を向ける。笑顔だった。僕も、微笑んだ。

　今年最初の朝日に照らされる彼女の笑みは、いつも見ているはずなのに、どこか特別に思えてしまう。それは僕も風に揺れる葦あしだから……いや、流されやすい、お祭り好きな日本人だからだろうか。

　ただ、どんな理由であれ、今、僕の目の前にある彼女の笑みが特別であることは間違いないのだと、そう、信じられた。

「あー……そういえばさ、佐藤。確か初物って食べると七五日、寿命が延びるんだっけ」

「うん、迷信だと思うけどね。そう言われてる」

　著莪が「ふーん」と、唸うなるように言って、その笑みにイタズラ心を混ぜ始める。

　朝日が、著莪の白い肌を少しばかり赤く染めていた。

「それじゃぁさ、初物の意味とは違うかもしれないけど……一緒に、ちょっと長生きしよっか」

「ん？　それって、どういう……」

　疑問を口にするより先に、著莪の顔が近づく。

「今年の、最初の……ね」




　そして、また……波の音は、大きく聞こえた。







11章　白梅梅












　　　「どうしたんですか？」





白梅梅











　　　　　０




　白しら梅うめ梅うめが初恋というには未熟な想おもいを抱いたのは幼稚園の頃だ。そこには若くてドジな先生がいて、男子たちはその先生が好きなくせに、いや、そうであるが故ゆえに彼女をわざと困らせようとしているのが不愉快で、よくそれを追い払っていた。

　ありがとう、梅ちゃん。そうお礼を言われるのが嬉うれしくて、先生と仲良くなっていくのがたまらなく幸せだった。でも、幼稚園を卒業する頃になって彼女が結婚するのだと知って、酷ひどく裏切られたような気がしたのを白梅は今でもはっきりと覚えている。

　その時だろうか、自分が他人とはどこか違うのだとわかったのは。

　女が強い家系だということが影響していたのか、それとも明るいがその分うざったく、それでいてなよなよしている父親への反発だったのかはわからない。でも、白梅は当たり前のように自分は女性が好きなのだと認識していた。

　さすがの白梅もそれには悩んだ。誰にも相談出来ず、一人で思い悩み、人とは違うことが怖くて仕方がなかった。

　そんな中、小学生の彼女は母の書庫の中に同性の恋愛を描いた小説を見つけたのだ。デザイナーとして働いているために、その類たぐいの本こそ多いものの、雑食の読書家である母の書庫には様々なジャンルの本が無数にあった。

　知らない漢字も多い中、幼い白梅はそれを貪むさぼるようにして読んだ。

　まるでそこに描かれていた登場人物が自分であるかのように彼女らの心情がすっと胸に染みてくる。自分の漠然とした不安や気持ちが、明確な言葉として物語を伴ともなって描かれているのだ……それは何とも、衝撃的だった。

　何かのためにと貯ためていたお小こ遣づかいで、その作者の本を買い漁あさり、そして、一冊読むたびにベッドの上で反はん芻すうし、その綴つづられた物語の美しさに心を震わせる日々。繊せん細さいで、儚はかなくて、ふとすれば消え入りそうな登場人物たちの心の揺れに、白梅もまた心を震わせた。

　その作者の既刊本を読み切った時、白梅は生まれて初めてファンレターというものをしたためた。家族にも相談できない自分の不安を初めて外の世界に送り出したのだ。

　返信が来るとは思っていない。ただ、誰かに聞いてほしい。そして出来ることならそれを理解してくれる人がいい。その程度の気持ちだ。

　それから数カ月が過ぎ去り、白梅自身ファンレターのことが頭から抜け落ち始めた頃……彼女のもとに手紙が届いた。作者からではなく、その担当編集者からの、だ。その作者の次の新刊を出すにあたり、連載していた雑誌の企画としてファンから作者へ、そして作品へのメッセージを掲載したい、とのことだった。白梅はファンレターを読んだ作者からの指名だという。

　少しでもあの先生の力になれるのなら、と、小学生の白梅は一人でこれを承諾し、両親には内緒で担当編集者である〝白粉おしろい〟という人と近所のカフェで会った。

　小こ柄がらで、しかし鋭気を感じさせる目をした人。何かしらを偽いつわるための化粧や衣服ではなく、社会人のマナーとして最低限の装いであるところが好感を持てた。そのくせして、細い煙草たばこを吸う仕草には妙に色気が漂う。仕事を優先しつつも、女としての本質を捨てていない。白梅が好きなタイプだった。

　母と同じぐらいの年齢だろうと、白梅は一目で察する。

　一方の編集者は、白梅がもっと年上の女性だと思っていたようで、驚いていた。まさかあんな達筆な手紙を書く人が娘と同い年だなんて、と。

　古い家である母方一族の代々の方針として躾しつけは厳しく、かつ教養を身につけるために日本的な習い事は一通りやらされており、その中に書道もあったせいだろう。確かに、白梅の書く文字は同級生はもちろん、そこいらの大人よりもずっとうまいのだ。

　それから企画の話をし、数日後でいい、と言われた例のメッセージも、その場で書いてしまうと、何とはなしに話は互いのプライベートな雑談へ。

　白粉という人には白梅と同い年の、花はな、という娘がおり、それで今、彼女は頭を悩ませているようだった。

「私に似て、嘘うそがヘタな子でね。誤ご魔ま化かそうとするんだけど……どうも、学校でいろいろあるみたいで」

　その時は何も思わなかった。白梅に衝撃が走ったのはその数日後。

　白梅のビジュアルが思いのほか〝使える〟と思われたらしく、他の何人かのファンと一緒に、雑誌に写真入りで掲載されることになった時だ。

　休暇を取って父に付き添ってもらい、スタジオでの撮影。それ自体は白梅にとってさして珍しい体験ではない。母の仕事の関係で幾度となく子供服のサンプルモデルをしていたし、子役の手配をしくじった時や実際に着てみると服のイメージと合わなかった時は白梅がピンチヒッターを務め、海外の雑誌に載ったことも一度や二度ではない。

　白梅のような年代から四〇代ほどまでの女性が複数人で撮影をし、急きゆう遽きよ加えられた企画でファン同士の対談を行っていると……ふと、スタジオの隅に小さな小さな、捨てられた子犬のようになっている少女を見つけたのだ。

　撮影に参加するわけでもなく、隅っこで、浮かない顔で座っているだけの彼女……。

　一ひと目め惚ぼれ、というものがあるというのなら、まさにそれがそうなのだろう。理由などなかった。魂たましいがその少女を求めている、そう思った。

　もし雨に濡れている子犬がいたら、人は手を伸ばす。全身の雫しずくを払い、抱きしめることだろう。そこに理由を求める者などおらず、疑問に思うこともない。当たり前のように、手が伸びる。……それと同じだった。しかし、それ以上だった。

　撮影が終わるとすぐに白梅はその子のもとへ。思わず抱きしめたくなる衝動を抑おさえ、どうしたんですか？　と、話しかけても、その少女はずっと俯うつむき、怯おびえるようにして視線を合わせることもなく曖あい昧まいなことを喋しやべるばかり。かろうじて今日の母親の仕事が終わったら新しい眼鏡めがねを買いに行くのだ、ということだけは聞き取れた。

　彼女が握っていた眼鏡ケースからは何か、カラカラと乾いた音が聞こえ、恐らく新調するというよりは壊れてしまったから新しいのを買いに行こうというのだろう。

　何故この子がこんなに怯えているのか。白梅にはそれがわからなかった。その子が震えそうになっている原因は自分にあるというのはわかる。でも、それは何故？

　その答えを見つける前に彼女は逃げるようにして母親の元へ。それは、あの白粉だった。ということはあの少女が花という娘なのだろう。そう考えると、どこかしらに面おも影かげがなくもない。

　母の後ろに隠れ、その服の裾すそをギュッと掴つかみ、視線を床に落とす花。白粉は、ごめんなさいね、と苦笑していた。

　白梅はもっと彼女と話がしたい、抱きしめたい、そしてそんなに怯えなくても大丈夫だと伝えたかった。でも、ダメだった。花は、母親を引っ張るようにしてスタジオから去っていき、そして、白梅もまた、父と共に帰宅するよりほかになかったのだ。

　そして、その夜から白梅の異常な行動が始まる。天命を待つ前に人事を尽くさないわけにはいかない、と自分を鼓こ舞ぶし、白梅に空手を教えていた道場主の『人に〝助け〟を望むな、人の〝助け〟になれ』という彼の信念を言い訳として、彼女は白粉の家を探しに探した。

　白粉という担当編集者は待ち合わせたカフェから車で三〇分の所に住んでいると言っていたことと、その白粉という珍しい苗みよう字じは彼女の家を突き止めるのに都合が良く、特定はあっという間だった。親族が合気道か何かの道場をやっていたので、ネットで調べただけで一発である。

　それまで住んでいたマンションが手狭になり、どこかに家を買おうとしていた両親の状況もこれには都合が良かった。

　もし偶然を装ってまた彼女と出会ったとしても、あんな様子では同じように逃げられてしまうだろう。ならば、逃げられない状況にすればいい。そう考えた白梅はこの時すでに転校する決意を固めていた。元々鼻持ちならないバカが多かったお嬢様学校に辟へき易えきしていたこともあり、引っ越しと転校は全てにおいて都合が良かったのだ。

　そして綿密な計画を練りに練り、白粉と同じ学校に通えるエリアを見つけ、ここへ引っ越すことがどれだけ家族にとってプラスになるのかを両親に連日連夜プレゼンした結果……税務署に勤める父の通勤時間がやや伸びたものの、全ては白梅の計画通りに進み、そして、幸運にも白粉のいるクラスへ転入することに成功し……そして、〝今〟に至っていた。
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　ガタンゴトンと揺れる年の瀬の夕暮れを走る電車。隣に座る白粉おしろいの頭が揺れ、ゆっくりと白しら梅うめの肩に載のせられる。さして重くない彼女の体重もまた白梅の体へ。

　頭の感触が、預けられた体重が、そして二人の間で握り合う手の感触が白梅にはため息が出るほどに心地よく、幸福だった。

　そして、それを感じる時、いつも彼女は白粉との出会いを思い出してしまう。

　出会いは偶然。何なら運命と言ってもいい。だが、そこから先は必然だった。強引な手段も幾つか使った。

　それ自体は過あやまちだとは思っていない。実際、自分が転校しなければ白粉はずっとあの連中のオモチャにされていたことだろう。くだらないことで人をバカにし、のけ者にする。時には心だけじゃなく、体まで傷つけていたようだった。他にも彼らの、〝菌きんが移る〟だの〝汚い〟などと言いつのる幼稚さや、多数で一人を叩たたくことで優越感に浸っている様子には今思い出しても腹が立つ。

　だから、あの時は思わずやり過ぎてしまい、その後ＰＴＡ等でいろいろ問題になったが、それは白梅にとって些さ細さいなことだ。普段なよなよしているだけのダメな父がそれまで見せたことがないぐらい強きよう硬こうな様で矢や面おもてに立って自分を全力で支持し、擁よう護ごしてくれたことも、嬉うれしかった。……たまに自分でも驚く直ちよく情じよう径けい行こうなところは意外にも父から引き継いだものかもしれないとわかって、いささか嫌な気分になったが、それはまた別の話だ。

　問題は、白粉との関係だった。明らかにやりすぎていた。

　まるでガラス細工のように繊せん細さいで、湧わき水のように清純な心を持つ白粉にとって、自分に助けられたことはその心に色濃く残っていることだろう。

　しばらくはそれで良かった。だが、それから先へ行くことを考えると、その〝恩〟というのが重く、酷ひどく邪じや魔まなのだ。

　白粉と一緒にいて自分は楽しい。嬉しい。幸せだ。でも……彼女は？

　人のいい彼女のことだ。助けられた恩から無理して笑い、無理して付き合っているとしても不思議ではない。笑い合う時、本当に、彼女も笑ってくれているのだろうか。ふとした時に、そんな不安を抱いてしまう。

　何より、彼女は白梅梅という人間を本当に知っているとは言えないのだ。

　今は、友達だ。だが、それ以上でありたいと思ってしまう気持ちが白梅の心にはいつもある。白粉の小さく、瑞みず々みずしい唇くちびるに自分のそれを押しつけたくなる衝動にいつも駆られる。

　たまに摘つまみ食いするようにその気持ちが漏れてしまうこともあるものの、それでもそれは今まで何とか抑おさえてきた。

　白梅は思う。もし自分の中のそれを爆発させたとしても、白粉は受け入れてくれるかもしれない。でも、それは〝仕方なく〟だろう。

　それは、嫌だった。

　彼女との肉体的なそれよりも、彼女の心との繋つながりが欲しかった。

　だから、決して友達以上のことはしないと決めた。

　良き友達としてあり続け、彼女の自主的な行動を尊重しよう。そしていつの日か、彼女の方から……。

　そう想おもってくれるその時まで、彼女に寄り添っていよう。邪魔にならない距離で、彼女を守り続けよう。そう、思い定め、自らに枷かせを填はめたのだ。

　でも、それはもしかしたら単に自分の全てをさらけ出すことを怖がっているだけなのかもしれない。好きだと彼女に告げる勇気がないだけかもしれない。だから、相手が自分を好きになってくれるのを理由をつけてずっと待っている……そんな気もした。

　烏からす田だ高校に進学してからというもの、白粉はどんどん自発的になっている。

　二つもの部活に入り、それまではほとんど人と触れ合おうとしなかった彼女が今では積極的に佐さ藤とう洋ようをはじめとした友達を増やし、挙げ句の果てには彼らと旅行にまで行ったのだ。中学までの彼女からは考えられない。

　そして、今日のようなイベントに一人で参加するなど、今まで夢にも思わなかった。今回白梅が来たのも、もしかしたら参加したはいいものの、一人で震えているんじゃないかと考え、もしそうなら何とかして力になろうと思ったからにほかならない。

　でも、それは杞き憂ゆうだった。彼女は普段よりも元気に人と接し、そして完売した時など本当に嬉しそうに、声と拳こぶしを振り上げたのだ。

　子供が独り立ちしていくのを見る親のような気持ちに似ている。嬉しくもあり、そして、寂しくもある。

　友達として寄り添うだけ、と思い定めていても心のどこかでは〝彼女は自分だけのもの〟という気持ちがないわけではないのだ。独り立ちするのが決まっている親子の関係ではないのだから、余計にそうだ。

　だから、と、白梅もまた、白粉の落ち着いた寝息を聞きながら瞼まぶたを閉じる。

　いつか彼女が自分から離れていくんじゃないかと思うと、怖くて仕方がない。

　もしそうなった時、自分は彼女を止める言葉を持っているのだろうか……？

　あなたが好きです、と言える自分であるだろうか。

　白梅は握っていた白粉の小さな手を、今一度ゆっくりと、柔らかく、でも縋すがるように握る。すると、白粉の手もまた……握り返してくれる。

　無意識の動きだろうが、それでもまるでそれは「大丈夫だよ」と言われているような気がして、白梅には嬉しかった。

　肩に載せられた白粉の頭に、白梅は自分の頭を載せるようにそっと寄せた。

　大切で、大好きな彼女。だからこそ、胸に秘めた想いを持ち続けることが心苦しかった。

　いつか、本当の自分をさらけ出せる日が来るのだろうか。

　そして、そんな自分を彼女は受け入れてくれるのだろうか。

　考えるに不安になる、怖くなる。けれど、自分の手を握り返してくれる白粉の手が、白梅にかすかな希望に似た安心感を与えてくれる。

「……いつか……きっと……」

　電車の騒音にかき消されるような声で、白梅梅は一人、呟くのだった。
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初出一覧





１章　『ボーダーをブレイク』書き下ろし




２章　『簡単な質問』書き下ろし




３章　『有明の狼たち』２０１１年12月スーパーダッシュ文庫公式サイト特別書き下ろし




４章　間食版「４」『その、存在価値』２０１１年「ジャンプＳＱ．」９月特大号付録『SDMP mission4』




５章　『白粉花の年末』書き下ろし




６章　『だいたいいつもそんな感じ』２０１１年７月スーパーダッシュ文庫公式サイト特別書き下ろし




７章　間食版「５」『弁当』２０１１年「ジャンプＳＱ．」10月特大号付録『SDMP mission5』




８章　『やっぱりいつもこんな感じ』２０１２年１月 アニメイト天王寺店サイン会配布特別小冊子




９章　間食版「特別編」『いい塩梅』書き下ろし




10章　『波の音』２０１２年６月スーパーダッシュ文庫公式サイト特別書き下ろし




11章　『白梅梅』書き下ろし









本書は、書き下ろし及び右に掲載された作品に加筆・修正したものです。




※ご注意※

●この作品はとても愉快なフィクションです。実在の人物、団体、事件、イベント、声優様などにはいっさいマジで関係ありません。

●本作はいつも以上に内容が（ある方向において）濃いめなので、一気に読もうとすると人によっては胸焼けを起こす可能性があります。お気をつけください。

●作中におけるキャラクターたちの発言や思想はあくまで表現の一部であり、アサウラ及び集英社のそれを代弁するものではありません。

●株式会社セガさんの大人気アーケードゲーム『ボーダーブレイク』は作中におきましてはバージョン２にあたる『ボーダーブレイク　エアバースト』としておりますが、本書が発売される頃にはバージョン３である『ボーダーブレイク　ユニオン』が稼働する予定になっております。ちなみにアサウラは仕事、取材と称して財布を騙してプレイしているのですが、現在Ａ２クラスのボーダーです。……友よ、戦場で会おう。

●こむら返り、つまり足がつった時は、まず足の裏を反らすようにして指先の方から足首までゆっくり曲げていきましょう。筋肉が伸びて楽になるはずです。マッサージをする場合は痛み・硬直が薄れてから、愛でるように鼻息を荒くして執拗かつ長時間行いましょう。

●右記はとても健全な行為であり、決していやらしいものではありません。ですので、学校や街中で黒ストッキングをはいた女子高生が足をつっていた場合、見ず知らずのあなたが靴を脱がし、その緊張をほぐしてあげたとしても法的に問題はないはずです。……が、それにより何らかのトラブルが生じたとしてもアサウラ及び集英社は一切の責任を負わないことを先に述べておきます。

●なお、トラブルが生じた場合、熱く次の文言を叫ぶように口にしてみましょう。

「苦しんでいる女の子を放っておけるわけがないだろう!?　こんなにも素敵な足なんだぞ!?」

事態が悪化すること請け合いです。





著者紹介




アサウラ

１９８４年生まれ。北海道出身。東京在住。

大学在学中に第５回スーパーダッシュ小説新人賞に応募した「黄色い花の紅」で大賞を受賞、デビュー。

「ベン・トー」シリーズが「このライトノベルがすごい！　２０１１」（宝島社）で第５位にランクインし、大ブレイク。




柴乃櫂人（しばの・かいと）

１９８１年生まれ。大阪出身。東京在住。

ゲーム会社に所属しニンテンドーＤＳの大ヒットＲＰＧ「ルミナスアーク」などのキャラクターデザインを手がけたのち、フリーに。

「ベン・トー」シリーズのコミカライズで漫画家デビューも果たす。








集英社ｅスーパーダッシュ文庫

ベン・トー　９・５

箸休め〜濃厚味わいベン・トー〜

著者　アサウラ

(C) ASAURA 2013




２０１３年２月13日発行




この電子書籍は、集英社スーパーダッシュ文庫「ベン・トー　９・５　箸休め〜濃厚味わいベン・トー〜」

２０１２年10月30日発行の第１刷を底本としています。





発行者　鈴木晴彦




発行所　株式会社　集英社




　　　　東京都千代田区一ツ橋２丁目５番10号




　　　　〒１０１−８０５０




　　　　［電話］




　　　　０３−３２３９−５２６３（編集部）




　　　　０３−３２３０−６３９３（販売部）




　　　　０３−３２３０−６０８０（読者係）




制作所　株式会社デジタルディレクターズ









本作品の全部また一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。なお個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。



item/image/cover.jpg
78 SR

OUBGHS ey uehelE






item/image/image12.jpg





item/navigation-documents.xhtml




目次



		１章　ボーダーをブレイク



		２章　簡単な質問



		３章　有明の狼たち



		４章　間食版「４」『その、存在価値』



		５章　白粉花の年末



		『ＡＮの５時の読書会（その１）』



		６章　だいたいいつもそんな感じ



		『ＡＮの５時の読書会（その２）』



		７章　間食版「５」『弁当』



		８章　やっぱりいつもこんな感じ



		『ＡＮの５時の読書会（その３）』



		９章　間食版「特別編」『いい塩梅』



		『ＡＮの５時の読書会（その４）』



		10章　波の音



		11章　白梅梅











item/image/image11.jpg





item/image/image13.jpg





item/image/image10.jpg





item/image/image9.jpg
c\ pé

\\\\ \ BN

E)Q b// \\ /\





item/image/image4.jpg
HEROS-OVOUEDLS!
WU ERHEHSDRELCS”
[N






item/image/image5.jpg





item/image/image2.jpg





item/image/image3.jpg





item/image/image8.jpg





item/image/image6.jpg





item/image/image7.jpg





item/image/image1.jpg
2

@ 2-tt=gyvazm

WKk





